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はじめに

本書は、PRIMEQUEST 1000シリーズの導入のための準備や初期設定、ソフトウェアのインストールな
ど、本製品のセットアップについて説明しています。本書は、システム管理者を対象に書かれていま

す。

なお、各種基準、規格への適合状況や安全上のご注意などは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 安全にご
使用いただくために』 (C122-E115) を参照してください。
 
マニュアルに関する訂正および追記事項

マニュアルに関する訂正および追記事項は『PRIMEQUEST 1000シリーズ 訂正・追記事項』 (C122-E119)
に記載しています。マニュアルを参照するさいは、あわせて『PRIMEQUEST 1000シリーズ 訂正・追
記事項』 (C122-E119) をよく読んでください。
 

安全な使用のために

このマニュアルの取扱いについて

このマニュアルには本製品を安全に使用していただくための重要な情報が記載されています。本製品

を使用する前に、このマニュアルを熟読し理解したうえで当製品を使用してください。また、このマ

ニュアルは大切に保管してください。

富士通は、使用者および周囲の方の身体や財産に被害を及ぼすことなく安全に使っていただくために

細心の注意を払っています。本製品を使用するさいは、マニュアルの説明に従ってください。

 

本製品について

本製品は、一般事務用、パーソナル用、家庭用、通常の産業用などの一般用途を想定して設計・製造

されているものであり、原子力核制御、航空機飛行制御、航空交通管制、大量輸送運行制御、生命維

持、兵器発射制御など、極めて高度な安全性が要求され、仮に当該安全性が確保されない場合、直接

生命・身体に対する重大な危険性を伴う用途（以下「ハイセイフティ用途」という）に使用されるよ

う設計・製造されたものではございません。お客様は、当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確

保する措置を施すことなく、本製品を使用しないでください。ハイセイフティ用途に使用される場合

は、弊社の担当営業までご相談ください。

 

添付品の保管について

 添付品はサーバの運用上必要になりますので、大切に保管してください。
 

本書の構成と表記
ここでは、以下の項目について説明しています。

・ 本書の構成と内容

・ PRIMEQUEST 1000シリーズのマニュアル体系
・ 関連するマニュアル

・ 略称

・ 表記上の規則

・ CLI（コマンドラインインターフェース）の表記
・ 表記に関する注意事項

・ 警告表示
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・ 製品の使用環境

・ 商標一覧

 

本書の構成と内容

本書の構成は以下のとおりです。

第 1章 導入の概要
PRIMEQUEST 1000シリーズを運用するまでの流れを説明しています。

第 2章 本体装置の設置準備
電源ケーブルを接続するまでの本体装置の設置準備について説明しています。

第 3章 OSのインストール前に実施する作業
PRIMEQUEST  1000シリーズ の OS インストール前に必要な作業、本番運用のための設定および
各種セットアップ作業について説明しています。

第 4章 OS および添付ソフトウェアのインストール
OSおよび添付ソフトウェアのインストール方法について説明しています。

第 5章 OS のインストール後に実施する作業 (PRIMEQUEST 1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2)
OS インストール後に必要な各種設定について説明しています。

第 6章 OSのインストール後に実施する作業(PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L)
OSインストール後に必要な PSAなどの各種設定について説明しています。

第 7章 導入後の作業
NTPの設定やセキュリティの設定など、PRIMEQUEST 1000シリーズ導入後に実施する作業につ
いて説明しています。

第 8章 パーティションの電源投入と切断
パーティションの電源制御について説明しています。

付録 A 設定項目の一覧 (リンク)
『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「付録 A  設定項目
の一覧」へのリンクです。

付録 B PSAの手動インストール・アンインストール
PSAの手動インストール・アンインストールについて、OSごとに説明しています。

付録 C ソフトウェアについて (リンク)
『PRIMEQUEST 1000シリーズ 製品概説』(C122-B022) の「3.3  添付ソフトウェア」へのリンクで
す。

付録 D SANブート環境の構築
『PRIMEQUEST 1000 シリーズ SAN ブート環境構築マニュアル』(C122-E155) への参照です。

付録 E VMwareインストール時の留意事項
内蔵ハードディスクでの RAID環境での VMware vSphereのインストールおよびインストール時
の留意事項について説明しています。

付録 F NTPサーバの指定および設定 (Windows)
NTPサーバの指定および設定について、Windows OS ごとに説明します。

索引

読者が本書から必要事項を探し出せるように、キーワードと参照ページとの対応を示しています。
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PRIMEQUEST 1000シリーズのマニュアル体系
PRIMEQUEST 1000シリーズをご利用いただくためのマニュアルとして、以下のマニュアルが用意され
ています。

マニュアルは以下のサイトから閲覧できます。

日本語版マニュアル：http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/manual/
英語版マニュアル　：http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/manual-e/
 

タイトル 説明 マニュアルコード

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ  はじめにお読みく
ださい

PRIMEQUEST 1000シリーズの開梱後、参照すべ
きマニュアルおよび重要な情報へのアクセス方法

について説明しています。(製品添付マニュアル)

C122-E114

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 安全にご使用いた
だくために

PRIMEQUEST 1000シリーズを安全にご使用いた
だくための重要な情報について説明しています。

C122-E115

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 訂正・追記事項

PRIMEQUEST 1000シリーズマニュアルに対する
訂正・追記事項を説明しています。随時、更新さ

れます。

C122-E119

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 製品概説

PRIMEQUEST 1000シリーズの機能や特長につい
て説明しています。

C122-B022

SPARC Enterprise/
PRIMEQUEST共通 設置
計画マニュアル

SPARC Enterpriseおよび PRIMEQUESTを設置する
ための、設置計画および設備計画に必要な事項や

考え方を説明しています。

C120-H007

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 設置マニュアル

PRIMEQUEST 1000シリーズを設置するための仕
様や設置場所の要件について説明しています。

C122-H004

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ  導入マニュアル

導入のための準備や初期設定、ソフトウェアのイ

ンストールなど、PRIMEQUEST 1000シリーズの
セットアップについて説明しています。

C122-E107

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ  ユーザーインター
フェース操作説明書

PRIMEQUEST 1000シリーズを適切に運用するた
めのWeb-UIおよび UEFIの操作方法について説明
しています。

C122-E109

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ  運用管理マニュア
ル

システムを運用・管理するさいに必要なツール・

ソフトウェアの利用方法、および保守 (コンポーネ
ントの交換、異常通知) の方法について説明してい
ます。

C122-E108

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 運用管理ツールリ
ファレンス

MMB、PSA、UEFIの機能の詳細など、運用のさ
いに必要な操作や設定方法について説明していま

す。

C122-E110

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ メッセージリファ
レンス

運用中にトラブルが発生したときのメッセージと

その対処方法について説明しています。

C122-E111
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タイトル 説明 マニュアルコード

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ REMCSサービス
導入マニュアル

REMCSサービスの導入と操作について説明してい
ます。

C122-E120

PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 用語集・略語集

PRIMEQUEST 1000シリーズに関する用語および
略語について説明しています。

C122-E116

PRIMEQUEST 1000 シ
リーズ SANブート環境構
築マニュアル

『PRIMEQUEST 1000 シリーズ導入マニュアル』
(C122-E107) の「付録 D SANブート環境の構築」
の改版です。SANブート環境の導入の手順および
設計上の留意事項の最新情報を掲載しています。

C122-E155

 

関連するマニュアル

PRIMEQUEST 1000シリーズに関連するマニュアルとして、以下のマニュアルが用意されています。
関連するマニュアルは以下のサイトから閲覧できます。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/
最新の ServerView Suiteマニュアルは以下のサイトから閲覧できます。
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/catalog/manual/svs/
 

タイトル 説明 マニュアルコード

Linuxユーザーズマニュア
ル Red Hat Enterprise Linux
5編

Red Hat社から公開されている RHEL5 向け
マニュアルを補足するマニュアルです。

RHEL5 システムの設計、導入、運用、保守
に関する技術情報および参考となる考え方

を提供します。

J2UL-1207

Linuxユーザーズマニュア
ル Red Hat Enterprise Linux
5編 (SupportDeskサービ
スご契約者様向け)

『Linux ユーザーズマニュアル Red Hat
Enterprise Linux 5編』に SupportDesk サービ
スで提供されるツールの導入、運用情報を

加えたマニュアルです。SupportDesk サービ
スを契約されたお客様に提供されます。

J2UL-1206

Linux ユーザーズマニュア
ル Red Hat Enterprise Linux
6編
 

Red Hat 社から公開されている RHEL6 向け
マニュアルを補足するマニュアルです。

RHEL6 システムの設計、導入、運用、保守
に関する技術情報および参考となる考え方

を提供します。

 

J2UL-1337

Linux ユーザーズマニュア
ル Red Hat Enterprise Linux
6編 (SupportDesk サービ
スご契約者様向け)
 

『Linux ユーザーズマニュアル Red Hat　
Enterprise Linux 6 編』に SupportDesk サービ
スで提供されるツールの導入、運用情報を

加えたマニュアルです。SupportDesk サービ
スを契約されたお客様に提供されます。

J2UL-1336
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タイトル 説明 マニュアルコード

ServerView Suite
ServerView Operations
Manager Quick Installation
(Windows)

Windows環境での ServerView Operations
Managerのインストールと起動方法について
説明しています。

なし

ServerView Suite
ServerView Operations
Manager Quick Installation
(Linux)

Linux環境での ServerView Operations
Managerのインストールと起動方法について
説明しています。

なし

ServerView Suite
ServerView Installation
Manager

 ServerView Installation Managerを使ったイン
ストールについて説明しています。

なし

ServerView Suite
ServerView Operations
Manager Server
Management

ServerView Operations Managerによるサーバ
監視の概要と、ServerView Operations
Managerのユーザーインターフェースについ
て説明しています。

なし

ServerView Suite
ServerView RAID
Management User Manual

ServerView RAID Managerによる RAID管理
について説明しています。

なし

ServerView Suite
Basic Concepts

ServerView Suiteの基本的な概念について説
明しています。

なし

ServerView Operations
Manager
Installation ServerView
Agents for Linux

ServerView Linux エージェントのインストー
ル、および ServerView Linux エージェントの
アップデートインストールについて記載し

ています。

なし

ServerView Operations
Manager
Installation ServerView
Agents for Windows

ServerView Windows エージェントのインス
トール、および ServerView Windows エー
ジェントのアップデートインストールにつ

いて記載しています。

なし

ServerView Mission
Critical Option ユーザマ
ニュアル

PRIMEQUEST固有に必要な機能 (MMB経由
の通報、活性交換コマンド) をサポートする
にあたって、必要な ServerView Mission
Critical Option (SVmco) について説明してい
ます。

また、VMware vSphere 5のサーバ監視に必
要な ServerView Mission Critical Option for
VM (SVmcovm) に関する説明も含まれてい
ます。

ServerView Suiteマニュアルのサイト(http://
jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/
catalog/manual/svs/)

なし
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タイトル 説明 マニュアルコード

ServerView RAID Manager
VMware vSphere ESXi 5イ
ンストールガイド

VMware vSphere ESXi 5サーバで、
ServerView RAID Managerを使用するための
インストールと設定について説明していま

す。

なし

MegaRAID SAS ユーザー
ズガイド

アレイコントローラー （RAID Ctrl SAS 6G
5/6 512MB (D2616) 、RAID Ctrl SAS 6G 0/1
(D2607) 、MegaRAID SAS 9280-8e） を使用
するための技術情報を提供します。

PRIMERGYサイト (http://jp.fujitsu.com/
platform/server/primergy/manual.html)

B7FY-2751

 

略称

本書では、製品名を以下のように表記しています。

 

正式名 略  称

Red Hat(R) Enterprise Linux(R) 5 (for Intel64) Linux
RHEL5, RHELRed Hat(R) Enterprise Linux(R) 5 (for x86)

Red Hat(R) Enterprise Linux(R) 6 (for Intel64) Linux
RHEL6, RHELRed Hat(R) Enterprise Linux(R) 6 (for x86)

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Standard Edition Windows
Windows Server 2003Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Enterprise Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Datacenter Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Standard x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Enterprise x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Datacenter x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Standard Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Enterprise Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Datacenter Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Standard x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Enterprise x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, Datacenter x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Standard Windows
Windows Server 2008Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Enterprise

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Datacenter

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 Standard

PRIMEQUEST 1000シリーズ 導入マニュアル
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正式名 略  称

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 Enterprise

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 Datacenter

Microsoft(R) Windows Server(R) 2012 Datacenter Windows
Windows Server 2012Microsoft(R) Windows Server(R) 2012 Standard

Microsoft(R) Windows Server(R) 2012 R2 Datacenter

Microsoft(R) Windows Server(R) 2012 R2 Standard

VMware vSphere(R) 4 VMware, vSphere 4.x, VMware 4.x

VMware vSphere(R) 5 VMware, vSphere 5.x, VMware 5.x

VMware(R) ESX(R) 4 ESX, ESX 4.x

VMware(R) ESXi(TM) 5 ESXi, ESXi 5.x

 
 

表記上の規則

本書では、以下のような字体や記号を特別な意味をもつものとして使用しています。

 

字体または

記号

意  味 記述例

『　』 参照するマニュアルの書名を示します。 『PRIMEQUEST 1000シリーズ  導入
マニュアル』(C122-E107) を参照し
てください。

「　」 参照する章、節、項を示します。 「1.4.1 [User List] 画面」を参照して
ください。

[　] 画面名、画面のボタン名、タブ名、ドロップ

ダウンメニューを示すときに使います。

[OK]ボタンをクリックしてくださ
い。

 

CLI（コマンドラインインターフェース）の表記
コマンドの記載形式は以下のとおりです。

 
■入力形式

コマンドの入力形式は以下のように記載しています。

・ 値を入力する変数は < >で囲んで記載
・ 省略可能な要素は [ ]で囲んで記載
・ 省略可能なキーワードの選択肢は、まとめて [ ]で囲み、|で区切り記載
・ 定義が必須なキーワードの選択肢は、まとめて { }で囲み、|で区切り記載
なお、コマンドの入力形式は枠内に記載しています。

 
備考

PRIMEQUEST 1000シリーズ 導入マニュアル
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PDF形式のマニュアルでは、コマンド出力（例を含む）において、改行を表す記号（行末の¥）以外の
箇所でも改行されている箇所があります。

  

表記に関する注意事項

・ 本書では、「マネジメントボード (Management Board)」および「MMBファームウェア」を、
「MMB」と表記しています。
・ 本書では、IOBと GSPB (パーティション内の LIOB/LGSPB) を合わせて「IOユニット」と表記し
ています。

・ 本書に掲載している画面は、実際の装置の画面と一部異なることがあります。

・ 本書の画面の IPアドレス、構成情報等は表示例であり、実際の運用では異なります。
 

警告表示

このマニュアルでは、使用者や周囲の方の身体や財産に損害を与えないために以下の警告表示をして

います。

「警告」とは、正しく使用しない場合、死亡する、または重傷を負うことがあり

得ること（潜在的な危険状態）を示しています。

「注意」とは、正しく使用しない場合、軽傷、または中程度の傷害を負うことが

あり得ることと、当該製品自身またはその他の使用者などの財産に、損害が生じ

る危険性があることを示しています。

「重要」とは、効果的な使い方など、使用者にとって価値のある情報であること

を示しています。

 
■本文中の警告表示の仕方

警告レベルの記号の後ろに警告文が続きます。警告文は、通常の記述と区別するため、行端を変えて

います。さらに、通常の記述行からは、前後 1行ずつ空けています。

本製品および当社提供のオプション製品について、以下に示す作業は当社技術員

が行います。お客様は絶対に作業しないようお願いします。感電・負傷・発火の

おそれがあります。 
・ 各装置の新規設置と移設

・ 前面、後面と側面カバーの取外し

・ 内蔵オプション装置の取付け／取外し

・ 外部インターフェースケーブルの抜差し

・ メンテナンス（修理と定期的な診断と保守）

また、重要な警告表示は「重要警告事項の一覧」としてまとめて記載しています。

 

製品の使用環境

本製品は電子計算機室での使用を前提とした電子計算機です。なお、使用環境の詳細については、以

下のマニュアルを参照してください。

『PRIMEQUEST 1000シリーズ  設置マニュアル』（C122-H004）
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■お願い

・ 本マニュアルに関するご意見、ご要望または内容に不明瞭な部分がございましたら、下記ウェブ

サイトに具体的な内容を記入のうえ送付してください。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/contact/
・ 本書は、予告なしに変更されることがあります。

・ 本書 PDFは、Adobe(R) Reader(R)で「100%表示」「単一ページ」で表示することを前提として作
成しています。

・ 本書 PDFでは、見出しと本文の間に改ページが入ることがありますが、本書 HTMLでは正しく
表示されます。

 

商標一覧

・ Microsoft、Windows、Windows Serverは、米国 Microsoft Corporationの米国およびその他の国にお
ける登録商標または商標です。

・ Linuxは、Linus Torvalds氏の登録商標です。
・ Red Hatは米国およびそのほかの国において登録された Red Hat, Inc. の商標です。
・ Intel、Xeonは、米国インテル社の登録商標および商標です。
・ Ethernetは、富士ゼロックス社、および米国その他の国におけるゼロックス社の登録商標です。
・ VMwareは VMware, Inc.の米国および各国での登録商標または商標です。
・ Xenは米国およびその他の国における Citrix Systems, Inc. またはその子会社の登録商標または商
標です。

・ その他、会社名と製品名はそれぞれ各社の商標、または登録商標です。

・ 本資料に掲載されているシステム名、製品名などには、必ずしも商標表示（TM、（R））を付記し
ておりません。

 

安全上の注意事項

重要警告事項の一覧

本マニュアル中に記載している重要な警告事項は以下のとおりです。

正しく使用しない場合、死亡する、または重傷を負うことがあり得ること（潜在

的な危険状態）を示しています。

 

 

作業区

分

警告事項 記載箇所

セット

アップ

本製品について、以下に示す作業は担当保守員が実施します。

お客様は絶対に作業しないようお願いします。感電・負傷・発火の

おそれがあります。

・ 各装置の新規設置と移設

・ 前面、背面および側面カバーの取外し

・ 内蔵オプション装置の取付け／取外し

・ 外部インターフェースケーブルの抜差し

・ メンテナンス (修理と定期的な診断と保守)

1.1 セットアッ
プ作業の流れ 
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正しく使用しない場合、軽傷、または中程度の障害を負うことがあり得ることと、

当該製品自身またはその他の使用者などの財産に、損害が生じる危険性があるこ

とを示しています。

 

 

作業区

分

警告事項 記載箇所

通常操

作

装置の損傷や、誤動作の原因となるおそれがあります。

・ 本体装置に記載されている取扱い上の注意事項、警告、およ

び指示に従ってください。

・ 通気口をふさがないでください。

・ 直射日光の当たる場所や、高温になる可能性のある装置の近

くに本体装置を設置しないでください。

・ ほこりの多い場所や腐食性ガスが発生する場所、潮風が直接

当たるような場所には本体装置を設置しないでください。

・ 振動の多い場所に設置しないでください。また、本体装置が

傾かない平らな場所に設置してください。

・ 第 3 種以上の接地線を使用してください。ほかの接地線との
共用は誤動作の原因となります。

・ ケーブルを本体装置の下に置かないでください。また、ケー

ブルをピンと張らないでください。

・ 電源が投入されているときに、電源ケーブルを本体装置から

取り外さないでください。

・ LAN ケーブルなどを抜くときに、コネクターのロック部まで
手が入らない場合は、マイナスドライバーでロック部を押し

てケーブルを抜いてください。無理やり指を入れると、指を

けがしたりユニットが破損したりするおそれがあります。

・ 本体装置の上には何も置かないでください。また、本体装置

の真上で作業をしないでください。

・ 冬に、周囲温度が急激に上昇しないように注意してください。

このような急激な温度変化により、本体装置の内部に結露が

生じることがあります。動作前に十分なウォームアップ時間

を設けてください。

・ コピー機、空調設備、溶接機など、ノイズが発生するものの

近くに本体装置を設置しないでください。

・ 大きな電気的ノイズを発生させる装置の近くに本体装置を設

置しないでください。

・ 本体装置を立ち上げるときに、電圧低下の原因となり得る設

備用エレベーターのような機器と同一の電気回線上に、本体

装置を設置しないでください。

・ 設置場所で静電気が発生しないように、措置を講じてくださ

い。

2.1 安全上の注
意事項
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作業区

分

警告事項 記載箇所

・ 供給電圧と周波数が、本体装置に示されている電気定格に適

合していることを確認してください。

・ 本体装置の開口部には、何も挿入しないでください。本体装

置には、高電圧の部品が組み込まれています。本体装置の開

口部に金属製の物体やほかの導体が挿入されると、ショート

が発生し、火事、感電、本体装置の損傷などを招くおそれが

あります。

・ 本体装置の保守の詳細については、製品を購入されたさいの

販売会社、または担当営業員に問い合わせてください。

通常操

作

(データ破壊)
主電源は (UPS、コンセントボックスなど) は、必ず DVDBの System
Power LEDが消灯していることを確認してから切断してください。
DVDBの System Power LEDが点灯したまま主電源を切断 (UPS、コ
ンセントボックスなど) すると、データが破壊されるおそれがあり
ます。

3.2.1 本体装置
の電源投入と切

断

通常操

作

(データ破壊)
ダンプデバイスを選択するさい、ディスクの選択が正しいか、再確

認してください。選択を誤ったまま実行すると、データが破壊され

ます。

5.3 sadumpの設
定

 

警告ラベル

当製品には以下のようにラベルが貼付してあります。以下のラベルは当製品の使用者を対象としてい

ます。

 

ラベルは絶対にはがさないでください。
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*：いずれか一方に貼付
警告ラベル位置 (PRIMEQUEST 1400S2 / 1400S 背面)
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*：いずれか一方に貼付
警告ラベル位置 (PRIMEQUEST 1400E2/1400L2/1800E2/1800L2/1400E/1400L/1800E/1800L 背面)
 
 

警告ラベル位置 (PRIMEQUEST 1400E2/1400L2/1800E2/1800L2/1400E/1400L/1800E/1800L 背面 (IOB
を抜いた状態))
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警告ラベル位置(PCIボックス)
 

製品取扱い上の注意事項

オプション製品の増設

PRIMEQUEST 1000シリーズを安定してご使用いただくために、オプション製品の増設時には 弊社指
定のオプション製品をご使用ください。

弊社指定以外のオプション製品をご使用いただく場合、PRIMEQUEST 1000シリーズの動作保証は一切
いたしかねますので、ご注意ください。

 

メンテナンス

本製品および当社提供のオプション製品について、以下に示す作業は当社技術

員が行います。お客様は絶対に作業しないようお願いします。感電・負傷・発

火のおそれがあります。

・ 各装置の新規設置と移設

・ 前面、後面と側面カバーの取外し

・ 内蔵オプション装置の取付け／取外し

・ 外部インターフェースケーブルの抜差し

・ メンテナンス（修理と定期的な診断と保守）
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本製品および当社提供のオプション製品について、以下に示す作業は当社技術

員が行います。お客様は絶対に作業しないようにお願いします。故障の原因と

なるおそれがあります。

・ お客様のお手元に届いたオプションアダプターなどの開梱

 

本製品の改造／再生

本製品に改造を加えたり、本製品の中古品を富士通に無断でオーバーホールな

どによって再生したりして使用する場合、使用者や周囲の方の身体や財産に予

期しない損害が生じるおそれがあります。

 

ご不要になったときの廃棄・リサイクル

・ 法人、企業のお客様へ

当社では、法人のお客様から排出される富士通製 ICT製品を回収・リサイクル (有償) し、資源の
有効利用に積極的に取り組んでいます。詳細は、当社ホームページ「IT 製品の処分・リサイク
ル」 (http://jp.fujitsu.com/about/csr/eco/products/recycle/recycleindex.html) をご覧ください。
 

廃棄・譲渡時のハードディスク上のデータ消去に関するご注意

本機器を使用していた状態のまま廃棄・譲渡すると、ハードディスク内のデータを第三者に読み取ら

れ、予期しない用途に利用されるおそれがあります。機密情報や重要なデータの流出を防ぐためには、

本機器を廃棄・譲渡するさいに、ハードディスク上のすべてのデータを消去することが必要となりま

す。

ところが、ハードディスク上のデータを消去するというのは、それほど容易なことではありません。

ハードディスクを初期化（フォーマット）したり、OS 上からファイルを削除したりする操作をしただ
けでは、一見データが消去されたように見えますが、ただ単に OS 上でそれらのデータを呼び出す処理
ができなくなっただけあり、悪意を持った第三者によってデータが復元されるおそれがあります。

従って、お客様の機密情報や重要なデータをハードディスク上に保存していた場合には、上に挙げる

ような操作をするだけでなく、データ消去のサービスを利用するなどして、これらのデータを完全に

消去し、復元されないようにすることをお勧めします。

お客様が、廃棄・譲渡等を行うさいに、ハードディスク上の重要なデータが流出するというトラブル

を回避するためには、ハードディスクに記録された全データを、お客様の責任において消去すること

が非常に重要となります。

なお、ソフトウェア使用許諾（ライセンス）契約により、ソフトウェア（OS やアプリケーション・ソ
フトウェア）の第三者への譲渡が制限されている場合、ハードディスク上のソフトウェアを削除する

ことなくサーバなどを譲渡すると、契約違反となる可能性があるため、そうした観点からも十分な確

認を行う必要があります。

弊社では、お客様の機密情報や重要なデータの漏洩を防止するため、お客様が本機器を廃棄・譲渡す

るさいにハードディスク上のデータやソフトウェアを消去するサービスを提供しておりますので、是

非ご利用ください。

・ データ消去サービス

弊社の専門スタッフがお客様のもとにお伺いし、短時間で、磁気ディスクおよび磁気テープ媒体

上のデータなどを消去するサービスです。
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詳しくは、データ消去サービス（http://fenics.fujitsu.com/outsourcingservice/lcm/h_elimination/）をご
覧ください。

 

サポート&サービス
■SupportDesk について（有償）
システムの安定稼動に向け、保守・運用支援サービス「SupportDesk」のご契約をお勧めします。ご契
約により、ハードウェア障害時の当日訪問修理対応、定期点検、障害予兆／異常情報のリモート通報、

電話によるハードウェア／ ソフトウェアの問題解決支援、お客様専用ホームページでの運用支援情報
提供などのサービスが利用できます。詳しくは、SupportDesk 紹介ページ「製品サポート」 (http://
jp.fujitsu.com/solutions/support/sdk/index.html) を参照してください。
 
■製品・サービスに関するお問い合わせ

製品の使用方法や技術的なお問い合わせ、ご相談については、製品を購入されたさいの販売会社、ま

たは弊社担当営業員・システムエンジニア（SE） にご連絡ください。PRIMEQUEST 1000シリーズに
関するお問い合わせ先がご不明なときやお困りのときには、「富士通コンタクトライン」にご相談くだ

さい。

 
■富士通コンタクトライン

・ 電話によるお問い合わせ

電話： 0120-933-200 （通話料無料）
ご利用時間： 9:00 ～ 17:30 （土曜・日曜・祝日・当社指定の休業日を除く）
富士通コンタクトラインでは、お問い合わせ内容の正確な把握、およびお客様サービス向上のた

め、お客様との会話を記録・録音させていただいておりますので、あらかじめご了承ください。

 
・ Web によるお問い合わせ

Web によるお問い合わせも承っております。詳細については、富士通ホームページをご覧くださ
い。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/contact/
 
■保証について

保証期間中に故障が発生した場合には、保証書に記載の内容に基づき無償修理いたします。詳細につ

いては、保証書をご覧ください。

 
■修理ご依頼の前に

本装置に異常が発生した場合は、『PRIMEQUEST 1000シリーズ  運用管理マニュアル』(C122-E108) の
「11.2  トラブル対応」を参照して、内容をご確認ください。それでも解決できない異常については、修
理相談窓口または担当営業員に連絡してください。ご連絡のさいは、本装置前面部右側にある貼付ラ

ベルに記載の型名、および製造番号を確認し、お伝えください。また、事前に『PRIMEQUEST 1000シ
リーズ  運用管理マニュアル』(C122-E108) の「11.2  トラブル対応」をご覧いただき、必要事項を確認
してください。お客様が退避したシステム設定情報は、保守時に使用します。
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改版履歴表
 

版数 日付 変更箇所 (変更種別) (注) 変更内容

01 2010-02-09 － －

02 2010-03-12 全体
訂正・追記事項 (C122-E119-01) の
差分取込み

03 2010-08-20 全体
訂正・追記事項 (C122-E119-02～
10) の差分取込み

04 2011-04-28 全体

・ PRIMEQUEST
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・ 訂正・追記事項 (C122-
E119-11 ～ 18) の差分取込み

・ Windows Server 2003 / 2008
NTPクライアント設定手順
書 (C122-E143-01) の取込み
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マニュアル (C122-E154-01) の
取込み

05 2011-05-31 全体
訂正・追記事項 (C122-E119-19) の
差分取込み

06 2011-12-20 全体

・ 訂正・追記事項 (C122-
E119-20～ 24) の差分取込み

・「第 4章 OSおよび添付ソフト
ウェアのインストール」に

「付録 F (*)  PRIMEQUET1000
導入クイックガイド」の内容

を組込み、「付録 F (*) 
PRIMEQUET1000導入クイッ
クガイド」を削除

07 2012-02-14 全体

・ I/O空間の割当てについての
記載を変更・追加

・ SELinux機能の設定確認につ
いての記載を変更・追加

08 2012-07-03 全体

・「3.2.1 本体装置の電源投入と
切断」の「電源切断」および

「操作手順」を修正

・「3.3.6 MMB のネットワーク
設定」の注意を追加

・ VMware 4.xについての記載を
変更・追加
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版数 日付 変更箇所 (変更種別) (注) 変更内容

・ VMware 5.xについての記載を
追加

09 2013-01-25 全体
Windows Server 2012 関連の記事を
追加

10 2015-06-10 全体 訂正・追記事項 (C122-E119-37) の
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注： 変更箇所は、最新版の項番を示している。ただし、アスタリスク (*) の付いている項番は、旧
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本書を無断で複製・転載しないようにお願いします。
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第 1章  導入の概要
 

本章では、PRIMEQUEST 1000シリーズを運用するまでの流れ
を説明します。

ハードウェアとソフトウェアの概要、およびサーバの各部の名

称と機能について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 製
品概説』(C122-B022) を参照してください。
 

1.1 セットアップ作業の流れ  .............................................. 2



1.1  セットアップ作業の流れ
ここでは、PRIMEQUEST 1000シリーズを運用するために必要な作業の流れを説明します。
セットアップは、担当保守員が実施する作業とユーザーが実施する作業に分けられます。

以下に、セットアップ作業の流れを示します。

 

本製品について、以下に示す作業は担当保守員が実施します。

お客様は絶対に作業しないようお願いします。感電・負傷・発火の恐れがありま

す。

・ 各装置の新規設置と移設

・ 前面、背面および側面カバーの取外し

・ 内蔵オプション装置の取付け／取外し

・ 外部インターフェースケーブルの抜差し

・ メンテナンス (修理と定期的な診断と保守)
 

1.1.1  担当保守員が実施する作業
担当保守員は、装置をセットアップします。そのときに、以下の作業を実施します。

・ 搭載物のチェック

・ 本体装置の設置準備

・ パーティションのチェック　　など

 
備考

ユーザーによるセットアップの前に、以下が完了している必要があります。

・ 担当保守員による装置のセットアップ

・ 担当保守員が担当する範囲のMMBのセットアップ
・ テストプログラムの実行　　など

 

1.1.2  ユーザーが実施する作業
ユーザーは、以下の順序で作業を実施します。

表 1.1 ユーザーが実施する作業

項番 大項目 中項目および説明 参照箇所

1.
 
 
 
 
 

セットアップ

 
 
 
 
 

・ パーティションの各種初期設定

パーティションの名称設定や、パーティショ

ンの構築などの作業を実施する。

3.1.2 パーティションの設定

・ MMBの接続と設定 (運用環境)
・ 本番運用の接続設定

本番運用の IPアドレスなど、MMB接続環
境を設定する。

3.3.3 本番運用の接続環境設
定

・ MMBの各種初期設定
ユーザーアカウントやシステムの名称など、

MMB全体に関するパラメーターを設定する。

3.3.10 ユーザーアカウントの
登録

3.3.11 システム名の設定
3.3.12 日付・時刻の設定
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項番 大項目 中項目および説明 参照箇所

・ 各種モードの設定

必要に応じてモードを設定する。

3.4.5 各種モードの設定

・ システムの起動と確認

システムを起動し、正常に起動したかどう

かを確認する。

3.2 システムの起動

・ 設定情報の保存

設定した情報 (MMB) を保存する。
3.5 構成情報の保存

2. OSおよび添
付ソフトウェ

アのインス

トール

OSおよび添付ソフトウェアをインストールする。第 4章 OS および添付ソフト
ウェアのインストール

3. インストール

に付随する作

業

監視方法を設定し、設定した情報を保存する。 第 5章 OS のインストール後
に実施する作業

(PRIMEQUEST
1400S2/1400E2/1400L2/1800
E2/1800L2)
第 6章 OSのインストール後
に実施する作業

(PRIMEQUEST 1400S/1400E/
1400L/1800E/1800L)

4. SNMPやセ
キュリティの

設定

SNMPやセキュリティなどを設定する。 第 7章 導入後の作業

PRIMEQUEST 1000シリーズ 導入マニュアル
第 1章 導入の概要

3 C122-E107-10



第 2章  本体装置の設置準備
 

本章では、電源ケーブルを接続するまでの本体装置の設置準備

について説明します。

 
2.1 安全上の注意事項  ........................................................ 5
2.2 本体装置を設置する前に  .............................................. 6
2.3 環境条件の確認  ............................................................ 7
2.4 電源設備の準備  ............................................................ 8
2.5 設置場所の確認  ............................................................ 9
2.6 本体装置の設置の準備  ............................................... 10
2.7 構成品の確認  .............................................................. 11
2.8 19インチラックへの搭載  .......................................... 12
2.9 電源ケーブルの接続  ................................................... 13



2.1  安全上の注意事項
本体装置を設置するときは、必ず以下の注意事項を守ってください。

  装置の損傷や、誤動作の原因となるおそれがあります。
・ 本体装置に記載されている取扱い上の注意事項、警告、および指示に

従ってください。

・ 通気口をふさがないでください。

・ 直射日光の当たる場所や、高温になる可能性のある装置の近くに本体

装置を設置しないでください。

・ ほこりの多い場所や腐食性ガスが発生する場所、潮風が直接当たるよ

うな場所には本体装置を設置しないでください。

・ 振動の多い場所に設置しないでください。また、本体装置が傾かない

平らな場所に設置してください。

・ 第 3種以上の接地線を使用してください。ほかの接地線との共用は誤
動作の原因となります。

・ ケーブルを本体装置の下に置かないでください。また、ケーブルをピ

ンと張らないでください。

・ 電源が投入されているときに、電源ケーブルを本体装置から取り外さ

ないでください。

・ LANケーブルなどを抜くときに、コネクターのロック部まで手が入
らない場合は、マイナスドライバーでロック部を押してケーブルを抜

いてください。無理やり指を入れると、指をけがしたりユニットが破

損したりするおそれがあります。

・ 本体装置の上には何も置かないでください。また、本体装置の真上で

作業をしないでください。

・ 冬に、周囲温度が急激に上昇しないように注意してください。このよ

うな急激な温度変化により、本体装置の内部に結露が生じることがあ

ります。動作前に十分なウォームアップ時間を設けてください。

・ コピー機、空調設備、溶接機など、ノイズが発生するものの近くに本

体装置を設置しないでください。

・ 大きな電気的ノイズを発生させる装置の近くに本体装置を設置しない

でください。

・ 本体装置を立ち上げるときに、電圧低下の原因となり得る設備用エレ

ベーターのような機器と同一の電気回線上に、本体装置を設置しない

でください。

・ 設置場所で静電気が発生しないように、措置を講じてください。

・ 供給電圧と周波数が、本体装置に示されている電気定格に適合してい

ることを確認してください。

・ 本体装置の開口部には、何も挿入しないでください。本体装置には、

高電圧の部品が組み込まれています。本体装置の開口部に金属製の物

体やほかの導体が挿入されると、ショートが発生し、火事、感電、本

体装置の損傷などを招くおそれがあります。

・ 本体装置の保守の詳細については、製品を購入されたさいの販売会社、

または担当営業員に問い合わせてください。
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2.2  本体装置を設置する前に
本体装置を設置する前に、システム構成を理解し、設置の前提条件となるすべての情報を入手してお

く必要があります。

システムの概要および構成について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 製品概説』(C122-B022)
を参照してください。設置の前提条件について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 設置マニュア
ル』(C122-H004) を参照してください。
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2.3  環境条件の確認
ここでは、本体装置の設置諸元のうち、周囲の環境条件について説明します。

本体装置の動作時の環境条件は、設置場所の海抜によって異なります。

PRIMEQUEST 1000シリーズの環境条件については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 設置マニュアル』
(C122-H004) の「1.3　設置諸元」を参照してください。
コンピュータルームの温湿度の推奨値については、『SPARC Enterprise/PRIMEQUEST共通 設置計画マ
ニュアル』(C120-H007) を参照してください。
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2.4  電源設備の準備
ここでは、PRIMEQUEST 1000シリーズの電気的仕様、設備の電力要件、および接地について説明しま
す。

重大な事故を防止するために、電源設備がシステムに十分な電力を提供できるようになっていること

を確認してください。電気工事および設置作業は、地域、自治体、または国の電気規則に従う必要が

あります。

電源設備の詳細については、『SPARC Enterprise/PRIMEQUEST共通 設置計画マニュアル』(C120-H007)
を参照してください。

 

2.4.1  電気的仕様
PRIMEQUEST 1000シリーズの電気的仕様については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 設置マニュアル』
(C122-H004) の「1.3　設置諸元」を参照してください。
電源ケーブルについては『PRIMEQUEST 1000シリーズ 設置マニュアル』(C122-H004) の「2.2.1 基本
インターフェースおよび周辺装置 (PRIMEQUEST 1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2) 」または「2.2.2
基本インターフェースおよび周辺装置 (PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L) 」を参照してく
ださい。

コネクター形状については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 設置マニュアル』(C122-H004) の「2.4.1　
PRIMEQUEST 1000シリーズ 本体装置」を参照してください。
 

2.4.2  設備の電力要件と特性
適切な冗長性を得るために、設備には 2つの独立した電源が必要です。それぞれのサーキットブレー
カを電力会社の受電装置または無停電電源装置 (以下 UPS) に別々に接続してください。
頻繁に停電が発生したり電源が不安定になったりする環境で本体装置が稼動している場合は、電源が

安定している環境に比べ、コンポーネントの故障率が上昇しやすくなります。

 
PRIMEQUEST 1000シリーズでは、以下の基本的な接続形態があります。
・ 電源冗長接続時の電源系統図

・ 電源二系統接続時の電源系統図

 
電源冗長接続時および電源二系統接続時の電源系統については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 設置マ
ニュアル』(C122-H004) の 「2.3　電源ケーブルの接続」を参照してください。
 

2.4.3  接地
PRIMEQUEST 1000シリーズは、接地タイプ (三線式) 電源ケーブル付きで出荷されます。必ず電源ケー
ブルを接地極付き電源コンセントに接続してください。建物で供給されている電源のタイプについて

は、施設管理者または認定された電気技士に問い合わせてください。
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2.5  設置場所の確認
本体装置を設置するときは、周辺機器のサイズだけでなく、必要なサービスエリア (保守エリア) も考
慮してください。設置場所の確認について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 設置マニュアル』
(C122-H004) の「第 1章　設置資料」を参照してください。
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2.6  本体装置の設置の準備
「表 2.1 本体装置の設置に必要な用品」に示す用品は、本体装置の設置作業に必要です。事前に準備し
てください。

 

表 2.1 本体装置の設置に必要な用品

品名 説明

No.2 プラスドライバー ラックへの搭載作業に使用する。

リストストラップ 人体から発生する静電気によって本体装置が損傷するのを防止する

ために使用する。

導電マット システム構成によって、必要となる場合がある機材。手配が必要な

場合は、製品を購入した販売会社、または担当営業員に問い合わせ

ること。
カテゴリ 5以上のイーサネット
ケーブル

コンソール用 PC／LANケーブ
ル (ユーザー LAN用)

外部スイッチングハブ装置 PRIMEQUEST 1000シリーズを LANで外部スイッチングハブ装置に
接続する場合に必要になる。

テスター 入力 AC電圧の確認に使用する。
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2.7  構成品の確認
本体装置に付属されている添付品明細書に照らして、納入品を確認します。

添付品明細書や成績書に記載されている構成品の中に、欠品、納品違い、または破損などがある場合

は、製品を購入されたさいの販売会社、または担当営業員に問い合わせてください。

 
注意

増設メモリや PCI Expressカードなどのオプション品を個別に購入した場合は、本体装置が正常に動作
することを確認してから、本体装置に取り付けてください。
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2.8  19インチラックへの搭載
PRIMEQUEST 1000シリーズは、19インチラックに搭載して運用します。搭載について詳しくは、
『PRIMEQUEST 1000シリーズ 設置マニュアル』(C122-H004) の「付録 A　ラック」を参照してくださ
い。
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2.9  電源ケーブルの接続
ここでは、電源ケーブルの接続について説明します。

本体装置および PCIボックスは、接地タイプ (三線式) 電源ケーブル付きで出荷されます。必ず電源ケー
ブルを接地極付き電源コンセントに接続してください。

 
備考

本体装置および PCIボックスは、接地線を持つ電源設備で動作するように設計されています。その他
のタイプの電源設備には、本体装置および PCIボックスを接続しないでください。建物で供給されて
いる電源のタイプについては、施設管理者または認定された電気技士に問い合わせてください。

 
■操作手順

 
1. 入力電源が所要電力量を満たすことを、設置場所の電気技士に確認してください。所要電力量に
ついて詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 設置マニュアル』(C122-H004) の「1.3　設置諸
元」を参照してください。

 
2. 本体装置および PCIボックスの ACインレットに電源ケーブルが接続されていることを確認しま
す。また、本体装置は、電源ケーブルが ACインレットの ACコードクランプで固定されている
ことを確認します。

 
3. 本体装置および PCIボックスの外側にあるすべてのケーブルを、電源ケーブルと信号ケーブルに
分類して、19インチラックのケーブルホルダにリピートタイでしっかりと固定します。
 

4. AC電源のサーキットブレーカがオフになっていることを確認し、電源ケーブルを AC電源に接
続します。電源ケーブルの接続形態について詳しくは、「2.4.2 設備の電力要件と特性」を参照し
てください。

 

図 2.1 電源ケーブル接続位置 (PRIMEQUEST 1400S2/1400S)
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図 2.2 電源ケーブル接続位置 (PRIMEQUEST 1400E2/1400L2/1800E2/1800L2/1400E/1400L/1800E/
1800L)
 

図 2.3 電源ケーブル接続位置 (PCIボックス)
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第 3章  OSのインストール前に実施する
作業

 
本章では、PRIMEQUEST 1000シリーズの OSインストール前
に必要な作業、本番運用のための設定および各種セットアップ

作業について説明します。

 
3.1 セットアップ前に決めておく項目  ............................. 16
3.2 システムの起動  .......................................................... 17
3.3 MMBへの接続と設定  ................................................. 18
3.4 パーティションの設定  ............................................... 43
3.5 構成情報の保存  .......................................................... 59



3.1  セットアップ前に決めておく項目
ここでは、セットアップの前にあらかじめ決めておく必要がある項目について説明します。

 

3.1.1  MMBの設定
MMBを設定するために、あらかじめ以下の項目を決めておく必要があります。
 
・ IPアドレス、ホスト名、サブネットマスク、ゲートウェイアドレス
・ MMBコンソール用として使用する PC (以降、MMBコンソール用 PCと呼びます) の IPアドレス
・ ユーザーアカウント

・ PRIMEQUEST 1000シリーズシステムに対する名前 (SNMPの System Nameとしても使用されま
す)

・ 管理 LANの使用環境　　　など
 
MMBの設定について詳しくは、「3.3 MMBへの接続と設定」を参照してください。
 
注意

管理 LAN、PSA-MMB専用 LAN、およびリモートメンテナンス用 LANとそれ以外の LAN は、異なる
サブネットのネットワークで構成する必要があります。

3.1.2  パーティションの設定
パーティション機能を使って複数のパーティションを構築する場合は、あらかじめ以下の項目を決め

ておく必要があります。

 
・ パーティションの数

・ パーティション名

・ パーティション構成

・ Home SB 　　　
 

パーティションの設定について詳しくは、「3.4 パーティションの設定」を参照してください。
 
備考

パーティション名とパーティション上にインストールする OSのホスト名を同じにすると、パーティ
ションの運用管理が容易になります。
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3.2  システムの起動
ここでは、システムを起動するための電源制御について説明します。

本体装置の電源が投入されていない場合は、以降の手順に従って電源を投入します。

 

3.2.1  本体装置の電源投入と切断
本体装置の電源投入・切断について説明します。

 
■電源投入

本体装置の ACインレットに電源ケーブルを接続し、AC電源またはオプションのコンセントボックス
に接続すると、電源が投入されます。電源ケーブルが接続されていることを確認し、AC電源のサー
キットブレーカをオンにすると、電源が投入されます。(電源ケーブルの接続については、「2.9 電源ケー
ブルの接続」を参照。)
電源ケーブルを抜いた後に再度電源を投入する場合は、本体装置の AC インレットに電源ケーブルを
接続し、AC電源に接続します。
 
注意

・ ACインレットから電源ケーブルを抜いた後再度電源を投入する場合、10秒以上経過してから電
源ケーブルを接続してください。

・ 過電流を検出して AC電源またはオプションのコンセントボックスのブレーカが落ち、電源が切
断された場合は、本体装置内に短絡などの異常が発生している可能性があります。この場合は、

電源は再投入せず、修理相談窓口または担当営業員に相談してください。

 
■電源切断

主電源の切断の手順を以下に示します。

 

(データ破壊)
主電源は (UPS、コンセントボックスなど) は、必ず DVDBの System Power LED
が消灯していることを確認してから切断してください。DVDBの System Power
LEDが点灯したまま主電源を切断 (UPS、コンセントボックスなど) すると、
データが破壊されるおそれがあります。

 
■操作手順

1. 本体装置の電源を切断します。MMBによる電源切断をします。詳しくは「8.1.2 パーティション
の電源切断」を参照してください。

 
2. DVDBの System Power LEDが消灯していることを確認します。
備考

DVDBの System Power LEDが点灯している場合は、電源が切断できない状態です。Alarm LED
が点灯している場合は、修理相談窓口または担当営業員に連絡してください。

 
3. コンセントボックスに接続されている電源ケーブルを抜きます。
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3.3  MMBへの接続と設定
MMBは、担当保守員がテスト用の環境を構築し、テストプログラムを実行した状態になっています。
そのため、テスト用の環境から本番運用の環境に再設定する必要があります。担当保守員により設定

済みの項目については、次の手順に進んでください。

 
MMB接続後、MMB Web-UI (ウェブユーザーインターフェース) を使用して、以下を実施します。
・ ユーザーアカウント登録

・ セキュリティの設定

・ 時刻の設定　　　など

 
MMBの接続と設定は、次の手順で実施します。

表 3.1 MMBの接続と設定の流れ

手

順

項目 説明 参照先

1.
MMBコンソール
用 PCの接続

本番運用の環境を設定するために、

MMBコンソール用 PCを接続します。
3.3.1 MMBコンソール用 PC
の接続

2. MMBの初期設定
本番運用の接続環境を設定する前に、

MMBの初期設定を行います。
3.3.2 MMBの初期設定

3.
本番運用の接続環

境設定

MMBはテスト用の接続に設定されてい
るため、本番用の接続環境に設定します。

3.3.3 本番運用の接続環境設定

4.
MMBへのログイ
ン

MMBへログインします。
MMB Web-UI 画面の見方についても説
明します。

3.3.4 MMBへのログイン
3.3.5 Web-UI 画面の見方

5.
本番運用のネット

ワーク設定

MMBはテスト用になっているため、本
番用のネットワークやWebサーバを設
定します。運用方法に応じて、必要な項

目のみ設定してください。

3.3.6 MMBのネットワーク設
定

3.3.7 telnetの設定
3.3.8 DNSサーバの設定
3.3.9 Alarm E-Mailの設定

6.
MMBの各種初期
設定

MMBの各種初期設定を行います。
・ ユーザーアカウントの登録

・ システム名の設定

・ 日付・時刻の設定

これらの初期設定が完了したときに、設

定情報のバックアップを取ることを推奨

します。設定した情報のバックアップに

ついて詳しくは、「3.5 構成情報の保存」
を参照してください。

3.3.10 ユーザーアカウントの
登録

3.3.11 システム名の設定
3.3.12 日付・時刻の設定
 

 
掲載している画面はすべて表示例であり、システム構成などによって表示される内容は異なります。
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3.3.1  MMBコンソール用 PCの接続
MMBコンソール用 PCの接続について説明します。
本番運用の環境に再設定するためには、MMBコンソール用 PCの COMポートとMMBの外部インター
フェース RS232Cを RS232Cクロスケーブルで接続します。MMB の実装位置と外部インターフェース
外観図については、「図 3.1 MMBの実装位置と外部インターフェース外観図」を参照してください。
 

図 3.1 MMBの実装位置と外部インターフェース外観図
 

表 3.2 MMBの外部インターフェース

外部インターフェース 個数 備考

RS232C (COMポート) 1個 担当保守員が装置をセットアップするときに使用する。通常運用

では使用しない。

LAN 100Base-TX 2個 メンテナンス用

・ [LOCAL] ：CEポート
・ [REMOTE] ：REMCS ポート

LAN 1000Base-T 2個 USERポート

 
COMポート接続時、ターミナルソフトウェアは以下の内容で設定してください。

表 3.3 ターミナルソフトウェアの設定内容

設定項目 値

ビット／秒 19200

データビット 8

パリティ なし

ストップビット 1

フロー制御 なし

エミュレーション VT100
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3.3.2  MMBの初期設定
MMBの初期設定の手順を以下に示します。
担当保守員が設定済みの場合は、以下の手順は実施不要です。

 
■操作手順

1. 本体装置の電源を投入します。
→MMB Ready LED点滅中 (初期化中) は各ユニットの Alarm LEDが点灯します。
ログインプロンプトが表示されます。

 
2. MMBコンソール用 PCからターミナルソフトを使用して、Administratorでログインします。
→初回ログイン時は、Administratorのパスワード変更を要求されます。
 

3. パスワードを設定します。
注意

パスワードは 8文字以上で簡単に推測されないように設定する必要があります。
入力されたパスワードが適切でない場合は再度入力を要求されます。

 
4. MMBのネットワークを設定します。
以下のコマンドを使って IP Addressを設定します。
  Administrator> set ip <IP Address> <netmask>
  Administrator> set gateway <default gateway IP Address>
 
例．IP Address:192.168.0.10/ netmask:255.255.255.0 / gateway:192.168.0.1の場合

Administrator> set ip 192.168.0.10 255.255.255.0
Administrator> set gateway 192.168.0.1

 
5. set http enableコマンドで httpを有効にします。
→MMBコンソール用 PCから LAN経由でMMBのWeb-UIにアクセスすることが可能になりま
す。

Administrator> set http enable

備考

httpsを有効にする場合は、set httpsコマンドを使用します。

Administrator> set https enable

 
6. set telnet enableコマンドで telnetを有効にします。

Administrator> set telnet enable

 
7. 必要に応じて日時を設定します。
以下のコマンドを使用します。

  Administrator> set date MMDDhhmm[[CC]YY][,ss]
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例．2009年 4月 27日 13時 10分 00秒に設定する場合

Administrator> set date 042713102009,00

 
8. MMB Ready LED点灯 (初期化終了) 後、各ユニットの Alarm LEDが消灯していることを確認しま
す。

 

3.3.3  本番運用の接続環境設定
以下の操作により、テスト用に設定されている接続環境を本番運用に設定します。

 
■MMBコンソール用 PCの IPアドレスの設定
■MMBコンソール用 PCをMMBのユーザーポートに接続
■PRIMEQUEST 1000シリーズの外部 LANへの接続
 
■MMBコンソール用 PCの IPアドレスの設定
ユーザーのMMBコンソール用 PCの IPアドレスを、パソコン側で設定します。設定方法については
ご使用になる PCの説明書を参照してください。
 
■MMBコンソール用 PCを MMBのユーザーポートに接続
ユーザーのMMBコンソール用 PCをMMBのユーザーポート#0に LANケーブルで接続します。接続
すると、MMBコンソール用 PCとMMBの LAN間で通信できるようになります。
 

図 3.2 MMB ユーザーポートの位置
 
■PRIMEQUEST 1000シリーズの外部 LANへの接続

PRIMEQUEST 1000シリーズの外部 LAN接続の構成、および外部 LAN接続をするときの留意事項に
ついて説明します。セキュリティを設定してから、外部 LANに接続することを推奨します。セキュリ
ティについて詳しくは、「7.5 セキュリティの設定」を参照してください。
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図 3.3 管理 LANのネットワーク構成と IPアドレス
 
MMB#0とMMB#1の管理用 (USER) ポートは、LANケーブルで外部スイッチングハブ装置に接続しま
す。このときMMB Web-UIを操作するMMBコンソール用 PCも外部スイッチングハブ装置に接続し
ます。

MMB#0とMMB#1の物理 IPアドレスと仮想 IPアドレスは同一の subnetに設定します。
各MMBは、以下の 2つのアドレスを持っています。
・ 物理実 IPアドレス (上図では、MMB#0=192.168.1.100、MMB#1=192.168.1.101)
・ 仮想 IPアドレス (上図では 192.168.1.102 )
外部接続 (Webブラウザ、保守用端末、および REMCSなど) に対しては、仮想 IPアドレスで通信しま
す。

 

表 3.4 外部 LAN接続時に必要な設定

条件 必要な設定

外部スイッチに、循環防止機能

をサポートするスイッチングハ

ブ (スパニングツリープロトコル
(Spanning Tree Protocol) やドメイ
ンセパレーション (Domain
Separation) など) を使用する場合

スイッチングハブと本体装置との接続ポートのスパニングツリープ

ロトコルを [disable] にするか、またはドメインセパレーションをオ
ンにして、循環防止機能を抑止する。

以下の条件のいずれかに該当す

る場合：

・ 送信先のサーバがファイ

アーウォールを介した外部

のサーバとなる

・ IPアドレスを制限している
メールサーバを使用する

MMB#0とMMB#1の物理 IPアドレスのパケットが通過可能なよう
に、ファイアーウォールやメールサーバなどに設定が必要。
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条件 必要な設定

REMCS接続の場合 接続形態を以下に示す。

・ インターネット接続時：

REMCS用ポートを外部スイッチングハブ装置に接続する。ま
たは、管理用ポートの外部スイッチからファイアーウォール

を介して、センターと接続する。

・ P-P接続時：
MMB#0とMMB#1の各MMBの REMCS用ポートを直接ダイ
ヤルアップルータに接続する。

REMCS連携について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ
REMCSサービス導入マニュアル』(C122-E120) 参照。

 
備考

・「NTP」、「Alarm E-Mail」、「REMCS」、「SNMP Trap」において、MMBからパケットを送信します。
MMBの物理 IPアドレスと仮想アドレスの両方が設定されている場合、パケットの送信元 IPア
ドレスはMMBの物理 IPアドレスとなります。

・ MMBの物理 IPアドレスは、PRIMECLUSTER連携時にも使用します。

3.3.4  MMBへのログイン
ここでは、MMBへのログイン方法について説明します。
 
■MMB Web-UIへのログイン／ログアウト
ここでは、MMB Web-UI へのログインとログアウトの手順について説明します。
 
Web-UIにログインするためには、以下のいずれかを指定します。
・ 仮想 IPアドレス
・ 仮想アドレスに対応する FQDN (Fully Qualified Domain Name)

 
注意

・ MMB Web-UIがサポートしているのは、以下のブラウザです。これ以外のブラウザを使用すると、
Web-UI画面が正しく表示されない場合があります。注意してください。
・ Microsoft Internet Explorer 6 (Service Pack 1) 以降
・ Mozilla FireFox 3.0以降。IPv6は FireFox15以降対応です。

・ 1台のMMBコンソール用 PCから、1台の PRIMEQUEST 1000シリーズにWeb-UIを使って複数
ログインしないでください (同一ユーザー名で複数ログインする場合も含む)。操作するブラウザ
の種類やバージョンにもよりますが、複数ログインした場合は以下の現象が起こる場合がありま

す。 また、Internet Explorer 7以降のタブブラウザの場合は、複数タブから複数ログインしないで
ください。

・ 先にWeb-UIでログインしているユーザーの操作権限が、後からログインしたユーザーの操
作権限に変わることがあります。

・ 1つのWeb-UIのログアウトですべてのWeb-UIがログアウトしてしまうことがあります。
 
備考

FQDNを指定する場合は、MMBコンソール用 PCに DNSサーバが設定されている必要があります。
DNSサーバの設定について詳しくは、「3.3.8 DNSサーバの設定」を参照してください。
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●ログイン

 
1. Webブラウザを起動します。

 
備考

ブラウザの設定で、JavaScriptおよびダウンロードを有効にしてください。
 

2. 次の URLを入力します。

表 3.5 ログインに入力する URL

Standard http://nodename:adminport
http://nodename:adminport/login.cgi (Windows Server 2008およびWindows
Server 2012の場合)

SSL https://nodename:adminport

備考 上記 URLの nodename:adminport は、以下の記述形式をとる。
nodename：MMBの FQDNまたは IPアドレス。
adminport：MMBの管理ポートに割り当てたポート番号 (初期値は
8081、SSLの場合は 432)。

 
注意

httpsで接続すると、証明書が「自己発行証明書」の場合、警告メッセージが表示されますが、そ
のまま接続を続行してください。

 
3. MMB Web-UI ログイン画面が表示されるので、ユーザーアカウントおよびパスワードを入力し、

[Login] ボタンをクリックします。

図 3.4 MMB Web-UI ログイン画面
 
備考
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初回起動時および設定変更をしていない場合は、以下のデフォルトのユーザーアカウントとパス

ワードが適用され、新しいパスワードへの変更が要求されます。

表 3.6 デフォルトのユーザーアカウント・パスワード

Username Administrator

Password 装置のセットアップ時に担当保守員が設定したパスワード

 
●ログアウト

ブラウザ画面右上の [Logout] ボタンをクリックします。
→Web-UIからログアウトします。
 

3.3.5  Web-UI 画面の見方
ここでは、Web-UI画面に表示される情報について説明します。
 
備考

Web-UI画面に [Read Error] が表示された場合は、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル』
(C122-E108) の「11.2 トラブル対応」を参照して、内容を確認してください。マニュアルを参照しても
解決できない異常については、修理相談窓口または担当営業員に連絡してください。

その場合は、本体装置に貼付のラベルで記載の型名、および製造番号を確認し、連絡してください。

 
「図 3.5 画面に表示される情報」に、画面に表示される情報を示します。
 

 
 

番号 説　明

(1) 富士通ロゴ (富士通のページにリンク)

(2) ナビゲーションバー

(3) サブメニュー階層表示バー

(4) 保守状態表示

(5) Active MMB表示

図 3.5 画面に表示される情報
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インフォメーション領域には、常に以下の内容が表示されます。

 
■[Model]

PRIMEQUEST 1000シリーズのモデル名が表示されます。
 
■[Part Number]

PRIMEQUEST 1000シリーズのパーツ番号が表示されます。
 
■[Serial Number]

PRIMEQUEST 1000シリーズのシリアル番号が表示されます。
 
■[Status]

PRIMEQUEST 1000シリーズ全体の状態が表示されます。システムの状態表示は、以下の 3種類です。
 

表 3.7 システム状態表示

状態 表示色 アイコン

Normal (通常状態) 緑色 (なし)

Warning (警告) 黄色 黄色三角内に黒色！マーク

Error (重大) 赤色 赤色丸内に白色×マーク

 
これらのシステム状態表示をクリックすると、[System Event Log] 画面が表示されます。
 
■ [Active MMB] 表示

Web-UIが接続して動作しているアクティブなMMBの番号が表示されます。
 
■保守状態表示

担当保守員が [Maintenance Wizard] メニューを使用して PRIMEQUEST 1000シリーズを保守中の場合は、
インフォメーション領域が灰色で表示されます。

保守中は、[Under Maintenance] の文字が黒色で表示され、[Under Maintenance] の下に保守対象のパー
ティション番号が表示されます。
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番号 説　明

(1) 保守対象のパーティション

図 3.6 保守状態表示
 
■ナビゲーションバー

サブメニュー領域に表示されるメニューを選択します。

選択されているメニューは黒色表示、選択されていないメニューは白色表示です。

 
■[Logout]
クリックすると、Web-UIからログアウトします。
 
■サブメニュー階層表示バー

サブメニュー領域に表示されているメニューに到達するまでの階層が表示されます。

階層をクリックすると、その階層の画面が表示されます。

 

例) ＞ System ＞ System Status

 
■サブメニュー領域

ナビゲーションバーで選択したメニューのサブメニューが表示されます。

 

 

番号 説　明

(1) サブメニュー領域

図 3.7 サブメニュー領域
 
サブメニューは、以下のように表示されます。
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・ メニュー階層は最大 3階層まで表示されます。
3階層より深くなる場合や、メニュー数が多くなり、サブメニュー領域にスクロールバーの表示
が必要になる場合は、サブメニュー階層表示バーに 1階層追加されます。
追加されたサブメニュー表示領域には、サブメニュー階層表示バーの最下層メニューをトップと

したサブメニューが表示されます。

・ 下に階層が存在するかどうかがわかるように、各サブメニューの左側には以下のアイコンが表示

されます。

：下位層のメニューがあることを示す。

：下位層のメニューがあり、下位層のメニューが展開されていることを示す。

：下位にメニューがないことを示す。

 

・ カーソルがメニュー上にあるときには、メニューの色が反転表示される。

・ 選択しているメニューは、背景色が変わる。

・ 階層メニューの背景色は、階層によって異なる。

 
■コンテンツ領域

コンテンツ領域には、以下が表示されます。

・ ナビゲーションバー

・ サブメニュー領域内のメニューで選択した画面

 
以下にコンテンツ領域を示します。
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番号 説　明

(1) タイトル領域

(2) 状態、設定領域

(3) ボタン領域

図 3.8 コンテンツ領域
 
コンテンツ領域は、次の 3つの部分に分かれています。
 
■タイトル領域

タイトル領域には、コンテンツの内容が表示されます。

また、コンテンツに対するヘルプを表示するための [Help] ボタン、およびリロードするための [Refresh]
ボタンが表示されます。

 

表 3.8 タイトル領域のボタン

ボタン名 説明

[Help] ボタン ヘルプを表示するためのボタン。クリックすると、ヘルプ画面が表示される。

[Refresh] ボタン リロードの対象は、コンテンツ領域のみ。

[Refresh] ボタンが表示されるのは自動更新の対象画面のみ。
状態が自動更新されない画面 (設定の機能のみの画面) では、[Refresh] ボタンは表
示されない。

 
タイトル領域は、スクロールの対象ではありません。

 
■状態表示、設定領域

コンテンツに関する状態、または設定内容が表示されます。

状態や設定内容が領域内に表示しきれない場合は、スクロールバーが表示されます。

 

表 3.9 状態表示の種類

状態 背景色

通常状態 通常色画面の背景色

Warning状態 Warning色 (黄色)

Error状態 Error色 (赤色)

Not present状態 Not present色 (灰色)

 
本画面に対して表示権限しか持たないユーザーが操作している場合は、入力フィールド、ラジオボタ

ン、チェックボックスなどはグレーアウト表示され、入力できない状態になります。

権限について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の
「表 1.1  ユーザー権限」を参照してください。
 
■ボタン領域
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状態表示、設定部分の内容を設定するためのボタンが表示されます。

通常は、[Apply] ボタンと [Cancel] ボタンが表示されます。
また、以下の場合は、ボタン領域は表示されません。

・ 本コンテンツが表示だけで、入力が必要ない場合

・ 表示権限しか持たないユーザーが操作している場合

この場合は、上記の「■状態表示、設定領域」の表示領域が広がります。

 
●MMB Web-UIでの基本操作
基本的な操作の流れを以下に示します。

 
1. ナビゲーションバーからメニューを選択します。
→サブメニュー領域に、選択したメニューのサブメニューが表示されます。

 
2. サブメニューからメニューを選択します。
→コンテンツ領域に、選択したメニューに対応する画面が表示されます。

 
3. 表示された画面で情報を確認したり設定したりします。

[Apply] ボタンをクリックすると情報が設定されます。
[Cancel] ボタンをクリックすると情報が入力前の状態に戻ります。

　　

注意

MMB Web-UIを IEで使用している場合、処理の実行確認、処理完了の通知などのダイアログが表示さ
れた状態で 2分以上経過すると、MMB Web-UIとの接続が切断されます。この場合は、再度MMB Web-
UIに Loginしてください。
 

3.3.6  MMBのネットワーク設定
MMBのネットワークを設定します。この時点までに設定されている項目は、設定内容を確認してくだ
さい。未設定の場合は、設定してください。

以下の IPアドレスを設定します。
・ Web-UIにアクセスするために使用する仮想 IPアドレス
・ MMBのインターフェースに割り当てる物理 IPアドレス　　　など

 
設定した情報のバックアップについては「3.5 構成情報の保存」を参照してください。
 
注意

・ 二重化していない MMB で、かつ PRIMECLUSTER 連携を行わないのであれば、MMBの物理 IP
の設定は不要です。

・ MMBのネットワークを設定するには、Administrator権限でログインしてください。
・ MMB側の PSA-MMB間の IP Addressを変更する場合は、同一筐体内の各パーティションの IPア
ドレスの設定を変更してください。変更方法について詳しくは、「6.2.1 PSA-MMB間通信 LANの
設定」または「6.3.1 PSA-MMB間通信 LANの設定」を参照してください。

・ PSA-MMB間 LANの設定が Disableになっている場合、PSAのWeb-UIを表示できません。また、
PSA (PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L) /SVS (PRIMEQUEST
1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2) 関連の REMCS通報およびMail通報も行われません。

・ [Network Interface] 画面で [MMB#0 IP Address] または [MMB#1 IP Address] を変更して [Apply] ボ
タンをクリックした場合：
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設定を反映するためにネットワークが一時的に停止し、Web-UIが切断されます。Web-UIのメ
ニューを選択すると、Web-UIに再度接続することができます。

・ 仮想 IPアドレスを変更した場合：
MMB Web-UIとの接続が切断されます。MMB Web-UIを使用する場合は再度ログインする必要
があります。

 
備考

仮想 IPアドレス (Virtual IP Address) が設定されている場合：
Webブラウザは、PRIMEQUEST 1000シリーズの仮想 IPアドレスに対してアクセスします。このため、
MMB#0とMMB#1の物理 IPアドレスを指定してMMB Web-UIにアクセスすることはできません。
保守用端末と REMCSは、[Network Configuration] - [Network Interface] の [Maintenance IP Address] で設
定したアドレスに対してアクセスします。

 
■操作手順

1. [Network Configuration] - [Network Interface] をクリックします。
→ [Network Interface] 画面が表示されます。[Network Interface] 画面について詳しくは、
『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.5.2  [Network
Interface] 画面」を参照してください。
 
 

図 3.9 [Network Interface] 画面例
 

2. [Virtual IP Address] の [IP Address]、[Subnet Mask]、[Gateway Address] に値を入力します。ホスト
名も設定します。

 
備考
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MMB#0とMMB#1の物理 IPアドレスと仮想 IPアドレスは、同一サブネットに設定します。
 

3. [MMB#0 IP Address] または [MMB#1 IP Address] で [Interface] の [Enable] をクリックし、各項目を
入力します。ここでは、割り当てる物理 IPアドレスを指定します。
 

4. 必要な項目を設定したら、[Apply] ボタンをクリックします。
 
注意

IPアドレスなどの値を間違えて設定すると、MMB Web-UIが表示されなくなります。その場合は、
MMBの COMポートにMMBコンソール用 PCを接続して正しい値を設定してください。
 

3.3.7  telnetの設定
MMBの telnetを設定します。
設定した情報のバックアップについては「3.5 構成情報の保存」を参照してください。
 
注意

上記の項目を設定するには、Administrator権限でログインしてください。
 
■操作手順

 
1. [Network Configuration] - [Network Protocols] をクリックします。
→ [Network Protocols] 画面が表示されます。[Network Protocols] 画面について詳しくは、
『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.5.4  [Network
Protocols] 画面」を参照しください。
 

図 3.10 [Network Protocols] 画面例
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2. [Telnet] の項目を設定します。
　

注意

MMBは、以下の TCP/IPのポート番号を固定で使用しています。以下のポート番号は変更しない
でください。

・ 623/udp：RMCP通信用
・ 664/udp：RMCP通信用

 
3. [Apply] ボタンをクリックします。

 
 

3.3.8  DNSサーバの設定
DNSサーバを利用する場合に設定します。後で設定することもできます。
設定した情報のバックアップについては「3.5 構成情報の保存」を参照してください。
 
注意

上記の項目を設定するには、Administrator権限でログインしてください。
 
■操作手順

 
1. [Network Configuration] - [Network Interface] をクリックします。
→ [Network Interface] 画面が表示されます。[Network Interface] 画面について詳しくは、
『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.5.2  [Network
Interface] 画面」を参照してください。
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図 3.11 [Network Interface] 画面例
 

2. [DNS (optional)] で [DNS] の [Enable] をクリックし、各項目を入力します。
　

3. 必要な項目を設定したら、[Apply] ボタンをクリックします。
 

3.3.9  Alarm E-Mailの設定
Alarm E-Mailの以下を設定します。
・ 運用中に異常が起きたときに、E-Mailで通知するかどうか
・ 通知する場合は、エラーの段階や通知先

 
設定した情報のバックアップについては「3.5 構成情報の保存」を参照してください。
 
注意

上記の項目を設定するには、Administrator権限でログインしてください。
 
■操作手順

1. [Network Configuration] - [Alarm E-Mail] をクリックします。
→ [Alarm E-Mail] 画面が表示されます。[Alarm E-Mail] 画面について詳しくは、『PRIMEQUEST
1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.5.11  [Alarm E-Mail] 画面」を参
照してください。
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図 3.12 [Alarm E-Mail] 画面例
 

2. 必要な項目を入力します。
 
備考

・ [Alarm E-Mail] 送信時に SMTP サーバに送信する [From] アドレスは、以下のようになりま
す。

・ [Use envelope "from" address.] チェックボックスがオンの場合
[Alarm E-Mail]画面の [From] で設定したアドレスが SMTPサーバへ送信する[From]アドレス
となります。

・ [Use envelope "from" address.] チェックボックスがオフの場合(初期設定)
[Network Configuration] - [Network Interface] 画面内の [Virtual IP Address] - [Hostname] に設定
した [Hostname]の形式に従って，以下の[From]アドレスが SMTP サーバへ送信されます。
　 FQDN形式の場合 : root@[Hostname]
　 FQDN形式でない場合 : root@localdomain.localdomain
　[From] に設定したメールアドレスは、メール受信者([To])に送信されるメールの [From]
アドレスとして使用されます。

・ SMTP Server名に FQDNを指定する場合は、DNSサーバが設定されている必要があります。
DNSサーバは、[Network Configuration] - [Network Interface] から設定できます。

　

3. 目的に応じた操作ボタンをクリックします。
・ メールを送信する条件を設定する場合：[Filter] ボタン
・ 設定を有効にする場合：[Apply] ボタン
・ テスト送信をする場合：[Test E-Mail] ボタン

 
■メール送信の条件設定
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1. メールを送信する条件を設定する場合は、[Alarm E-Mail] 画面の [Filter] ボタンをクリックします。
→ [Alarm E-Mail Filtering Condition] 画面が表示されます。[Alarm E-Mail Filtering Condition] 画面に
ついて詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の
「■[Alarm E-Mail Filtering Condition] 画面」を参照してください。
 
 

図 3.13 [Alarm E-Mail Filtering Condition] 画面例
 

2. 必要な項目を選択します。複数の項目を選択した場合、各項目は AND条件、項目内は OR条件
になります。 
 

3. [Apply] ボタンをクリックします。
 
 

3.3.10  ユーザーアカウントの登録
初期設定として、必要な人数分のMMBユーザーアカウントを登録します。最大登録数は、16です。
設定した情報のバックアップについては「3.5 構成情報の保存」を参照してください。
 
■操作手順

1. [User Administration] - [User List] をクリックします。
→ [User List] 画面が表示されます。[User List] 画面について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリー
ズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.4.1  [User List] 画面」を参照してください。
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図 3.14 [User List] 画面例
 

2. [Add User] ボタンをクリックします。
→ [Add User] 画面が表示されます。[Add User] 画面について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「■[Add User] 画面」を参照してください。
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図 3.15 [Add User] 画面例
 
備考

既存のユーザーアカウントを変更する場合は、[User List] 画面の [Edit User] ボタンをクリックし
て [Edit User] 画面で登録内容を変更してください。[Edit User] 画面について詳しくは、
『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「■[Edit User] 画面」
を参照してください。
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図 3.16 [Edit User] 画面例
 

3. 必要な項目を入力します。
 

4. [Apply] ボタンをクリックします。
 
 

3.3.11  システム名の設定
PRIMEQUEST 1000シリーズのシステムに対する名前を設定します。この名称は、SNMPの [System
Name] としても使用されます。
設定した情報のバックアップについては「3.5 構成情報の保存」を参照してください。
 
■操作手順

1. [System] - [System Information] をクリックします。
→ [System Information] 画面が表示されます。[System Information] 画面について詳しくは、
『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.2.5 [System
Information] 画面」を参照してください。
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図 3.17 [System Information] 画面例
 

2. [System Name] を入力します。
 

3. [Apply] ボタンをクリックします。
 
 

3.3.12  日付・時刻の設定
MMBの日付、時刻、および NTP (NTPサーバがある場合) を設定します。
ただし、担当保守員がすでに設定している場合があります。担当保守員がすでに設定していて、変更

の必要がなければ、次の設定に進んでください。

設定した情報のバックアップについては「3.5 構成情報の保存」を参照してください。
 
 
備考

MMBには NTPクライアント機能があります。MMBの NTPクライアント機能は、別の NTPサーバを
基準として時刻を合わせます。安定した NTP運用をするために、各 NTPクライアントからは複数台
(RHELの場合は 3台以上を推奨) の NTPサーバを指定してください。
 
■ [Date/Time] 画面の操作手順

 
1. [Network Configuration] - [Date/Time] をクリックします。
→ [Date/Time] 画面が表示されます。[Date/Time] 画面について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.5.1  [Date/Time] 画面」を参照してくだ
さい。
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図 3.18 [Date/Time] 画面例
 

2. 必要な項目を入力します。
　

3. [Apply] ボタンをクリックします。
 
■[Management LAN Port Configuration] 画面の操作手順

 
1. [Network Configuration] - [Management LAN Port Configuration] をクリックします。
→ [Management LAN Port Configuration] 画面が表示されます。[Management LAN Port Configuration]
画面について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110)
の「1.5.3  [Management LAN Port Configuration] 画面」を参照してください。
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図 3.19 [Management LAN Port Configuration] 画面例
 

2. 必要な項目を入力します。
 

3. [Apply] ボタンをクリックします。
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3.4  パーティションの設定
ここでは、パーティションの各種情報の設定について説明します。複数のパーティションがある場合

はすべてのパーティションについて設定します。

パーティションの構成変更を反映するには、パーティションごとに電源切断、電源投入が必要です。

掲載している画面はすべて表示例であり、システム構成などによって表示される内容は異なります。

3.4.1  パーティションの構成設定
SB、IOB、GSPBの組込みおよび切離し操作について説明します。
 
■SB/IOB/GSPBの組込み
パーティションに SB、IOBまたは GSPBを組み込みます。
 
●操作手順

 
1. [Partition] - [Partition Configuration] をクリックします。
→ [Partition Configuration] 画面が表示されます。[Partition Configuration] 画面について詳しくは、
『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.3.4  [Partition
Configuration] 画面」を参照してください。
 
 

図 3.20 [Partition Configuration] 画面例
 
備考

上記の画面は、最大構成の場合です。

 
2. SB、IOBまたは GSPBを組み込むパーティション番号のラジオボタンをクリックします。
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3. [Add Unit] ボタンをクリックします。
→ [Add SB/IOB/GSPB to Partition] 画面が表示されます。フリー状態の SB、IOBおよび GSPBが一
覧で表示されます。　[Add SB/IOB/GSPB to Partition] 画面について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000
シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.3.4  [Partition Configuration] 画面」の
「■[Add SB/IOB/GSPB to Partition]画面」を参照してください。
　

図 3.21 [Add SB/IOB/GSPB to Partition] 画面例
 

4. パーティションに組み込む SB、IOBまたは GSPBのラジオボタンをクリックします。
1回の操作で選択できるのは 1つの SB、IOBまたは GSPB だけです。　
 

5. [Apply] ボタンをクリックします。
→確認のダイアログボックスが表示されます。

　

6. [OK] ボタンをクリックします。
→選択した SB、IOBまたは GSPB がパーティションに組み込まれます。

 
必要な SB、IOBまたは GSPB を組み込むまで、手順 2.～手順 6.を繰り返します。
 
 
■SB、IOBおよび GSPBの切離し
ここでは、パーティションから SB、IOBまたは GSPBを切り離す方法を説明します。
 
備考

対象となるパーティションの OSが運用中の場合は、SB、IOBまたは GSPBを切り離せません。対象
のパーティションの電源をスタンバイ状態にしてから、SB、IOBまたは GSPBを切り離してください。
 
●操作手順
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1. [Partition] - [Partition Configuration] をクリックします。
→ [Partition Configuration] 画面が表示されます。[Partition Configuration] 画面について詳しくは、
『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.3.4  [Partition
Configuration] 画面」を参照してください。
 

図 3.22 [Partition Configuration] 画面例
 
備考

上記の画面は、最大構成の場合です。

 
2. SB、IOBまたは GSPBを切り離すパーティション番号のラジオボタンをクリックします。
　　

3. [Remove Unit] ボタンをクリックします。
→ [Remove SB/IOB/GSPB from Partition] 画面が表示されます。SB、IOBおよび GSPBが一覧で表
示されます。これらの SB、IOBおよび GSPBは、手順 2.で選択したパーティションに組み込ま
れているものです。[Remove SB/IOB/GSPB from Partition] 画面について詳しくは、『PRIMEQUEST
1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.3.4  [Partition Configuration] 画面」
の「■[Remove SB/IOB/GSPB from Partition] 画面」を参照してください。
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図 3.23 [Remove SB/IOB/GSPB from Partition] 画面例
 

4. パーティションから切り離す SB、IOBまたは GSPBのラジオボタンをクリックします。
1回の操作で選択できるのは、1つの SB、IOB、または GSPBだけです。
 

5. [Apply] ボタンをクリックします。
→確認のダイアログボックスが表示されます。

 
6. [OK] ボタンをクリックします。
→選択した SB、IOB、または GSPBがパーティションから切り離され、フリー状態になります。

 

3.4.2  Home SBの設定
Home SBは各パーティション中に必ず 1つだけ存在する SBです。パーティションに最初に組み込ま
れた SBが Home SBとして自動設定されます。
また、Home SBを削除した場合には、自動的にパーティションを構成する SBで縮退されていない SB
の中から、最も小さい番号の SBが Home SBとして設定されます。
Home SBでは、外部コネクターの USBポートおよび VGAポートが使用できます。
Home SBを変更したい場合は、Web-UIで指定します。Home SBについて詳しくは、『PRIMEQUEST
1000シリーズ 製品概説』(C122-B022) の「5.2.4  Home SB」を参照してください。
 
備考

SBとイネーブルキットの組み合わせによっては、Windowsライセンス認証を要求される場合がありま
す。詳しくは『PRIMEQUEST 1000 シリーズ運用管理マニュアル』(C122-E108) の「3.4 コンポーネント
の増設」の「■SBとイネーブルキットの組み合わせによるライセンス認証」を参照してください。
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■操作手順

1. [Partition] - [Partition Configuration] - [Home] をクリックします。
→[Partition Home] 画面が表示されます。[Partition Home] 画面について詳しくは、『PRIMEQUEST
1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.3.4  [Partition Configuration] 画面」
の「■[Partition Home] 画面」を参照してください。
　　

 

図 3.24 [Partition Home] 画面例
 

2. パーティションの Homeとして設定する SBを選択して [Apply] ボタンをクリックします。
 

3. 指定したパーティションに対して、ラジオボタンで Home SBを選択します。Home設定されてい
る SBに限り、未実装でもグレーアウト表示されます。グレーアウト表示されている行のラジオ
ボタンから、グレーアウト表示されていない行のラジオボタンへ変更できます。いったんグレー

アウト表示から選択を外すと、元のラジオボタンを再度選択することはできません。

 
4. [Apply] ボタンをクリックします。
→確認ダイアログボックスが表示されます。

 
注意

[Apply] ボタンクリック時に対象パーティションの電源がオンになっている場合は、[Home] の変
更はできません。警告ダイアログボックスが表示されます。

 
5. 処理を継続する場合は [OK] ボタンを、キャンセルする場合は [Cancel] ボタンをクリックします。
→[Partition Configuration] 画面に戻ります。
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3.4.3  Reserved SBの設定
パーティションに組み込まれている SBにハードウェアの故障が発生し、その SBを切り離さなければ
ならない場合があります。Reserved SBとは、切り離した SBの代わりに新たにパーティションに組み
込む SBのことです。
運用状況を考慮して、パーティションに Reserved SBを設定できます。
指定するパーティションに組み込まれていない SBを Reserved SBとして定義することもできます。
組み込まれていない SBとは、以下の SBを指します。
・ フリー状態の SB
・ 別パーティションに組み込まれている状態の SB
・ 別パーティションの Reserved SBに定義されている状態の SB

 
Reserved SBについて詳しくは、『PRIMEQUEST 1000 シリーズ 運用管理マニュアル』(C122-E108) の
「3.2.1  Reserved SB」を参照してください。
 
備考

SBとイネーブルキットの組み合わせによっては、Windowsライセンス認証を要求される場合がありま
す。詳しくは『PRIMEQUEST 1000 シリーズ運用管理マニュアル』(C122-E108) の「3.4 コンポーネント
の増設」の「■SBとイネーブルキットの組み合わせによるライセンス認証」を参照してください。
 
■操作手順

1. [Partition] - [Reserved SB Configuration] をクリックします。
→ [Reserved SB Configuration] 画面が表示されます。フリー状態の SBまたは Reserved SBとして
定義済みの SBの列には、チェックボックスが縦に並んで表示されています。[Reserved SB
Configuration] 画面について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレン
ス』(C122-E110) の「1.3.5  [Reserved SB Configuration] 画面」を参照してください。
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図 3.25 [Reserved SB Configuration] 画面例
 

2. SBの列で、予備対象とするパーティションのチェックボックスをオンにします。
 

3. [Apply] ボタンをクリックします。
 
備考

Reserved SBをフリー状態の SBにするには、[Reserved SB Configuration] 画面でチェックボックスをオ
フにします。

 
 
■Reserved SBの搭載条件

1800E2/1800L2/1800E/1800Lの場合は、Reserved SBの CPU数の条件は以下のとおりです。
・ 1SBで 1パーティションを構成する場合に限り、1SBあたり 1CPUの搭載が可能です。
・ 複数の SBで 1パーティションを構成する場合は、1SBあたり 2CPUの搭載が必須です。

 
上記の搭載条件を満たさない場合はメッセージダイアログが表示され、Reserved SB設定を抑止します。
 
注意

・ Reserved SBには、パーティションを構成する SBと同じ種類の CPUが搭載されている必要があ
ります。異なる種類の CPUが搭載されている場合、Reserved SBに設定することはできません。

・ 8GB DIMMまたは 16GB DIMMを搭載した SB と、他容量のメモリを搭載した SB は、1 つのパー
ティション内に混載できません。したがって、8GB DIMMを搭載した SBは、他容量のメモリを
搭載した SBで構成されているパーティションの Reserved SBに設定できません。16GB DIMMを
搭載した SBは、他容量のメモリを搭載した SBで構成されているパーティションの Reserved SB
に設定できません。
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■Windows留意事項

Windowsが動作しているパーティションで Reserved SBに切り替わる動作が発生した場合、切替え後の
初回起動時に、Windows OSが起動しないことがあります。
Windowsが動作しているパーティションに Reserved SBを設定するには、Windowsが自動的に再起動
するように設定してください。

設定について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル』 (C122-E108) の「11.4.4
ダンプ環境の設定 (Windows)」を参照し、「図 11.19 [起動と回復] ダイアログボックス」の [自動的に再
起動する] チェックボックスをオンにしてください。
上記の理由により、SB故障時の業務停止時間には、再起動にかかる時間を考慮してください。Reserved
SBに切り替えられるときと初回起動時で、合計 2回分の再起動時間が必要です。
ただし、以下に説明する回避手順を実行すれば、再起動の要求を抑止できます。

 
●Windows再起動回避手順

PRIMEQUEST 1000シリーズにあらかじめ Reserved SBを認識させておくことによって、再起動の要求
を抑止できます。

以下の手順を、すべてのWindowsパーティションについて実行してください。
この回避手順を行うと、SB故障のため Reserved SBへの切替えが発生したときに、再起動が要求され
なくなります。

 
1. Windowsのインストールが完了したら、パーティションをシャットダウンします。

 
2. MMB Web-UIを使用して、パーティションから SBを 1つ外します 。SBが複数搭載されている
場合は、どの SBでもかまいません。
詳しくは、「3.4.1 パーティションの構成設定」の「■SB、IOBおよび GSPBの切離し」を参照し
てください。

 
3. Reserved SB用の SBを、パーティションに追加します。
詳しくは、「3.4.1 パーティションの構成設定」の「■SB/IOB/GSPBの組込み」を参照してくださ
い。

 
4. パーティションの電源を投入し、Windowsを起動します。

 
5. Administrator権限でログインします。再起動を要求するメッセージが表示されたら、指示に従っ
て再起動してください。

 
6. Windowsが再起動したら、シャットダウンします。

 
7. MMB Web-UIを使用して、手順 3.で追加した Reserved SB用の SBをパーティションから外しま
す。

 
8. 手順 2.で外した SBを、パーティションに追加します。

 
■VMware 留意事項

ESXが動作しているパーティションで Reserved SBに切り替わる動作が発生した場合、切替え後の初回
起動時に、ゲスト OSが起動しないことがあります。
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ESXが動作しているパーティションに Reserved SBを設定するさいは、ゲスト OSの自動起動と
BlueScreenTimeoutの項目を設定してください。
 
例えば、ESXホストがパニックした時から 20秒後にリセットさせる場合は、BlueScreenTimeout
に“20”を設定してください。
 
備考

ESX ホストがパニックした時にリセットさせない場合は、BlueScreenTimeout に“0”を設定してくだ
さい。

 
●BlueScreenTimeoutの設定方法

BlueScreenTimeout設定は、vSphere Clientから行います。
1. vSphere Client上で、ホストの [構成] タブを開きます。[ソフトウェア] 欄の [詳細設定] をクリッ
クします。

図 3.26 BlueScreenTimeoutの設定 ([構成] タブ)
 

2. [詳細設定] 画面が開きます。左欄で [Misc] をクリックします。
 

3. 右側のフレーム内に各パラメータが表示されます。[Misc. BlueScreenTimeout] に BlueScreenTimeout
値を設定します。
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図 3.27 BlueScreenTimeoutの設定  ([Misc] の設定)
 
vSphere Clientの詳細については、VMwareのマニュアルを参照してください。
 

3.4.4  パーティション名の設定
パーティション名を設定します。Administrator権限で設定できます。
パーティション名は、OS 上で設定するホスト名と同じ名前にするとわかりやすくなります。
 
■操作手順

 
1. [Partition] - [Partition Configuration] をクリックします。
→ [Partition Configuration] 画面が表示されます。[Partition Configuration] 画面について詳しくは、
『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.3.4  [Partition
Configuration] 画面」を参照してください。
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図 3.28 [Partition Configuration] 画面例
 
備考

上記の画面は、最大構成の場合です。

 
2. パーティション名を設定するパーティションを選択し、[Partition Name] のセルにパーティション
名を入力します。

 
備考

・ 名前は 16文字まで入力可能です。使用できる文字は以下のとおりです。
[0-9]、[a-z]、[A-Z]、「 」(半角スペース)
# -_
 

3. [Set Partition Name] ボタンをクリックします。
→入力したパーティションに対して名前が設定されます。

 

3.4.5  各種モードの設定
パーティションの Memory Mirror Modeや Hyper Threading Modeのモードなどを設定します。設定項目
はMMB Web-UIと UEFIで設定します。以下に、設定項目と画面遷移の一覧を示します。
それぞれの設定について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000 シリーズ運用管理ツールリファレンス』(C122-
E110) を参照してください。
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表 3.10 各種モードの設定

設定項目 画面遷移 参照先『PRIMEQUEST 1000
シリーズ運用管理ツール

リファレンス』(C122-E110)

Mirror Mode MMB Web-UI-[Partition]-
[Partition#x]-[Mode]

1.3.7 [Partition#x] メニュー ■
[Mode] 画面

POST MMB Web-UI-[Partition]-
[Partition#x]-[Mode]

1.3.7 [Partition#x] メニュー ■
[Mode] 画面

Enhanced Speed Step UEFI-[Device Manager]-
[Configure CPU]

5.5.3 [Configure CPU] メニュー

Turbo Boost Technology UEFI-[Device Manager]-
[Configure CPU]

5.5.3 [Configure CPU] メニュー

Hyper Threading UEFI-[Device Manager]-
[Configure CPU]

5.5.3 [Configure CPU] メニュー

Active Processor Cores UEFI-[Device Manager]-
[Configure CPU]

5.5.3 [Configure CPU] メニュー

Virtualization Technology UEFI-[Device Manager]-
[Configure CPU]

5.5.3 [Configure CPU] メニュー

Adjacent Cache Line Prefetch UEFI-[Device Manager]-
[Configure CPU]

5.5.3 [Configure CPU] メニュー

Hardware Prefetch UEFI-[Device Manager]-
[Configure CPU]

5.5.3 [Configure CPU] メニュー

I/O 空間の割当て UEFI-[Device Manager]-
[Configure I/O Space Assignment]

5.5.1 [Configure I/O Space
Assignment] メニュー

x2APIC の設定 (*) UEFI-[Device Manager]-
[Configure CPU]

5.5.3 [Configure CPU] メニュー

*：PRIMEQUEST 1800E2/1800L2のみ
 
注意

・ PRIMEQUEST 1800E2/1800L2で SVIMを x2APIC Disabled設定で使用する場合は、当該パーティ
ション内の動作 CPUを 128スレッド以下にしてください。
128スレッド以下にするには、Hyper Threadingを Disabledにする方法があります。

・ 当該パーティションの SASデバイス (SASカード、SASアレイコントローラーカード、Onboard
SASコントローラー (GSPB)、SASディスクユニットコントローラー、SASアレイディスクユニッ
トコントローラー) に I/O 空間が割り当てられているかを確認してください。
また、SANストレージ装置にインストールする場合は、FCカード (ブートパス対象カードのみ)
に対しても同様に I/O空間の割当てを確認してください。
SASデバイスは「Device:SAS」と表示され、FCデバイスは「Device:Fibre」と表示されます。I/O
空間が割り当てられていない場合は、[Configure I/O Space Assignment] メニューを操作し、LAN
とファイバーチャネルの割り当てを外してください。
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ただし、SAN環境にあるストレージに対して OSをインストールする場合、インストールに使用
する FCカードについては、I/O 空間の割当てを外さないでください。

・ 当該パーティションで使用する予定の Bootデバイスが、UEFIに認識されているか確認してくだ
さい。確認については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110)
の「 5.4  Boot Managerメニュー」で確認してください。Bootデバイスが UEFIに認識されていな
い場合は、[Boot Manager] メニューを操作して Bootデバイスを認識させてください。

 
 
ここでは、MMB Web-UIで設定するMirror Modeおよび POSTの設定について説明します。
 
■操作手順

 
1. [Partition] - [Partition#x] - [Mode] をクリックします。
→ [Mode] 画面が表示されます。[Mode] 画面について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運
用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「■[Mode] 画面」を参照してください。
 
 

図 3.29 [Mode] 画面例
 
 
備考

[PSA] メニューが表示されるのは、PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800Lのみです。
TPMは、PRIMEQUEST 1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2では表示されません。
 

2. Mirror Modeおよび POSTを設定します。
 

3. [Apply] ボタンをクリックします。
→確認ダイアログボックスが表示されます。
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4. [OK] ボタンをクリックします。
 
備考

[Mode] 画面で変更した設定を有効にするには、パーティションのオン／オフが必要です。
 

3.4.6  Console Redirectionの設定
リモートから OSをインストールする場合に、Console Redirectionの設定が必要です。
Console Redirectionは、管理 LANと同じサブネットに設定してください。
 

1. [Partition] - [Console Redirection Setup] をクリックします。
→ [Console Redirection Setup] 画面が表示されます。 画面について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000
シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.3.6  [Console Redirection Setup] 画面」
を参照してください。

 

図 3.30 [Console Redirection Setup] 画面例
 

2. IPアドレスを設定します。
 

3. ビデオリダイレクション、リモートストレージ、テキストコンソールリダイレクション をそれぞ
れ Enableに設定します。
 

4. [Apply] ボタンをクリックします。
 
注意

インストール後、使用しない機能は Disableにしてください。
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3.4.7  パーティションの電源切断と投入
パーティションの構成変更を反映させるためには、パーティションごとに電源切断、電源投入が必要

です。

パーティションの電源切断と投入について詳しくは、「第 8章 パーティションの電源投入と切断」を参
照してください。

 
備考

パーティションにコンソールが接続されている場合、POST終了後、[EFI Shell] 画面が表示されるまで
進み、停止した状態になります。

 

3.4.8  パーティション情報の確認
パーティションの Statusおよびパーティションに関する各種情報を表示します。PRIMEQUEST 1000シ
リーズのシステム全体のパーティション構成は、[Partition Configuration] 画面でも確認できます。
 
■操作手順

 
1. [Partition] - [Partition#x] - [Information] をクリックします。
→ [Information] 画面が表示されます。 [Information] 画面について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000
シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.3.7 [Partition#x] メニュー」の「■
[Information] 画面」を参照してください。
 
 

図 3.31 [Information] 画面例
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備考

[PSA] メニュー表示の有無は、モデルと搭載 OSによって異なります。詳しくは担当保守員に確
認してください。
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3.5  構成情報の保存
ここでは、導入時に設定した情報の保存について説明します。MMBの構成情報は、必ずバックアップ
を取ってください。

 
備考

・ MMB構成情報のバックアップは、運用開始後、定期的に実施してください。
・ PSAの管理情報、BIOSの構成情報の保存について詳しくは、「6.9 管理情報・構成情報の保存 」
を参照してください。

 
掲載している画面はすべて表示例であり、システム構成などによって表示される内容は異なります。

3.5.1  MMB構成情報のバックアップ
ここではMMB構成情報のバックアップについて説明します。
 
備考

MMB構成情報のリストアについて詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル』
(C122-E108) の「8.1.2　MMB構成情報のバックアップ・リストア」を参照してください。
 
■操作手順

 
1. [Maintenance] - [Backup/Restore Configuration] - [Backup/Restore MMB Configuration] をクリックしま
す。

→ [Backup/Restore MMB Configuration] 画面が表示されます。[Backup/Restore MMB Configuration]
画面について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110)
の「1.6.2  Backup/Restore Configurationメニュー」の「■[Backup/Restore MMB Configuration] 画
面」を参照してください。
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図 3.32 [Backup/Restore MMB Configuration] 画面例
 

2. [Backup] ボタンをクリックします。
→ブラウザの格納先ダイアログボックスが表示されます。　

 
3. 格納パスを選択して [OK] ボタンをクリックします。
→構成情報ファイルのダウンロードが開始されます。

バックアップするMMB 構成情報ファイルの初期値名は次のとおりです。
 

MMB_(バックアップした日付)_(MMBバージョン).dat
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第 4章  OS および添付ソフトウェアのイ
ンストール

 
本章では、OS および添付ソフトのインストール方法について
説明します。

 
 

4.1 OSおよび添付ソフトウェアのインストール手順  ....
62

4.2 RHELを SANストレージ装置にインストールする手順
................................................................................ 63

4.3 RHELを内蔵 HDDにインストールする手順  ............. 71
4.4 Windowsを SANストレージ装置にインストールする手

順  ........................................................................... 78
4.5 Windowsを内蔵 HDDにインストールする手順  ........ 87
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100
4.8 VMware 5.xを SANストレージ装置にインストールする

手順  ..................................................................... 104
4.9 VMware 5.xを内蔵 HDDにインストールする手順  ....

108



4.1  OSおよび添付ソフトウェアのインストール手順
OSをインストールする前に Boot Watchdogを解除します。解除の方法について詳しくは、
『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル』(C122-E108) の「9.4.1  パーティションの自動再起
動条件の設定」を参照してください。

 
PRIMEQUEST 1800E2/1800L2 では、x2APIC Mode が設定できます。OS の対応に合わせて x2APIC Mode
Enabled/Disabledを設定してください。詳しくは、『PRIMEQUEST 1000 シリーズ運用管理マニュアル』
(C122-E108) の「G.1  CPU」を参照してください。
 
PRIMEQUEST 1000シリーズのパーティションに OSをインストールするには、SVIMを使用します。
SVIMは以下の操作を一括して行うセットアップ支援ツールです。
・ OSのインストール
・ OSが必要とするドライバのインストール
・ 添付ソフトウェアのインストール

 
SVIMを使用して自動的にインストールされるソフトウェアは、『PRIMEQUEST 1000 シリーズ製品概
説』(C122-B022) の「3.3 添付ソフトウェア」を参照してください。
SVIMの概要については、『ServerView Suite ServerView Installation Manager』を参照してください。
また、SVIMに対する留意事項があります。『PRIMEQUEST 1000シリーズ ServerView Suite留意事項一
覧』(C122-E149) をあわせて参照してください。
 
注意

SANブート環境でのインストール、VMwareのインストールは以下も確認してください。
・ SANブート環境の構築

SANブート環境を導入する場合は、OSのインストールを行う前に SANブート環境を構築します。
SAN ブート環境の構築については、『PRIMEQUEST 1000 シリーズ SAN ブート環境構築マニュア
ル』(C122-E155) を参照してください。

・ OSおよび添付ソフトのインストール
VMwareをインストールする場合は手順が異なります。VMwareのインストール手順について詳
しくは、「付録 E VMwareインストール時の留意事項 」を参照してください。

 
掲載している画面はすべて表示例であり、システム構成などによって表示される内容は異なります。
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4.2  RHELを SANストレージ装置にインストールする手順
ここでは、RHELを SANストレージ装置にインストールする手順を説明します。
MMBの接続と設定が完了していることを確認してから、作業を開始してください。SANストレージ
および FCカードの設定の詳細については、『PRIMEQUEST 1000 シリーズ SAN ブート環境構築マニュ
アル』(C122-E155) を参照してください。
 

4.2.1  事前設定・準備
必要に応じて、以下を設定します。

 
1. SANストレージ装置の LUNを設定します。

 
2. FCカードの LUNを認識させるため、BIOS を設定します。

FCカードの設定については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ SANブート環境構築マニュアル』
(C122-E155) の「第 2章 ファイバーチャネルカード (FCカード) の設定」を参照してください。
 

3. PRIMEQUESTの内蔵 HDDを取り外した後、MMBでパーティションの設定を確認します。
・ SB/IOB/GSPB の構成を設定
「3.4.1 パーティションの構成設定」参照

・ Console Redirection を設定
「3.4.6 Console Redirectionの設定」参照
・ ビデオリダイレクション：Enable
・ リモートストレージ：Enable
・ コンソールリダイレクション：Enable

・ 各種モードを設定

「3.4.5 各種モードの設定」参照
 

4. SANストレージ装置のインストール対象となる LUNのみ、PRIMEQUESTのパーティションへ接
続します。

SANストレージ装置の設定については、SAN ストレージ装置に添付のマニュアルを参照してく
ださい。

 
5. FCカード (ブートパス対象カードのみ)、SASカード、SASアレイコントローラーカード、Onboard

SASコントローラー (GSPB)、SASディスクユニットコントローラー、SASアレイディスクユニッ
トコントローラーに、I/O空間を割り当てます。
I/O空間の割当てについて詳しくは、「3.4.5 各種モードの設定」および『PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「5.5.1  [Configure I/O Space Assignment] メ
ニュー」を参照してください。

 
 

4.2.2  インストールの準備
RHELをインストールする場合、RHELのディストリビューション DVDは事前提供されないため、
RHELのサブスクリプションを購入された利用者ご自身で作成する必要があります。また、富士通
SupportDeskサービスの契約をされた利用者は、富士通 Linuxサポートパッケージ (FJ-LSP) DVDも使
用します。
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RHELのディストリビューション DVDイメージと FJ-LSPの DVDイメージを、以下の手順で作成して
ください。

 
■RHELディストリビューション DVDイメージの作成
他のシステムにて Red Hat社のカスタマーポータル (https://access.redhat.com/) にログインして、ディス
トリビューション DVDのイメージファイルをダウンロードします。
 
注意

ディストリビューション DVDのイメージファイルは、マイナーリリースおよびアーキテクチャー (for
x86／for Intel64) ごとに異なります。目的の DVDイメージファイルをダウンロードしてください。
 
備考

ファイルをダウンロードするには、Red Hat社のカスタマーポータルへのサブスクリプション登録が必
要です。

 
 
■FJ-LSP DVDイメージの作成 (富士通 SupportDeskサービス契約者のみ)
他のシステムにて、UpdateSite Web サイト（https://eservice.fujitsu.com/updatesite/）より、富士通 Linux
サポートパッケージ (FJ-LSP) DVD のイメージファイルをダウンロードします。
UpdateSite Web サイトについてはご案内 （http://www.fmworld.net/biz/common/update/update_site.html）
を参照してください。

 
 
注意

FJ-LSP DVDのイメージファイルは、マイナーリリースごとに異なります。目的の DVDイメージファ
イルをダウンロードしてください。

 
備考

FJ-LSPのダウンロードには富士通との SupportDesk契約が必要です。
 
 
■ブートの準備

FCケーブルをシングルパス (FCケーブル 1本のみの結線) にします。
 

4.2.3  インストールの実行
SVIMによる OSインストールについて説明します。
 
注意

・ FJ-LSPの詳細については、『Linuxユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux 5 編 (SupportDesk
サービスご契約者様向け)』、および『Linux ユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux 6 編
(SupportDeskサービスご契約者様向け)』を参照してください。Linuxユーザーズマニュアルの入
手には、SupportDeskサービスの契約が必要です。

 
SVIMによる OSインストールには、以下の種類があります。それぞれのモードの詳細な手順について
は、『ServerView Suite ServerView Installation Manager』を参照してください。
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表 4.1 SVIMによる OSインストール

モード 機能概要 目的

クイックモード 必要最小限の設定を行うだけで、富士

通推奨の状態で OSをインストールで
きます。

手軽に OSをインストールしたい場
合に使用します。

ガイドモード セットアップ情報をウィザードに従っ

て設定していきます。設定した情報は、

コンフィグレーションファイルに保存

し、再インストール時に使用できます。

詳細な設定が行えます。

RAIDや OSの設定を細かく設定し
たい場合に使用します。

 
掲載している画面はすべて表示例であり、システム構成などによって表示される内容は異なります。

 
■操作手順

1. パーティションをリモートストレージからブートする設定を行います。
設定について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000 シリーズ運用管理マニュアル』(C122-E108) の「1.6.3
遠隔操作 (BMC)」を参照してください。
 

2. DVDドライブに『ServerView Suite DVD1』をセットし、パーティションの電源を投入します。
リモートストレージ DVDを使用する場合は、リモートストレージに『ServerView Suite DVD1』
をセットし、パーティションの電源を投入します。

 
注意

OSが UEFIモードに対応している場合は次の手順によりブートオーダーを変更することにより、
UEFIモードでインストールをすることができます。
 

1. [MMB Web-UI Power Control]画面内の[Boot Selector]で[Force boot into EFI Boot Manager]を選
択してパーティションの電源を投入します。

2. パーティションの電源投入後 FUJITSUロゴが表示されている間に [Enter] キーを除く、いず
れかのキー ([スペース] キーなど) を押し、Boot Manager フロントページを表示させます。

3. Boot Manager フロントページで次の順にメニューを選択します。
[Boot Maintenance Manager]－[Boot Options]－[Change Boot Order]－[Change the order]
・ リモートストレージ DVDを使用する場合は UEFI:DVD/CD0を最上段にします。
・ 内蔵 DVDを使用する場合は UEFI: Embedded DVD/CDを最上段にします。
ブートオーダーの設定方法について、詳しくは『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツー
ルリファレンス』 (C122-E110) の「5.6.1 [Boot Options] メニュー」の「■優先順位の変更
(Change Boot Order)」を参照してください。
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図 4.1 [Change Boot Order] 画面例
 
以下にメニューの意味について説明します。

・ UEFI: DVD/CD n (n=0, 1, 2･･･)
外付け DVD/CDドライブのメディアから、UEFI Aware OSを起動するときに指定しま
す。

“UEFI: DVD/CD n”の nには、DVD/CD装置が認識された順に 0から番号が割り当て
られます。割り当てられた番号は、装置をシステムから取り外さない限り、接続位置

情報に基づいて記憶されます。

・ UEFI: Embedded DVD/CD：
内蔵 DVDドライブを使用し、UEFIモードでインストールするときに指定します。

・ UEFI Shell：
UEFI Shell を起動するときに指定するメニューです。PRIMEQUEST 1000シリーズで
は、UEFI Shell は使用しません。

・ Legacy Boot：
BIOSモードにするときに指定します。内蔵ドライブを使用し、BIOSモードでインス
トールするときにも「Legacy Boot」にします。
 

4. [Commit Changes and Exit]を選択します。
5. [ESC]キーを押してフロントページに戻ります。
6. [Boot Manager]を選択します。
7. リモートストレージ DVD を使用する場合は[UEFI:DVD/CD0]、内蔵 DVD を使用する場合は

[UEFI: Embedded DVD/CD]を選択します。
 

3. しばらくすると言語選択画面が表示されます。日本語の場合は「Japanese」を選択します。
 

4. 初期表示画面では何も設定せずに [次へ] ボタンをクリックします。
 

5. [ようこそ ServerView Installation Managerへ] 画面で [Deployment] を選択します。
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6. インストールモードの選択、インストールする OSを選択し、OSの設定を行います。
 
 
備考

OSの設定では LANの IPアドレスの設定はできません。OSインストール後、IPアドレスを設定
してください。

 
7. [インストール開始] をクリックします。
インストールが開始します。

 
8. SVIMの指示に従って OSのインストール媒体に入れ替えます。

 
9. OS のインストール終了後に FJ-LSP DVD のセットを求められます。SupportDesk サービスを契約
している場合は、指示に従って FJ-LSP の DVD をリモートストレージにセットします。
FJ-LSPはリモートインストールに対応していません。リモートインストールの場合は、FJ-LSP
の DVDをリモートストレージにセットせず、OSインストール後に『Linuxユーザーズマニュア
ル Red Hat Enterprise 5編 (SupportDeskサービスご契約者様向け) 』または『Linux ユーザーズマ
ニュアル Red Hat Enterprise 6 編 (SupportDeskサービスご契約者様向け) 』に従って手動で適用し
てください。

 

4.2.4  インストール完了後の添付ソフトウェア設定
OSインストール完了後、添付ソフトウェアを設定します。
 

1. PSA管理 LANの IPアドレスが業務ネットワークや管理ネットワークで使用する IPアドレスと
重複していないか確認します。

詳細は、PRIMEQUEST 1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2の場合は、『ServerView Mission
Critical Option ユーザマニュアル』を参照してください。PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/
1800Lの場合は、「6.2.1 PSA-MMB間通信 LANの設定」を参照してください。
 
備考

PSA管理 LANの IPアドレスは自動取得されます。業務ネットワークや管理ネットワークで使用
する IPアドレスと重複しないことを確認します。IPアドレスが重複する場合は、PSA管理 LAN
の IPアドレスを変更します。また、サブネットが重複する場合は、MMB側のサブネット設定を
変更します。

 
2. 管理 LANの設定と確認を行います。

・ MMBとの通信に使用する管理 LAN設定
「6.2.2 管理 LANの設定確認」参照
必要に応じて PRIMECLUSTER GLSまたは bondingなどによる二重化設定を行ってくださ
い。

・ SELinux機能の設定確認
「6.2.3 SELinux機能の設定確認」参照
SELinux機能が [disabled] であることを確認します。
 

3. ファイアーウォール機能の確認をします。
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詳細は、「6.2.4 ファイアーウォール機能の確認 (ポートの開放)」を参照してください。
・ PSA-MMB間通信 LAN用インターフェースのポートを開放

snmp ポート：udp/snmp または 161
web-mmb 通信ポート：tcp/fj-webgate または 24450
psa-mmb 通信ポート：tcp/MMB 側 5000
icmp：echo-request
icmp：echo-reply

 
4. パーティションからのトラップ送信先の設定をします。
必要に応じて、パーティション側でトラップ送信先の設定および PSA のトラップ通知を設定しま
す。

詳細は、「6.2.5 パーティションからのトラップ送信先の設定」を参照してください。
 
備考

SNMPサービス標準トラップを使用して、トラップ送信先設定を確認できます。詳細は、「6.3.3
パーティションからのトラップ送信先の設定」の「■トラップ送信先設定確認方法について」を

参照してください。

 
5. MMB経由のトラップ送信先とメール送信先を設定します。
運用管理ソフトウェアとの連携など、必要な場合にのみ実施してください。

1. MMB経由での、SNMPのトラップ送信先を設定
「7.5.2 SNMPの設定」参照

2. Alarm E-Mailを設定する場合は、通報先およびフィルタを設定
「3.3.9 Alarm E-Mailの設定」参照
 

6. 管理 LAN IPアドレスを設定します。
管理 LAN IPアドレスを変更する場合にのみ、実行してください。詳細は、「6.2.7 管理 LAN IPア
ドレスの設定」を参照してください。

 
7. FCカードを実装している場合は、HBAnywareをインストールします。

 
備考

RHEL5.6以降の場合は、HBAnywareを OneCommand Managerに読み替えてください。
 

1. HBAnywareを使用するには libnlパッケージが必要です。
以下のコマンドを実行して libnlのパッケージ情報を表示し、libnlがインストールされてい
ることを確認します。

 

# rpm -qi libnl

libnlがインストールされていない場合は、ディストリビューションのインストール媒体で
libnlパッケージを検索し、以下のコマンドを実行してインストールしてください。

# rpm -ivh libnl-<version>-<release>.<arch>.rpm
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備考

<version>、<release>、<arch>の部分は、適宜読み替えてください。
 

2. 以下の URLからMC-0JFC11またはMC-0JFC21のドライバ／ユーティリティをダウンロー
ドします。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/download/
 
注意

ダウンロードしたバイナリには PRIMERGYの記述がありますが、ドライバ／ユーティリ
ティは PRIMEQUEST 1000シリーズで利用できます。
 

3. ダウンロードファイルを PRIMEQUEST1000シリーズの任意ディレクトリにコピーし展開し
ます。

# tar xvzf F1010350.tar.gz

 
4. 以下のファイルが展開されます。

 
備考

「SNIA HBA APIライブラリ」のインストール方法については、HBA_API_LIB配下に展開
された readme.txtを参照してください。
 

5. インストールが完了したら、装置をリブートしてください。
 

8. PSA、SIRMS、およびその他の添付ソフトウェアのアップデートインストールを行います。
ダウンロードサイトにて公開されている最新版数を確認して、必要に応じてアップデートインス

トールします。

詳細は、PSAは「6.2.9 PSAのアップデートインストール」、SIRMSは、「6.2.10 SIRMSのアップ
デートインストール」を参照してください。

 
9. ダンプ領域を設定します。
メモリダンプを取得する前に、ハードディスクの空き容量が十分あるかを確認してください。

詳細は、『Linuxユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux5 編 (SupportDesk サービスご契約
者様向け)』または『Linuxユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux 6編 (SupportDeskサー
ビスご契約者向け)』を参照してください。
 

10. NTPクライアントを設定します。
OS側の NTPサーバを設定します。
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詳細は、「7.2 NTPの設定」を参照してください。
 

11. 管理情報・構成情報を保存します。
詳細は、「6.9 管理情報・構成情報の保存」を参照してください。
 

12. RAS支援サービスを設定します。
詳細は、「6.10 RAS支援サービスによる寿命監視設定」を参照してください。
RAIDカードの BBUの寿命を監視する場合は、「6.10.1 RAIDカードの BBU寿命監視」を参照し
てください。

UPS バッテリーの寿命を監視する場合は、「6.10.2 UPSのバッテリー寿命監視」を参照してくだ
さい。

 
 

4.2.5  インストール後の SANおよび内蔵 HDDの接続
インストール完了後の、SANおよび内蔵 HDD接続については『PRIMEQUEST 1000シリーズ SAN ブー
ト環境構築マニュアル』 (C122-E155) を参照してください。
また、ドライバパラメーターについて詳しくは、ドライバ添付の readmeを参照してください。
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4.3  RHELを内蔵 HDDにインストールする手順
ここでは、RHELを内蔵 HDDにインストールする手順を簡潔に説明します。
MMBの接続と設定が完了していることを確認してから、作業を開始してください。
 

4.3.1  事前設定
必要に応じて、以下を設定します。

 
1. インストール先でない、内蔵 HDDを取り外します。

 
2. MMBで PRIMEQUESTのパーティションの設定を確認します。
詳細は、「3.4 パーティションの設定」を参照してください。
・ SB/IOB/GSPBの構成を設定
「3.4.1 パーティションの構成設定」参照

・ Console Redirectionを設定
「3.4.6 Console Redirectionの設定」参照
ビデオリダイレクション：Enable
リモートストレージ：Enable
コンソールリダイレクション：Enable

・ 各種モードを設定

「3.4.5 各種モードの設定」参照
 

3. SASカード、SASアレイコントローラーカード、Onboard SASコントローラー(GSPB)、SASディ
スクユニットコントローラー、SASアレイディスクユニットコントローラーに、I/O空間を割り
当てます。

I/O空間の割当てについて詳しくは、「3.4.5 各種モードの設定」および『PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「5.5.1  [Configure I/O Space Assignment] メ
ニュー」を参照してください。

 
 

4.3.2  インストールの準備
RHELをインストールする場合、RHELのディストリビューション DVDは事前提供されないため、
RHELのサブスクリプションを購入された利用者ご自身で作成する必要があります。また、富士通
SupportDeskサービスの契約をされた利用者は、富士通 Linuxサポートパッケージ (FJ-LSP) DVDも使
用します。

RHELのディストリビューション DVDイメージと FJ-LSPの DVDイメージを、以下の手順で作成して
ください。

 
■RHELディストリビューション DVDイメージの作成
他のシステムにて Red Hat社のカスタマーポータル (https://access.redhat.com/) にログインして、ディス
トリビューション DVDのイメージファイルをダウンロードします。
 
 
注意

ディストリビューション DVDのイメージファイルは、マイナーリリースおよびアーキテクチャー (for
x86／for Intel64) ごとに異なります。目的の DVDイメージファイルをダウンロードしてください。
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備考

ファイルをダウンロードするには、Red Hat社のカスタマーポータルへのサブスクリプション登録が必
要です。

 
■FJ-LSP DVDイメージの作成 (富士通 SupportDeskサービス契約者のみ)
他のシステムにて、UpdateSite Web サイト（https://eservice.fujitsu.com/updatesite/）より、富士通 Linux
サポートパッケージ (FJ-LSP) DVD のイメージファイルをダウンロードします。
UpdateSite Web サイトについてはご案内 （http://www.fmworld.net/biz/common/update/update_site.html）
を参照してください。

 
注意

FJ-LSP DVDのイメージファイルは、マイナーリリースごとに異なります。目的の DVDイメージファ
イルをダウンロードしてください。

 
備考

FJ-LSPのダウンロードには富士通との SupportDesk契約が必要です。
 
■ブートの準備

FCケーブルをすべて外します。
 

4.3.3  インストールの実行
SVIMによる OSインストールについて説明します。
 
注意

・ FJ-LSPの詳細については、『Linuxユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux 5 編 (SupportDesk
サービスご契約者様向け)』、および『Linux ユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux 6 編
(SupportDeskサービスご契約者様向け)』を参照してください。Linuxユーザーズマニュアルの入
手には、SupportDeskサービスの契約が必要です。

 
SVIMによる OSインストールには、以下の種類があります。それぞれのモードの詳細な手順について
は、『ServerView Suite ServerView Installation Manager』を参照してください。

表 4.2 SVIMによる OSインストール

モード 機能概要 目的

クイックモード 必要最小限の設定を行うだけで、富士

通推奨の状態で OSをインストールで
きます。

手軽に OSをインストールしたい場
合に使用します。

ガイドモード セットアップ情報をウィザードに従っ

て設定していきます。設定した情報は、

コンフィグレーションファイルに保存

し、再インストール時に使用できます。

詳細な設定が行えます。

RAIDや OSの設定を細かく設定し
たい場合に使用します。

 
掲載している画面はすべて表示例であり、システム構成などによって表示される内容は異なります。
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■操作手順

1. パーティションをリモートストレージからブートする設定を行います。
設定について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000 シリーズ運用管理マニュアル』(C122-E108) の「1.6.3
遠隔操作 (BMC)」を参照してください。
 

2. DVDドライブに『ServerView Suite DVD1』をセットし、パーティションの電源を投入します。
 
注意

Boot Selector で「Force boot from DVD」を選択し DVDから起動するか、または UEFIでブート
オーダーを DVDに変更することで DVDドライブから起動することができます。
OSが UEFIモードに対応している場合は次の手順によりブートオーダーを変更することにより、
UEFIモードでインストールをすることができます。
 

1. パーティションの電源投入後 FUJITSUロゴが表示されている間に [Enter] キーを除く、いず
れかのキー ([スペース] キーなど) を押し、Boot Manager フロントページを表示させます。

2. Boot Manager フロントページで次の順にメニューを選択します。
[Boot Maintenance Manager]－[Boot Options]－[Change Boot Order]－[Change the order]
・ リモートストレージ DVDを使用する場合は UEFI:DVD/CD0を最上段にします。
・ 内蔵 DVDを使用する場合は UEFI: Embedded DVD/CDを最上段にします。

ブートオーダーの設定方法について、詳しくは『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツー
ルリファレンス』 (C122-E110) の「5.6.1 [Boot Options] メニュー」の「■優先順位の変更
(Change Boot Order)」を参照してください。

図 4.2 [Change Boot Order] 画面例
 
以下にメニューの意味について説明します。

・ UEFI: DVD/CD n (n=0, 1, 2･･･)
外付け DVD/CDドライブのメディアから、UEFI Aware OSを起動するときに指定しま
す。
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“UEFI: DVD/CD n”の nには、DVD/CD装置が認識された順に 0から番号が割り当て
られます。割り当 てられた番号は、装置をシステムから取り外さない限り、接続位置
情報に基づいて記憶されます。

・ UEFI: Embedded DVD/CD：
内蔵 DVDドライブを使用し、UEFIモードでインストールするときに指定します。

・ UEFI Shell：
UEFI Shell を起動するときに指定するメニューです。PRIMEQUEST 1000シリーズで
は、UEFI Shell は使用しません。

・ Legacy Boot：
BIOSモードにするときに指定します。内蔵ドライブを使用し、BIOSモードでインス
トールするときにも「Legacy Boot」にします。
 

3. [Commit Changes and Exit]－[Reset System]を指定し、パーティションをリブートします。
 

3. しばらくすると言語選択画面が表示されます。日本語の場合は「Japanese」を選択します。
 

4. 初期表示画面では何も設定せずに [次へ] ボタンをクリックします。
 

5. [ようこそ ServerView Installation Managerへ] 画面で [Deployment] を選択します。
 

6. インストールモードの選択、インストールする OSを選択し、OSの設定を行います。
 
備考

OSの設定では LANの IPアドレスの設定はできません。OSインストール後、IPアドレスを設定
してください。

 
7. [インストール開始] をクリックします。
インストールが開始します。

 
8. SVIMの指示に従って OSのインストール媒体に入れ替えます。

 
9. OS のインストール終了後に FJ-LSP DVD のセットを求められます。SupportDesk サービスを契約
している場合は、指示に従って FJ-LSP の DVD をリモートストレージにセットします。
FJ-LSPはリモートインストールに対応していません。リモートインストールの場合は、FJ-LSP
の DVDをリモートストレージにセットせず、OSインストール後に『Linuxユーザーズマニュア
ル Red Hat Enterprise 5編 (SupportDeskサービスご契約者様向け) 』または『Linux ユーザーズマ
ニュアル Red Hat Enterprise 6 編 (SupportDeskサービスご契約者様向け) 』に従って手動で適用し
てください。

 

4.3.4  インストール完了後の添付ソフトウェア設定
OSインストール完了後、添付ソフトウェアを設定します。
 

1. PSA管理 LAN の IPアドレスが業務ネットワークや管理ネットワークで使用する IPアドレスと
重複していないか確認します。
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詳細は、PRIMEQUEST 1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2の場合は、『ServerView Mission
Critical Option ユーザマニュアル』を参照してください。PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/
1800Lの場合は、「6.2.1 PSA-MMB間通信 LANの設定」を参照してください。
 
備考

PSA管理 LANの IPアドレスは自動取得されます。業務ネットワークや管理ネットワークで使用
する IPアドレスと重複しないことを確認します。IPアドレスが重複する場合は、PSA管理 LAN
の IPアドレスを変更します。また、サブネットが重複する場合は、MMB側のサブネット設定を
変更します。

 
2. 管理 LANの設定と確認を行います。

・ MMBとの通信に使用する管理 LAN設定
「6.2.2 管理 LANの設定確認」参照
必要に応じて PRIMECLUSTER GLSまたは bondingなどによる二重化設定を行ってくださ
い。

・ SELinux機能の設定確認
「6.2.3 SELinux機能の設定確認」参照
SELinux機能が [disabled] であることを確認します。
 

3. ファイアーウォール機能の確認をします。
詳細は、「6.2.4 ファイアーウォール機能の確認 (ポートの開放)」を参照してください。
・ PSA-MMB間通信 LAN用インターフェースのポートを開放

snmpポート：udp/snmp または 161
web-mmb通信ポート：tcp/fj-webgateまたは 24450
psa-mmb通信ポート：tcp/MMB側 5000
icmp：echo-request
icmp：echo-reply
 

4. パーティションからのトラップ送信先の設定をします。
必要に応じて、パーティション側でトラップ送信先の設定および PSA のトラップ通知を設定しま
す。詳細は、「6.2.5 パーティションからのトラップ送信先の設定」を参照してください。
 
備考

SNMPサービス標準トラップを使用して、トラップ送信先設定を確認できます。詳細は、「6.3.3
パーティションからのトラップ送信先の設定」の「■トラップ送信先設定確認方法について」を

参照してください。

 
5. MMB経由のトラップ送信先とメール送信先を設定します。
運用管理ソフトウェアとの連携など、必要な場合にのみ実施してください。

1. MMB経由での、SNMPのトラップ送信先を設定
「7.5.2 SNMPの設定」参照

2. Alarm E-Mailを設定する場合は、通報先およびフィルタを設定
「3.3.9 Alarm E-Mailの設定」参照
 

6. 管理 LAN IPアドレスを設定します。
管理 LAN IPアドレスを変更する場合にのみ、実行してください。
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詳細は、「6.2.7 管理 LAN IPアドレスの設定」を参照してください。
 

7. FCカードを実装している場合は、HBAnywareをインストールします。
 
備考

RHEL5.6以降の場合は、HBAnywareを OneCommand Managerに読み替えてください。
 

1. HBAnywareを使用するには libnlパッケージが必要です。
以下のコマンドを実行して libnlのパッケージ情報を表示し、libnlがインストールされてい
ることを確認します。

 

# rpm -qi libnl

libnlがインストールされていない場合は、ディストリビューションのインストール媒体で
libnlパッケージを検索し、以下のコマンドを実行してインストールしてください。

# rpm -ivh libnl-<version>-<release>.<arch>.rpm

 
備考

<version>、<release>、<arch>の部分は、適宜読み替えてください。
 

2. 以下の URLからMC-0JFC11またはMC-0JFC21のドライバ／ユーティリティをダウンロー
ドします。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/download/
 
注意

ダウンロードしたバイナリには PRIMERGYの記述がありますが、ドライバ／ユーティリ
ティは PRIMEQUEST 1000シリーズで利用できます。
 

3. ダウンロードファイルを PRIMEQUEST1000シリーズの任意ディレクトリにコピーし展開し
ます。

# tar xvzf F1010350.tar.gz

 
4. 以下のファイルが展開されます。
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備考

「SNIA HBA APIライブラリ」のインストール方法については、HBA_API_LIB配下に展開
された readme.txtを参照してください。
 

5. インストールが完了したら、装置をリブートしてください。
 

8. PSA、SIRMS、およびその他の添付ソフトウェアのアップデートインストールを行います。
ダウンロードサイトにて公開されている最新版数を確認して、必要に応じてアップデートインス

トールします。

詳細は、PSA は「6.2.9 PSAのアップデートインストール」、SIRMS は「6.2.10 SIRMSのアップ
デートインストール」を参照してください。

 
9. ダンプ領域を設定します。
メモリダンプを取得する前に、ハードディスクの空き容量が十分あるかを確認してください。

詳細は、『Linuxユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux5編 (SupportDesk サービスご契約
者様向け)』または『Linuxユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux 6編 (SupportDeskサー
ビスご契約者様向け)』を参照してください。
 

10. NTPクライアントを設定します。
OS側の NTPサーバを設定します。
詳細は、「7.2 NTPの設定」を参照してください。
 

11. 管理情報・構成情報を保存します。
詳細は、「6.9 管理情報・構成情報の保存」を参照してください。
 

12. RAS支援サービスを設定します。
詳細は、「6.10 RAS支援サービスによる寿命監視設定」を参照してください。
・ RAIDカードの BBUの寿命を監視する場合：「6.10.1 RAIDカードの BBU寿命監視」参照
・ UPSのバッテリーの寿命を監視する場合：「6.10.2 UPSのバッテリー寿命監視」参照

 
 

4.3.5  インストール後の SANおよび内蔵 HDDの接続
インストール完了後の、SANおよび内蔵 HDD接続については『PRIMEQUEST 1000シリーズ SAN ブー
ト環境構築マニュアル』 (C122-E155) を参照してください。
また、ドライバパラメーターについて詳しくは、ドライバ添付の readmeを参照してください。
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4.4  Windowsを SANストレージ装置にインストールする手順
ここでは、Windowsを SANストレージ装置にインストールする手順を簡潔に説明します。MMBの接
続と設定が完了していることを確認してから、作業を開始してください。

SANストレージ装置および FCカードの設定の詳細については、『PRIMEQUEST 1000 シリーズ SAN
ブート環境構築マニュアル』(C122-E155) を参照してください。
 

4.4.1  事前設定
必要に応じて、以下の設定をします。

 
1. SANストレージ装置の LUNを設定します。

 
2. FCカードの LUNを認識させるため、BIOSを設定します。

FCカードの設定については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ SANブート環境構築マニュアル』
(C122-E155) の「第 2章 ファイバーチャネルカード (FCカード) の設定」を参照してください。
 

3. PRIMEQUESTの内蔵 HDDを取り外した後、MMBでパーティションの設定を確認します。
・ SB/IOB/GSPBの構成を設定
「3.4.1 パーティションの構成設定」参照

・ Console Redirectionを設定
「3.4.6 Console Redirectionの設定」参照
・ ビデオリダイレクション：Enable
・ リモートストレージ：Enable
・ コンソールリダイレクション：Enable

・ 各種モードを設定

「3.4.5 各種モードの設定」参照
 

4. SANストレージ装置のインストール対象となる LUNのみ、PRIMEQUESTのパーティションへ接
続します。

SANストレージ装置の設定については、SANストレージ装置に添付のマニュアルを参照してく
ださい。

 
5. FCカード (ブートパス対象カードのみ)、SASカード、SASアレイコントローラーカード、Onboard

SASコントローラー　(GSPB)、SASディスクユニットコントローラー、SASアレイディスクユ
ニットコントローラーに、I/O空間を割り当てます。
I/O空間の割当てについて詳しくは、「3.4.5 各種モードの設定」および『PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「5.5.1  [Configure I/O Space Assignment] メ
ニュー」を参照してください。

 

4.4.2  インストールの準備
以下の準備を行います。

 
1. 以下のディスクイメージを準備します。

Windows OSのメディア
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2. FCケーブルをシングルパス (FCケーブル 1本のみの結線) にします。
 

4.4.3  OSのインストール
SVIMによる OSインストールについて説明します。
 
SVIMによる OSインストールには、以下の種類があります。それぞれのモードの詳細な手順について
は、『ServerView Suite ServerView Installation Manager』を参照してください。

表 4.3 SVIMによる OSインストール

モード 機能概要 目的

クイックモード 必要最小限の設定を行うだけで、富士

通推奨の状態で OSをインストールで
きます。

手軽に OSをインストールしたい場
合に使用します。

ガイドモード セットアップ情報をウィザードに従っ

て設定していきます。設定した情報は、

コンフィグレーションファイルに保存

し、再インストール時に使用できます。

詳細な設定が行えます。

RAIDや OSの設定を細かく設定し
たい場合に使用します。

 
掲載している画面はすべて表示例であり、システム構成などによって表示される内容は異なります。

 
■操作手順

1. パーティションをリモートストレージからブートする設定を行います。
設定について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000 シリーズ運用管理マニュアル』(C122-E108) の「1.6.3
遠隔操作 (BMC)」を参照してください。
 

2. DVDドライブに『ServerView Suite DVD1』をセットし、パーティションの電源を投入します。
リモートストレージ DVDを使用する場合は、リモートストレージに『ServerView Suite DVD1』
をセットし、パーティションの電源を投入します。

 
注意

OSが UEFIモードに対応している場合は次の手順によりブートオーダーを変更することにより、
UEFIモードでインストールをすることができます。
 

1. [MMB Web-UI Power Control]画面内の[Boot Selector]で[Force boot into EFI Boot Manager]を選
択してパーティションの電源を投入します。

2. パーティションの電源投入後 FUJITSUロゴが表示されている間に [Enter] キーを除く、いず
れかのキー ([スペース] キーなど) を押し、Boot Manager フロントページを表示させます。

3. Boot Manager フロントページで次の順にメニューを選択します。
[Boot Maintenance Manager]－[Boot Options]－[Change Boot Order]－[Change the order]
・ リモートストレージ DVDを使用する場合は UEFI:DVD/CD0を最上段にします。
・ 内蔵 DVDを使用する場合は UEFI: Embedded DVD/CDを最上段にします。
ブートオーダーの設定方法について、詳しくは『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツー
ルリファレンス』 (C122-E110) の「5.6.1 [Boot Options] メニュー」の「■優先順位の変更
(Change Boot Order)」を参照してください。
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図 4.3 [Change Boot Order] 画面例
 
以下にメニューの意味について説明します。

・ UEFI: DVD/CD n (n=0, 1, 2･･･)
外付け DVD/CDドライブのメディアから、UEFI Aware OSを起動するときに指定しま
す。

“UEFI: DVD/CD n”の nには、DVD/CD装置が認識された順に 0から番号が割り当て
られます。割り当 てられた番号は、装置をシステムから取り外さない限り、接続位置
情報に基づいて記憶されます。

・ UEFI: Embedded DVD/CD：
内蔵 DVDドライブを使用し、UEFIモードでインストールするときに指定します。

・ UEFI Shell：
UEFI Shell を起動するときに指定するメニューです。PRIMEQUEST 1000シリーズで
は、UEFI Shell は使用しません。

・ Legacy Boot：
BIOSモードにするときに指定します。内蔵ドライブを使用し、BIOSモードでインス
トールするときにも「Legacy Boot」にします。
 

4. [Commit Changes and Exit]を選択します。
5. [ESC]キーを押してフロントページに戻ります。
6. [Boot Manager]を選択します。
7. リモートストレージ DVD を使用する場合は[UEFI:DVD/CD0]、内蔵 DVD を使用する場合は

[UEFI: Embedded DVD/CD]を選択します。
 

3. しばらくすると言語選択画面が表示されます。日本語の場合は「Japanese」を選択します。
 

4. 初期表示画面では何も設定せずに [次へ] ボタンをクリックします。
 

5. [ようこそ ServerView Installation Managerへ] 画面で [Deployment] を選択します。
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6. インストールモードの選択、インストールする OSを選択し、OSの設定を行います。
備考

OSの設定では LANの IPアドレスの設定はできません。OSインストール後、IPアドレスを設定
してください。

 
7. [インストール開始] をクリックします。
インストールが開始します。

 
8. SVIMの指示に従って OSのインストール媒体に入れ替えます。

 
9. MMB Web-UIで以下の操作を行います。

 
備考

Windows Server 2012の場合、本手順は不要です。
 

1. [Partition] - [Partition#x] - [Mode] を選択します。
2. [Setting OS Installation Mode] チェックボックスをオンにし、[Apply] ボタンをクリックしま
す。

3. 確認のメッセージが表示されるので、[OK] ボタンをクリックします。
しばらくすると、[Setting Completed] 画面が表示され、設定が完了します。

図 4.4 [Mode] 画面例
 
備考

上記の操作は、以下の 2つのタイミングで行ってください。
1. SVIMでのインストール開始後に再起動し、[ServerView Installation Manager] 画面から

[Windowsのインストール] 画面に切り替わったタイミング。
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図 4.5 [Windowsのインストール] 画面
 

2. [更新プログラムのインストール中] 画面の終了後に再起動され、[Windowsのインストール]
画面が表示されたタイミング。

図 4.6 [Windowsのインストール] 画面
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4.4.4  インストール完了後の添付ソフトウェア設定
OSインストール完了後、添付ソフトウェアを設定します。
備考

・ ドライバの版数よって、HBAnywareを OneCommand Managerに読み替えてください。
・ PSAを参照先としている箇所は、PRIMEQUEST 1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2の場合は、
『ServerView Mission Critical Option ユーザマニュアル』を参照してください。

 
1. 以下の場合に HBAnywareをインストールします。

・ FCカードを実装している場合
かつ

・ HBAnywareがインストールされていない場合
HBAnywareのインストール状況は [スタート] メニュー － [すべてのプログラム] 配下に
[Emulex] － [HBAnyware] が存在するかどうかで判断できます。
 

1. 以下の URLからMC-0JFC11またはMC-0JFC21のドライバ／ユーティリティをダウ
ンロードします。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/download/
 
注意

ダウンロードしたバイナリには PRIMERGYの記述がありますが、ドライバ／ユーティ
リティは PRIMEQUEST 1000シリーズで利用できます。
 

2. ダウンロードファイルをダブルクリックして実行します。
cmd.exeのプロンプト画面 (黒いウィンドウ) がしばらく表示され、ファイルが解凍さ
れます。

 
3. 解凍が終わると自動的にウィンドウが閉じます。
ダウンロードファイルが解凍され、フォルダまたはファイルが新規に作成されます。

 
備考

ウィンドウのタイトルバーに「完了」と表示されてもウィンドウが閉じない場合は、

[閉じる] ボタンをクリックしてウィンドウを閉じてください。
 

4. 解凍で作成された「FC_vXXXXXX」ディレクトリ内の
「storportminiportkit_XXXXX.exe」をダブルクリックして実行します。
 
備考

「XXXXX」は版数を表します。適宜読み替えてください。
 

2. レジストリ設定を行います。
 
備考

Windows Server 2012ではレジストリ設定は必要ありません。
 
1. 『ServerView Suite DVD1』を DVDドライブにセットします。
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2. <DVDドライブ名>：¥HotFixes¥SR-IOフォルダ内のファイルをダブルクリックして実行します。
 
・ フォルダに以下の 2つのファイルが存在する場合

Windowsの OS種別によって実行するファイルを選択してください。

表 4.4 フォルダに 2 つのファイルが存在する場合

OS種別 実行ファイル名 (xxは版数)

Windows Server 2003/R2 SR-IO-registry-xx-Win2003.reg

Windows Server 2008/R2 SR-IO-registry-xx-Win2008.reg

Windows Server 2012/R2 - (レジストリ設定不要)

 
・ フォルダ内のファイルが 1つの場合

Windowsの OS共通のファイルです。

表 4.5 フォルダ内のファイルが 1 つの場合

OS種別 実行ファイル名 (xxは版数)

Windows Server 2003/R2
SR-IO-registry-xx-E0.reg

Windows Server 2008/R2

Windows Server 2012/R2 - (レジストリ設定不要)

 
3. 『ServerView Suite DVD1』を DVDドライブから取り出します。
 

3. 設定が終了したら、装置をリブートします。
 

4. PSA管理 LANの IPアドレスが業務ネットワークや管理ネットワークで使用する IPアドレスと
重複していないか確認します。

詳細は、「6.3.1 PSA-MMB間通信 LANの設定」を参照してください。
 
備考

PSA管理 LANの IPアドレスは自動取得されます。業務ネットワークや管理ネットワークで使用
する IPアドレスと重複しないことを確認します。IPアドレスが重複する場合は、PSA管理 LAN
の IPアドレスを変更します。また、サブネットが重複する場合は、MMB側のサブネット設定を
変更します。

 
5. 管理 LANの設定確認を確認します。

1. Systemwalkerなどの上位ソフトウェアとの連携を行う場合は、管理 LANの設定を確認する
2. MMBとの通信に使用する管理 LANに接続するスイッチの STP機能を OFFにする
「6.3.2 管理 LANの設定確認」参照
 

6. パーティションからのトラップ送信先を設定します。
パーティションから直接、PSAの拡張トラップを送信する場合は、トラップ送信先の設定および
PSAのトラップ通知設定を行います。
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詳細は、「6.3.3 パーティションからのトラップ送信先の設定」を参照してください。
 
備考

SNMPサービス標準トラップを使用して、トラップ送信先設定を確認できます。詳細は、「6.3.3
パーティションからのトラップ送信先の設定」の「■トラップ送信先設定確認方法について」を

参照してください。

 
7. MMB経由のトラップ送信先とメール送信先の設定を設定します。
運用管理ソフトウェアとの連携など、必要な場合にのみ実施してください。

1. MMB画面で [SNMP設定] を表示し、[SNMP] を有効にする
2. MMB経由での、SNMPのトラップ送信先を設定する
「7.5.2 SNMPの設定」参照」
 

8. ファイアーウォールを設定します。
・ Windows Server 2003の場合：「6.3.5 Windowsファイアーウォールの設定」参照
・ Windows Server 2008の場合：「6.4.6 Windowsファイアーウォールの設定」参照
・ Windows Server 2012の場合：『ServerView Mission Critical Option ユーザマニュアル』参照

 
9. STOPエラー発生後のWatchdog Timer監視設定をします。
詳細は、「6.3.6 STOPエラー (致命的なシステムエラー) 発生後のWatchdog Timer監視設定」を参
照してください。

1. PSA設定ファイル [pnwatchdog.conf] を編集する
2. 次のキーの値を設定する
セクション：[WATCHDOG]
キー：[TIMER]
設定値 (単位：秒)：0 (Watchdog Timer未使用)、1 ～ 6000 (Watchdog Timer監視時間)
 

10. 管理 LAN IPアドレスを設定します。
管理 LAN IPアドレスを変更する場合にのみ、実行してください。
詳細は、「6.3.7 管理 LAN IPアドレスの設定」を参照してください。
 

11. PSA、SIRMS、およびその他の添付ソフトウェアのアップデートインストールを行います。
ダウンロードサイトにて公開されている最新版数を確認して、必要に応じてアップデートインス

トールします。

詳細は、PSAは「6.3.8 PSAのアップデートインストール」、SIRMSは「6.3.9 SIRMSのアップデー
トインストール」を参照してください。

 
12. ダンプ領域を設定します。
メモリダンプを取得する前に、ハードディスクの空き容量が十分あるかを確認してください。

詳細は、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル』(C122-E108) の「11.4.4  ダンプ環境
の設定 (Windows)」を参照してください。
 

13. NTPクライアントを設定します。
OS側の NTPサーバを設定します。
詳細は、「7.2 NTPの設定」を参照してください。
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14. 管理情報・構成情報を保存します。
詳細は、「6.9 管理情報・構成情報の保存」を参照してください。
 

15. RAS支援サービスを設定します。
詳細は、「6.10 RAS支援サービスによる寿命監視設定」を参照してください。
・ RAIDカードの BBUの寿命を監視する場合：「6.10.1 RAIDカードの BBU寿命監視」参照
・ UPSのバッテリーの寿命を監視する場合：「6.10.2 UPSのバッテリー寿命監視」参照

 

4.4.5  インストール後の SAN および内蔵 HDD の接続
インストール完了後の、SANおよび内蔵 HDD接続については『PRIMEQUEST 1000シリーズ SANブー
ト環境構築マニュアル』 (C122-E155) を参照してください。
 

1. FCカードの詳細情報の設定変更および確認をします。
詳細は、『PRIMEQUEST 1000シリーズ SANブート環境構築マニュアル』 (C122-E155) を参照し
てください。

 
2. HBAnywareを起動します。以下のドライバパラメーターを設定します。
設定値の詳細については SANストレージ装置のマニュアルを参照してください。
・ Topology
・ Queue Depth
・ Queue Target
・ Link Speed

 
3. レジストリ情報を確認します。
確認の方法について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ SANブート環境構築マニュアル』
(C122-E155) を参照してください。
設定値の詳細については SANストレージ装置のマニュアルを参照してください。
・ TimeOutValue
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4.5  Windowsを内蔵 HDDにインストールする手順
ここでは、Windowsを内蔵 HDDにインストールする手順を簡潔に説明します。
MMBの接続と設定が完了していることを確認してから、作業を開始してください。
 

4.5.1  事前設定
必要に応じて、以下の設定をします。

 
1. インストール先でない、内蔵 HDDを取り外します。

 
2. MMB でパーティションの設定を確認します。

・  SB/IOB/GSPB構成を設定
「3.4.1 パーティションの構成設定」参照
・ Console Redirectionを設定
「3.4.6 Console Redirectionの設定」参照
・ ビデオリダイレクション：Enable
・ リモートストレージ：Enable
・ コンソールリダイレクション：Enable

・ 各種モードを設定

「3.4.5 各種モードの設定」参照
 

3. SASカード、SASアレイコントローラーカード、Onboard SASコントローラー (GSPB)、SASディ
スクユニットコントローラー、SASアレイディスクユニットコントローラーに、I/O空間を割り
当てます。

I/O空間の割当てについて詳しくは、「3.4.5 各種モードの設定」および『PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「5.5.1  [Configure I/O Space Assignment] メ
ニュー」を参照してください。

 

4.5.2  インストールの準備
以下の準備を行います。

 
1. 以下のディスクイメージを準備します。

Windows OSのメディア
 

2. FCケーブルをすべて外します。
 

3. ビデオリダイレクション接続でディスクイメージをマウントします。
 

4.  ブートオーダーを変更し、DVD Bootを起動順の最優先に設定します。
詳細は、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.3.1  [Power
Control] 画面」を参照してください。

 

4.5.3  OSのインストール
SVIMによる OSインストールについて説明します。
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SVIMによる OSインストールには、以下の種類があります。それぞれのモードの詳細な手順について
は、『ServerView Suite ServerView Installation Manager』を参照してください。

表 4.6 SVIMによる OSインストール

モード 機能概要 目的

クイックモード 必要最小限の設定を行うだけで、富士

通推奨の状態で OSをインストールで
きます。

手軽に OSをインストールしたい場
合に使用します。

ガイドモード セットアップ情報をウィザードに従っ

て設定していきます。設定した情報は、

コンフィグレーションファイルに保存

し、再インストール時に使用できます。

詳細な設定が行えます。

RAIDや OSの設定を細かく設定し
たい場合に使用します。

 
掲載している画面はすべて表示例であり、システム構成などによって表示される内容は異なります。

 
■操作手順

1. パーティションをリモートストレージからブートする設定を行います。
設定について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000 シリーズ運用管理マニュアル』(C122-E108) の「1.6.3
遠隔操作 (BMC)」を参照してください。
 

2. DVDドライブに『ServerView Suite DVD1』をセットし、パーティションの電源を投入します。
 
注意

Boot Selector で「Force boot from DVD」を選択し DVDから起動するか、または UEFIでブート
オーダーを DVDに変更することで DVDドライブから起動することができます。
OSが UEFIモードに対応している場合は次の手順によりブートオーダーを変更することにより、
UEFIモードでインストールをすることができます。
 

1. パーティションの電源投入後 FUJITSUロゴが表示されている間に [Enter] キーを除く、いず
れかのキー ([スペース] キーなど) を押し、Boot Manager フロントページを表示させます。

2. Boot Manager フロントページで次の順にメニューを選択します。
[Boot Maintenance Manager]－[Boot Options]－[Change Boot Order]－[Change the order]
・ リモートストレージ DVDを使用する場合は UEFI:DVD/CD0を最上段にします。
・ 内蔵 DVDを使用する場合は UEFI: Embedded DVD/CDを最上段にします。
ブートオーダーの設定方法について、詳しくは『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツー
ルリファレンス』 (C122-E110) の「5.6.1 [Boot Options] メニュー」の「■優先順位の変更
(Change Boot Order)」を参照してください。
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図 4.7 [Change Boot Order] 画面例
 
以下にメニューの意味について説明します。

・ UEFI: DVD/CD n (n=0, 1, 2･･･)
外付け DVD/CDドライブのメディアから、UEFI Aware OSを起動するときに指定しま
す。

“UEFI: DVD/CD n”の nには、DVD/CD装置が認識された順に 0から番号が割り当て
られます。割り当 てられた番号は、装置をシステムから取り外さない限り、接続位置
情報に基づいて記憶されます。

・ UEFI: Embedded DVD/CD：
内蔵 DVDドライブを使用し、UEFIモードでインストールするときに指定します。

・ UEFI Shell：
UEFI Shell を起動するときに指定するメニューです。PRIMEQUEST 1000シリーズで
は、UEFI Shell は使用しません。

・ Legacy Boot：
BIOSモードにするときに指定します。内蔵ドライブを使用し、BIOSモードでインス
トールするときにも「Legacy Boot」にします。
 

3. [Commit Changes and Exit]－[Reset System]を指定し、パーティションをリブートします。
 

3. しばらくすると言語選択画面が表示されます。日本語の場合は「Japanese」を選択します。
 

4. 初期表示画面では何も設定せずに [次へ] ボタンをクリックします。
 

5. [ようこそ ServerView Installation Managerへ] 画面で [Deployment] を選択します。
 

6. インストールモードの選択、インストールする OSを選択し、OSの設定を行います。
備考

OSの設定では LANの IPアドレスの設定はできません。OSインストール後、IPアドレスを設定
してください。
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7. [インストール開始] をクリックします。
インストールが開始します。

 
8. SVIMの指示に従って OSのインストール媒体に入れ替えます。

 
9. MMB Web-UIで以下の操作を行います。

 
備考

Windows Server 2012の場合、本手順は不要です。
 

1. [Partition] - [Partition#x] - [Mode] を選択します。
2. [Setting OS Installation Mode] チェックボックスをオンにし、[Apply] ボタンをクリックしま
す。

3. 確認のメッセージが表示されるので、[OK] ボタンをクリックします。
しばらくすると、[Setting Completed] 画面が表示され、設定が完了します。

図 4.8 [Mode] 画面例
 
備考

上記の操作は、以下の 2つのタイミングで行ってください。
1. SVIMでのインストール開始後に再起動し、[ServerView Installation Manager] 画面から

[Windowsのインストール] 画面に切り替わったタイミング。
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図 4.9 [Windowsのインストール] 画面
 

2. [更新プログラムのインストール中] 画面の終了後に再起動され、[Windowsのインストール]
画面が表示されたタイミング。

図 4.10 [Windowsのインストール] 画面
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4.5.4  インストール完了後の添付ソフトウェア設定
OSインストール完了後、添付ソフトウェアを設定します。
備考

ドライバの版数よって、HBAnywareを OneCommand Managerに読み替えてください。
 

1. 以下の場合に HBAnywareをインストールします。
・ FCカードを実装している場合
かつ

・ HBAnywareがインストールされていない場合
HBAnywareのインストール状況は [スタート] メニュー － [すべてのプログラム] 配下に
[Emulex] － [HBAnyware] が存在するかどうかで判断できます。
 

1. 以下の URLからMC-0JFC11またはMC-0JFC21のドライバ／ユーティリティをダウ
ンロードします。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/download/
 
注意

ダウンロードしたバイナリには PRIMERGYの記述がありますが、ドライバ／ユーティ
リティは PRIMEQUEST 1000シリーズで利用できます。
 

2. ダウンロードファイルをダブルクリックして実行します。
cmd.exeのプロンプト画面 (黒いウィンドウ) がしばらく表示され、ファイルが解凍さ
れます。

 
3. 解凍が終わると自動的にウィンドウが閉じます。
ダウンロードファイルが解凍され、フォルダまたはファイルが新規に作成されます。

 
備考

ウィンドウのタイトルバーに「完了」と表示されてもウィンドウが閉じない場合は、

[閉じる] ボタンをクリックしてウィンドウを閉じてください。
 

4. 解凍で作成された「FC_vXXXXXX」ディレクトリ内の
「storportminiportkit_XXXXX.exe」をダブルクリックして実行します。
 
備考

「XXXXX」は版数を表します。適宜読み替えてください。
 

2. レジストリ設定を行います。
 
備考

Windows Server 2012ではレジストリ設定は必要ありません。
 
1. 『ServerView Suite DVD1』を DVDドライブにセットします。
 
2. <DVDドライブ名>：¥HotFixes¥SR-IOフォルダ内のファイルをダブルクリックして実行します。
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・ フォルダに以下の 2つのファイルが存在する場合
Windowsの OS種別によって実行するファイルを選択してください。

表 4.7 フォルダに 2 つのファイルが存在する場合

OS種別 実行ファイル名 (xxは版数)

Windows Server 2003/R2 SR-IO-registry-xx-Win2003.reg

Windows Server 2008/R2 SR-IO-registry-xx-Win2008.reg

Windows Server 2012/R2 - (レジストリ設定不要)

 
・ フォルダ内のファイルが 1つの場合

Windowsの OS共通のファイルです。

表 4.8 フォルダ内のファイルが 1 つの場合

OS種別 実行ファイル名 (xxは版数)

Windows Server 2003/R2
SR-IO-registry-xx-E0.reg

Windows Server 2008/R2

Windows Server 2012/R2 - (レジストリ設定不要)

 
3. 『ServerView Suite DVD1』を DVDドライブから取り出します。
 

3. 設定が終了したら、装置をリブートします。
 

4. PSA管理 LANの IPアドレスが業務ネットワークや管理ネットワークで使用する IPアドレスと
重複していないか確認します。

詳細は、PRIMEQUEST 1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2の場合は、『ServerView Mission
Critical Option ユーザマニュアル』を参照してください。PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/
1800Lの場合は、「6.3.1 PSA-MMB間通信 LANの設定」を参照してください。
 
備考

PSA管理 LANの IPアドレスは自動取得されます。業務ネットワークや管理ネットワークで使用
する IPアドレスと重複しないことを確認します。IPアドレスが重複する場合は、PSA管理 LAN
の IPアドレスを変更します。また、サブネットが重複する場合は、MMB側のサブネット設定を
変更します。

 
5. 管理 LANの設定確認を確認します。

1. Systemwalkerなどの上位ソフトウェアとの連携を行う場合は、管理 LANの設定を確認する
2. MMBとの通信に使用する管理 LANに接続するスイッチの STP機能を OFFにする
「6.3.2 管理 LANの設定確認」参照
 

6. パーティションからのトラップ送信先を設定します。
パーティションから直接、PSAの拡張トラップを送信する場合は、トラップ送信先の設定および
PSAのトラップ通知設定を行います。
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詳細は、「6.3.3 パーティションからのトラップ送信先の設定」を参照してください。
備考

SNMPサービス標準トラップを使用して、トラップ送信先設定を確認できます。詳細は、「6.3.3
パーティションからのトラップ送信先の設定」の「■トラップ送信先設定確認方法について」を

参照してください。

 
7. MMB経由のトラップ送信先とメール送信先の設定を設定します。
運用管理ソフトウェアとの連携など、必要な場合にのみ実施してください。

1. MMB画面で [SNMP設定] を表示し、[SNMP] を有効にする
2. MMB経由での、SNMPのトラップ送信先を設定する
「7.5.2 SNMPの設定」参照」
 

8. ファイアーウォールを設定します。
・ Windows Server 2003の場合：「6.3.5 Windowsファイアーウォールの設定」参照
・ Windows Server 2008の場合：「6.4.6 Windowsファイアーウォールの設定」参照
・ Windows Server 2012の場合：『ServerView Mission Critical Option ユーザマニュアル』参照

 
9. STOPエラー発生後のWatchdog Timer監視設定をします。
詳細は、「6.3.6 STOPエラー (致命的なシステムエラー) 発生後のWatchdog Timer監視設定」を参
照してください。

1. PSA設定ファイル [pnwatchdog.conf] を編集する
2. 次のキーの値を設定する
セクション：[WATCHDOG]
キー：[TIMER]
設定値 (単位：秒)：0 (Watchdog Timer未使用)、1 ～ 6000 (Watchdog Timer監視時間)
 

10. 管理 LAN IPアドレスを設定します。
管理 LAN IPアドレスを変更する場合にのみ、実行してください。
詳細は、「6.3.7 管理 LAN IPアドレスの設定」を参照してください。
 

11. PSA、SIRMS、およびその他の添付ソフトウェアのアップデートインストールを行います。
ダウンロードサイトにて公開されている最新版数を確認して、必要に応じてアップデートインス

トールします。

詳細は、PSAは「6.3.8 PSAのアップデートインストール」、SIRMSは「6.3.9 SIRMSのアップデー
トインストール」を参照してください。

 
12. ダンプ領域を設定します。
メモリダンプを取得する前に、ハードディスクの空き容量が十分あるかを確認してください。

詳細は、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル』(C122-E108) の「11.4.4  ダンプ環境
の設定 (Windows)」を参照してください。
 

13. NTPクライアントを設定します。
OS側の NTPサーバを設定します。
詳細は、「7.2 NTPの設定」を参照してください。
 

14. 管理情報・構成情報を保存します。
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詳細は、「6.9 管理情報・構成情報の保存」を参照してください。
 

15. RAS支援サービスを設定します。
詳細は、「6.10 RAS支援サービスによる寿命監視設定」を参照してください。
・ RAIDカードの BBUの寿命を監視する場合：「6.10.1 RAIDカードの BBU寿命監視」参照
・ UPSのバッテリーの寿命を監視する場合：「6.10.2 UPSのバッテリー寿命監視」参照

 

4.5.5  インストール後の SAN および内蔵 HDD の接続
インストール完了後の、SANおよび内蔵 HDD接続については『PRIMEQUEST 1000シリーズ SANブー
ト環境構築マニュアル』 (C122-E155) を参照してください。
 

1. FCカードの詳細情報の設定変更および確認をします。
詳細は、『PRIMEQUEST 1000シリーズ SANブート環境構築マニュアル』 (C122-E155) を参照し
てください。

 
2. HBAnywareを起動します。以下のドライバパラメーターを設定します。
設定値の詳細については SAN ストレージ装置のマニュアルを参照してください。
・ Topology
・ Queue Depth
・ Queue Target
・ Link Speed

 
3. レジストリ情報を確認します。
確認の方法について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ SANブート環境構築マニュアル』
(C122-E155) を参照してください。
設定値の詳細については SANストレージ装置のマニュアルを参照してください。
・ TimeOutValue
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4.6  VMware 4.xを SAN ストレージ装置にインストールする手順
ここでは、VMware 4.xを SANストレージ装置にインストールする手順を簡潔に説明します。
MMB の接続と設定が完了していることを確認してから、作業を開始してください。
SANストレージおよび FCカードの設定の詳細については、『PRIMEQUEST 1000 シリーズ SAN ブート
環境構築マニュアル』(C122-E155) を参照してください。
 

4.6.1  事前設定
必要に応じて、以下の設定をします。

 
1. SANストレージ装置の LUNを設定します。

 
2. FCカードの LUNを認識させるため、BIOSを設定します。

FCカードの設定については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ SANブート環境構築マニュアル』
(C122-E155) の「第 2章 ファイバーチャネルカード (FCカード) の設定」を参照してください。
 

3. ServerView Operations Managerが動作するサーバを用意します。
 

4. PRIMEQUESTの内蔵 HDDを取り外した後、MMBでパーティションの設定を確認します。
・  SB/IOB/GSPBの構成を設定
「3.4.1 パーティションの構成設定」参照
・  Console Redirectionを設定
「3.4.6 Console Redirectionの設定」参照
・ ビデオリダイレクション：Enable
・ リモートストレージ：Enable
・ コンソールリダイレクション：Enable

・ 各種モードを設定

「3.4.5 各種モードの設定」参照
 

5. SAN ストレージ装置のインストール対象となる LUN のみ、PRIMEQUEST のパーティションへ接
続します。

SAN ストレージ装置の設定については、SAN ストレージ装置に添付のマニュアルを参照してく
ださい。

 
6. FCカード (ブートパス対象カードのみ)、SASカード、SASアレイコントローラーカード、Onboard

SASコントローラー　(GSPB)、SASディスクユニットコントローラー、SASアレイディスクユ
ニットコントローラーに、I/O空間を割り当てます。
I/O空間の割当てについて詳しくは、「3.4.5 各種モードの設定」および『PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「5.5.1  [Configure I/O Space Assignment] メ
ニュー」を参照してください。

 

4.6.2  インストールの準備
インストールの準備時には、あわせて VMware情報も参照してください。
VMware情報は以下のサイトから閲覧できます。
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/os/vmware/
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以下の準備を行います。

　

1. 以下のディスクイメージを準備します。
VMware 4.xのメディア
 

2. FCケーブルをシングルパス (FCケーブル 1本のみの結線) にします。
 

4.6.3  VMware 4.xのインストール
VMware 4.xのソフトウェア説明書に従ってインストールします。
VMwareについて詳しくは、以下の URLを参照してください。
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/catalog/manual/vmware/
 
インストール時は、「E.2 VMware 4.xインストール時の留意点」を参照してください。
 

4.6.4   添付ソフトウェアのインストール
OSインストール完了後、添付ソフトウェアを設定します。
 
・ ServerView Agentのインストール
「E.3.1 ServerView Agentのインストール」参照
・  ServerView RAIDのインストール
「E.3.2 ServerView RAIDのインストール」参照
・ RAS支援サービスのインストール
「E.3.3 RAS支援サービス (PRIMEQUEST) のインストール」参照
・ HRM/serverのインストール
「E.3.4 VMware 4.x HRM/server (PRIMEQUEST) のインストール」参照

・ PSAのインストール (1400S/1400E/1400L/1800E/1800L)
「E.3.5 VMware 4.x PSAのインストール」参照
・ SVmco のインストール (1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2)
『ServerView Mission Critical Option ユーザマニュアル』参照
・ SIRMS のインストール
「E.3.6 SIRMSのインストール」参照
 

4.6.5  添付ソフトウェア設定
添付ソフトウェアを設定します。

LANの確認および設定については、「E.4.1 ネットワークの設定」を参照してください。
 

1. PSA-MMB間通信 LANおよび管理 LANを確認します。
PSA-MMB間通信 LANは、BUS番号が 0000:00:19.0 の物理アダプターを使用します。管理 LAN
は任意の物理アダプターを使用します。

esxcfg-nicsコマンドで、PSA-MMB間通信 LANおよび管理 LANで使用する物理アダプターを確
認します。

 
2. 管理 LAN を設定します。
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1. 管理 LANのインターフェースには、OSインストール直後にデフォルトで存在する vswif0
を使用する

2. esxcfg-vswifコマンドで、vswif0に IPアドレスを割り当てる
 

3. PSA-MMB間通信 LANを設定します。
1. esxcfg-vswitchコマンドで、仮想 Switch (vSwitch1) を作成する
2. esxcfg-vswtichコマンドで、仮想 Switchに物理アダプター vmnic0を接続する
3. 作成した Switchに Port Group (PSA-MMB) を追加する
4. esxcfg-vswifコマンドで、仮想ポート (vswif1) を作成する
5. PSA-MMB間通信 LANに、以下の設定を追加する

Speed：100Mbps
Duplex：full

6. PSAの設定ファイルに、PSA-MMB間通信 LANの IPアドレスを設定する
 

4. ファイアーウォールを設定します。
詳細は、「E.4.2 ファイアーウォールの設定」を参照してください。
 

5. デフォルトゲートウェイを設定します。
詳細は、「E.4.3 デフォルトゲートウェイの設定」を参照してください。
 

6. VMware PSA保守情報を取得します。
詳細は、「E.4.4 VMware 4.x PSA保守情報取得」を参照してください。
 

7. PSA、SIRMS、およびその他の添付ソフトウェアのアップデートインストールダウンロードサイ
トにて公開されている最新版数を確認して、必要に応じてアップデートインストールします。

PSAは「6.2.9 PSAのアップデートインストール」、SIRMSは「6.2.10 SIRMSのアップデートイン
ストール」を参照してください。

 

4.6.6  ソフトウェアウォッチドッグの設定
備考

SVOM5.0を使用している場合は、｢E.2 VMware 4.xインストール時の留意点｣の「■SVOM5.0以降を使
用している場合」を参照してください。

 
1. ServerView Operations Managerを起動します。

 
2. [サーバリスト] を選択します。

 
3. 左側のサーバリスト中の、対象とするパーティションを右クリックします。表示されたメニュー
から [メンテナンス] － [ASR のプロパティ] を選択します。
 

4. 表示された画面で [ウォッチドッグ設定] を選択します。
 

5. [ソフトウェア] 項目に次の設定を行い、[適用] ボタンをクリックします。
・ [有効] のチェックボックスをオン
・ 異常動作時の [アクション] に [継続稼動] を選択
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・ [タイムアウト時間] に 1～ 100 分の間の値を入力
 

6. ユーザー名／パスワードを入力し、[Enter] キーを押します。
 

4.6.7  VMware 4.xインストールの完了
設定が完了したら、PRIMEQUEST 1000シリーズのパーティションをリブートしてください。
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4.7  VMware 4.xを内蔵 HDDにインストールする手順
ここでは、VMware 4.xを内蔵 HDDにインストールする手順を簡潔に説明します。
MMBの接続と設定が完了していることを確認してから、作業を開始してください。
 

4.7.1  事前設定
必要に応じて、以下の設定をします。

 
1. ServerView Operations Managerが動作するサーバを用意します。

 
2. PRIMEQUESTの内蔵 HDDを取り外した後、MMBでパーティションの設定を確認します。

・ SB/IOB/GSPBの構成を設定
「3.4.1 パーティションの構成設定」参照

・ Console Redirectionを設定
「3.4.6 Console Redirectionの設定」参照
・ ビデオリダイレクション：Enable
・ リモートストレージ：Enable
・ コンソールリダイレクション：Enable

・ 各種モードを設定

「3.4.5 各種モードの設定」参照
 

3. SASカード、SASアレイコントローラーカード、Onboard SASコントローラー (GSPB)、SASディ
スクユニットコントローラー、SASアレイディスクユニットコントローラーに、I/O空間を割り
当てます。

I/O空間の割当てについて詳しくは、「3.4.5 各種モードの設定」および『PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「5.5.1  [Configure I/O Space Assignment] メ
ニュー」を参照してください。

 

4.7.2  インストールの準備
インストールの準備時には、あわせて VMware情報も参照してください。
VMware情報は以下のサイトから閲覧できます。
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/os/vmware/
　　

以下の準備を行います。

 
1. 以下のディスクイメージを準備します。

VMware 4.xのメディア
 

2. FCケーブルをすべて外します。
 

3. ビデオリダイレクション接続でディスクイメージをマウントします。
 

4. RAID 環境を構築します。
詳細は、『MegaRAID SASユーザーズガイド』(B7FY-2751)または SVSの DVD内の『LSI
MegaRAID (R) SAS Software』を参照してください。
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5. ブートオーダーを変更し、DVD Bootを起動順の最優先に設定します。
詳細は、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.3.1  [Power
Control] 画面」を参照してください。
 

 

4.7.3  VMware 4.xのインストール
VMware 4.xのソフトウェア説明書に従ってインストールします。
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/catalog/manual/vmware/
インストール時は、「E.2 VMware 4.xインストール時の留意点」を参照してください。
 

4.7.4  添付ソフトウェアのインストール
OSインストール完了後、添付ソフトウェアを設定します。
 
・ ServerView Agentのインストール
「E.3.1 ServerView Agentのインストール」参照
・ ServerView RAIDのインストール
「E.3.2 ServerView RAIDのインストール」参照
・ RAS支援サービスのインストール
「E.3.3 RAS支援サービス (PRIMEQUEST) のインストール」参照
・ HRM/serverのインストール
「E.3.4 VMware 4.x HRM/server (PRIMEQUEST) のインストール」参照

・ PSAのインストール　(1400S/1400E/1400L/1800E/1800L)
「E.3.5 VMware 4.x PSAのインストール」参照
・ SVmco のインストール (1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2)
『ServerView Mission Critical Option ユーザマニュアル』参照
・ SIRMSのインストール
「E.3.6 SIRMSのインストール」参照
 

 

4.7.5  添付ソフトウェア設定
添付ソフトウェアを設定します。

LANの確認および設定については、「E.4.1 ネットワークの設定」を参照してください。
 

1. PSA-MMB間通信 LANおよび管理 LANを確認します。
PSA-MMB間通信 LANは、BUS番号が 0000:00:19.0 の物理アダプターを使用します。管理 LAN
は任意の物理アダプターを使用します。

esxcfg-nicsコマンドで、PSA-MMB間通信 LANおよび管理 LANで使用する物理アダプターを確
認します。

 
2. 管理 LANを設定します。

1. 管理 LANのインターフェースには、OSインストール直後にデフォルトで存在する vswif0
を使用する

2. esxcfg-vswifコマンドで、vswif0に IPアドレスを割り当てる
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3. PSA-MMB間通信 LANを設定します。

1. esxcfg-vswitchコマンドで、仮想 Switch (vSwitch1) を作成する
2. esxcfg-vswtichコマンドで、仮想 Switchに物理アダプター vmnic0を接続する
3. 作成した Switchに Port Group (PSA-MMB) を追加する
4. esxcfg-vswifコマンドで、仮想ポート (vswif1) を作成する
5. PSA-MMB間通信 LANに、以下の設定を追加する

Speed：100Mbps
Duplex：full

6. PSAの設定ファイルに、PSA-MMB間通信 LANの IPアドレスを設定する
 

4. ファイアーウォールを設定します。
詳細は、「E.4.2 ファイアーウォールの設定」を参照してください。
 

5. デフォルトゲートウェイを設定します。
詳細は、「E.4.3 デフォルトゲートウェイの設定」を参照してください。
 

6. VMware PSA 保守情報を取得します。
詳細は、「E.4.4 VMware 4.x PSA保守情報取得」を参照してください。
 

7. PSA、SIRMS、およびその他の添付ソフトウェアのアップデートインストールダウンロードサイ
トにて公開されている最新版数を確認して、必要に応じてアップデートインストールします。

PSA は「6.2.9 PSAのアップデートインストール」、SIRMS は「6.2.10 SIRMSのアップデートイン
ストール」を参照してください。

 

4.7.6  ソフトウェアウォッチドッグの設定
備考

SVOM5.0 を使用している場合は、｢E.2 VMware 4.xインストール時の留意点｣の「■SVOM5.0以降を使
用している場合」を参照してください。

 
1. ServerView Operations Managerを起動します。

 
2. [サーバリスト] を選択します。

 
3. 左側のサーバリスト中の、対象とするパーティションを右クリックします。表示されたメニュー
から [メンテナンス] － [ASR のプロパティ] を選択します。
 

4. 表示された画面で [ウォッチドッグ設定] を選択します。
 

5. [ソフトウェア] 項目に次の設定を行い、[適用] ボタンをクリックします。
・ [有効] のチェックボックスをオン
・ 異常動作時の [アクション] に [継続稼動] を選択
・ [タイムアウト時間] に 1～ 100 分の間の値を入力

 
6. ユーザー名／パスワードを入力し、[Enter] キーを押します。
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4.7.7  VMwareインストールの完了
設定が完了したら、PRIMEQUEST 1000 シリーズのパーティションをリブートしてください。
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4.8  VMware 5.xを SANストレージ装置にインストールする手順
ここでは、VMware 5.xを SANストレージ装置にインストールする手順を簡潔に説明します。
MMB の接続と設定が完了していることを確認してから、作業を開始してください。
SANストレージおよび FCカードの設定の詳細については、『PRIMEQUEST 1000 シリーズ SANブート
環境構築マニュアル』(C122-E155) を参照してください。
 

4.8.1  事前設定
必要に応じて、以下の設定をします。

 
1. SANストレージ装置の LUNを設定します。

 
2. FCカードの LUNを認識させるため、BIOSを設定します。

FCカードの設定については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ SANブート環境構築マニュアル』
(C122-E155) の「第 2章 FCカードの設定」を参照してください。
 

3. ServerView Operations Managerが動作するサーバを用意します。
 

4. PRIMEQUESTの内蔵 HDDを取り外した後、MMBでパーティションの設定を確認します。
・ SB/IOB/GSPBの構成を設定
「3.4.1 パーティションの構成設定」参照

・ Console Redirectionを設定
「3.4.6 Console Redirectionの設定」参照
・ ビデオリダイレクション：Enable
・ リモートストレージ：Enable
・ コンソールリダイレクション：Enable

・ 各種モードを設定

「3.4.5 各種モードの設定」参照
 

5. SANストレージ装置のインストール対象となる LUNのみ、PRIMEQUEST のパーティションへ接
続します。

SAN ストレージ装置の設定については、SAN ストレージ装置に添付のマニュアルを参照してく
ださい。

 
6. FCカード (ブートパス対象カードのみ)、SASカード、SASアレイコントローラーカード、オン
ボード SASコントローラー (GSPB)、SASディスクユニットコントローラー、SASアレイディス
クユニットコントローラーに、I/O空間を割り当てます。
I/O空間の割当てについて詳しくは、「3.4.5 各種モードの設定」および『PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「5.5.1  [Configure I/O Space Assignment] メ
ニュー」を参照してください。

 

4.8.2  インストールの準備
インストールの準備時には、あわせて VMware情報も参照してください。
VMware情報は以下のサイトから閲覧できます。
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/os/vmware/
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インストール直前に以下の準備を行います。

1. 以下のディスクイメージを準備します。
VMware 5.xのメディア
 

2. FCケーブルをシングルパス (FCケーブル 1本のみの結線) にします。
 

4.8.3  VMware 5.x のインストール
SVIMによる OSインストールについて説明します。
 
SVIMによる OSインストールには、以下の種類があります。それぞれのモードの詳細な手順について
は、『ServerView Suite ServerView Installation Manager』を参照してください。

表 4.9 SVIMによる OSインストール

モード 機能概要 目的

クイックモード 必要最小限の設定を行うだけで、富士

通推奨の状態で OSをインストールで
きます。

手軽に OSをインストールしたい場
合に使用します。

ガイドモード セットアップ情報をウィザードに従っ

て設定していきます。設定した情報は、

コンフィグレーションファイルに保存

し、再インストール時に使用できます。

詳細な設定が行えます。

RAIDや OSの設定を細かく設定し
たい場合に使用します。

 
掲載している画面はすべて表示例であり、システム構成などによって表示される内容は異なります。

 
■操作手順

1. パーティションをリモートストレージからブートする設定を行います。
設定について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000 シリーズ運用管理マニュアル』(C122-E108) の「1.6.3
遠隔操作 (BMC)」を参照してください。
 

2. DVDドライブに『ServerView Suite DVD1』をセットし、パーティションの電源を投入します。
リモートストレージ DVDを使用する場合は、リモートストレージに『ServerView Suite DVD1』
をセットし、パーティションの電源を投入します。

 
注意

OSが UEFIモードに対応している場合は次の手順によりブートオーダーを変更することにより、
UEFIモードでインストールをすることができます。
 

1. [MMB Web-UI Power Control]画面内の[Boot Selector]で[Force boot into EFI Boot Manager]を選
択してパーティションの電源を投入します。

2. パーティションの電源投入後 FUJITSUロゴが表示されている間に [Enter] キーを除く、いず
れかのキー ([スペース] キーなど) を押し、Boot Manager フロントページを表示させます。

3. Boot Manager フロントページで次の順にメニューを選択します。
[Boot Maintenance Manager]－[Boot Options]－[Change Boot Order]－[Change the order]
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・ リモートストレージ DVDを使用する場合は UEFI:DVD/CD0を最上段にします。
・ 内蔵 DVDを使用する場合は UEFI: Embedded DVD/CDを最上段にします。

ブートオーダーの設定方法について、詳しくは『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツー
ルリファレンス』 (C122-E110) の「5.6.1 [Boot Options] メニュー」の「■優先順位の変更
(Change Boot Order)」を参照してください。

図 4.11 [Change Boot Order] 画面例
 
以下にメニューの意味について説明します。

・ UEFI: DVD/CD n (n=0, 1, 2･･･)
外付け DVD/CDドライブのメディアから、UEFI Aware OSを起動するときに指定しま
す。

“UEFI: DVD/CD n”の nには、DVD/CD装置が認識された順に 0から番号が割り当て
られます。割り当 てられた番号は、装置をシステムから取り外さない限り、接続位置
情報に基づいて記憶されます。

・ UEFI: Embedded DVD/CD：
内蔵 DVDドライブを使用し、UEFIモードでインストールするときに指定します。

・ UEFI Shell：
UEFI Shell を起動するときに指定するメニューです。PRIMEQUEST 1000シリーズで
は、UEFI Shell は使用しません。

・ Legacy Boot：
BIOSモードにするときに指定します。内蔵ドライブを使用し、BIOSモードでインス
トールするときにも「Legacy Boot」にします。
 

4. [Commit Changes and Exit]を選択します。
5. [ESC]キーを押してフロントページに戻ります。
6. [Boot Manager]を選択します。
7. リモートストレージ DVD を使用する場合は[UEFI:DVD/CD0]、内蔵 DVD を使用する場合は

[UEFI: Embedded DVD/CD]を選択します。
 

3. しばらくすると言語選択画面が表示されます。日本語の場合は「Japanese」を選択します。
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4. 初期表示画面では何も設定せずに [次へ] ボタンをクリックします。

 
5. [ようこそ ServerView Installation Managerへ] 画面で [Deployment] を選択します。

 
6. インストールモードの選択、インストールする OSを選択し、OSの設定を行います。
備考

OSの設定では LANの IPアドレスの設定はできません。OSインストール後、IPアドレスを設定
してください。

 
7. [インストール開始] をクリックします。
インストールが開始します。

 
8. SVIMの指示に従って OSのインストール媒体に入れ替えます。

 

4.8.4  ソフトウェアウォッチドッグの設定
1. ServerView Operations Managerを起動します。

 
2. [サーバリスト] を選択します。

 
3. 左側のサーバリスト中の、対象とするパーティションを右クリックします。表示されたメニュー
から [メンテナンス] － [ASRのプロパティ] を選択します。
 

4. 表示された画面で [ウォッチドッグ設定] を選択します。
 

5. [ソフトウェア] 項目に次の設定を行い、[適用] ボタンをクリックします。
・ [有効] のチェックボックスをオン
・ 異常動作時の [アクション] に [継続稼動] を選択
・ [タイムアウト時間] に 1～ 100 分の間の値を入力

 
6. ユーザー名／パスワードを入力し、[Enter] キーを押します。

 

4.8.5  VMware 5.xインストールの完了
設定が完了したら、PRIMEQUEST 1000シリーズのパーティションをリブートしてください。
 

4.8.6  添付ソフトウェアのインストール
添付ソフトウェアのインストールについては「E.7 VMware 5.x 添付ソフトウェアのインストール」を
参照してください。
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4.9  VMware 5.xを内蔵 HDDにインストールする手順
ここでは、VMware 5.xを内蔵 HDDにインストールする手順を簡潔に説明します。
MMBの接続と設定が完了していることを確認してから、作業を開始してください。
 

4.9.1  事前設定
必要に応じて、以下の設定をします。

 
1. ServerView Operations Managerが動作するサーバを用意します。

 
2. PRIMEQUESTの内蔵 HDDを取り外した後、MMBでパーティションの設定を確認します。

・ SB/IOB/GSPBの構成を設定
「3.4.1 パーティションの構成設定」参照

・ Console Redirectionを設定
「3.4.6 Console Redirectionの設定」参照
・ ビデオリダイレクション：Enable
・ リモートストレージ：Enable
・ コンソールリダイレクション：Enable

・ 各種モードを設定

「3.4.5 各種モードの設定」参照
 

3. SASカード、SASアレイコントローラーカード、オンボード SASコントローラー (GSPB)、SAS
ディスクユニットコントローラー、SASアレイディスクユニットコントローラーに、I/O空間を
割り当てます。

I/O空間の割当てについて詳しくは、「3.4.5 各種モードの設定」および『PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「5.5.1  [Configure I/O Space Assignment] メ
ニュー」を参照してください。

 

4.9.2  インストールの準備
インストールの準備時には、あわせて VMware情報も参照してください。
VMware情報は以下のサイトから閲覧できます。
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/os/vmware/
 
以下の準備を行います。

1. 以下のディスクイメージを準備します。
VMware 5.xのメディア
 

2. FCケーブルをすべて外します。
 

3. ビデオリダイレクション接続でディスクイメージをマウントします。
 

4. RAID環境を構築します。
詳しくは、『MegaRAID SASユーザーズガイド』(B7FY-2751) または SVSの DVD内の『LSI
MegaRAID (R) SAS Software』を参照してください。
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5. ブートオーダーを変更し、DVD Bootを起動順の最優先に設定します。
詳細は、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.3.1  [Power
Control] 画面」を参照してください。
 

4.9.3  VMware 5.x のインストール
SVIMによる OSインストールについて説明します。
 
SVIMによる OSインストールには、以下の種類があります。それぞれのモードの詳細な手順について
は、『ServerView Suite ServerView Installation Manager』を参照してください。

表 4.10 SVIMによる OSインストール

モード 機能概要 目的

クイックモード 必要最小限の設定を行うだけで、富士

通推奨の状態で OSをインストールで
きます。

手軽に OSをインストールしたい場
合に使用します。

ガイドモード セットアップ情報をウィザードに従っ

て設定していきます。設定した情報は、

コンフィグレーションファイルに保存

し、再インストール時に使用できます。

詳細な設定が行えます。

RAIDや OSの設定を細かく設定し
たい場合に使用します。

 
掲載している画面はすべて表示例であり、システム構成などによって表示される内容は異なります。

 
■操作手順

1. パーティションをリモートストレージからブートする設定を行います。
設定について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000 シリーズ運用管理マニュアル』(C122-E108) の「1.6.3
遠隔操作 (BMC)」を参照してください。
 

2. DVDドライブに『ServerView Suite DVD1』をセットし、パーティションの電源を投入します。
 
注意

Boot Selector で「Force boot from DVD」を選択し DVDから起動するか、または UEFIでブート
オーダーを DVDに変更することで DVDドライブから起動することができます。
OSが UEFIモードに対応している場合は次の手順によりブートオーダーを変更することにより、
UEFIモードでインストールをすることができます。
 

1. パーティションの電源投入後 FUJITSUロゴが表示されている間に [Enter] キーを除く、いず
れかのキー ([スペース] キーなど) を押し、Boot Manager フロントページを表示させます。

2. Boot Manager フロントページで次の順にメニューを選択します。
[Boot Maintenance Manager]－[Boot Options]－[Change Boot Order]－[Change the order]
・ リモートストレージ DVDを使用する場合は UEFI:DVD/CD0を最上段にします。
・ 内蔵 DVDを使用する場合は UEFI: Embedded DVD/CDを最上段にします。
ブートオーダーの設定方法について、詳しくは『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツー
ルリファレンス』 (C122-E110) の「5.6.1 [Boot Options] メニュー」の「■優先順位の変更
(Change Boot Order)」を参照してください。
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図 4.12 [Change Boot Order] 画面例
 
以下にメニューの意味について説明します。

・ UEFI: DVD/CD n (n=0, 1, 2･･･)
外付け DVD/CDドライブのメディアから、UEFI Aware OSを起動するときに指定しま
す。

“UEFI: DVD/CD n”の nには、DVD/CD装置が認識された順に 0から番号が割り当て
られます。割り当 てられた番号は、装置をシステムから取り外さない限り、接続位置
情報に基づいて記憶されます。

・ UEFI: Embedded DVD/CD：
内蔵 DVDドライブを使用し、UEFIモードでインストールするときに指定します。

・ UEFI Shell：
UEFI Shell を起動するときに指定するメニューです。PRIMEQUEST 1000シリーズで
は、UEFI Shell は使用しません。

・ Legacy Boot：
BIOSモードにするときに指定します。内蔵ドライブを使用し、BIOSモードでインス
トールするときにも「Legacy Boot」にします。
 

3. [Commit Changes and Exit]－[Reset System]を指定し、パーティションをリブートします。
 

3. しばらくすると言語選択画面が表示されます。日本語の場合は「Japanese」を選択します。
 

4. 初期表示画面では何も設定せずに [次へ] ボタンをクリックします。
 

5. [ようこそ ServerView Installation Managerへ] 画面で [Deployment] を選択します。
 

6. インストールモードの選択、インストールする OSを選択し、OSの設定を行います。
備考

OSの設定では LANの IPアドレスの設定はできません。OSインストール後、IPアドレスを設定
してください。
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7. [インストール開始] をクリックします。
インストールが開始します。

 
8. SVIMの指示に従って OSのインストール媒体に入れ替えます。

 

4.9.4  ソフトウェアウォッチドッグの設定
1. ServerView Operations Managerを起動します。

 
2. [サーバリスト] を選択します。

 
3. 左側のサーバリスト中の、対象とするパーティションを右クリックします。
表示されたメニューから [メンテナンス] － [ASRのプロパティ] を選択します。
 

4. 表示された画面で [ウォッチドッグ設定] を選択します。
 

5. [ソフトウェア] 項目に次の設定を行い、[適用] ボタンをクリックします。
・ [有効] のチェックボックスをオン
・ 異常動作時の [アクション] に [継続稼動] を選択
・  [タイムアウト時間] に 1～ 100 分の間の値を入力

 
6. ユーザー名／パスワードを入力し、[Enter] キーを押します。

 

4.9.5  VMware 5.xインストールの完了
設定が完了したら、PRIMEQUEST 1000 シリーズのパーティションをリブートしてください。
 

4.9.6  添付ソフトウェアのインストール
添付ソフトウェアのインストールについては「E.7 VMware 5.x 添付ソフトウェアのインストール」を
参照してください。
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第 5章  OS のインストール後に実施する
作業 (PRIMEQUEST
1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/
1800L2)

 
本章では、PRIMEQUEST
1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2の OS インストール後に
必要な各種設定について説明しています。

 
 

5.1 作業の種類  ............................................................... 113
5.2 SVS (SVagent/SVmco) の設定  ................................ 114
5.3 sadumpの設定  ......................................................... 115
5.4 ダンプ環境の設定 (Windows)  .................................. 131
5.5 ダンプ環境の設定 (Linux)  ........................................ 132
5.6 NTPクライアントの設定  ......................................... 133
5.7 管理情報・構成情報の保存  ...................................... 134
5.8 RAS支援サービスによる寿命監視設定  ................... 136
5.9 SASアレイディスクユニットのWrite Policy推奨設定  ...

139



5.1  作業の種類
OSのインストール後に実施する作業の種類と内容を、「表 5.1 作業の種類」に示します。
 

表 5.1 作業の種類

作業名 作業内容 インストールした OS 参照先

SVS (SVagent/
SVmco) の設
定

SVagent/SVmcoの設定 Linux、Windows 5.2 SVS (SVagent/SVmco) の設
定

PSA-MMB間
LANの設定
(Linux)

PSA-MMB間 LANの
設定

Linux 『ServerView Mission Critical
Option ユーザマニュアル』

PSA-MMB間
LANの設定
(Windows)

PSA-MMB間 LANの
設定

Windows 『ServerView Mission Critical
Option ユーザマニュアル』

SIRMSの設定 SIRMSのアップデー
トインストール／アン

インストール

Linux、Windows 『ServerView Mission Critical
Option ユーザマニュアル』

sadumpの設定 sadumpの設定 Linux 5.3 sadumpの設定

ダンプ環境の

設定

ダンプ環境の設定 Windows 5.4 ダンプ環境の設定
(Windows)

ダンプ環境の

設定

ダンプ環境の設定 Linux 5.5 ダンプ環境の設定 (Linux)

NTPクライア
ントの設定

NTPクライアントの設
定

Linux、Windows 5.6 NTPクライアントの設定

管理情報・構

成情報の保存

PSAの管理情報、
UEFIの構成情報の保
存

Linux、Windows 5.7 管理情報・構成情報の保存

RAS支援サー
ビスによる寿

命監視設定

RAIDカードの BBU
および UPSのバッテ
リー寿命監視設定

Linux、Windows 5.8 RAS支援サービスによる寿
命監視設定
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5.2  SVS (SVagent/SVmco) の設定
OSインストール後、SVS (SVagent/SVmco) を動作させるために設定が必要です。SVagent/SVmcoの設
定について詳しくは、以下のマニュアルを参照してください。

 
・ SVagent：

ServerView Operations Manager
  Installation ServerView Agents for Linux
  Installation ServerView Agents for Windows

・ SVmco：
ServerView Mission Critical Option ユーザマニュアル

 
 

PRIMEQUEST 1000シリーズ 導入マニュアル
第 5章 OS のインストール後に実施する作業 (PRIMEQUEST 1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2)

114 C122-E107-10



5.3  sadumpの設定
sadumpでは、パーティションごとに以下の項目を設定します。
・  sadumpの有効化
・  ダンプの採取先
・  ダンプ採取時の圧縮
・  ダンプ採取後の動作
・ ダンプの採取先の再利用

 
sadumpの設定は、BIOS セットアップメニューから行います。
設定を行う前に、ダンプの採取先となるダンプデバイスの領域を確保する必要があります。ダンプデ

バイスには、システム異常が発生したときのレジスタ情報やメモリの内容を出力します。このため、

ダンプ出力されるデバイスの容量は、メモリのサイズに合わせて決定します。以下の見積もりで必要

な領域を求め、確保してください。

搭載メモリ量 + 512 MB

 
ダンプデバイスは、ディスクおよびディスクパーティションを使用することができます。ダンプデバ

イスをディスクパーティションに作成する場合は、OS インストール時にディスクパーティションを作
成しておいてください。

 
ETERNUS上のデバイスをダンプデバイスに設定する場合、事前に UEFIドライバの設定を実施する必
要があります。

設定手順について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ SANブート環境構築マニュアル』 (C122-
E155) を参照してください。
掲載している画面はすべて表示例であり、システム構成などによって表示される内容は異なります。

 
sadumpの設定について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-
E110) の「第 7章　 sadump環境の設定」を参照してください。
掲載している画面はすべて表示例であり、システム構成などによって表示される内容は異なります。

 
■操作手順

1. UEFIの Device Managerメニューを表示します。
Device Managerメニューの表示について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツー
ルリファレンス』(C122-E110) の「第 5章　 UEFIのメニュー操作」を参照してください。
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図 5.1 Device Managerメニュー例
 

2. [Configure sadump] を選択し、[Enter] キーを押します。
→メインメニュー (sadump) が表示されます。
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図 5.2 メインメニュー (sadump)
 

3. [Set up Manager] を選択し、[Enter] キーを押します。
→sadumpセットアップメニューが表示されます。
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図 5.3 sadumpセットアップメニュー
 

4. [ENABLE] で [Enable] を選択します。

図 5.4 sadumpセットアップメニュー
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5. [Commit Changes and Exit] を選択し、[Enter] キーを押します。
→設定が確定され、メインメニュー (sadump) に戻ります。

図 5.5 メインメニュー (sadump)
 

6. メインメニュー (sadump) で [Dump device Manager] を選択し、[Enter] キーを押します。
→ダンプデバイスメンテナンスメニューが表示されます。
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図 5.6 ダンプデバイスメンテナンスメニュー
 

7. [Create a dump device] を選択し、[Enter] キーを押します。
→ダンプデバイス構築メニューが表示されます。
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図 5.7 ダンプデバイス構築メニュー
 

8.  [Disk selection] を選択し、[Enter] キーを押します。
→ダンプデバイス選択メニューが表示されます。
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図 5.8 ダンプデバイス選択メニュー
 

9.  ディスクまたはディスクパーティションを選択し、ダンプデバイスを構築するディスクまたは
ディスクパーティションを設定します。

(データ破壊)
ダンプデバイスを選択するさい、ディスクの選択が正しいか、再

確認してください。選択を誤ったまま実行すると、データが破壊

されます。

 
備考

ディスクまたはディスクパーティションを表す ACPI名については、『PRIMEQUEST 1000 シリー
ズ運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「5.7  デバイスパス」を参照してください。
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図 5.9 ダンプデバイス選択メニュー
 

10. [Enter] キーを押します。
→ダンプデバイスが作成されます。ダンプデバイス構築メニューに戻ります。

 
注意

ダンプデバイスを作成するさい、ダンプデバイスが初期化されます。選択したディスクまたは

ディスクパーティションの大きさに応じて、初期化に必要な時間は異なります。場合によっては、

初期化に時間がかかり、次の画面へ切り替わるのに数分以上かかることがあります。
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図 5.10 ダンプデバイス構築メニュー
 

11. [Exit] を選択して[Enter] キーを押します。
→ダンプデバイスメンテナンスメニューに戻ります。
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図 5.11 ダンプデバイスメンテナンスメニュー
 

12. ダンプデバイスメンテナンスメニューで [Select a dump device] を選択して [Enter] キーを押します。
→ダンプデバイス設定メニューが表示されます。
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図 5.12 ダンプデバイス設定メニュー
 

13. 1番目のダンプデバイスを指定します。 [1] を選択し、[Enter] キーを押します。
→ダンプデバイス一覧メニューが表示されます。
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図 5.13 ダンプデバイス一覧メニュー
 

14. ダンプデバイスに使用するディスクまたはディスクパーティションを選択し、[Enter] キーを押し
ます。

→ダンプデバイスが確定され、ダンプデバイス設定メニューに戻ります。
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図 5.14 ダンプデバイス設定メニュー
 

15. [Commit Changes and Exit] を選択し、[Enter] キーを押します。
→ダンプデバイスが確定され、ダンプデバイスメンテナンスメニューに戻ります。
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図 5.15 ダンプデバイスメンテナンスメニュー
 

16. [Exit] を選択し、[Enter] キーを押します。
→メインメニュー (sadump) に戻ります。
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図 5.16 メインメニュー (sadump)
 

17. [Exit] を選択し、[Enter] キーを押します。
→sadumpの設定が完了します。
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5.4  ダンプ環境の設定 (Windows)
Windowsでは、OSの標準機能でダンプを取得できます。ダンプを取得するためには事前にシステム領
域を確保しておく必要があります。

ダンプ環境の設定について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル』(C122-E108)
の「11.4.4　ダンプ環境の設定 (Windows)」を参照してください。
 

5.4.1  メモリダンプ／ページングファイルについて
メモリダンプファイルとは、システムで STOPエラー (致命的なシステムエラー) が発生した場合に、
デバッグ情報が保存されるファイルです。メモリダンプ取得のための設定は、運用に使用する OSやア
プリケーションをインストールした後で実施します。

 
メモリダンプ／ページングファイルについて詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュ
アル』(C122-E108) の「11.4.4　ダンプ環境の設定 (Windows)」参照してください。
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5.5  ダンプ環境の設定 (Linux)
RHEL では、OSの標準機能である kdump 機能とハードウェアの sadump 機能を組み合わせて、より確
実にダンプが取得できる環境を用意することができます。

 
ダンプ環境の設定について詳しくは、『Linux ユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux 5 編
(SupportDesk サービスご契約者様向け)』または『Linux ユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux
6 編 (SupportDesk サービスご契約者様向け)』を参照してください。
『Linux ユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux 5 編 (SupportDesk サービスご契約者様向け)』ま
たは『Linux ユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux 6 編 (SupportDesk サービスご契約者様向
け)』の入手には、SupportDesk サービスの契約が必要です。
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5.6  NTPクライアントの設定
NTPクライアントの設定については「7.2 NTPの設定」を参照してください。
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5.7  管理情報・構成情報の保存
ここでは、以下の情報の保存について説明します。UEFI構成情報は必ず保存してください。
 
・ 5.7.1 MMB構成情報の保存
・ 5.7.2 BIOS構成情報の保存

 
備考

UEFI構成情報は、運用開始後、定期的に保存してください。UEFI構成情報の保存については、「5.7.2
BIOS構成情報の保存」を参照してください。
 
掲載している画面はすべて表示例であり、システム構成などによって表示される内容は異なります。

 

5.7.1  MMB構成情報の保存
MMB構成情報をリモート PCにバックアップする方法について説明します。
MMB構成情報の保存には、MMB Web-UIの [Maintenance] メニューを使用します。
 
■操作手順

 
1. [Maintenance] - [Backup/Restore Configuration] - [Backup/Restore MMB Configuration] を選択します。
→ [Backup/Restore MMB Configuration] 画面が表示されます。
 

図 5.17 [Backup/Restore MMB Configuration] 画面例
 

2. [Backup] ボタンをクリックします。
→ブラウザの格納先ダイアログボックスが表示されます。
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3. 格納パスを選択して、[OK] ボタンをクリックします。
→構成情報ファイルのダウンロードが開始されます。

　バックアップするMMB構成情報ファイルの初期値名は、以下のとおりです。
　MMB_(バックアップした日付)_(MMBバージョン).dat

　

 

5.7.2  BIOS構成情報の保存
BIOS 構成情報をリモート PCにバックアップする方法について説明します。
BIOS 構成情報の保存には、MMB Web-UIの [Maintenance] メニューを使用します。
 
■操作手順

 
1. [Maintenance] - [Backup/Restore Configuration] - [Backup BIOS Configuration] を選択します。
→ [Backup BIOS Configuration] 画面が表示されます。
 

図 5.18 [Backup BIOS Configuration] 画面例
 

2. 構成情報をバックアップするパーティションをラジオボタンで選択し、[Backup] ボタンをクリッ
クします。

→格納先を指定するダイアログボックスが表示されます。

 
3. 格納パスを選択して [OK] ボタンをクリックします。
バックアップする BIOS構成ファイルの初期値名は次のとおりです。
パーティション番号_バックアップした日付_BIOSバージョン.dat
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5.8  RAS支援サービスによる寿命監視設定
RAIDカード、UPSを使用する場合、RAS支援サービスで BBU (Battery Backup Unit) の寿命監視を設定
します。

RAS支援サービスは、SVIMで自動的にインストールされるサービスです。RAS支援サービスの手動
インストールや寿命監視設定手順の詳細については、『RAS支援サービス ユーザーズガイド』(Linux
版またはWindows版) を参照してください。
SVIMについて詳しくは、『ServerView Installation Manager』を参照してください。
 

5.8.1  RAIDカードの BBU寿命監視
RAIDカードの BBUは定期交換部品です。RAS支援サービスにより寿命を監視します。
RAS支援サービスは起動時に ServerView RAIDの情報から、BBU付き RAIDカードを PCIバス番号順
にチェックし、監視対象とします。

RAS支援サービスでは寿命監視を行い、以下の時期が来るとメッセージにより交換時期の通知を行い
ます。

 

表 5.2 交換予告メッセージ・交換メッセージ通知 (RAIDカード)

交換予告メッセージ通知開始時期 交換メッセージ通知時期

使用開始またはバッテリー交換後から約 2年後 約 3年後

■操作手順

1.  RAS支援サービスの GUIを起動します。
・ Windowsの場合：OSにログインし、起動します。
・ Linuxの場合：Webブラウザを開いて所定の URLにアクセスし、ログインします。
操作について詳しくは、『RAS支援サービス ユーザーズガイド』(Linux版またはWindows版) を
参照してください。

 
2. RAS支援サービスの [部品寿命情報・設定] 画面の [寿命部品名]の一覧に、[電池 (RAID_Card#xx)]
が PCIバス番号順で表示されます。
寿命監視可能な電池 (RAIDカード) の [搭載日] が入力可能になっています。寿命監視を設定する
RAIDカードの [搭載日] に、搭載した日付を入力します。

 
■注意事項

PRIMEQUEST 1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2で RAIDカードの BBU寿命監視を行う場合、以
下の点に注意してください。

・ RAID カードが「図 5.19 RAS支援サービス画面 (BBUなし)」のように実装されている場合、BBU
なしの RAIDカードは RAS支援サービスの監視対象外になります。
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図 5.19 RAS支援サービス画面 (BBUなし)
 
・ パーティション構成を変更して監視対象の RAIDカードを別のパーティションに移動した場合は、

RAS支援サービスを設定しなおす必要があります。移動元のパーティション側の [搭載日] をク
リアしてから、移動先のパーティション側の RAIDカードの搭載日を設定します。

図 5.20 RAS支援サービス画面 (パーティション移動)
 
・ PRIMEQUEST 1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2では複数のパーティションを構成すること
ができます。

例えば、あるパーティションは昼間は CPU数が多く、夜間は I/O数が多く必要な運用の場合、昼
夜でパーティションの構成を変更する必要があるため、SB、IOBの接続構成を変更します。
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この場合、RAIDカードがパーティション間を移動するとき、移動する RAIDカードの寿命監視
はどちらか主とするパーティションを決定し、そのパーティションの RAS支援サービスに設定
してください。

誤って両方のパーティションに設定すると、それぞれのパーティションから同じ RAIDカードに
対し寿命監視の通知が出ることになります。

 

5.8.2  UPSのバッテリー寿命監視
UPSのバッテリーは定期交換部品です。RAS支援サービスにより寿命を監視します。
RAS支援サービスでは、以下の時期が来るとメッセージ出力して交換時期を通知します。
 

表 5.3 交換予告メッセージ・交換メッセージ通知 (UPS)

交換予告メッセージ通知開始時期 交換メッセージ通知時期

使用開始またはバッテリー交換後から約

1年 9ヶ月
約 2年後

 
■操作手順

1.  寿命監視設定を行うパーティションを決定し、RAS支援サービスの GUIを起動します。
・ Windowsの場合：OSにログインし、起動します。
・ Linuxの場合：Webブラウザを開いて所定の URLにアクセスし、ログインします。
操作について詳しくは、『RAS支援サービス ユーザーズガイド』(Linux版またはWindows版) を
参照してください。

 
2. RAS支援サービス画面で [寿命部品名] の一覧の先頭に「UPS (バッテリ)」が表示されます。

[搭載日] が入力可能となっているので、[搭載日] にバッテリーを搭載した日付を入力します。
 
■注意事項

PRIMEQUEST 1400S2/1400E2/1400L2/1800E2/1800L2で UPSのバッテリー寿命監視を行う場合、以下の
点に注意してください。

・ 複数パーティション構成の場合、UPSのバッテリー寿命監視設定は 1パーティション (任意) のみ
に設定してください。

複数のパーティションに設定した場合、複数のパーティションから交換予告が通知されることに

なります。
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5.9  SASアレイディスクユニットのWrite Policy推奨設定
SASアレイディスクユニットには、バッテリーバックアップ機能の有無により、2種類の製品がありま
す。

それぞれの、Write Policyの推奨設定は以下のとおりです。
詳細な機能、設定方法については『MegaRAID SAS ユーザーズガイド』を参照してください。
 

製品名 Write Policy推奨設定

SASアレイディスクユニット Write Through

SASアレイディスクユニット
 (バッテリーバックアップ機能付き)

Write Back

 
 
注意

Write Backの設定により、多くのアプリケーションで性能向上が見込まれますが、以下の留意事項があ
ります。十分ご検討のうえ、設定してください。

・ バッテリーの定期的なリキャリブレーション (調整のための充放電サイクル) が、デフォルトで 30
日に一度実行されます。実行中に充電量が不足している場合は、Write Back設定時においても、
充電完了までの間は、性能も含めてWrite Throughでの動作となります。この動作は最大 9時間
程度かかることがあります。
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第 6章  OSのインストール後に実施する
作業(PRIMEQUEST 1400S/
1400E/1400L/1800E/1800L)

 
本章では、PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800Lの
OSインストール後に必要な PSAなどの各種設定について説明
します。

 
6.1 作業の種類  ............................................................... 141
6.2 PSAの設定 (Linux：Red Hat Enterprise Linux)  ....... 142
6.3 PSAの設定 (Windows Server 2003)  ........................ 163
6.4 PSAの設定 (Windows Server 2008)  ........................ 178
6.5 sadumpの設定  ......................................................... 207
6.6 ダンプ環境の設定 (Windows)  .................................. 223
6.7 ダンプ環境の設定 (Linux)  ........................................ 224
6.8 NTPクライアントの設定  ......................................... 225
6.9 管理情報・構成情報の保存  ...................................... 226
6.10 RAS支援サービスによる寿命監視設定  ................. 231
6.11 簡易設定ツール (editconf.sh) 実行後の復旧手順  ....

234



6.1  作業の種類
OSのインストール後に実施する作業の種類と内容を、「表 6.1 作業の種類」に示します。
 

表 6.1 作業の種類

作業名 作業内容 インストールした OS 参照先

PSAの設定 PSAを動作させるため
の設定

Linux 6.2 PSAの設定 (Linux：Red Hat
Enterprise Linux)

PSAの設定 PSAを動作させるため
の設定

Windows Server 2003 6.3 PSAの設定 (Windows Server
2003)

PSAの設定 PSAを動作させるため
の設定

Windows Server 2008 6.4 PSAの設定 (Windows Server
2008)

sadumpの設定 sadumpの設定 Linux 6.5 sadumpの設定

ダンプ環境の

設定

ダンプ環境の設定 Windows 6.6 ダンプ環境の設定
(Windows)

ダンプ環境の

設定

ダンプ環境の設定 Linux 6.7 ダンプ環境の設定 (Linux)

NTPクライア
ントの設定

NTPクライアントの設
定

Linux、Windows 6.8 NTPクライアントの設定

管理情報・構

成情報の保存

PSAの管理情報、
UEFIの構成情報の保
存

Linux、Windows 6.9 管理情報・構成情報の保存

RAS支援サー
ビスによる寿

命監視設定

RAIDカードの BBU
および UPSのバッテ
リー寿命監視設定

Linux、Windows 6.10 RAS支援サービスによる
寿命監視設定

簡易設定ツー

ル (editconf.sh)
の実施後の復

旧手順

ServerView Linuxエー
ジェントの簡易設定後

の復旧手順。

(PRIMEQUEST固有の
作業あり)

Linux 6.11 簡易設定ツール
(editconf.sh) 実行後の復旧手順
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6.2  PSAの設定 (Linux：Red Hat Enterprise Linux)
OSインストール後、PSAを動作させるために必要な設定の確認と、使用できる機能について説明しま
す。

 

表 6.2 PSA動作に必要な設定確認と使用できる機能

必須／必要に

応じて
設定項目

自動設定 (*1)／
手動設定 (*2)

参照先

必須

 
 
 

PSA-MMB間通信 LANの設
定

自動設定 6.2.1 PSA-MMB間通信 LANの設定

管理 LANの設定確認 手動設定 6.2.2 管理 LANの設定確認

SELinux機能の設定確認 自動設定 6.2.3 SELinux機能の設定確認

ファイアーウォール機能の確

認  (ポートの開放)
自動設定 6.2.4 ファイアーウォール機能の確認

(ポートの開放)

管理 LAN IPアドレスの設定 手動設定 6.2.7 管理 LAN IPアドレスの設定

必要に応じて

 
 
 
 
 
 
 

パーティションからのトラッ

プ送信先の設定

手動設定 6.2.5 パーティションからのトラップ
送信先の設定

MMB経由のトラップ送信先
とメール送信先の設定

手動設定 6.2.6 MMB経由のトラップ送信先と
メール送信先の設定

複製ディスク使用時の SNMP
設定

手動設定 6.2.8 複製ディスク使用時の SNMP設
定

PSAのアップデートインス
トール

対象外 6.2.9 PSAのアップデートインストー
ル

SIRMSのアップデートインス
トール

対象外 6.2.10 SIRMSのアップデートインス
トール

PSAのアンインストール (*3) 対象外 6.2.11 PSAのアンインストール

SIRMSのアンインストール 対象外 6.2.12 SIRMSのアンインストール

 
*1：自動設定：PSAインストール時に自動設定されています。自動設定の内容の変更が必要な場合が
あるので、上記表の参照先を確認してください。

*2：手動設定：PSAインストール時には設定されません。上記表の参照先のとおり設定してください。
*3：PRIMEQUEST 1000シリーズ運用時は、必ず PSAをインストールしてください。PSAをアンイン
ストールすると、以下の制限があります。

・ I/O (PCI Expressカード、ハードディスクなど) の異常通知、管理者への Trap通知ができない。
・ 予兆検出による次の異常通知、管理者への Trap通知ができない。

・ HDDの S.M.A.R.T.監視の閾値超え
・ 運用管理ソフトウェアでパーティション側の情報が収集できない。

・ REMCS契約時にソフトウェア異常が通知されない。
・ ハードディスクの活性保守ができない。必ずパーティション停止保守となる。

・ PRIMECLUSTER連携が使用できない。
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備考

・ SVIMを使用して OSをインストールするときに、PSAも同時にインストールされます。SVIM
について詳しくは、『ServerView Suite ServerView Installation Manager』を参照してください。

・ PSAを手動でインストールする場合について詳しくは、「付録 B PSAの手動インストール・アン
インストール 」を参照してください。

・ PSAインストール時に、PSA動作のための設定が以下のように自動的に追記または変更されます。
 

表 6.3 PSAインストール時に自動追記／変更される設定

対象 動作 備考

syslog.confファイル 設定追記   

snmpd.confファイル 設定追記   

snmptrapd.confファイル 設定追記   

servicesファイル 設定追記 追加されるポート：fj-webgate (24450) services
ファイルへの設定追記時には、ポート番号の重

複はチェックされていない。必要に応じて変更

する。

snmptrapdの起動オプション 変更   

snmpdの起動オプション 変更  

PSA-MMB間専用 LANイン
ターフェース

IPアドレス設定 「6.2.1 PSA-MMB間通信 LANの設定」を参照
し、必要に応じて変更する。

iptables設定 設定追加  

SELinux設定ファイル
(/etc/selinux/config)

変更 RHEL5の場合のみ、SELinuxが無効化される。
ただし、すでに SELinuxが無効化されている場
合は変更しない。

SELinux設定 設定追加 RHEL6以降の場合のみ、ポリシーモジュール
が追加される。

 
注意

MMB側の PSA-MMB間専用 LANの IPアドレス、またはパーティション側の PSA-MMB間専用 LAN
の IPアドレスを変更した場合は、必ず PSAを再起動してください。再起動しないと、MMB Web-UI
で [PSA] 画面の表示エラーが発生します。また、PSA で検出するエラーも通知できません。
 
 

6.2.1  PSA-MMB間通信 LANの設定
ここでは、PSA-MMB間通信 LANの設定の確認について説明します。
PSAがMMBと通信するためには、PSA-MMB間通信 LANに接続されたネットワークインターフェー
スカード (NIC) が活性化されている必要があります。
 
PSA-MMB間通信 LANは、通常 PSAインストール時に自動的に以下の値に設定されます。
 
<IPアドレス>
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172.30.0.<パーティション ID + 2>/24
例) パーティション ID が 2 の場合
172.30.0.4/24
 
<通信設定>
Auto Negotiation off
Speed  100Mbps
Duplex  full
 
以下の場合に限り、IPアドレスの設定を変更してください。

1. 自動設定される IPアドレスが、業務ネットワークや管理ネットワークで使用する IPアドレスや
サブネットと重なってしまう

2. 別パーティションから複製したディスクを使用して新たにパーティションを構築した
3. あるパーティションでイントールしたディスクを別のパーティションに移して使用するなどで、
パーティション IDが変更となる

 
IPアドレスの設定は、以降の手順で変更してください。なお、上記の 1.の理由で設定を変更する場合
は、同一筐体に存在する全パーティション、およびMMB側の PSA-MMB 間通信 LAN の IPアドレス
も同一サブネットの IPアドレスに変更する必要があります。MMB 側の IPアドレスは、MMB Web-UI
から設定してください。

 
注意

・ 通信設定については、自動的に設定された値から変更しないでください。変更した場合、PSA-
MMB間の通信が不通となり、PSAの機能を使用できなくなることがあります。

・ PSA-MMB間 LAN設定は、PSAインストール後に変更してください。PSAインストール前に変
更した場合、インストール時に設定が上書きされます。

・ MMB Web-UIの [Network Configuration] - [Network Interface] 画面にて [MMB-PSA IP Address] の
[Interface] が Disableの場合、PSAの画面表示およびイベント通報機能が使用できません。なお、
Disableから Enableに変更するさいには、変更後に OSの再起動が必要です。

 
■PSA-MMB間通信 LAN用の NICの確認

 
以下の手順で、PSA-MMB間通信 LANの NICに割り当てられたインターフェース名を確認します。
 
●操作手順

1. ifconfigコマンドを実行して、システムで認識されているネットワークインターフェースの一覧
を表示し、インターフェース名を確認します。

 
【入力形式】

/sbin/ifconfig -a

 
【表示例】

左に表示された eth0、eth1、loがインターフェース名です。

#   /sbin/ifconfig -a

PRIMEQUEST 1000シリーズ 導入マニュアル
第 6章 OSのインストール後に実施する作業(PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L)

144 C122-E107-10



eth0      Link encap:Ethernet  HWaddr 00:D0:B7:53:89:C3
          inet addr:10.24.17.149  Bcast:10.24.17.255  Mask:
255.255.255.0
          inet6 addr:   fe80::2d0:b7ff:fe53:89c3/64 Scope:Link
          UP BROADCAST RUNNING MULTICAST  MTU:1500    Metric:1
          RX packets:1107704 errors:0   dropped:0 overruns:0 frame:
0
          TX packets:2653820 errors:0   dropped:0 overruns:0 
carrier:0
          collisions:0 txqueuelen:1000
          RX bytes:390009908 (371.9 MiB)  TX bytes:809006934 (771.5 
MiB)
 
eth1      Link encap:Ethernet  HWaddr 00:0E:0C:21:83:97
          inet addr:192.168.0.162  Bcast:10.24.17.255  Mask:
255.255.255.0
          inet6 addr:   fe80::20e:cff:fe21:8397/64 Scope:Link
          UP BROADCAST RUNNING MULTICAST  MTU:1500    Metric:1
          RX packets:1538726 errors:0   dropped:0 overruns:0 frame:
0
          TX packets:356 errors:0 dropped:0   overruns:0 carrier:0
          collisions:0 txqueuelen:1000
          RX bytes:341051195 (325.2 MiB)  TX bytes:22862 (22.3 KiB)
          Base address:0x5cc0   Memory:fbfe0000-fc000000
 
lo        Link encap:Local Loopback
          inet addr:127.0.0.1  Mask:255.0.0.0
          inet6 addr: ::1/128 Scope:Host
          UP LOOPBACK RUNNING  MTU:16436    Metric:1
          RX packets:3865 errors:0 dropped:0   overruns:0 frame:0

 
2. ethtoolコマンドを実行して PSA-MMB間通信 LAN用 NICを探します。手順 1.で表示された各イ
ンターフェースに対して、以下のコマンドをそれぞれ実施して確認します。

PSA-MMB間通信 LAN用 NICは、bus-info(SEG:BUS:DEV.FUNC番号) が 0000:00:19.0になります。
 
【入力形式】

/sbin/ethtool -i <インターフェース名>

 
【表示例】

eth0に対して実施した結果、PSA-MMB間通信 LAN用 NICと一致した例です。

# /sbin/ethtool -i eth0
       driver: e100
       version: 3.0.27-k2-NAPI
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       firmware-version: N/A
       bus-info: 0000:00:19.0  (PSA-MMB間通信 LAN向け NICと一致)

 
■PSA-MMB間通信 LAN用の NICの設定
以下の手順で、PSA-MMB間通信 LAN用の NICを設定します。
 
●操作手順

1. /etc/sysconfig/network-scripts配下の該当するインターフェースに対する ifcfgファイルを編集しま
す。

 
・ PSA-MMB間通信 LAN用 NICインターフェース用：ifcfg-<NICインターフェース名>

 
例．ifcfg-eth0
 
該当するインターフェースに対する ifcfg ファイルを編集し、IPアドレスを変更します。
PSA-MMB間通信 LAN用 NICインターフェース用 ifcfgファイルの編集例を、以下に示し
ます。

# vi   /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg-<NICインター
フェース名>
 
以下の行を変更します。　

BROADCAST=<PSA-MMB間通信 LAN向け BROADCASTアドレス>
IPADDR=<PSA-MMB間通信 LAN向け IPアドレス>
NETMASK=<PSA-MMB間通信 LAN向けサブネットマスク>

 
 
注意

・ 設定を変更する前に、ifcfgファイルが PSAインストール時の自動設定の値になっているか
を確認してください。自動設定の値になっていない場合、PSAがインストールされていな
い可能性があります。必ず PSAをインストールした後に設定を変更してください。

・ 変更が必要な項目(BROADCAST、IPADDR、NETMASK)以外は、コメント行を含め変更し
ないでください。変更した場合、PSA-MMB間の通信が不通となり、PSAが提供する機能
を使用できなくなるだけでなく、PSAアップデート時に自動設定の値に上書きされる可能
性があります。

  
 
 

2. その後、networkサービスの restartにより、ネットワークインターフェースが起動します。
【入力形式】

/sbin/service   network restart

 
3. PSA-MMB間通信 LAN用 NICの設定を反映させるため、PSAを再起動します。
【入力形式】
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/sbin/service   y30FJSVpsa stop
/sbin/service   y30FJSVpsa start

 

6.2.2  管理 LANの設定確認
管理 LAN ネットワークの設定、および必要に応じて PRIMECLUSTER GLSまたは bondingなどによる
二重化設定を行ってください。

また、上記管理 LANのネットワーク設定完了後、「6.2.4 ファイアーウォール機能の確認 (ポートの開
放) 」および「6.2.7 管理 LAN IPアドレスの設定」を実施してください。
 
注意

PRIMEQUEST環境では、MMBとの通信に使用する管理 LANに接続するスイッチの STP機能を OFF
にする必要があります。

 

6.2.3  SELinux機能の設定確認
ここでは、SELinuxの設定とその確認方法について説明します。
 
■OS別設定
・ RHEL5の場合

PSAをインストールするパーティション OSが RHEL5の場合は、SELinuxを無効にして運用しま
す。PSAインストール時に、SELinux機能は自動的に無効に設定されます。SELinux機能が無効
になっていることを確認してください。有効である場合は、SELinux機能を無効にします。

・ RHEL6.0/RHEL6.1の場合
PSAをインストールするパーティション OSが RHEL6.0/RHEL6.1の場合は、SELinuxを無効にし
て運用します。PSAインストール時に、SELinux機能は自動的に無効に設定されません。SELinux
機能の設定を確認してください。有効である場合は、SELinux機能を無効にします。

・ RHEL6.2 以降の場合
PSAをインストールするパーティション OSが RHEL6.2以降の場合は、SELinux機能の有効/無効
にかかわらず運用できます。

 
以下に SELinux機能の設定確認および無効する手順を説明します。SELinux機能を無効にして運用す
る場合 [disabled] になっていることを確認します。[disabled] 以外の値が表示された場合は、コンフィグ
ファイル (/etc/selinux/config) を修正して [disabled] にします。
 
 
■設定の確認

#cd /etc/selinux/
#more config
.....
.....
SELinux=disabled   ← ここを確認します。

 
 
■設定の修正
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# vi /etc/selinux/config
.....
.....
SELinux=disabled   ← ここを修正します。

 

6.2.4  ファイアーウォール機能の確認 (ポートの開放)
ファイアーウォール設定でパーティションのポートが開放されていないときは、PSAが動作するため
に必要なポートを開放します。管理 LAN用のインターフェースと PSA-MMB間通信 LAN用インター
フェースに対して設定します。

PSA-MMB間通信 LAN用インターフェースに関する設定は必須です。通常、PSAインストール時に自
動設定されます (*1)。
管理 LAN用インターフェースに関する設定は、PRIMECLUSTERとの連携を行う場合にのみ必要とな
ります。ポート開放は、提供されている設定用シェルスクリプトを実行して設定するか、iptablesコマ
ンドなどを使って手動で設定してください (*2)。
なお RHEL6の場合は、〔PSA2.6版以降の場合〕を参照してください。
*1：PSA 2.6 版以降、SVIM から PSA が自動インストールされた場合のみ、ポートが設定されます。
*2：PSA 2.6 版以降、設定用のシェルスクリプト (setmlanfw.sh) を実行すると、管理 LAN 用のチェイ
ン (MMLAN) のみ作成されます。iptables の INPUT または OUTPUT に、管理 LAN 用のチェインへの
ジャンプ設定を追加してください。詳細は「●設定用シェルスクリプト (setmlanfw.sh) を使った設定」
を参照してください。

 
■管理 LAN用インターフェース
管理 LAN用のインターフェースに関して、以下のポートを開放します。
設定を行う前に「6.2.7 管理 LAN IPアドレスの設定」を行ってください。ポート開放は、設定用シェ
ルスクリプト (setmlanfw.sh) を使うか、iptablesコマンドなどを使って手動で設定してください。
 

表 6.4 管理 LAN用のインターフェースで開放するポート

ポート ポート番号 説  明 備  考

snmptrapポート udp/snmptrap
または 162

ポートはクラスタ連携 (PCL など) を使用
する場合にのみ開放する。

 

IPアドレス指定は、
全クラスタノード

に属するMMBの
MMB Physical IP
Address (MMB#0/
MMB#1) を指定
 

rmcp+ポート udp/7000～ 7100

 
●設定用シェルスクリプト (setmlanfw.sh) を使った設定
注意

・ setmlanfw.shは、iptablesに管理 LAN用のポートを設定するツールです。iptables以外のファイアー
ウォールを使用している場合は、個別に「表 6.4 管理 LAN用のインターフェースで開放するポー
ト」に指定されているポートを開放する必要があります。

・ 2.8.0版以前の PSAをインストール、かつ設定用シェルスクリプト (setmlanfw.sh) を使用する場合、
iptablesサービスが停止していると、既存の設定が失われます。
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・ 設定用シェルスクリプト (setmlanfw.sh) は、iptablesへ設定を追加します。本スクリプトを使用し
て設定する場合は、iptablesサービスを起動して実行してください。

 
1.「6.2.7 管理 LAN IPアドレスの設定」が行われていることを確認します。

 
2.  設定ファイルを用意します。
設定ファイルのサンプルは以下に配置してあります。

/opt/FJSVpsa/sh/sample_conf_setmlanfw.txt

備考

上記ファイルはサンプルファイルのため、PSAアップデート時に上書きされます。実際に使用し
た設定ファイルを保持しておきたい場合は、別途保存してください。

 
 設定ファイルでは、[PCL] とだけ記載した行に続けて、PRIMECLUSTERで定義された全クラス
タノードに属するMMBの物理 IP (MMB Physical IP Address <MMB#0/MMB#1>)、または上記MMB
の物理 IPを含むネットワーク IPを 1行 1項目単位で記載します。

設定ファイル記載例：

 
[PCL]
192.168.0.0/24
192.168.1.5

 
3. 設定用シェルスクリプトを実行します。
手順 2.で用意した設定ファイルのパスを、第一引数に指定します。
設定ファイルの内容を確認するメッセージが表示されるので、「Y」と入力します。

実行例：(カレントディレクトリに設定ファイル "fwconf.txt" が
準備されているものとします。)

# /opt/FJSVpsa/sh/setmlanfw.sh ./fwconf.txt
Management LAN IP address:
192.168.0.1
 
Source IPs for PRIMECLUSTER Service:
192.168.0.0/24
192.168.1.5.
 
Press "Y" to confirm above settings, "N" to cancel all settings
> Y

################################################################
# Created the MMLAN chain on your                              #
# firewall(iptables)                                           #
# For more detail on how to set firewall, refer to the         # 
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# Installation Manual.                                         #
################################################################
The setting was completed

 
4. iptables -L -nコマンドを実行し、設定チェイン "MMLAN" が存在することを確認します。

実行例：

# iptables -L -n
Chain INPUT (policy DROP)
target     prot  opt source               destination
MMLAN       all  --  0.0.0.0/0            0.0.0.0/0
 
Chain FORWARD (policy DROP)
target     prot  opt source               destination
 
Chain OUTPUT (policy DROP)
target     prot  opt source               destination
MMLAN       all  --  0.0.0.0/0            0.0.0.0/0
 
Chain MMLAN (2 references)
target   prot  opt source             destination
ACCEPT   udp   --  192.168.0.0/24  192.168.0.1     udp dpts:
7000:7100
ACCEPT   udp   --  192.168.0.1     192.168.0.0/24  udp spts:
7000:7100
ACCEPT   udp   --  192.168.0.0/24  192.168.0.1     udp dpt:162
ACCEPT   udp   --  192.168.0.1     192.168.0.0/24  udp spt:162
ACCEPT   udp   --  192.168.1.5     192.168.0.1     udp dpts:
7000:7100
ACCEPT   udp   --  192.168.0.1     192.168.1.5     udp spts:
7000:7100
ACCEPT   udp   --  192.168.1.5     192.168.0.1     udp dpt:162
ACCEPT   udp   --  192.168.0.1     192.168.1.5     udp spt:162 

注意

管理 LAN用インターフェースの IPアドレスを変更した場合、いったん設定を削除してから、再
度設定してください。設定の削除については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリ
ファレンス』(C122-E110) の「4.11　管理 LAN用インターフェース向けファイアーウォール設定
コマンド (setmlanfw.sh)」の「(7) 設定削除手順」を参照してください。
 
〔PSA2.6版以降の場合〕
設定チェイン "MMLAN" を INPUTおよび OUTPUTチェインに追加します。このとき、INPUTお
よび OUTPUTチェインにある既存の REJECT設定や、ユーザー定義のチェインに遮断されない
ように、注意して設定してください。

実施例： INPUT、FORWARDに REJECT設定がある場合
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# iptables ‒L 
Chain INPUT (policy ACCEPT)
target     prot  opt source               destination
ACCEPT     all   --  0.0.0.0/0            0.0.0.0/0  state RELATED,
¥
ESTABLISHED
ACCEPT     icmp  --  0.0.0.0/0            0.0.0.0/0
ACCEPT     all   --  0.0.0.0/0            0.0.0.0/0
ACCEPT     tcp   --  0.0.0.0/0            0.0.0.0/0  state NEW tcp 
dpt:22

REJECT     all   --  0.0.0.0/0            0.0.0.0/0  reject-with 
¥
icmp-host-prohibited
 
Chain FORWARD (policy ACCEPT)
target     prot  opt source               destination

REJECT     all   --  0.0.0.0/0            0.0.0.0/0  reject-with 
¥
icmp-host-prohibited 
 
Chain OUTPUT (policy ACCEPT)
target     prot  opt source               destination
 
Chain MMLAN (2 references)
target     prot  opt source               destination
ACCEPT     udp  --  192.168.0.0/24        192.168.0.1    udp dpts:
7000:7100
ACCEPT     udp  --  192.168.0.1           192.168.0.0/24  udp spts:
7000:7100
ACCEPT     udp  --  192.168.0.0/24        192.168.0.1     udp dpt:
162
ACCEPT     udp  --  192.168.0.1           192.168.0.0/24  udp spt:
162
ACCEPT     udp  --  192.168.1.5           192.168.0.1     udp dpts:
7000:7100
ACCEPT     udp  --  192.168.0.1           192.168.1.5     udp spts:
7000:7100
ACCEPT     udp  --  192.168.1.5           192.168.0.1     udp dpt:
162
ACCEPT     udp  --  192.168.0.1           192.168.1.5     udp spt:
162

行末の¥は、改行しないことを表す。
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5. "MMLAN" を INPUTチェインの 5番目 (REJECT設定の前) および OUTPUTチェインに追加しま
す。(iptablesのオプションの詳細は manマニュアルを参照してください。)

# /sbin/iptables ‒I INPUT 5 ‒j MMLAN
# /sbin/iptables ‒A OUTPUT ‒j MMLAN

 
6. iptables -Lコマンドを実行し、INPUTチェインおよび OUTPUTチェインについて、追加した

MMLANチェインが、その前の REJECT、DROPなどにより遮断されていないことを確認します。

設定例：

# iptables ‒L
Chain INPUT (policy ACCEPT)
target     prot  opt source               destination
ACCEPT     all   --  0.0.0.0/0            0.0.0.0/0  state RELATED,
¥
ESTABLISHED
ACCEPT     icmp  --  0.0.0.0/0            0.0.0.0/0
ACCEPT     all   --  0.0.0.0/0            0.0.0.0/0
ACCEPT     tcp   --  0.0.0.0/0            0.0.0.0/0  state NEW tcp 
dpt:22

MMLAN      all   --   0.0.0.0/0           0.0.0.0/0
REJECT     all   --  0.0.0.0/0            0.0.0.0/0  reject-with 
¥
icmp-host-prohibited
 
Chain FORWARD (policy ACCEPT)
target     prot  opt source               destination
REJECT     all   --  0.0.0.0/0            0.0.0.0/0  reject-with 
¥
icmp-host-prohibited
 
Chain OUTPUT (policy ACCEPT)
target     prot  opt source               destination

MMLAN      all   --  0.0.0.0/0            0.0.0.0/0
 
Chain MMLAN (2 references)
target     prot  opt source               destination
ACCEPT     udp   --  192.168.0.0/24       192.168.0.1     udp dpts:
7000:7100
ACCEPT     udp   --  192.168.0.1          192.168.0.0/24  udp spts:
7000:7100
ACCEPT     udp   --  192.168.0.0/24       192.168.0.1     udp dpt:
162
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ACCEPT     udp   --  192.168.0.1          192.168.0.0/24  udp spt:
162
ACCEPT     udp   --  192.168.1.5          192.168.0.1     udp dpts:
7000:7100
ACCEPT     udp   --  192.168.0.1          192.168.1.5     udp spts:
7000:7100
ACCEPT     udp   --  192.168.1.5          192.168.0.1     udp dpt:
162
ACCEPT     udp   --  192.168.0.1          192.168.1.5     udp spt:
162 

行末の¥は、改行しないことを表す。
 

7. ファイアーウォールの設定を保存します。

# /sbin/service iptables save
 
■PSA-MMB間通信 LAN用インターフェース

PSA-MMB間通信 LAN用インターフェースに関して、以下のポートを開放します。通常、PSAインス
トール時に自動的にポート開放が設定されます (*)。
*：PSA 2.6 版以降では、SVIMから PSAがインストールされた場合のみ、自動的にポートが設定され
ます。

 

表 6.5 PSA-MMB間通信 LAN用インターフェースで開放するポート

ポート ポート番号 説  明 備  考

snmpポート udp/snmpまたは 161  送受信双方

web-mmb通信ポート tcp/fj-webgateまたは
24450

web-mmb通信用のポート 送受信双方

psa-mmb通信ポート tcp/MMB側 5000 MMB側の 5000番ポートに対す
る通信。

本通信では、パーティション側は

クライアントとして動作するため、

パーティション側で使用される

ポート番号は、不定 (tcp/1025 ～
65535 のいずれか 1ポート)。
パーティションからの接続開始許

可が設定されている場合や、パー

ティションとの接続が確立したも

のに通信許可などが設定されてい

る場合は、5000 番ポートに対す
る設定は不要。

5000 番ポートに対する設定が不
要な例：

  iptables -A OUTPUT -m state --state

送受信双方
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ポート ポート番号 説  明 備  考

  NEW,ESTABLISH -j ACCEPT
  iptables -A INPUT -m state --state
  ESTABLISH -j ACCEPT

icmp echo-request  送信のみ

icmp echo-reply  受信のみ

 
【入力形式】

/sbin/iptables -L

 
ポートの開放は、iptablesコマンドなどで実施してください。使用方法は、コマンドのmanなどを参照
してください。

 
【入力形式】

/usr/bin/man iptables

 

6.2.5  パーティションからのトラップ送信先の設定
パーティションから直接 PSAの拡張トラップを送信する場合は、パーティション側でトラップ送信先
の設定および PSAのトラップ通知設定が必要です。
 
備考

・ 本設定は、必要な場合のみ実施してください。

・ 本設定を行わなくても、MMB 経由のトラップは送信されます。
・ 運用管理ソフトウェアがパーティションごとにイベントを管理する場合には、本設定が必要です。

 
■操作手順

1. /etc/opt/FJSVpsa/usr/psatrap.confファイルを編集します。
 
PSAトラップの通知を設定する場合の例

#vi   /etc/opt/FJSVpsa/usr/psatrap.conf
 
以下の行を変更します。

[PSATRAP]
PSATRAP_SET=<0 or 1>

 
【設定値】

1：パーティションからの PSAトラップが通知されます。
0：パーティションからの PSAトラップが通知されません。
 
【入力例】
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[PSATRAP]
PSATRAP_SET=1

 
2. snmpd.confファイルにトラップ送信先を設定します。
詳しくは、「■snmpd.confの編集」を参照してください。
 

3. 設定を反映させるため、PSAを再起動します。
【入力形式】

#/sbin/service   y30FJSVpsa stop
#/sbin/service   y30FJSVpsa start

 
 
■snmpd.confの編集

# vi /etc/snmp/snmpd.conf

使用したい SNMPのバージョンに応じて、以下の行を追加します。　
※定義順は自由です。

trapsink HOST [COMMUNITY [PORT]]      # SNMPv1トラップの設定
trap2sink HOST [COMMUNITY [PORT]]     # SNMPv2トラップの設定
trapsess SNMPCMD_ARGS HOST[:PORT]     # SNMPv3トラップの設定

 
設定の詳細について以降で説明します。

 
■SNMPv1/SNMPv2トラップの設定

trapsink HOST [COMMUNITY [PORT]]       # SNMPv1トラップの設定
trap2sink HOST [COMMUNITY [PORT]]      # SNMPv2トラップの設定

 
トラップを受信する (通知を送る先の) ホストを定義します。
・ ホストを定義すると snmpd起動時に Cold Startトラップを送ります。パーティションからの SNMP
トラップ送信が設定されている場合は、認証が失敗したときにもトラップを送ります。

・ trapsink、trap2sink行を複数指定すれば、複数の送信先を指定することができます。
COMMUNITYが指定されていない場合は、trapcommunityで指定した文字列が使われます。
trapcommunityは、トラップを送るときに使う初期値のコミュニティ文字列を定義するコマンド
です。trapcommunityでコミュニティ文字列を定義するときは、trapsink, trap2sink行より前に指定
してください。

trapcommunity STRING                      #コミュニティ名設定

 
・ PORTが指定されていない場合は、一般的な SNMPトラップポート (162) が使われます。

IPアドレスが "192.168.0.162" の 162ポートのマネージャに対して、コミュニティ名が "public" で、
トラップを送信可能とする場合の例
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trapsink  192.168.0.162  public  162            ##SNMPv1トラップの
設定

trap2sink  192.168.0.162  public  162           ##SNMPv2トラップの
設定

 
■SNMPv3トラップの設定

 

trapsess SNMPCMD_ARGS HOST[:PORT]# SNMPv3トラップの設定

 
トラップを受信する(通知を送る先の) ホストを定義します。PORTが指定されていない場合は、一般的
な SNMPトラップポート(162) が使われます。
SNMPCMD_ARGSで指定する主なオプションについて説明します。
 

-v version：
SNMPバージョンを指定します。SNMPv3の場合は 3を指定します。
 

-e engineID：
トラップ送信元の/var/net-snmp/snmpd.confファイル内の oldEngineIDの値を設定します。
 

-u secName：
SNMPv3用のアカウントです。マネージャ側の設定と同期を取る必要があります。
 

-l secLevel：
SNMPv3メッセージのセキュリティレベルに応じて、「表 6.6 secLevelの設定」に示すいずれかの
値を設定します。

 

表 6.6 secLevelの設定

設定値 認証 暗号化

noAuthNoPriv 設定しない 設定しない

authNoPriv 設定する 設定しない

authPriv 設定する 設定する

 

-a authProtocol：
SNMPv3メッセージを認証するためのプロトコルでMD5または SHAを指定します。SHAを使
用するためにはインストールされている opensslを使ってパッケージを作成しなければなりませ
ん。-lオプションでセキュリティレベルに認証が含まれる場合に有効となり、認証が含まれない
場合は省略可能です。
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-A authPassword：
認証パスワード(8文字以上)。マネージャ側の設定と同期を取る必要があります。-lオプション
でセキュリティレベルに認証が含まれる場合に有効となり、認証が含まれない場合は省略可能で

す。

 

-x privProtocol：
SNMPv3メッセージを暗号化するためのプロトコル。現在のところプライバシープロトコルがサ
ポートされているのは DESのみです。-lオプションでセキュリティレベルに暗号化が含まれる
場合に有効となり、暗号化が含まれない場合は省略可能です。

 

-X privPassword：
暗号化パスワード (8文字以上)。マネージャ側の設定と同期を取る必要があります。-lオプショ
ンでセキュリティレベルに暗号化が含まれる場合に有効となり、暗号化が含まれない場合は省略

可能です。

 
 
IPアドレスが "192.168.0.162" の 162ポートのマネージャに対して、[PRIMEQUEST] というアカウント
で認証・暗号化を有効にし、SNMPv3トラップを送信可能とする場合の例
 

#trapsess -v 3 -e  0x800007e58026577a9f421950a4 -u PRIMEQUEST -l ¥
authPriv -a MD5
 -A 00000000 -x  DES -X 11111111 192.168.0.162:162 　¥
##SNMPv3トラップの設定

¥：改行しないことを表す。
 
トラップ送信先の設定後、下記コマンドにより、snmpdを再起動します。
 

#/etc/rc.d/init.d/snmpd restart

 
snmpdの再起動完了後、PSAを再起動します。
 

#/sbin/service y30FJSVpsa stop
#/sbin/service y30FJSVpsa start

 
■トラップ送信先設定確認方法について

トラップ送信先設定確認をするには、snmpdを再起動するさいの、net-snmp標準トラップを利用しま
す。このトラップの受信可否により、正しく設定されているかを確認できます。

 
備考

トラップ送信先では、トラップ受信用のアプリケーションや管理マネージャが動作していて、net-snmp
標準トラップが受信できる必要があります。

トラップ送信元マシン上では、下記コマンドにより、snmpdを再起動します。
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# /etc/rc.d/init.d/snmpd restart

 
本操作により、トラップ送信先では、トラップ受信用のアプリケーションに、「ColdStart」の net-snmp
標準トラップが通知されます。

例として、トラップ送信先が Linuxマシンの場合を示します。トラップ送信先が Linuxマシンの場合、
[snmptrapd] でトラップ受信したときに、以下のようなメッセージがシステムログに表示されます。ト
ラップが正しく受信できることを確認してください。

 

Aug 17 12:00:53 pq-server   snmptrapd[2600]: 2005-08-17 12:00:53 ¥
pq-server.
fujitsu.com   [192.168.0.162](via 192.168.0.162) TRAP, SNMP v1, ¥
community 
public   NET-SNMP-MIB::netSnmpAgentOIDs.10 Cold Start Trap (0) ¥
Uptime: 0:00:00.17

¥：改行しないことを表す。
 

6.2.6  MMB経由のトラップ送信先とメール送信先の設定
MMB経由のトラップの送信先とメールの送信先は、MMB Web-UIで設定した宛先です。
MMBのトラップの送信先について詳しくは、「7.5.2 SNMPの設定」を参照してください。メールの送
信先について詳しくは、「7.4 SMTPの設定」を参照してください。
 
備考

・ 本設定は必要な場合のみ実施してください。

・ Systemwalkerなどの運用管理ソフトウェアがパーティションを管理する場合には、本設定が必要
になります。

6.2.7  管理 LAN IPアドレスの設定
PSAにパーティション上の管理 LANの IPアドレスを設定します。管理 LANについて詳しくは、
『PRIMEQUEST 1000 シリーズ 運用管理マニュアル』(C122-E108) の「1.3  管理 LAN」を参照してくだ
さい。

 
注意

ここでは、MMB側の IPアドレスではなく、パーティション側の IPアドレスを設定します。
 
/etc/opt/FJSVpsa/usr/ipsetup.confファイルを編集します。
 
管理 LAN用 IPアドレスを変更する場合の例

# vi /etc/opt/FJSVpsa/usr/ipsetup.conf
 
以下の行を変更します。

[NETWORK]
ManagementIP=<管理 LAN用 IPアドレス>
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【入力形式】

[NETWORK]
ManagementIP=192.168.0.1

管理 LAN用 NICの設定を反映させるため、PSAを再起動します。
 
【入力形式】

/sbin/service y30FJSVpsa stop
/sbin/service y10FJSVpsa start
/sbin/service y30FJSVpsa start

 
PRIMECLUSTER GLSによる管理 LANの二重化設定方法について詳しくは、PRIMECLUSTERのマニュ
アルを参照してください。

 
PRIMECLUSTERとの連携を行い、かつ管理 LAN用インターフェースに対しファイアーウォール設定
が行われている場合は、本設定の後「6.2.4 ファイアーウォール機能の確認 (ポートの開放)」の手順に
従い、管理 LAN用のインターフェースに対する設定を行ってください。
 

6.2.8  複製ディスク使用時の SNMP設定
ここでは、複製したディスクを使用した場合に必要な設定について説明します。

 
備考

本設定は、必要な場合のみ実施してください。

 
同一筐体内のパーティションから複製したディスクを使用して、新たにパーティションを構築するこ

とができます。この場合には、PSAの内部通信で使用する SNMPv3の EngineIDを手動で変更する必要
があります。

以下に変更手順を示します。本手順は、root権限で実施してください。
 
■操作手順

1. psコマンドで、PSAが起動しているかを確認します。
 
【入力形式】

ps ax | grep psa

 
【表示例】

以下のように/opt/FJSVpsa/bin/配下のプロセスが表示される場合は、PSAが稼動中です。

# ps ax | grep psa

 4562 ?        S      0:00 /opt/FJSVpsa/bin/pm  -o 70 /etc/opt/¥
FJSVpsa/
  global/pmpsa.conf

PRIMEQUEST 1000シリーズ 導入マニュアル
第 6章 OSのインストール後に実施する作業(PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L)

159 C122-E107-10



 4563 ?        S      0:18 /opt/FJSVpsa/bin/loggetd  -p /
 4564 ?        S      0:06  /opt/FJSVpsa/bin/sisp -p /
 4565 ?        S      0:00  /opt/FJSVpsa/bin/mmbm -p /
 4566 ?        S      0:01  /opt/FJSVpsa/bin/mmbs -p /
 4567 ?        S      0:02 /opt/FJSVpsa/bin/fs  -p /
 4568 ?        S      0:00  /opt/FJSVpsa/bin/ciipmi -p /
 4569 ?        S      7:40 /opt/FJSVpsa/bin/cilog -p /
 4570 ?        S      8:47 /opt/FJSVpsa/bin/cios -p /
         ・
         ・
 4578 ?        S      0:00  /opt/FJSVpsa/bin/cisalchild 1 /
 4819 ?        Sl     0:00  /opt/FJSVpsa/bin/webgate -p /
 21670 pts/5   S+     0:00 grep psa

¥：改行しないことを表す
 

2. PSAが起動中の場合は、serviceコマンドで PSAを停止します。
 
【入力形式】

/sbin/service y30FJSVpsa stop

 
3. psコマンドにより、snmpdが起動しているか確認します。

 
【入力形式】

ps ax | grep snmpd

 
【表示例】

以下のように/usr/sbin/snmpdが表示される場合は、snmpdが起動中です。

# ps ax | grep snmpd
32611 ?       S      0:04 /usr/sbin/snmpd -Lsd -Lf /dev/null -p ¥
var/run/snmpd -a

¥：改行しないことを表す
 

4. snmpdが起動中の場合は、serviceコマンドで snmpdを停止させます。
 
【入力形式】

/sbin/service snmpd stop

 
5. /var/net-snmp/snmpd.confファイルに定義されている oldEngineIDの値を変更します。
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16進表記で 34桁以内の任意の数値に変更してください。ただし、同一筐体内の他パーティショ
ンで定義されている値とは異なる値にする必要があります。

 
oldEngineIDの値を 0x19760523に書き替える場合の例

#vi  /var/net-snmp/snmpd.conf
oldEngineID 0x19760523

 
6. serviceコマンドで snmpdを起動します。

 
【入力形式】

/sbin/service snmpd start

 
7. PSA内部通信で使用する SNMPv3用パスワードを再生成するために、/opt/FJSVpsa/sh/ディレクト
リへ移動します。

 
【入力形式】

cd /opt/FJSVpsa/sh/

 
8. 上記ディレクトリ内で、snmpsetup.shを実行します。

snmpsetup.shを実行すると、PSA内部通信で使用する SNMPv3用パスワードが自動生成されます。
 
【入力形式】

./snmpsetup.sh install

 
9. PSAを起動します。

 
【入力形式】

/sbin/service y30FJSVpsa start

 

6.2.9  PSAのアップデートインストール
Red Hat Enterprise Linuxでの PSAのアップデートインストール方法について説明します。
以下のコマンドの順番で、PSAのサービスを停止してから、PSAパッケージをアップデートインストー
ルします。

以下の説明は、作業ディレクトリ (以下、$WORK_DIR と呼びます) 内に PSA のパッケージ (FJSVpsa-
$VER-$REL.tar.gz) が展開された状態を前提としています。
 
【入力形式】
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/sbin/service y30FJSVpsa stop
cd $WORK_DIR/FJSVpsa
./INSTALL.sh
/sbin/service y30FJSVpsa start

 

6.2.10  SIRMSのアップデートインストール
Red Hat Enterprise Linuxでの SIRMSのアップデートインストール方法について説明します。
以下のコマンドで SIRMS関連のパッケージのアップデートインストールを実行します。
 
【入力形式】

/bin/rpm -Uvh sirms-X.X.X-X.i386.rpm (*)

*：X.X.X-Xは版数
 

6.2.11  PSAのアンインストール
Red Hat Enterprise Linuxでの PSAのアンインストール方法について説明します。
以下のコマンドの順番で、PSAのサービスを停止してから、PSAパッケージをアンインストールしま
す。

 
【入力形式】

/sbin/service y30FJSVpsa stop
/bin/rpm -e FJSVpsa

 
注意

iptables サービスが停止状態の場合、インストール時に設定した PSA-MMB 間通信 LAN 用
インターフェースで開放するポートの設定は削除されません。必要に応じて、手動で削除

してください。開放するポートについて詳しくは、「表 6.5 PSA-MMB間通信 LAN用インターフェース
で開放するポート」を参照してください。

 

6.2.12  SIRMSのアンインストール
Red Hat Enterprise Linuxでの SIRMSのアンインストール方法について説明します。
以下のコマンドで SIRMS関連のパッケージをアンインストールします。
 
【入力形式】

/bin/rpm -e   sirms
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6.3  PSAの設定 (Windows Server 2003)
OSインストール後、PSAを動作させるために必要な設定の確認と、使用できる機能について説明しま
す。

 

表 6.7 PSA動作に必要な設定確認と使用できる機能

必須／必要に

応じて
設定項目

自動設定 (*1)／
手動設定 (*2)

参照先

必須 PSA-MMB間通信
LANの設定

手動設定 6.3.1 PSA-MMB間通信 LANの設
定

管理 LANの設定確認 手動設定 6.3.2 管理 LANの設定確認

Windowsファイアー
ウォールの設定

手動設定 6.3.5 Windowsファイアーウォール
の設定

管理 LAN IP アドレス
の設定

手動設定 6.3.7 管理 LAN IPアドレスの設定

必要に応じて

 
 
 

パーティションから

のトラップ送信先の

設定

手動設定 6.3.3 パーティションからのトラッ
プ送信先の設定

MMB経由のトラップ
送信先とメール送信

先の設定

手動設定 6.3.4 MMB経由のトラップ送信先
とメール送信先の設定

STOPエラー (致命的
なシステムエラー) 発
生後のWatchdog監視
設定

手動設定 6.3.6 STOPエラー (致命的なシス
テムエラー) 発生後のWatchdog
Timer監視設定

PSAのアップデート
インストール

対象外 6.3.8 PSAのアップデートインス
トール

SIRMSのアップデー
トインストール

対象外 6.3.9 SIRMSのアップデートイン
ストール

PSAのアンインス
トール (*3)

対象外 6.3.10 PSAのアンインストール

SIRMSのアンインス
トール

対象外 6.3.11 SIRMSのアンインストール

 
*1：自動設定：PSAインストール時に自動設定されています。自動設定の内容の変更が必要な場合が
あるので、上記表の参照先を確認してください。

*2：手動設定：PSAインストール時には設定されていません。上記表の参照先のとおり設定してくだ
さい。

*3：PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L運用時は、必ず PSAをインストールしてください。
PSAをアンインストールすると、以下の制限があります。
・ I/O (PCI Expressカード、ハードディスクなど) の異常通知、管理者への Trap通知ができません。
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・ 予兆検出による次の異常通知、管理者への Trap通知ができません。
・ HDDの S.M.A.R.T.監視の閾値超え

・ 運用管理ソフトウェアでパーティション側の情報が収集できません。

・ REMCS契約時にソフトウェア異常が通知されません。
 
備考

・ SVIMを使用して OSをインストールするときに、PSAも同時にインストールされます。SVIM
について詳しくは、『ServerView Installation Manager』を参照してください。

・ PSAを手動でインストールする場合について詳しくは、「付録 B PSAの手動インストール・アン
インストール」を参照してください。

・ PSAインストール時に、PSA動作のための設定が以下のように自動的に追記または変更されます。
 
 
注意

PSAインストール時に自動追記／変更された設定については、設定変更を行わないでください。PSA
が正常に動作できなくなる場合があります。

 

表 6.8 PSAインストール時に自動追記／変更される設定

項目 説明

1.　サービスの設定 ・ PRIMEQUEST Server Agent
・ PRIMEQUEST PEM Command Service
・ PRIMEQUEST PSA Environment Control Service

2.　環境変数の設定
 

・ PATH変数：既存の PATH変数に PSAが使用する値が追加
される。

・ FJSVpsa_INSTALLPATH変数：新規に変数が追加される。

3.　ポートの設定
 

PSAが TCP:24450ポートを使用するよう設定する。

4.　 SNMPのセキュリティ
設定

 

PSAがMMBからの SNMPパケットを受け付ける必要があるため、
SNMP Serviceのセキュリティを設定する。
PSAインストール時に、[SNMP Service] の [プロパティ] 画面の [セ
キュリティ] タブで選択されている項目により処理が異なります。
・ [すべてのホストから SNMPパケットを受け付ける] が選択
されている場合：SNMP のセキュリティ設定はしない。

・ [これらのホストから SNMPパケットを受け付ける] が選択
されている場合：MMBの IPアドレスを設定する。[localhost]
が設定されていない場合には [localhost] も、SNMPのセキュ
リティで設定する。

5.　WMI (Windows
Management Instrumentation)
の設定

 

PSAはWindowsに標準でインストールされるWMIを利用して、
PCI Expressカードや SCSI装置の情報を取得する。
このとき、RAID装置などの LUN数が多い場合、WMIが収集す
るために使用するメモリサイズや内部ハンドル数が不足すること

があるため、以下の値に設定を変更する。

・ 使用メモリ上限サイズ：536,870,912 byte
・ 内部ハンドルの上限数：65,536
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備考

・ 以下の場合は、SNMP セキュリティ設定コマンド (setsnmpsec) を実行します。コマンドについて
詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「4.8　
SNMP セキュリティ設定コマンド (setsnmpsec)」を参照してください。
・ PSAインストール後に SNMP Serviceのセキュリティ設定を [すべてのホストから SNMPパ
ケットを受け付ける] から [これらのホストから SNMPパケットを受け付ける] に変更する
場合

・ MMBの IPアドレスを変更する場合
・ PSAインストール後、初めて起動したときにWeb-UIで [PSA] 画面を表示すると、[E_33077 PSA

is Not Active. (01:0000)] というエラーメッセージが表示されることがあります。これは、PSAが
初回起動時にのみシステムのセンサー情報を収集する時間を要するためです。数分間待ってから

再度表示操作をしてください。

・ MMBの IPアドレスおよびパーティション側の管理 LANの IPアドレスを変更した場合は、必ず
PSAを再起動してください。再起動しないと、Web-UIで [PSA] 画面の表示エラーが発生し、PSA
で検出するエラーも通知できません。

 
■Windows Server 2003設定時の注意
・ Drワトソン (Windowsに付属の診断ソフトウェア) のオプション設定で [メッセージ ボックスに
よる通知] を有効にしないでください。PSAで異常が発生した場合にメッセージボックスが表示
され、閉じない限り PSAが再起動できなくなります。

・ イベントビューアのシステムログ、アプリケーションログのプロパティで [ログ サイズが最大値
に達したときの操作] で [イベントを上書きしない] に変更しないでください。ログサイズが最大
値に達した場合、それ以降にエラーが発生してもログに出力されないため、PSAで検出できませ
ん。

・ Windowsサービスの「Print Spoolerサービス」を停止しないでください。OS情報収集機能は、
WMI (Windows Management Instrumentation) を使用します。「Print Spoolerサービス」が停止してい
ると、WMIでエラーが通知されるため、正しい構成情報が収集できません。

・ 以下のレジストリの値を 20000 (20秒) 未満に設定すると、OSのシャットダウン時にハングアッ
プする可能性があります。このためレジストリの値は、必ず 20000 (20秒) 以上に設定してくださ
い 。デフォルトは 20000です。

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Control¥
WaitToKillServiceTimeout

上記のレジストリで、シャットダウン時にサービスを終了させるまでの待ち時間 (ミリ秒：ms) を
指定できます。

 
 

6.3.1  PSA-MMB間通信 LANの設定
ここでは、PSA-MMB間通信 LANの設定の確認について説明します。
PSAがMMBと通信するため、パーティション側の PSA-MMB間通信 LANに接続されたネットワーク
インターフェースカード (NIC) が活性化されている必要があります。
 
PSA-MMB間通信 LAN の設定は、以下の手順を実施してください。
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注意

下記の場合、PSAの画面表示およびイベント通報機能が使用できません。
・ MMB Web-UIの [Network Configuration] - [Network Interface] 画面にて、[MMB-PSA IP Address] の

[Interface] が Disableの場合
・ 以下の操作 (PSA-MMB間通信 LAN設定コマンドの実行) を行わない場合

 
1. PSA-MMB間通信 LAN設定コマンドを実行します。

[PSA インストール先フォルダ] ¥opt¥FJSVpsa¥sh¥setpsalan.bat
 
注意

PSAインストール後に OSを再起動しないと、手順 1の PSA-MMB間通信 LAN設定コマンドが
失敗します。

OSを再起動してから、PSA-MMB間通信 LAN設定コマンドを実行してください。
 

2. OSを再起動します。
 
上記の手順を行うと、以下の値が設定されます。

 
<IPアドレス>
172.30.0.<パーティション ID + 2>/24
例) パーティション ID が 2 の場合
172.30.0.4/24
 
<通信設定>
Auto Negotiation off
Speed  100Mbps
Duplex  full
 
以下の場合に限り、IPアドレスの設定を変更してください。
・ 自動設定される IPアドレスが、業務ネットワークや管理ネットワークで使用する IPアドレスや
サブネットと重なってしまう

・ 別パーティションから複製したディスクを使用して新たにパーティションを構築した

・ あるパーティションでイントールしたディスクを別のパーティションに移して使用するなどで、

パーティション IDが変更となる
・ Windowsクラスタ(MSCS)を "筐体間クラスタ／同一パーティション番号" 間でクラスタ構成を構
築する (同じ IPアドレスが割り振られるため、構成チェックで「重複 IPアドレスが見つかりま
した」というエラーが発生する。)

 
IPアドレスの設定は、以降の手順で変更してください。なお、上記の 1.の理由で設定を変更する場合
は、同一筐体に存在する全パーティション、およびMMB 側の PSA-MMB 間通信 LAN の IPアドレス
も同一サブネットの IPアドレスに変更する必要があります。MMB 側の IPアドレスは、MMB Web-UI
から設定してください。

 
注意

・ 通信設定については、自動的に設定された値から変更しないでください。変更した場合、PSA-
MMB間の通信が不通となり、PSAの機能を使用できなくなることがあります。
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・ PSA-MMB間 LAN設定は、PSAインストール後に変更してください。PSAインストール前に変
更した場合、インストール時に設定が上書きされます。

 
■PSA-MMB間通信 LAN用のネットワークアダプターの設定
以下の手順で、ネットワークアダプターを設定します。

 
●操作手順

1. [コントロールパネル] - [ネットワーク接続] の順に選択します。
→ネットワークの一覧が表示されます。

 
2. 表示された一覧から [PSANIF] を選択し、マウスの右クリックメニューから [プロパティ] を選択
します。

注意

・ 名前が [PSANIF] となっている接続が存在しない場合、PSAがインストールされていない可
能性があります。必ず PSAをインストールした後に設定を変更してください。

・ 接続名 [PSANIF] は変更しないでください。変更した場合、PSAアップデート時に自動設定
の値に上書きされる可能性があります。

 
3. [インターネットプロトコル (TCP/IP)] を選択し、[プロパティ] ボタンをクリックします。
→ [インターネットプロトコル (TCP/IP)のプロパティ] が表示されます。
 

4. IPアドレス、サブネットマスクを設定します。
 

5. PSA-MMB間通信 LAN用 NICの設定を反映させるため、以下の手順で PSAを再起動します。
[コントロールパネル] - [管理ツール] - [サービス] の順に選択します。
右ウィンドウで [PRIMEQUEST Server Agent] を右クリックし、[再起動] を選択します。

 
●リモートデスクトップ接続で設定

リモートデスクトップ接続を使用して PSA-MMB間通信 LANを設定する場合は、コンソールセッショ
ンに接続する必要があります。以下の手順で接続してください。

 
1. [スタート] - [ファイル名を指定して実行] を選択します。
→ [ファイル名を指定して実行] ダイアログボックスが表示されます。
 

2.  [名前] ボックスに "mstsc /v:<servername/ip address> /console" を入力して [OK] ボタンをクリックし
ます。

<servername/ip address>には、接続先サーバ名または IPアドレスを指定してください。(クラスタ
の仮想 IPアドレスは指定できません。)
mstscのオプションの詳細は、mstsc /?を入力して確認できます。

 

6.3.2  管理 LANの設定確認
管理 LAN ネットワークの設定、および必要に応じてチーミング、GLSなどによる二重化設定を行って
ください。

また、上記管理 LANのネットワーク設定完了後、「6.3.7 管理 LAN IPアドレスの設定」を実施してく
ださい。
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注意

PRIMEQUEST環境では、MMBとの通信に使用する管理 LANに接続するスイッチの STP機能を OFF
にする必要があります。

 
 

6.3.3  パーティションからのトラップ送信先の設定
パーティションから直接、PSAの拡張トラップを送信する場合は、以下の手順でトラップ送信先の設
定および PSAのトラップ通知設定を行います。
 
備考

・ Windowsの場合、SNMPv3は未サポートです。
・ 本設定は、必要な場合のみ実施してください。運用管理ソフトウェアがパーティションごとにイ

ベントを管理する場合には本設定が必要になります。

・ 本設定を行わなくても、MMB 経由のトラップは送信されます。
・ トラップ送信先では、トラップ受信用のアプリケーションや管理マネージャが動作していて、

SNMP サービスの標準トラップが受信できる必要があります。
 
■操作手順

1. [PSAインストール先フォルダ] ¥etc ¥ opt ¥FJSVpsa ¥usr ¥ psatrap.confファイルを編集します。
 
PSAトラップの通知を設定する場合の例

[PSATRAP]
PSATRAP_SET=<0  or 1>

 
【設定値】

1：パーティションからの PSAトラップが通知されます。
0：パーティションからの PSAトラップが通知されません。
 
【入力例】

[PSATRAP]
PSATRAP_SET=1

 
2. 設定を反映させるため、PSAを再起動します。

PSAの再起動については、「■PSAの再起動」を参照してください。
 

3.  [コントロールパネル] - [管理ツール] の順に選択します。
 

4.  [コンピュータの管理] をクリックします。
 

5. 左側のツリーで [サービスとアプリケーション] - [サービス] の順にクリックします。
 

6. 右側のウィンドウで [SNMP Service] をダブルクリックします。
→ [SNMP Service] 画面が表示されます。
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7. [トラップ] タブをクリックします。

 
8. [コミュニティ名] に設定するコミュニティ名を入力し、[一覧に追加] をクリックします。

 
9. [トラップ送信先] の [追加] をクリックします。

 
10. トラップを受信する (通知を送る先の) サーバのホスト名または IPアドレスを入力し、[追加] を
クリックします。

 
11. [OK] をクリックします。

 
12. [操作] - [再起動] の順に選択し、SNMP Serviceを再起動します。

 
■PSAの再起動

1. [スタートメニュー]→ [管理ツール] →[サービス] の順にクリックします。
 

2. 右ウィンドウで [PRIMEQUESTServer Agent] を選択します。
 

3. メニューバーから[操作] → [再起動]の順にクリックし、[PRIMEQUEST Server Agent] を再起動し
ます。

 
■トラップ送信先設定確認方法について

トラップ送信先設定を確認するには、上記の手順 12.で SNMPサービスを再起動するときの、SNMP
サービス標準トラップを使用します。このトラップの受信可否により、正しく設定されているかを確

認できます。

 
備考

トラップ送信先では、トラップ受信用のアプリケーションや管理マネージャが動作していて、SNMP
サービスの標準トラップが受信できる必要があります。

トラップ送信元マシン上では、手順 12.を実行することにより、SNMPサービスを再起動します。
本操作により、トラップ送信先では、トラップ受信用のアプリケーションに、"ColdStart" の SNMP
Service標準トラップが通知されます。
トラップ送信先が Linuxマシンの場合、[snmptrapd] でトラップ受信したときに、以下のようなメッセー
ジがシステムログに表示されます。トラップが正しく受信できることを確認してください。

 

Aug 17 14:50:03 pq-server snmptrapd[2600]: 2005-08-17 14:50:03 ¥
pq-server.fujitsu.com
[192.168.0.162] (via 192.168.0.162) TRAP,  SNMP v1, community ¥
public SNMPv2-SMI::
enterprises.211.1.31.1.2.100.3 Cold Start Trap (0) Uptime: 0:00:00.00

¥：改行しないことを表す
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6.3.4  MMB経由のトラップ送信先とメール送信先の設定
MMB経由のトラップの送信先とメールの送信先は、MMBのWeb UIで設定した宛先です。
MMBのトラップの送信先については、「7.5.2 SNMPの設定」を参照してください。メールの送信先に
ついて詳しくは、「3.3.9 Alarm E-Mailの設定」を参照してください。
 
備考

・ 本設定は、必要な場合のみ実施してください。

・ 運用管理ソフトウェアと連携する場合には本設定が必要になります。

6.3.5  Windowsファイアーウォールの設定
Windowsファイアーウォールを有効にして運用する場合、以下の 2つのポートはMMBからのデータ
送受信に使用されるため、例外として追加設定する必要があります。

・ PSAが使用する TCP：24450ポート
・ SNMPで使用する UDP：161ポート

 
ポートを追加する手順を以下に示します。

 
■操作手順

1. [コントロールパネル] - [Windowsファイアウォール] の順に選択します。
→ [Windowsファイアウォール] 画面が表示されます。
 

2. [例外] タブをクリックして、[ポートの追加] ボタンをクリックします。
→ [ポートの追加] 画面が表示されます。
 

 
図 6.1 [ポートの追加] 画面 (PSA)
 

3. PSAが使用するポート番号を入力して、[OK] ボタンをクリックします。
 

4. 再度、[Windowsファイアウォール] 画面で [ポートの追加] ボタンをクリックします。
 → [ポートの追加] 画面が表示されます。
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図 6.2 [ポートの追加] 画面 (SNMP)
 

5. SNMPが使用するポート番号を入力して、[OK] ボタンをクリックします。
 

6. [Windowsファイアウォール] 画面で [OK] ボタンをクリックします。
 

6.3.6  STOPエラー (致命的なシステムエラー) 発生後のWatchdog Timer監視設
定

システムで STOPエラー (致命的なシステムエラー) が発生した場合、以下の状態になります。
・ MMBのWeb-UIの [Partition] - [Power Control] で、該当パーティションの System Progressが "Stop

Error" 表示
・ システムでメモリダンプ取得処理を実行

 
上記の場合、何らかの理由によりシステムがフリーズなどの無応答となった場合を回避するために、

Watchdog Timerによる監視を設定することができます。
設定時間を経過すると、MMBにより Hard Resetが実行され、OSのリブートが実行されます。
 
■操作手順

 
1. 以下のファイルを開きます。

[PSAインストール先フォルダ] ¥etc¥opt¥FJSVpsa¥usr¥pnwatchdog.conf
例　 C:¥fujitsu¥FJSVpsa¥etc¥opt¥FJSVpsa¥usr¥pnwatchdog.conf
 

2. 次のキーの値を設定します。初期値は "0" です。
セクション：[WATCHDOG]
キー：[TIMER]
設定値 (単位：秒)：0 (Watchdog Timer未使用)、1～ 6000 (Watchdog Timer監視時間)
 
備考

設定値は、適用するパーティションでメモリダンプに要する時間を測定して、決定してください。

6000秒 (1時間 40分) を超える時間を要する場合は、未使用としてください。
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設定値がメモリダンプ処理よりも短い時間の場合、Watchdog Timerがタイムアウトし、Hard Reset
されるため、メモリダンプが正しく取得できません。

 

6.3.7  管理 LAN IPアドレスの設定
PSAにパーティション上の管理 LANの IPアドレスを設定します。管理 LANについて詳しくは、
『PRIMEQUEST 1000 シリーズ 運用管理マニュアル』(C122-E108) の「1.3  管理 LAN」を参照してくだ
さい。

 
注意

ここでは、MMB側の IPアドレスではなく、パーティション側の IPアドレスを設定します。
 
[PSAインストール先フォルダ]¥etc¥opt¥FJSVpsa¥usr¥ipsetup.confファイルを編集します。
エディタなどを使用し、以下の IPアドレスを修正します。
 
【入力形式】

[NETWORK]
ManagementIP=<管理 LAN用 IPアドレス>

 
【入力例】

[NETWORK]
ManagementIP=192.168.0.1

 
管理 LAN用 NICの設定を反映させるため、PSAを再起動してください。
 
■PSAの再起動

1. [スタートメニュー] → [管理ツール] → [サービス] の順にクリックします。
2. 右側のウィンドウで [PRIMEQUEST Server Agent] を選択します。
3. メニューバーから [操作] → [再起動] の順にクリックし、[PRIMEQUEST Server Agent]を再起動し
ます。

 

6.3.8  PSAのアップデートインストール
PSAのアップデートインストール手順を説明します。
 
備考

修正プログラムの入手については、製品を購入されたさいの販売会社、または担当営業員に問い合わ

せてください。

 
■操作手順

1. 修正プログラム(fjpsaxxxx.exe) を任意のフォルダに格納します。
備考

「xxxx」は PSAの版数を表します。
 

2. 格納した修正プログラムを起動します。インストールの準備のため、以下の画面が表示されます。
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図 6.3 [インストールの準備] 画面
 

3. インストールの準備が整い以下の画面が表示されたら、実行する場合は [次へ] ボタンをクリック
します。プログラムの更新が開始されます。

 

図 6.4 [アップデートインストール] 画面
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4. [完了] ボタンをクリックして終了します。
 

 
図 6.5 [アップデート完了] 画面
 

5. 再起動が必要な場合は、ただちにコンピュータを再起動するかを確認する画面が表示されます。
その場合は、再起動が可能かどうか確認してください。可能であれば、再起動のオプションを選

択し、[完了] ボタンをクリックします。
 

6.3.9  SIRMSのアップデートインストール
SIRMSのアップデートインストール手順を説明します。
 
備考

修正プログラムの入手については、製品を購入されたさいの販売会社、または担当営業員に問い合わ

せてください。

 
■操作手順

1. 修正プログラムを任意のフォルダに格納して解凍します。
　　

2. 解凍したフォルダの「setup.exe」を起動します。
　　

3. 確認メッセージが表示されたら [はい] ボタンをクリックします。
→アンインストールが開始されます。
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図 6.6 [確認メッセージ] 画面
　　

アンインストールが完了すると、新しいバージョンのインストールが開始されます。インストール手

順は「B.2.5 SIRMSのインストール」の手順 2.から手順 6.を参照してください。
 

6.3.10  PSAのアンインストール
PSAのアンインストール手順を説明します。
 
備考

PSAをアンインストールすると、[PSA インストール先フォルダ] 配下のファイルはすべて削除されま
す。必要なファイルはアンインストールする前に退避しておいてください。[PSA インストール先フォ
ルダ] については、環境変数 (FJSVpsa_INSTALLPATH) で確認できます。
 
■操作手順

1. [コントロールパネル] - [プログラムの追加と削除] の順に選択します。
　　

2. 現在インストールされているプログラムの一覧から [PRIMEQUEST Server Agent] を選択し、[変更
と削除] をクリックします。
→削除の確認メッセージが表示されます。

 

図 6.7 [確認メッセージ] 画面
 

3. [OK] ボタンをクリックします。
→アンインストールが開始されます。

アンインストールが完了するとメンテナンスの完了画面が表示されます。

 
4. [完了] ボタンをクリックします。

PRIMEQUEST 1000シリーズ 導入マニュアル
第 6章 OSのインストール後に実施する作業(PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L)

175 C122-E107-10



 
図 6.8 [アンインストール完了] 画面
 

5. 再起動が必要な場合は、すぐにコンピュータを再起動するかを確認する画面が表示されます。そ
の場合は、再起動が可能かどうか確認してください。可能であれば、再起動のオプションを選択

し、[完了] ボタンをクリックします。
 

6.3.11  SIRMSのアンインストール
SIRMSのアンインストール手順を説明します。
 
■操作手順

1. [コントロールパネル] - [プログラムの追加と削除] の順に選択します。
　　

2. 現在インストールされているプログラムの一覧から [REMCS SIRMS] を選択し、[削除] をクリッ
クします。

→削除の確認メッセージが表示されます。

 

 
図 6.9 [確認メッセージ] 画面
 

3. [はい] ボタンをクリックします。
→アンインストールが開始されます。

　　

4. アンインストールが完了したら [完了] ボタンをクリックして終了します。
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図 6.10 [アンインストール完了] 画面
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6.4  PSAの設定 (Windows Server 2008)
OSインストール後、PSAを動作させるため必要な設定の確認と、使用できる機能について説明します。
 

表 6.9 PSA動作に必要な設定確認と使用できる機能

必須／必要に

応じて

設定項目 自動設定 (*1)／
手動設定 (*2)

参照先

必須 PSA-MMB間通信 LANの設
定

手動設定 6.4.1 PSA-MMB間通信 LANの設
定

管理 LANの設定確認 手動設定 6.4.2 管理 LANの設定確認

PSHED Pluginドライバのイン
ストール

手動設定 6.4.3 PSHED Pluginドライバのイン
ストール

Windowsファイアーウォール
の設定

手動設定 6.4.6 Windowsファイアーウォール
の設定

管理 LAN IPアドレスの設定 手動設定 6.4.8 管理 LAN IPアドレスの設定

必要に応じて トラップ送信先の設定 手動設定 6.4.4 パーティションからのトラッ
プ送信先の設定

MMB経由のトラップ送信先
とメール送信先の設定

手動設定 6.4.5 MMB経由のトラップ送信先
とメール送信先の設定

 

STOPエラー (致命的なシステ
ムエラー) 発生後のWatchdog
監視設定

手動設定 6.4.7 STOPエラー (致命的なシステ
ムエラー) 発生後のWatchdog Timer
監視設定

PSAのアップデートインス
トール

対象外 6.4.9 PSAのアップデートインス
トール

SIRMSのアップデートインス
トール

対象外 6.4.10 SIRMSのアップデートイン
ストール

PSAのアンインストール (*3) 対象外 6.4.11 PSAのアンインストール

SIRMSのアンインストール 対象外 6.4.12 SIRMSのアンインストール

 
*1：自動設定：PSAインストール時に自動設定されています。自動設定の内容の変更が必要な場合が
あるので、上記表の参照先を確認してください。

*2：手動設定：PSAインストール時には設定されていません。上記表の参照先のとおり設定してくだ
さい。

*3：PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L運用時は、必ず PSAをインストールしてください。
PSAをアンインストールすると、以下の制限があります。
・ I/O (PCI Express カード、ハードディスクなど) の異常通知、管理者への Trap通知ができません。
・ 予兆検出による次の異常通知、管理者への Trap通知ができません。

・ HDDの S.M.A.R.T.監視の閾値超え
・ 運用管理ソフトウェアでパーティション側の情報が収集できません。

・ REMCS契約時にソフトウェア異常が通知されません。
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備考

・ SVIMを使用して OSをインストールするときに、PSAも同時にインストールされます。SVIM
について詳しくは、『ServerView Installation Manager』を参照してください。

・ PSAをインストールすると、OS側の REMCS機能として必要なコンポーネントがインストール
されます。REMCSの設定は当社技術員が実施します。
PSAインストール時に、PSA動作のための設定が以下のように自動的に追記または変更されます。

 
注意

PSAインストール時に自動追記／変更された設定については、設定変更を行わないでください。PSA
が正常に動作できなくなる場合があります。

 

表 6.10 PSAインストール時に自動追記／変更される設定

項目 説明

1.　サービスの設定 ・ PRIMEQUEST Server Agent
・ PRIMEQUEST PEM Command Service
・ PRIMEQUEST PSA Environment Control Service

2.　環境変数の設定
 

・ PATH 変数：既存の PATH変数に PSAが使用する値が追加
される。

・ FJSVpsa_INSTALLPATH変数：新規に変数が追加される。

3.　ポートの設定
 

PSAが TCP:24450ポートを使用するよう設定する。

4.　 SNMPのセキュリティ
設定

 

PSAがMMBからの SNMPパケットを受け付ける必要があるため、
SNMP Serviceのセキュリティを設定する。
 PSAインストール時に、[SNMP Service] の[プロパティ] 画面のセ
キュリティタブで選択されている項目により処理が異なる。

・ [すべてのホストから SNMPパケットを受け付ける] が選択
されている場合：

SNMP のセキュリティ設定はしない。
・ [これらのホストから SNMPパケットを受け付ける] が選択
されている場合：MMBの IPアドレスと、localhost が設定さ
れていない場合に、localhost を SNMPのセキュリティで設
定する。

5.　WMI (Windows
Management Instrumentation)
の設定

 

PSAはWindowsに標準でインストールされるWMIを利用して、
PCI Expressカードや SCSI装置の情報を取得する。
このとき、RAID装置などの LUN数が多い場合、WMIが収集す
るために使用するメモリサイズや内部ハンドル数が不足すること

があるため、以下の値に設定を変更する。

・ 使用メモリ上限サイズ：536,870,912 byte (OS初期値)
・ 内部ハンドルの上限数：65,536

 
備考
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・ 以下の場合は、SNMP セキュリティ設定コマンド (setsnmpsec) を実行します。コマンドについて
詳しくは、『PRIMEQUEST シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「4.8  SNMP
セキュリティ設定コマンド (setsnmpsec)」を参照してください。
・ PSAインストール後に SNMP Serviceのセキュリティ設定を [すべてのホストから SNMPパ
ケットを受け付ける] から [これらのホストから SNMPパケットを受け付ける] に変更する
場合

・ MMBの IPアドレスを変更する場合
・ PSAインストール後、初めて起動したときにWeb-UIで [PSA] 画面を表示すると、[E_33077 PSA

is Not Active.(01:0000)] というエラーメッセージが表示されることがあります。これは、PSAが初
回起動時にのみシステムのセンサー情報を収集する時間を要するためです。数分間待ってから再

度表示操作をしてください。

・ MMBの IPアドレスおよびパーティション側の管理 LANの IPアドレスを変更した場合は、必ず
PSAを再起動してください。再起動しない場合、Web-UIで [PSA] 画面の表示エラーが発生し、
PSAで検出するエラーの通知もできません。

 
■Windows Server 2008設定時の注意
・ イベントビューアのシステムログ、アプリケーションログのプロパティで [ログサイズが最大値
に達した時の操作] を [イベントを上書きしない] に変更しないでください。ログサイズが最大値
に達した場合、それ以降にエラーが発生してもログに出力されないため、PSA で検出できません。

・ Windowsサービスの「Print Spooler サービス」を停止しないでください。OS情報収集機能は、
WMI(Windows Management Instrumentation) を使用して構成情報を収集します。「Print Spoolerサー
ビス」が停止していると、WMIでエラーが通知されるため、正しい構成情報が収集できません。

・ 以下のレジストリの値を 20000 (20秒) 未満に設定すると、OSのシャットダウン時にハングアッ
プする可能性があります。このためレジストリの値は、必ず 20000 (20秒) 以上に設定してくださ
い。

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Control
"WaitToKillServiceTimeout" (種類: REG_DWORD / Default;20000)

上記のレジストリで、シャットダウン時にサービスを終了させるまでの待ち時間 (ms) を指定でき
ます。

 

6.4.1  PSA-MMB間通信 LANの設定
PSA-MMB間通信 LANの設定は、Windows Server 2003と同一の手順で行えます。詳しくは、「6.3.1 PSA-
MMB間通信 LANの設定」を参照してください。
 

6.4.2  管理 LANの設定確認
管理 LAN ネットワークの設定、および必要に応じてチーミング、GLSなどによる二重化設定を行って
ください。

また、上記管理 LAN のネットワーク設定完了後、「6.4.8 管理 LAN IPアドレスの設定」を実施してく
ださい。

 
注意

PRIMEQUEST環境では、MMBとの通信に使用する管理 LANに接続するスイッチの STP機能を OFF
にする必要があります。
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6.4.3  PSHED Pluginドライバのインストール
PSHED Pluginドライバとは、Windows Hardware Error Architecture (WHEA) の拡張機能のためのドライ
バです。

本ドライバは、自動でインストールされません。以下のフォルダに格納されているバッチファイル

(plugin_install.bat) を使用して、手動でインストールしてください。

[PSA インストール先フォルダ] ¥fjpsaplg¥plugin_install.bat
 (例. C:¥Program Files (x86)¥Fujitsu¥FJSVpsa¥fjpsaplg¥plugin_install.bat)

 
備考

本ドライバをインストールしないと以下の機能が動作しません。

・ Correctable Error発生時のイベント ビューア (Windowsログ:システム) へのログ抑止
・ ブルースクリーン発生時の Stop Error への状態遷移 (MMB Web-UI の [Power Control] 画面の [System

Progress])
 
注意

・  インストール用バッチの実行は複数回実行しないでください。
複数回実行すると、インストール用のバッチの動作上、実行した回数分だけ PRIMEQUEST PSHED
Plugin ドライバがインストールされます。

・  インストール用のバッチを誤って複数回実施してしまった場合、動作上問題はありませんが、デ
バイスマネージャの表示では、PRIMEQUEST PSHED Plugin ドライバが複数表示されます。
この場合は、以下の手順に従って PRIMEQUEST PSHED Plugin ドライバをいったんすべてアンイ
ンストールした後、再度インストールを行ってください。再インストール時に、OS の再起動が
必要です。

 
1. デバイス マネージャの [システム デバイス] 上に、[PRIMEQUEST PSHED Plugin Driver] が
表示されている数を記録します。

2. 以下の PSHED Plugin ドライバ アンインストール用バッチを、手順 1で記録した回数分、実
行します。

PSHED Plugin ドライバ アンインストール用バッチ格納場所：
[PSA インストール先フォルダ] ¥fjpsaplg¥plugin_uninstall.bat
(デフォルト. C:¥Program Files (x86)¥Fujitsu¥FJSVpsa¥fjpsaplg
¥plugin_uninstall.bat)

 
3. OSを再起動します。
4. デバイスマネージャの [システム デバイス] に [PRIMEQUEST PSHED Plugin Driver] が表示
されていないことを確認します。

5. 以降の「■操作手順」に従って、再度 PRIMEQUEST PSHED Pluginドライバをインストー
ルします。

 
■操作手順

1. 以下のフォルダを開き、[plugin_install.bat] をダブルクリックします。
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[PSA インストール先フォルダ] ¥fjpsaplg
   (例. C:¥Program Files (x86)¥Fujitsu¥FJSVpsa¥fjpsaplg)

 
2. OSを再起動してください。本ドライバは、OSの再起動後から動作します。

 
3. デバイスマネージャのシステムデバイス上に [PRIMEQUEST PSHED Plugin Driver] が表示されて
いることを確認します。表示されていない場合は、手順 1.から再度実行してください。

 

6.4.4  パーティションからのトラップ送信先の設定
パーティションから直接、PSAの拡張トラップを送信する場合は、以下の手順でトラップ送信先の設
定および PSAのトラップ通知設定を行います。
 
備考

・ Windowsの場合、SNMPv3は未サポートです。
・ 本設定は、必要な場合のみ実施してください。運用管理ソフトウェアがパーティションごとにイ

ベントを管理する場合には本設定が必要になります。

・ 本設定を行わなくても、MMB 経由のトラップは送信されます。
・ トラップ送信先では、トラップ受信用のアプリケーションや管理マネージャが動作していて、

SNMPサービスの標準トラップが受信できる必要があります。
 
■操作手順

 
1. [PSAインストール先フォルダ]¥etc¥opt¥FJSVpsa¥usr¥psatrap.confファイルを編集します。

 
PSAトラップの通知を設定する場合の例

[PSATRAP]
PSATRAP_SET=<0  or 1>

 
【設定値】

1：パーティションからの PSAトラップが通知されます。
0：パーティションからの PSAトラップが通知されません。
 
【入力例】

[PSATRAP]
PSATRAP_SET=1

 
2. 設定を反映させるため、PSAを再起動します。

PSAの再起動については、「■PSAの再起動」を参照してください。
 

3. [スタート] - [管理ツール] - [サービス] の順に選択します。
 

4. 右側のウィンドウで [SNMP Service] をダブルクリックします。
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→ [SNMP Serviceのプロパティ] 画面が表示されます。
 

5. [トラップ] タブをクリックします。
 

6. [コミュニティ名] に設定するコミュニティ名を入力し、[一覧に追加] をクリックします。
 

7. [トラップ送信先] の [追加] ボタンをクリックします。
トラップを受信するサーバ (送信先) のホスト名または IPアドレスを入力し、[追加] ボタンをク
リックします。

[OK] ボタンをクリックします。
 

8. メニューバーから [操作] - [再起動] の順に選択し、SNMP Service を再起動します。
 
■PSAの再起動

1. [スタートメニュー]→ [管理ツール] →[サービス] の順にクリックします。
 

2. 右ウィンドウで [PRIMEQUEST Server Agent] を選択します。
 

3. メニューバーから[操作] → [再起動]の順にクリックし、[PRIMEQUEST Server Agent] を再起動し
ます。

 
■トラップ送信先設定確認方法について

トラップ送信先設定を確認するには、「■操作手順」の手順 8.で SNMPサービスを再起動するときの
SNMPサービス標準トラップを使用します。このトラップの受信可否により、正しく設定されている
かを確認できます。

 
備考

トラップ送信元マシン上では、「■操作手順」の手順 8.を実行することにより、SNMPサービスを再起
動します。

本操作により、トラップ送信先では、トラップ受信用のアプリケーションに、"ColdStart"の SNMP Service
標準トラップが通知されます。

トラップ送信先が Linuxマシンの場合、[snmptrapd] でトラップ受信したときには、以下のようなメッ
セージがシステムログに表示されます。トラップが正しく受信できることを確認してください。

 

Aug 17 14:50:03 pq-server snmptrapd[2600]: 2005-08-17 14:50:03 ¥
pq-server.fujitsu.com
[192.168.0.162] (via 192.168.0.162) TRAP,  SNMP v1, community ¥
public SNMPv2-SMI::
enterprises.211.1.31.1.2.100.3 Cold Start Trap (0) Uptime: 0:00:00.00

¥：改行しないことを表す
 

6.4.5  MMB経由のトラップ送信先とメール送信先の設定
MMB経由のトラップの送信先とメールの送信先は、MMBのWeb UIで設定した宛先となります。
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MMBのトラップの送信先については、「7.5.2 SNMPの設定」を参照してください。メールの送信先に
ついて詳しくは、「7.4 SMTPの設定」を参照してください。
 
備考

・ 本設定は、必要な場合のみ実施してください。

・ 運用管理ソフトウェアがパーティションを管理する場合には、本設定が必要になります。

 
 

6.4.6  Windowsファイアーウォールの設定
Windowsファイアーウォールを有効にして運用する場合、以下のポートはMMBとのデータ送受信に
使用されるため、開放する必要があります。

 
・ SNMP Serviceが使用する UDP:161ポート (MMBからの受信)
・ fjpsawg.exeが使用する TCP:24450ポート (MMBからの受信)
・ fjpsammbs.exeが使用するMMBへの送信ポート (MMP側 TCP:5000ポート用)
・ fjpsammbs.exeが使用するMMBへの ICMPプロトコル

 
■操作手順

1. [スタート] - [管理ツール] - [セキュリティが強化されたWindowsファイアウォール] の順に選択し
ます。

 
2. [セキュリティが強化されたWindowsファイアウォール] 画面が表示されます。左ペインから [受
信の規則] をクリックすると、中央ペインに [受信の規則] 一覧が表示されます。
 

図 6.11 [Windowsファイアウォール] 画面
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3. [受信の規則] 一覧の中にある [SNMPサービス (UDP受信)] を選択して右クリックし、[プロパ
ティ] をクリックします。
[SNMPサービス (UDP受信)] は初期値で、プロファイル項が [ドメイン] のものと [プライベート,
パブリック] のものの 2行が存在します。手順 3.～手順 7.は両方の行に対して実施してください。
 

4. [SNMPサービス (UDP受信) のプロパティ] ダイアログボックスが表示されます。[全般] タブをク
リックし、[全般] 項の中にある [有効] のチェックボックスをオンにします (初期値ではチェック
マークが入っています)。
 

 
図 6.12 SNMPサービス (UDP受信) のプロパティ [全般] タブ
 

5. [スコープ] タブをクリックします。
[ローカル IPアドレス] では [任意の IPアドレス] を選択します。
[リモート IPアドレス] では [これらの IPアドレス] を選択し、[追加] ボタンをクリックします。
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図 6.13 SNMPサービス (UDP受信) のプロパティ [スコープ] タブ
 

6. [IPアドレス] 画面が表示されます。[事前に定義されたコンピュータセット] を選択します。
リストから [ローカルサブネット] を選択し、[OK] ボタンをクリックします。
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図 6.14 [IPアドレス] 画面
 
 

7. [OK] ボタンをクリックし、[SNMPサービス (UDP受信) のプロパティ] ダイアログボックスを閉
じます。

 
8. [セキュリティが強化されたWindowsファイアウォール] 画面の右ペインから [新しい規則] また
は [新規の規則] をクリックします。[新規の受信の規則のウィザード] 画面が開き、左上に [規則
の種類] と表示されます。[カスタム] を選択し、[次へ] ボタンをクリックします。
 

PRIMEQUEST 1000シリーズ 導入マニュアル
第 6章 OSのインストール後に実施する作業(PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L)

187 C122-E107-10



 

図 6.15 新規の受信の規則ウィザード - 規則の種類
 

9. 左上に [プログラム] と表示されます。[このプログラムのパス[T]:] を選択し、[参照] ボタンをク
リックします。

 "fjpsawg.exe" を選択し、[次へ] ボタンをクリックします。
 
備考

fjpsawg.exeは PSAのインストールパス配下の opt¥FJSVpsa¥bin¥にあります。PSAのインストール
パスは、初期値で Program Files¥fujitsu¥FJSVpsa¥ または Program Files(x86)¥Fujitsu です。
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図 6.16 新規の受信の規則ウィザード - プログラム
 

10. 左上に [プロトコルおよびポート] と表示されます。以下の項目を選択または入力して、[次へ] ボ
タンをクリックします。

　

表 6.11 [プロトコルおよびポート] の設定項目

画面項目 選択または入力する値

[プロトコルの種類]  [TCP]

[ローカルポート] [特定のポート] を選択し、下のテキスト
ボックスに「24450」と入力する。

[リモートポート] [すべてのポート]
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図 6.17 新規の受信の規則ウィザード - プロトコルおよびポート
 

11. 左上に [スコープ] と表示されます。以下の項目を選択または入力して、[次へ] ボタンをクリック
します。

 

表 6.12 [スコープ] の設定項目

画面項目 選択または入力する値

[この規則を適用するローカル IPアドレス
を選択してください。]

[任意の IPアドレス]

[この規則を適用するインターフェイスの
種類のカスタマイズ]

 [これらの IPアドレス] を選択し、[追加]
ボタンをクリックする。

MMB の PSA-MMB通信 LAN用 IPアドレ
スを入力する。
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図 6.18 新規の受信の規則ウィザード - スコープ
 

12. 左上に [操作] と表示されます。[接続を許可する] を選択し、[次へ] ボタンをクリックします。
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図 6.19 新規の受信の規則ウィザード - 操作
 

13. 左上に [プロファイル] と表示されます。すべてのチェックボックス ([ドメイン]、[プライベー
ト]、[パブリック]) をオンにして、[次へ] ボタンをクリックします。
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図 6.20 新規の受信の規則ウィザード - プロファイル
 

14. 左上に [名前] と表示されます。[名前] に「PSAWG」と入力し、[完了] ボタンをクリックします。
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図 6.21 新規の受信の規則ウィザード - 名前
 

15. [セキュリティが強化されたWindowsファイアウォール] 画面の左ペインから [送信の規則] をク
リックします。

中央ペインに [送信の規則] 一覧が表示されます。
 

16. [セキュリティが強化されたWindowsファイアウォール] 画面の右ペインから [新しい規則] また
は [新規の規則] をクリックします。[新規の送信の規則のウィザード] 画面が開き、左上に [規則
の種類] と表示されます。[カスタム] を選択し、[次へ] ボタンをクリックします。
 

17. 左上に [プログラム] と表示されます。[このプログラムのパス] を選択し、[参照] ボタンをクリッ
クします。"fjpsammbs.exe" を選択し、[次へ] ボタンをクリックします。
 
備考

fjpsammbs.exeは PSAのインストールパス配下の opt¥FJSVpsa¥bin¥にあります。PSAのインストー
ルパスは初期値で Program Files¥fujitsu¥FJSVpsa¥です。
 

18. 左上に [プロトコルおよびポート] と表示されます。以下の項目を選択または入力して、[次へ] ボ
タンをクリックします。
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表 6.13 [プロトコルおよびポート] の設定項目

画面項目 選択または入力する値

[プロトコルの種類]  [TCP]

[ローカルポート] [すべてのポート]

[リモートポート] [特定のポート]を選択し、下のテキストボッ
クスに「5000」と入力する。

 

図 6.22 新規の送信の規則ウィザード - プロトコルおよびポート
 

19. 左上に [スコープ] と表示されます。以下の項目を選択または入力して、[次へ] ボタンをクリック
します。

 

表 6.14 [スコープ] の設定項目

画面項目 選択または入力する値

[この規則を適用するローカル IPアドレス
を選択してください。]

 [任意の IPアドレス]

[この規則を適用するインターフェイスの
種類のカスタマイズ]

 [これらの IPアドレス] を選択し、[追加]
ボタンをクリックする。
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画面項目 選択または入力する値

MMBの PSA-MMB通信 LAN用 IPアドレ
スを入力する。

 
20. 左上に [操作] と表示されます。[接続を許可する] を選択し、[次へ] ボタンをクリックします。

 
21. 左上に [プロファイル] と表示されます。[ドメイン] 、[プライベート]、[パブリック] すべての
チェックボックスをオンにして、[次へ] ボタンをクリックします。
 

22. 左上に [名前] と表示されます。[名前[N]:] に「PSAMMBS」と入力し、[完了] ボタンをクリック
します。

 
23. 続けて [セキュリティが強化されたWindowsファイアウォール] 画面の右ペインから [新しい規
則] または [新規の規則] をクリックします。[新規の送信の規則のウィザード] が開き、左上に [規
則の種類] と表示されます。[カスタム] を選択し、[次へ] ボタンをクリックします。
 

24. 左上に [プログラム] と表示されます。[このプログラムのパス] を選択し、[参照] ボタンをクリッ
クします。[fjpsammbs.exe] を選択し、[次へ] ボタンクリックします。
 
備考

fjpsammbs.exeは PSAのインストールパス配下の opt¥FJSVpsa¥bin¥にあります。PSAのインストー
ルパスは初期値で Program Files¥fujitsu¥FJSVpsa¥です。
 

25. 左上に [プロトコルおよびポート] と表示されます。[プロトコルの種類] で [ICMPv4] を選択し、
[次へ] ボタンをクリックします。
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図 6.23 新規の送信の規則ウィザード - プロトコルおよびポート
 

26. 左上に [スコープ] と表示されます。以下の項目を選択または入力して、[次へ] ボタンをクリック
します。

 

表 6.15 [スコープ] の設定項目

画面項目 選択または入力する値

[この規則を適用するローカル IPアドレス
を選択してください。]

 [任意の IPアドレス]

[この規則を適用するインターフェイスの
種類のカスタマイズ]

 [これらの IPアドレス] を選択し、[追加]
ボタンをクリックする。

MMBの PSA-MMB通信 LAN用 IPアドレ
スを入力する。

 
27. 左上に [操作] と表示されます。[接続を許可する[A]] を選択し、[次へ] ボタンをクリックします。

 
28. 左上に [プロファイル] と表示されます。[ドメイン]、[プライベート]、[パブリック] すべての
チェックボックスをオンにして、[次へ] ボタンをクリックします。
 

29. 左上に [名前] と表示されます。[名前[N]:] に「PSAICMP」と入力し、[完了] ボタンをクリックし
ます。
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6.4.7  STOPエラー (致命的なシステムエラー) 発生後のWatchdog Timer監視設
定

システムで STOPエラー (致命的なシステムエラー) が発生した場合は、以下の状態になります。
・ MMBのWeb-UIの [Partition] - [Power Control] で、該当パーティションの System Progressが "Stop

Error" 表示
・ OSがメモリダンプの取得処理を実行

 
上記の場合、何らかの理由によりシステムがフリーズなどの無応答となった場合を回避するために、

Watchdog Timerによる監視を設定することができます。
 
設定時間を経過すると、MMBにより Hard Reset が実行され、OSのリブートが実行されます。
 
■操作手順

 
1. 以下のファイルを開きます。

[PSA インストール先フォルダ] ¥etc¥opt¥FJSVpsa¥usr¥pnwatchdog.conf
(例. C:¥fujitsu¥FJSVpsa¥etc¥opt¥FJSVpsa¥usr¥pnwatchdog.conf)
 

2. 次のキーの値を設定します。初期値は "0" です。
セクション：[WATCHDOG]
キー：[TIMER]
設定値 (単位：秒) 0 (Watchdog Timer未使用)
1～ 6000 (Watchdog Timer 監視時間)
 

備考

設定値は、適用するパーティションで、メモリダンプに要する時間を測定して決定してください。6000
秒 (1 時間 40 分) を超える時間を要する場合は未使用としてください。
設定値がメモリダンプ処理よりも短い時間の場合、Watchdog Timer がタイムアウトし、Hard Resetされ
るため、メモリダンプが正しく取得できません。

 

6.4.8  管理 LAN IPアドレスの設定
PSAにパーティション上の管理 LANの IPアドレスを設定します。管理 LANについて詳しくは、
『PRIMEQUEST 1000 シリーズ 運用管理マニュアル』(C122-E108) の「1.3  管理 LAN」を参照してくだ
さい。

 
注意

ここでは、MMB側の IPアドレスではなく、パーティション側の IPアドレスを設定します。
 
[PSAインストール先フォルダ] ¥etc¥opt¥FJSVpsa¥usr¥ipsetup.confファイルを編集します。
エディタなどを使用し、以下の IPアドレスを修正します。
 
【入力形式】

[NETWORK]
ManagementIP=<管理 LAN用 IPアドレス>
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【入力例】

[NETWORK]
ManagementIP=192.168.0.1

 
管理 LAN用 NICの設定を反映させるため、PSAを再起動してください。
 
■PSAの再起動

1. [スタートメニュー] → [管理ツール] → [サービス] の順にクリックします。
 

2. 右側のウィンドウで [PRIMEQUEST Server Agent] を選択します。
 

3. メニューバーから [操作] → [再起動] の順にクリックし、[PRIMEQUEST Server Agent]を再起動し
ます。

 

6.4.9  PSAのアップデートインストール
PSAのアップデートインストール手順を説明します。
 
備考

・ インストールされている PSAのバージョンと同じバージョンの修正プログラムの場合：
確認メッセージ画面で [OK] ボタンをクリックすると、PSAが一度アンインストールされ、その
後再度インストールされます。

・ 修正プログラムの入手については、製品を購入されたさいの販売会社、または担当営業員に問い

合わせてください。

 
■操作手順

1. 修正プログラム (fjpsaxxxx.exe) を任意のフォルダに格納します。
 

2. 格納した修正プログラムを起動します。
→インストールの準備のため、以下の画面が表示されます。
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図 6.24 [インストールの準備] 画面
 

3. インストールの準備が整い以下の画面が表示されたら、実行する場合は [次へ] ボタンをクリック
します。

→プログラムの更新が開始されます。

 

図 6.25 [アップデートインストール] 画面
 

4.  [インストール] ボタンをクリックします。
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なお、PSHED Pluginドライバを更新した場合は、PSAインストール完了後に、OSの再起動が可
能かどうかを確認したうえで、OSの再起動を実施してください。
 

5. [完了] ボタンをクリックして終了します。
 

図 6.26 [アップデートインストールの完了] 画面
 

6. 再起動が必要な場合は、ただちにコンピュータを再起動するかを確認する画面が表示されます。
その場合は、再起動が可能かどうか確認してください。可能であれば、再起動のオプションを選

択し、[完了] ボタンをクリックします。
 
備考

すでにインストール済みの PSA と同じ版数の修正プログラムを適用した場合、PSAをアンインストー
ルする手順となります。アンインストールしない場合は、[プログラムの削除] 画面で [キャンセル] ボ
タンをクリックしてください。
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図 6.27 [プログラムの削除] 画面
 

6.4.10  SIRMSのアップデートインストール
SIRMSのアップデートインストール手順を説明します。
 
備考

修正プログラムの入手については、製品を購入されたさいの販売会社、または担当営業員に問い合わ

せてください。

 
■操作手順

1. 修正プログラムを任意のフォルダに格納して解凍します。
 

2. 解凍したフォルダの「setup.exe」を起動します。
 

3. 確認メッセージが表示されたら [はい] ボタンをクリックします。
→アンインストールが開始されます。

 

図 6.28 [確認メッセージ] 画面
 
アンインストールが完了すると、新しいバージョンのインストールが開始されます。インストール手

順について詳しくは、「B.3.5 SIRMSのインストール」の手順 2.から手順 6.を参照してください。
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6.4.11  PSAのアンインストール
PSAのアンインストール手順を説明します。
 
備考

PSAをアンインストールすると、[PSA インストール先フォルダ] 配下のファイルはすべて削除されま
す。必要なファイルはアンインストールする前に退避しておいてください。[PSA インストール先フォ
ルダ] については、環境変数 (FJSVpsa_INSTALLPATH) で確認できます。
 
■操作手順

1. [コントロールパネル] - [プログラムと機能] の順に選択します。
→ [プログラムと機能] 画面が表示されます。

図 6.29 [プログラムと機能] 画面
 

2. 現在インストールされているプログラムの一覧から [PRIMEQUEST Server Agent] を選択し、[アン
インストール] をクリックします。
→ [インストールの準備] 画面が表示され、削除の確認メッセージが表示されます。
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図 6.30 [インストールの準備] 画面
 

3. [はい] ボタンをクリックします。
→アンインストールが開始されます。　

 

 
図 6.31 [確認メッセージ] 画面
 
アンインストールが完了すると、アンインストール完了画面が表示されます。
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図 6.32 [アンインストール完了] 画面
 

4. [完了] ボタンをクリックします。
 

5. PSHED Pluginドライバを削除するには OSの再起動が必要です。再起動が可能な状態かを確認し
たうえで、OSを再起動してください。

 

6.4.12  SIRMSのアンインストール
SIRMSのアンインストール手順を説明します。
 
■操作手順

1. [コントロールパネル] - [プログラムと機能] の順にクリックします。
 

2. 現在インストールされているプログラムの一覧から [REMCS SIRMS] を選択し、[変更／削除] を
クリックします。

→削除の確認メッセージが表示されます。

 

図 6.33 [確認メッセージ] 画面
 

3. [はい] ボタンをクリックします。
→アンインストールが開始されます。
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4. アンインストールが完了したら [完了] ボタンをクリックして終了します。

 

図 6.34 [アンインストール完了] 画面
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6.5  sadumpの設定
sadumpでは、パーティションごとに以下の項目を設定します。
・  sadumpの有効化
・  ダンプの採取先
・  ダンプ採取時の圧縮
・  ダンプ採取後の動作
・ ダンプの採取先の再利用

 
sadumpの設定は、BIOS セットアップメニューから行います。
設定を行う前に、ダンプの採取先となるダンプデバイスの領域を確保する必要があります。ダンプデ

バイスには、システム異常が発生したときのレジスタ情報やメモリの内容を出力します。このため、

ダンプ出力されるデバイスの容量は、メモリのサイズに合わせて決定します。以下の見積もりで必要

な領域を求め、確保してください。

搭載メモリ量 + 512 MB

 
ダンプデバイスは、ディスクおよびディスクパーティションを使用することができます。ダンプデバ

イスをディスクパーティションに作成する場合は、OS インストール時にディスクパーティションを作
成しておいてください。

 
ETERNUS上のデバイスをダンプデバイスに設定する場合、事前に UEFIドライバの設定を実施する必
要があります。

設定手順について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ SANブート環境構築マニュアル』 (C122-
E155) を参照してください。
 
sadumpの設定について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-
E110) の「第 7章　 sadump環境の設定」を参照してください。
 
■操作手順

1. UEFIの Device Managerメニューを表示します。
Device Managerメニューの表示について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツー
ルリファレンス』(C122-E110) の「第 5章　 UEFIのメニュー操作」を参照してください。
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図 6.35 Device Managerメニュー例
 

2. [Configure sadump] を選択し、[Enter] キーを押します。
→メインメニュー (sadump) が表示されます。
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図 6.36 メインメニュー (sadump)
 

3. [Set up Manager] を選択し、[Enter] キーを押します。
→sadumpセットアップメニューが表示されます。
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図 6.37 sadumpセットアップメニュー
 

4. [ENABLE] で [Enable] を選択します。

図 6.38 sadumpセットアップメニュー
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5. [Commit Changes and Exit] を選択し、[Enter] キーを押します。
→設定が確定され、メインメニュー (sadump) に戻ります。

図 6.39 メインメニュー (sadump)
 

6. メインメニュー (sadump) で [Dump device Manager] を選択し、[Enter] キーを押します。
→ダンプデバイスメンテナンスメニューが表示されます。
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図 6.40 ダンプデバイスメンテナンスメニュー
 

7. [Create a dump device] を選択し、[Enter] キーを押します。
→ダンプデバイス構築メニューが表示されます。
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図 6.41 ダンプデバイス構築メニュー
 

8.  [Disk selection] を選択し、[Enter] キーを押します。
→ダンプデバイス選択メニューが表示されます。
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図 6.42 ダンプデバイス選択メニュー
 

9.  ディスクまたはディスクパーティションを選択し、ダンプデバイスを構築するディスクまたは
ディスクパーティションを設定します。

 
備考

ディスクまたはディスクパーティションを表す ACPI名については、『PRIMEQUEST 1000 シリー
ズ運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「5.7  デバイスパス」を参照してください。
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図 6.43 ダンプデバイス選択メニュー
 

10. [Enter] キーを押します。
→ダンプデバイスが作成されます。ダンプデバイス構築メニューに戻ります。

 
注意

ダンプデバイスを作成するさい、ダンプデバイスが初期化されます。選択したディスクまたは

ディスクパーティションの大きさに応じて、初期化に必要な時間は異なります。場合によっては、

初期化に時間がかかり、次の画面へ切り替わるのに数分以上かかることがあります。
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図 6.44 ダンプデバイス構築メニュー
 

11. [Exit] を選択して[Enter] キーを押します。
ダンプデバイスメンテナンスメニューに戻ります。
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図 6.45 ダンプデバイスメンテナンスメニュー
 

12. ダンプデバイスメンテナンスメニューで [Select a dump device] を選択し、ダンプデバイス設定メ
ニューを表示します。
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図 6.46 ダンプデバイス設定メニュー
 

13. 1番目のダンプデバイスを指定します。 [1] を選択し、[Enter] キーを押します。
→ダンプデバイス一覧メニューが表示されます。
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図 6.47 ダンプデバイス一覧メニュー
 

14. ダンプデバイスに使用するディスクまたはディスクパーティションを選択し、[Enter] キーを押し
ます。

→ダンプデバイスが確定され、ダンプデバイス設定メニューに戻ります。
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図 6.48 ダンプデバイス設定メニュー
 

15. [Commit Changes and Exit] を選択し、[Enter] キーを押します。
→ダンプデバイスが確定され、ダンプデバイスメンテナンスメニューに戻ります。
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図 6.49 ダンプデバイスメンテナンスメニュー
 

16. [Exit] を選択し、[Enter] キーを押します。
→メインメニュー (sadump) に戻ります。
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図 6.50 メインメニュー (sadump)
 

17. [Exit] を選択し、[Enter] キーを押します。
→sadumpの設定が完了します。
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6.6  ダンプ環境の設定 (Windows)
Windowsでは、OSの標準機能でダンプを取得できます。ダンプを取得するためには事前にシステム領
域を確保しておく必要があります。

ダンプ環境の設定について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル』(C122-E108)
の「11.4.4　ダンプ環境の設定 (Windows)」を参照してください。

6.6.1  メモリダンプ／ページングファイルについて
メモリダンプファイルとは、システムで STOPエラー (致命的なシステムエラー) が発生した場合に、
デバッグ情報が保存されるファイルです。メモリダンプ取得のための設定は、運用に使用する OSやア
プリケーションをインストールした後で実施します。

 
メモリダンプ／ページングファイルについて詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュ
アル』(C122-E108) の「11.4.4　ダンプ環境の設定 (Windows)」参照してください。
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6.7  ダンプ環境の設定 (Linux)
RHELでは、OSの標準機能である kdump 機能とハードウェアの sadump 機能を組み合わせて、より確
実にダンプが取得できる環境を用意することができます。

 
ダンプ環境の設定について詳しくは、『Linuxユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux 5編
(SupportDeskサービスご契約者様向け)』または『Linux ユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux
6 編 (SupportDesk サービスご契約者様向け)』を参照してください。
『Linuxユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux 5編 (SupportDeskサービスご契約者様向け)』ま
たは『Linux ユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux 6 編 (SupportDesk サービスご契約者様向
け)』の入手には、SupportDeskサービスの契約が必要です。
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6.8  NTPクライアントの設定
NTPクライアントの設定については「7.2 NTPの設定」を参照してください。
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6.9  管理情報・構成情報の保存
ここでは、以下の情報の保存について説明します。PSA管理情報および UEFI構成情報は必ず保存して
ください。

・ 6.9.1 PSA管理情報の保存
・ 6.9.2 MMB構成情報の保存
・ 6.9.3 BIOS構成情報の保存

 
備考

・ PSA管理情報は、ハードウェア構成やネットワーク構成に変更があった場合に保存してください。
PSA管理情報の保存は、PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800Lのみ提供しています。

・ UEFI構成情報は、運用開始後、定期的に保存してください。UEFI構成情報の保存については、
「6.9.3 BIOS構成情報の保存」を参照してください。

 

6.9.1  PSA管理情報の保存
PSAで保持している情報のスナップショットは、エクスポート機能により CSV形式でパーティション
内管理領域に保存することができます。

エクスポートは、100件まで保存することができ、100件を超えると最古のファイルが削除されて新し
いファイルが保存されます。

エクスポートデータは、最大件数に達するまでは、削除操作をしない限りそのまま残ります。

 
■エクスポートされているファイルの一覧表示

ここでは、ファイルの一覧表示について説明します。画面には、現在エクスポートされているファイ

ルが上から新しい順に表示されます。

一覧表示画面からは次の操作ができます。

・ PSAで保持されている情報のスナップショットを、CSV形式でファイルに保存する
・ エクスポートしたファイルを端末側にダウンロードする

・ エクスポートしたファイルをパーティション内管理領域から削除する

 
●操作手順

1. [Partition] - [Partition#x] - [PSA] - [Export List] の順に選択します。
→ [Export List] 画面が表示されます。[Export List] 画面について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000
シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「3.11  [Export List] 画面」を参照してく
ださい。
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図 6.51 [Export List] 画面例
 

2. 処理に応じた操作ボタンをクリックします。
・ スナップショットを CSV形式でファイルに保存する場合：

[Export] ボタンをクリックします。
・ エクスポートファイルを端末側にダウンロードする場合：

対象ファイルをラジオボタンで選択し、[Download] ボタンをクリックします。複数選択は
できません。

・ エクスポートしたファイルをすべて削除する場合：

[Delete All] ボタンをクリックします。
・ ファイルを指定して削除する場合：

対象ファイルのラジオボタンを選択します。その後、[Delete] ボタンをクリックします。複
数選択はできません。

以降の操作については、次の「■CSV形式でファイルに保存する」を参照してください。
 
 
■CSV形式でファイルに保存する
ここでは、PSAで保持されている情報のスナップショットを、CSV形式でファイルに保存する操作に
ついて説明します。

「■エクスポートされているファイルの一覧表示」の手順 2.で [Export] ボタンをクリックした場合に、
この操作が可能です。

 
●操作手順

 
1. [Export] 画面でキーワードを入力し、[Export] ボタンをクリックします。
→正常にエクスポートされると [Export List] 画面に戻ります。
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備考

キーワードは、エクスポートするデータに補足する語句で、50文字以内で入力します。省略する
場合は空欄にします。

キーワードとして使用できる文字

半角英数字

半角空白

半角記号 (< > % & " , ¥ は不可)
 

図 6.52 [Export] 画面例
 

2. エクスポートに失敗した場合は、[エクスポート失敗通知] で [OK] ボタンをクリックします。
→[Export List] 画面に戻ります。一覧には最新の状態が表示されます。

　　

6.9.2  MMB構成情報の保存
MMB構成情報をリモート PCにバックアップする方法について説明します。
MMB構成情報の保存には、MMB Web-UIの [Maintenance] メニューを使用します。
 
■操作手順

 
1. [Maintenance] - [Backup/Restore Configuration] - [Backup/Restore MMB Configuration] を選択します。
→ [Backup/Restore MMB Configuration] 画面が表示されます。
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図 6.53 [Backup/Restore MMB Configuration] 画面例
 

2. [Backup] ボタンをクリックします。
→ブラウザの格納先ダイアログボックスが表示されます。

 
3. 格納パスを選択して、[OK] ボタンをクリックします。
→構成情報ファイルのダウンロードが開始されます。

　バックアップするMMB構成情報ファイルの初期値名は、以下のとおりです。
　MMB_(バックアップした日付)_(MMBバージョン).dat

　

6.9.3  BIOS構成情報の保存
BIOS 構成情報をリモート PCにバックアップする方法について説明します。
BIOS 構成情報の保存には、MMB Web-UIの [Maintenance] メニューを使用します。
 
■操作手順

 
1. [Maintenance] - [Backup/Restore Configuration] - [Backup BIOS Configuration] を選択します。
→ [Backup BIOS Configuration] 画面が表示されます。
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図 6.54 [Backup BIOS Configuration] 画面例
 

2. 構成情報をバックアップするパーティションをラジオボタンで選択し、[Backup] ボタンをクリッ
クします。

→格納先を指定するダイアログボックスが表示されます。

 
3. 格納パスを選択して [OK] ボタンをクリックします。
バックアップする BIOS構成ファイルの初期値名は次のとおりです。
パーティション番号_バックアップした日付_BIOSバージョン.dat
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6.10  RAS支援サービスによる寿命監視設定
RAIDカード、UPSを使用する場合、RAS支援サービスで BBU (Battery Backup Unit) の寿命監視を設定
します。

RAS支援サービスは、SVIMで自動的にインストールされるサービスです。RAS支援サービスの手動
インストールや寿命監視設定手順の詳細については、『RAS支援サービス ユーザーズガイド』(Linux
版またはWindows版) を参照してください。
SVIMについて詳しくは、『ServerView Installation Manager』を参照してください。

6.10.1  RAIDカードの BBU寿命監視
RAIDカードの BBUは定期交換部品です。RAS支援サービスにより寿命を監視します。
RAS支援サービスは起動時に ServerView RAIDの情報から、BBU付き RAIDカードを PCIバス番号順
にチェックし、監視対象とします。

RAS支援サービスでは寿命監視を行い、以下の時期が来るとメッセージにより交換時期の通知を行い
ます。

 

表 6.16 交換予告メッセージ・交換メッセージ通知 (RAIDカード)

交換予告メッセージ通知開始時期 交換メッセージ通知時期

使用開始または BBU交換後から約 2年後 約 3年後

 
■操作手順

1.  RAS支援サービスの GUIを起動します。
・ Windowsの場合：OSにログインし、起動します。
・ Linuxの場合：Webブラウザを開いて所定の URLにアクセスし、ログインします。
操作について詳しくは、『RAS支援サービス ユーザーズガイド』(Linux版またはWindows版) を
参照してください。

 
2. RAS支援サービスの [部品寿命情報・設定] 画面の [寿命部品名]の一覧に、[電池 (RAID_Card#xx)]
が PCIバス番号順で表示されます。
寿命監視可能な電池 (RAIDカード) の [搭載日] が入力可能になっています。寿命監視を設定する
RAIDカードの [搭載日] に、搭載した日付を入力します。

 
■注意事項

PRIMEQUEST 1000シリーズで RAIDカードの BBU寿命監視を行う場合、以下の点に注意してくださ
い。

・ RAIDカードが「図 6.55 RAS支援サービス画面 (BBUなし) 」のように実装されている場合、BBU
なしの RAIDカードは RAS支援サービスの監視対象外になります。
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図 6.55 RAS支援サービス画面 (BBUなし)
 
・ パーティション構成を変更して監視対象の RAIDカードを別のパーティションに移動した場合は、

RAS支援サービスを設定しなおす必要があります。移動元のパーティション側の [搭載日] をク
リアしてから、移動先のパーティション側の RAIDカードの搭載日を設定します。

図 6.56 RAS支援サービス画面 (パーティション移動)
 
・ PRIMEQUEST 1000シリーズでは複数のパーティションを構成することができます。
例えば、あるパーティションは昼間は CPU数が多く、夜間は I/O数が多く必要な運用の場合、昼
夜でパーティションの構成を変更する必要があるため、SB、IOBの接続構成を変更します。
この場合、RAIDカードがパーティション間を移動するとき、移動する RAIDカードの寿命監視
はどちらか主とするパーティションを決定し、そのパーティションの RAS支援サービスに設定
してください。
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誤って両方のパーティションに設定すると、それぞれのパーティションから同じ RAIDカードに
対し寿命監視の通知が出ることになります。

6.10.2  UPSのバッテリー寿命監視
UPSのバッテリーは定期交換部品です。RAS支援サービスにより寿命を監視します。
RAS支援サービスでは、以下の時期が来るとメッセージ出力して交換時期を通知します。
 

表 6.17 交換予告メッセージ・交換メッセージ通知 (UPS)

交換予告メッセージ通知開始時期 交換メッセージ通知時期

使用開始またはバッテリー交換後から約

1年 9ヶ月
約 2年後

 
■操作手順

1.  寿命監視設定を行うパーティションを決定し、RAS支援サービスの GUIを起動します。
・ Windowsの場合：OSにログインし、起動します。
・ Linuxの場合：Webブラウザを開いて所定の URLにアクセスし、ログインします。
操作について詳しくは、『RAS支援サービス ユーザーズガイド』(Linux版またはWindows版) を
参照してください。

 
2. RAS支援サービス画面で [寿命部品名] の一覧の先頭に「UPS (バッテリ)」が表示されます。

[搭載日] が入力可能となっているので、[搭載日] にバッテリーを搭載した日付を入力します。
 
■注意事項

PRIMEQUEST 1000シリーズで UPSのバッテリー寿命監視を行う場合、以下の点に注意してください。
・ 複数パーティション構成の場合、UPSのバッテリー寿命監視設定は 1パーティション (任意) のみ
に設定してください。

複数のパーティションに設定した場合、複数のパーティションから交換予告が通知されることに

なります。
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6.11  簡易設定ツール (editconf.sh) 実行後の復旧手順
この節で説明している操作は、SVS (SVIM) 10.10.04以前を使用している場合のみ必要です。
簡易設定ツールを実行すると、/etc/snmp/snmpd.confの PSAの設定が無効になります。
以下の復旧手順を実施します。

 
1. 以下の行 (←の行) の「#sv#」を削除します。
修正前

## Setup for FJSVpsa Please do not remove the following lines ##
#sv#com2sec psalocal localhost psaprivate   ←
#sv#group PsaRWGroup v1 psalocal   ←
#sv#view fujitsu included .1.3.6.1.4.1.211.1.31.1 ff.c0   ←
#sv#access PsaRWGroup "" any noauth exact fujitsu fujitsu none ←

rouser fjsvpsa

master  agentx
agentxTimeout 360
agentxRetries 0

sysobjectid .1.3.6.1.4.1.211.1.31.1.2.100.2.0
## End of Setup for FJSVpsa ##

 
修正後

## Setup for FJSVpsa Please do not remove the following lines ##
com2sec psalocal localhost psaprivate
group PsaRWGroup v1 psalocal
view fujitsu included .1.3.6.1.4.1.211.1.31.1 ff.c0
access PsaRWGroup "" any noauth exact fujitsu fujitsu none

rouser fjsvpsa

master  agentx
agentxTimeout 360
agentxRetries 0

sysobjectid .1.3.6.1.4.1.211.1.31.1.2.100.2.0
## End of Setup for FJSVpsa ##

 
2. snmpd.confの変更を反映させるため、snmpdを再起動します。

/sbin/service snmpd restart
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3. 設定を反映させるため、PSAを再起動します。

/sbin/service y30FJSVpsa stop
/sbin/service y30FJSVpsa start
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第 7章  導入後の作業
 

本章では、NTPの設定やセキュリティの設定など、
PRIMEQUEST 1000シリーズ導入後に実施する作業について説
明します。

 
7.1 ネットワークアダプターの二重化構成  .................... 237
7.2 NTPの設定  .............................................................. 238
7.3 DNSサーバの設定  ................................................... 242
7.4 SMTPの設定  ............................................................ 243
7.5 セキュリティの設定  ................................................. 244
7.6 スケジュール運転  .................................................... 253



7.1  ネットワークアダプターの二重化構成
導入後のネットワーク構築のために、各ネットワークアダプターに対応したユーティリティを使用し

て、以下のようなチーミング (マルチパス) を設定します。
 
■ネットワークアダプター (Intel Gigabit Ethernet (GbE)) の設定
管理 LANおよび業務 LANについてネットワークの冗長化設定を行います。 対象とするネットワーク
は、以下の図の(2)の箇所です。
・ Windows：Intel PROSet (R) を使用してチーミングを構成します（*1）。詳しくは、Intel PROSet (R)
のヘルプを参照してください。

*1：Windows Server 2012以降、OSの標準機能の NICチーミングも利用可能です。
・ Linux：『Linuxユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux 5 編』または『Linuxユーザーズマ
ニュアル Red Hat Enterprise Linux 6 編』を参照してください。

・ PRIMECLUSTER GLS (Global Link Services) を使用すると冗長を構築できます。PRIMECLUSTER
GLSを使用した業務 LANの冗長について詳しくは、PRIMECLUSTER関連のドキュメントを参
照してください。

 

 

番号 説 明

(1) SW冗長化

(2) チーミング (GLS等) による冗長化

(3) Standby側は無効

図 7.1 外部ネットワーク構成
 
注意

Intel PROSet (R) を使用したチーミングに関して、留意事項があります。留意事項については、
『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル』(C122-E108) の「G.10  NIC (ネットワークインター
フェースカード)」を参照してください。
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7.2  NTPの設定
ここでは、NTP (Network Time Protocol) を利用した時刻補正の運用について、PRIMEQUEST 1000シリー
ズでの運用方法を説明します。

NTPとは、コンピュータ同士が時刻情報を交換する方法を定めたプロトコルです。システムの起動時
に、正確な時刻を有する他のシステムの時刻を参照して時刻を設定し、その後、時刻の誤差を一定範

囲内で維持するための機能です。

このとき、元となる時刻を持つシステムを NTPサーバ、参照するシステムを NTPクライアントと呼び
ます。NTPサーバには、NTPクライアントからの要求に応答するための NTPサービスが起動されてい
る必要があります。

OSが Linuxの場合の NTPを利用した時刻補正の運用については、『Linuxユーザーズマニュアル Red
Hat Enterprise Linux 5 編』または『Linuxユーザーズマニュアル Red Hat Enterprise Linux 6 編』を参照し
てください。

OSがWindowsの場合の NTPを利用した時刻補正の運用については、「付録 F NTPサーバの指定およ
び設定 (Windows)」を参照してください。
 
注意

・ Reserved SBを使用するさいは、NTPを必ず使用してください。
Reserved SB使用時の留意点について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュア
ル』(C122-E108) の「3.2.1  Reserved SB」の「■Reserved SB機能の制限」を参照してください。

・ 複数 SB (2SB以上) でパーティションを構成する場合、そのパーティションは NTPを必ず使用し
てください。

・ SBの故障で SBが縮退し、Home SBの交替が発生した場合、Home SB交替前後で OS時刻にずれ
が生じる可能性があります。

 
掲載している画面はすべて表示例であり、システム構成などによって表示される内容は異なります。

 

7.2.1  PRIMEQUEST 1000シリーズでの NTPの運用方法
PRIMEQUEST 1000シリーズでの NTPを利用した各パーティションの時刻の補正方法について説明し
ます。

PRIMEQUEST 1000シリーズでは、時刻を設定する対象は以下の 2種類です。
・ MMB
・ 各パーティション

MMBの NTPクライアント設定について詳しくは、「7.2.2 NTPサーバの指定」を参照してください。
各パーティションの時刻は、インストールされた OSの NTPクライアント設定によって補正します。
安定した NTP運用をするために、各 NTPクライアントからは複数台 (RHELの場合は 3台以上) の NTP
サーバを指定してください。

 
MMB以外の NTPサーバを利用した場合の運用の概要図を、「図 7.2 外部 NTPサーバを利用する場合の
運用図 (NTPサーバ 3台の場合)」に示します。
 
注意

複数台の NTPサーバを利用する場合は、ストラタム (階層) を合わせてください。
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図 7.2 外部 NTPサーバを利用する場合の運用図 (NTPサーバ 3台の場合)
 
NTPサーバを 1台のみ指定することも可能です。この場合、NTPクライアントは指定した NTPサーバ
へ通信できなくなると、他に同期対象が存在しないため、NTPサーバを失ってしまいます。NTPクラ
イアントは NTPサーバとの通信が復旧するまでの間、NTPによる時刻補正を行うことができず、シス
テムクロックの精度で時刻を刻むことになります。システムクロックの精度には個体差があるため、

NTPによる時刻補正が行えない場合、システム間での時刻ずれが拡大し、ミドルウェアやアプリケー
ションにおいて不具合が発生する可能性があります。

 
備考

NTPサーバ 1～ NTPサーバ 3は、インターネットまたはイントラネット上の高精度な時刻を持つ NTP
サーバです。

 

7.2.2  NTPサーバの指定
MMBの NTPクライアント機能を利用し、時刻の同期を取る別の NTPサーバを設定します。
 
注意

MMBの時刻とパーティション側の時刻は、それぞれ独立した時計で管理されています。
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MMBの時計は、パーティションの時計への時刻通知・補正は行いません。MMBとパーティションの
時刻は、以下の対応で必要になるため、一致もしくは近時に保ってください。

・ ハード障害などでMMB側ログとパーティション上の OS側ログを突き合わせるとき
・ システム監査やセキュリティ監査を実施するとき

・ パーティション側の時刻保持バッテリーに異常が発生したとき

時刻を合わせるには、以下のいずれかを実施してください。

・ MMB Web-UIから手動で時刻を合わせる
・ MMBの NTPクライアント機能を使って時刻を合わせる

 
備考

NTP を使用しない場合は、OS 上で時刻の設定を行ってください。
 
■操作手順

 
1. [Network Configuration] - [Date/Time] をクリックします。

[Date/Time] 画面が表示されます。[Date/Time] 画面について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリー
ズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.5.1  [Date/Time] 画面」を参照してください。
 
 

図 7.3 [Date/Time] 画面例
 

2. [NTP] の [Enable] をクリックします。
 

3. 別の NTPサーバの IPアドレスを入力します。
NTP Server1：Primary NTPサーバを指定します。
NTP Server2：Secondary NTPサーバを指定します。
NTP Server3：Other (Tertiary) NTPサーバを指定します。

PRIMEQUEST 1000シリーズ 導入マニュアル
第 7章 導入後の作業

240 C122-E107-10



 
4. [Apply] ボタンをクリックします。

MMBは [NTP Server1] ～ [NTP Server3] に設定した NTPサーバと時刻の同期を取ります。
 

5. 数分後、[Refresh] ボタンをクリックし、正しい時刻が表示されることを確認してください。
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7.3  DNSサーバの設定
DNSサーバの設定については、「3.3.8 DNSサーバの設定」を参照してください。
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7.4  SMTPの設定
SMTPの設定については、「3.3.9 Alarm E-Mailの設定」を参照してください。
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7.5  セキュリティの設定
セキュリティを確保するために必要な設定や、運用中に異常が起きたときの通知方法について説明し

ます。

運用を考慮して必要なセキュリティを設定してください。

下記の設定が完了したときには、設定情報のバックアップを取ることを推奨します。設定した情報の

バックアップについては「3.5 構成情報の保存」を参照してください。
・ 7.5.1 アクセスコントロールの設定
・ 7.5.2 SNMPの設定
・ 7.5.3 SSHの設定
・ 7.5.4 HTTPSの設定

 
掲載している画面はすべて表示例であり、システム構成などによって表示される内容は異なります。

 

7.5.1  アクセスコントロールの設定
MMBのセキュリティを確保するために、ネットワークプロトコルに対するアクセスコントロールを設
定します。

セキュリティ確保のため、導入時に設定することを推奨します。導入後に設定することもできます。

 
■編集対象のフィルタの選択

 
●操作手順

 
1. [Network Configuration] - [Access Control] をクリックします。

[Access Control] 画面が表示されます。[Access Control] 画面について詳しくは、『PRIMEQUEST
1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.5.10  [Access Control] 画面」を参
照してください。
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図 7.4 [Access Control] 画面例
 

2. ラジオボタンで編集対象のフィルタを選択します。
 
■フィルタの追加・編集

 
●操作手順

 
1. フィルタを追加する場合は [Add Filter] ボタンを、編集する場合は [Edit Filter] ボタンをクリック
します。

追加の場合は [Add Filter] 画面、編集の場合は [Edit Filter] 画面が表示されます。[Add Filter] 画面
および [Edit Filter] 画面について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファ
レンス』(C122-E110) の「■[Add Filter]/[Edit Filter] 画面」を参照してください。
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図 7.5 [Add Filter] 画面例
 

2. 必要な項目を入力します。
フィルタは最大 64個設定できます。
 
備考

パソコンやワークステーションのWebブラウザでプロキシ設定をしている場合、指定する IPア
ドレスはプロキシ設定を考慮したものにしてください。

 
3. [Apply] ボタンをクリックします。

 
■フィルタの削除

 
●操作手順

 
1. フィルタを選択して [Remove Filter] ボタンをクリックします。
削除確認の画面が表示されます。

 
2. 削除する場合には [OK] ボタンをクリックします。

[Access Control] 画面に戻ります。削除されたことをリスト上で確認します。削除を取り消す場合
は、[Cancel] ボタンをクリックします。

　

7.5.2  SNMPの設定
SNMP (Simple Network Management Protocol) を設定します。SNMPの設定は、Administrator権限で実施
してください。
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運用中に異常が起きたときに外部に通知するかどうか、通知する場合の通知先などを設定します。以

下の 4種類の設定ができます。
■SNMPを有効にする
■SNMPの詳細を設定する
■SNMPトラップの送信先を設定する
■SNMP v3の設定をする
 
■SNMPを有効にする

 
●操作手順

 
1. [Network Configuration] - [Network Protocols] をクリックします。

[Network Protocols] 画面が表示されます。[Network Protocols] 画面について詳しくは、
『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.5.4 [Network
Protocols] 画面」を参照してください。
 
 

図 7.6 [Network Protocols] 画面例
 

2. [SNMP] の項目を入力します。
 

3. [Apply] ボタンをクリックします。
 
■SNMPの詳細を設定する

 
●操作手順
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1. [Network Configuration] - [SNMP Configuration] - [Community] をクリックします。
[SNMP Community] 画面が表示されます。[SNMP Community] 画面について詳しくは、
『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.5.6  [SNMP
Configuration] メニュー」の「■[SNMP Community] 画面」を参照してください。
 

図 7.7 [SNMP Community] 画面例
 

2. 必要な項目を入力します。
最大 16個の Communityを設定できます。設定する Community、アクセスを許す IPアドレス、
SNMPバージョン、アクセス権限、認証について入力します。
削除する場合は、[Community] および [IPアドレス] の項目をクリアします。
 

3. [Apply] ボタンをクリックします。
 
■SNMPトラップの送信先を設定する

 
●操作手順

 
1. [Network Configuration] - [SNMP Configuration] - [Trap] をクリックします。

[SNMP Trap] 画面が表示されます。[SNMP Trap] 画面について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シ
リーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.5.6  [SNMP Configuration] メニュー」の
「■[SNMP Trap] 画面」を参照してください。
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図 7.8 [SNMP Trap] 画面例
 

2. 送信先を入力します。
最大 16個までトラップ送信先を設定できます。
コミュニティまたはユーザー名と、トラップ送信先の IPアドレス、SNMPバージョン、および
認証レベルを設定します。

 
3. [Apply] ボタンをクリックします。

[Test Trap] ボタンをクリックすると、現在設定されているトラップ送信先に対してテスト用のト
ラップを送信できます。

 
■SNMP v3の設定をする

SNMP v3に固有のエンジン IDおよびユーザーを設定します。
 
備考

エンジン IDまたは IPアドレスを変更した場合、SNMP v3アクセス用に設定したユーザーは最初から
すべて設定しなおさなければなりません。設定したユーザーを有効にするためには、いったん SNMP
サービスを停止させてから再起動する必要があります。そのため、ここで [Apply] ボタンをクリックし
た場合、一時的に SNMP サービスが停止します。
 
●操作手順

 
1. [Network Configuration] - [SNMP Configuration] - [SNMP v3 Configuration] をクリックします。

[SNMP v3 Configuration] 画面が表示されます。[SNMP v3 Configuration] 画面について詳しくは、
『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.5.6  [SNMP
Configuration] メニュー」の「■[SNMP v3 Configuration] 画面」を参照してください。
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図 7.9 [SNMP v3 Configuration] 画面例
 

2. SNMP v3ユーザーを入力します。
最大 16ユーザーまで登録できます。
 

3. [Apply] ボタンをクリックします。
選択したユーザーを反映するために、SNMPサービスが再起動します。　

　

7.5.3  SSHの設定
MMBの SSHを設定します。Administrator権限で設定できます。
 
■操作手順

 
1. [Network Configuration] - [Network Protocols] をクリックします。

[Network Protocols] 画面が表示されます。[Network Protocols] 画面について詳しくは、
『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.5.4  [Network
Protocols] 画面」を参照してください。
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図 7.10 [Network Protocols] 画面例
 

2. [SSH] の項目を設定します。
 

3. [Apply] ボタンをクリックします。
　

7.5.4  HTTPSの設定
MMBの HTTPSを設定します。Administrator権限で設定できます。
HTTPSを [Enable] にするには、有効な SSL証明書が登録されている必要があります。有効な SSL証明
書が登録されていない場合に、HTTPSを [Enable] にしようとした場合は、エラー表示されます。
有効な SSL証明書は「認証済み証明書」または、MMB 画面で生成する「自己署名証明書」を指定し
てください。

HTTPSは、当社技術員がすでに設定している場合があります。変更の必要がなければ、次の設定に進
んでください。

 
■操作手順

 
1. [Network Configuration] - [Network Protocols] をクリックします。

[Network Protocols] 画面が表示されます。[Network Protocols] 画面について詳しくは、
『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.5.4  [Network
Protocols] 画面」を参照してください。
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図 7.11 [Network Protocols] 画面例
 

2. [HTTP] の HTTPSに関する項目を設定します。
 

3. [Apply] ボタンをクリックします。
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7.6  スケジュール運転
スケジュール運転については、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理マニュアル』(C122-E108) の「9.3
　スケジュール運転」を参照してください。
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第 8章  パーティションの電源投入と切断
 

本章では、パーティションの電源制御について説明します。

 
8.1 パーティションの電源投入と切断について  ............. 255



8.1  パーティションの電源投入と切断について
パーティションの電源投入と切断について説明します。

・ 8.1.1 パーティションの電源投入
・ 8.1.2 パーティションの電源切断

 
なお、パーティションの電源投入と切断は、Administrator、Operator、操作するパーティションの Partition
Operatorのアカウントで操作できます。
 
掲載している画面はすべて表示例であり、システム構成などによって表示される内容は異なります。

 

8.1.1  パーティションの電源投入
パーティションの電源投入の手順を説明します。

 
■操作手順

 
1. MMB Web-UIにログインします。
→ [MMB Web-UI] 画面が表示されます。　
 

2. [Partition] - [Power Control] をクリックします。
→ [Power Control] 画面が表示されます。[Power Control] 画面について詳しくは、『PRIMEQUEST
1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「1.3.1 [Power Control] 画面」を参照
してください。

 

図 8.1 [Power Control] 画面例
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3. 電源をオンにするパーティション番号の [Power Control] を [Power On] にし、[Apply] ボタンをク
リックします。

 
4. 確認のダイアログボックスが表示されます。実行する場合は [OK] ボタンを、キャンセルする場
合は [Cancel] ボタンをクリックします。
備考

・ パーティションがすでに電源オンになっている場合や、電源オフ中のため指定した制御が

失敗した場合は、警告が表示されます。

・ 全パーティションの電源をオフにした後は、一定時間電源をオンにすることができません。

8.1.2  パーティションの電源切断
パーティションの電源切断の手順を説明します。

 
Windowsでは、MMB Web-UIからシャットダウンを行う場合、ServerView Agentが必要です。
ServerView Agentの設定方法については、『ServerView Operations Manager Installation ServerView Agents
for Windows』の「システムシャットダウン」タブの説明を参照してください。
以下のような状態の場合は、『PRIMEQUEST 1000 シリーズ運用管理マニュアル』(C122-E108) の「11.2.11
　パーティション操作時のトラブル」を参照し、内容を確認してください。

・ 以下のいずれかを行って、MMB Web-UI (インフォメーション領域) の [Status] が [Error] となった
場合

・ パーティションの [Power Off]、[Reset]、または[Force Power Off]
・ OSからのシャットダウン

・ [MMB Web-UI] 画面で各コンポーネントの状態を表示すると、Part Number、Serial Numberが「Read
Error」と表示される場合

 
■操作手順

 
1. MMB Web-UIにログインします。
→ [MMB Web-UI] 画面が表示されます。
 

2. MMBのメニューから [Partition] - [Power Control] をクリックします。
→ [Power Control] 画面が表示されます。[#] の欄はパーティション番号です。
[Power Control] 画面について詳しくは、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレン
ス』(C122-E110) の「1.3.1 [Power Control] 画面」を参照してください。
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図 8.2 [Power Control] 画面例
 

3. 電源をオフにするパーティション番号の「Power Control」を [Power Off] にし、[Apply] ボタンを
クリックします。

→指定したパーティションの電源がオフになります。

 
備考

OSが ACPIに対応している場合は、[Power Off] を選択すると、OSをシャットダウンしてからそ
のまま電源をオフすることができます。ただし、OSが ACPIに対応していても OSで動作してい
るアプリケーションが対応していない場合は、電源オフできない場合があります。これは OSお
よびアプリケーションの仕様によるものです。詳細は OSまたはアプリケーションのマニュアル
を参照してください。

OSが ACPIに対応していない場合は、電源オフ操作によって、OSをシャットダウンしないで電
源をオフすることになります。

上記の理由から、パーティションは OS上でシャットダウンしてください。
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付録 A  設定項目の一覧 (リンク)
 

『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』
(C122-E110) の「付録 A  設定項目の一覧」を参照してください。
 

A.1 MMBの設定項目  ...................................................... 259
A.2 PSAの設定項目  ....................................................... 260
A.3 UEFIの設定項目  ...................................................... 261
A.4 BMCの設定項目  ...................................................... 262



A.1  MMBの設定項目
『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「A.1  MMB Web-UIの設
定項目」を参照してください。
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A.2  PSAの設定項目
『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「A.2  PSAの設定項目」
を参照してください。
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A.3  UEFIの設定項目
『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「A.3  UEFIの設定項目」
を参照してください。
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A.4  BMCの設定項目
『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理ツールリファレンス』(C122-E110) の「A.4  BMCの設定項目」
を参照してください。
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付録 B  PSAの手動インストール・アンイ
ンストール

 
本付録では、PSAの手動インストール・アンインストールにつ
いて、OSごとに説明します。
なお、SVIMを使用して OSをインストールする場合、PSAの
手動インストールは不要です。

 
備考

PSAは、PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800Lのみ提
供しています。

 
B.1 PSAの手動インストール (Linux: Red Hat Enterprise

Linux)  ................................................................... 264
B.2 PSAの手動インストール (Windows Server 2003)  ....

274
B.3 PSAの手動インストール (Windows Server 2008)  ....

284



B.1  PSAの手動インストール (Linux: Red Hat Enterprise Linux)
PSAの Linux OS (Red Hat Enterprise Linux) への手動インストールについて説明します。
 
備考

PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L運用時は、必ず PSAをインストールしてください。PSA
をインストールしないと、以下の制限があります。

・ I/O (PCI Expressカード、ハードディスクなど) の異常通知、管理者への Trap通知ができない。
・ 予兆検出による次の異常通知、管理者への Trap通知ができない。

・ HDDの S.M.A.R.T.監視の閾値超え
・ 運用管理ソフトウェアでパーティション側の情報が収集できない。

・ REMCS契約時にソフトウェア異常が通知されない。
・ ハードディスクの活性保守ができない。必ずパーティション停止保守となる。

・ PRIMECLUSTER連携が使用できない。
 

B.1.1  インストールの流れ
PSAのインストールについて詳しくは「第 4章 OS および添付ソフトウェアのインストール」を参照
してください。PSAの設定については、「B.1 PSAの手動インストール (Linux: Red Hat Enterprise
Linux)」を参照してください。
 
備考

・ MMBの IPアドレスおよびパーティション側の管理 LANの IPアドレスを変更した場合、必ず
PSAを再起動してください。再起動しないと、Web-UIで[PSA] 画面の表示エラーが発生します。
また、PSAで検出するエラーが通知できません。

・ SVIMを使用して OSをインストールする場合、PSA、SIRMSの手動インストールは不要です。
ただし、SVIMによるインストール後に、「B.1.2 PSAインストール前の確認」および「B.1.7 PSA
インストール後の設定」にある各項目の確認および設定を実施する必要があります。

 

B.1.2  PSAインストール前の確認
PSAをインストールする前に確認する項目について説明します。
 
■PSA-MMB間通信 LANの設定確認
■管理 LANの設定確認
■PSA動作のための必須機能の確認
■iptablesサービスの状態確認
 
■PSA-MMB間通信 LANの設定確認

PSA-MMB間通信 LANの設定確認について詳しくは、「6.2.1 PSA-MMB間通信 LANの設定」および
「6.2.7 管理 LAN IPアドレスの設定」を参照してください。
 
■管理 LANの設定確認
管理 LANの設定確認について詳しくは、「6.2.2 管理 LANの設定確認」を参照してください。
 
■PSA動作のための必須機能の確認

PSAの動作のためには以下のパッケージが必要です。各パッケージがインストールされていることを、
rpmコマンドで確認します。
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インストールが必要なパッケージは、CPUアーキテクチャー (x86/x64) によって異なります。
 

表 B.1 PSA動作に必要なパッケージ (RHEL5)

パッケージ CPUアーキテクチャー

Linuxパッケージ x86 x64

gdb-x.x-x.x.i386.rpm
lm_sensors-x.x.x-x.x.i386.rpm
net-snmp-x.x.x.x-x.x.i386.rpm
net-snmp-utils-x.x.x.x-
x.x.i386.rpm
rcs-x.x-x.x.i386.rpm
 

gdb-x.x-x.x.x86_64.rpm
lm_sensors-x.x.x-x.x.i386.rpm
lm_sensors-x.x.x-x.x.x86_64.rpm
net-snmp-x.x.x.x-x.x.x86_64.rpm
net-snmp-libs-x.x.x.x-x.x.i386.rpm
net-snmp-libs-x.x.x.x-x.x.x86_64.rpm
net-snmp-utils-x.x.x.x-x.x.x86_64.rpm
popt-x.x.x.x-x.x.i386.rpm
rcs-x.x-x.x.x86_64.rpm
rpm-libs-x.x.x.x-x.x.i386.rpm
openssl-x.x.x-x.x.i686.rpm
openssl-x.x.x-x.x.x86_64.rpm
perl-x.x.x-x.x.x86_64.rpm
tcp_wrappers-x.x-x.x.x.i386.rpm
tcp_wrappers-x.x-x.x.x.x86_64.rpm
parted-x.x.x-x.x.i386.rpm
parted-x.x.x-x.x.x86_64.rpm

FJSVfefpcl 関連パッ
ケージ

必要 必要

 

表 B.2 PSA動作に必要なパッケージ (RHEL6)

パッケージ CPUアーキテクチャー

Linuxパッケージ x86 x64

gdb-x.x-x.x.i686
net-snmp-libs-x.x-x.x.i686
net-snmp-x.x-x.x.i686
net-snmp-utils-x.x-x.x.i686
parted-x.x-x.x.i686
 

gdb-x.x-x.x.x86_64
glibc-x.x-x.x.x.i686
openssl-x.x.x-x.x.i686
net-snmp-libs-x.x-x.x.i686
net-snmp-libs-x.x-x.x.x86_64
net-snmp-x.x-x.x.x86_64
net-snmp-utils-x.x-x.x.x86_64
parted-x.x-x.x.i686

FJSVfefpcl 関連パッ
ケージ

必要 必要
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表 B.3 SIRMS動作に必要なパッケージ (RHEL6)

パッケージ CPUアーキテクチャー

Linuxパッケージ x86 x64

不要 libstdc++-4.4.4-13.el6.i686以降

 
注意

FJSVfefpcl 関連パッケージの名称は、OS 版数により異なります。
 
【入力形式】

/bin/rpm -q <パッケージ名>

 
カーネルバージョンは unameコマンドで確認します。
 
【入力形式】

/bin/uname -r

 
net-snmpパッケージがインストールされているか確認し、インストールされていた場合の例

#/bin/rpm -q  net-snmp
net-snmp-5.1.2-11

 
パッケージがインストールされていない場合は、RPMパッケージのインストール方法により、OSの
インストール CDからインストールしてください。
 
備考

FJSVfefpclパッケージは、PSAと連携して動作することによって、OS panic発生時の panic状態通知機
能、およびソフトウェアWatchdogの停止機能を有効にします。
上記に加え、PCL (PRIMECLUSTER) を使用する環境では、PCLのノードの高速切替えを実現するため
の HBA閉塞機能を提供します。
PRIMEQUEST環境下では PCL (PRIMECLUSTER) を未使用でも、本パッケージをインストールする必
要があります。

 
■iptablesサービスの状態確認

iptablesサービスの状態を確認します。
iptablesサービスが停止している場合、PSAインストール時に iptablesの設定が正しく実施されません。
必要に応じて、iptablesサービスを起動してください。
 
注意

2.8.0版以前の PSAをインストールする場合、iptablesサービスが停止していると、PSA-MMB間通信
LAN用の設定で既存のポート設定が上書きされた状態で iptablesサービスが起動してしまいます。
以下の方法で対処してください。

・ iptablesを使用する場合：

PRIMEQUEST 1000シリーズ 導入マニュアル
付録 B PSAの手動インストール・アンインストール

266 C122-E107-10



PSAをインストールする前に、iptablesサービスを起動させてください。
・ iptables以外のファイアーウォールツールを使用する場合：

iptablesサービスを停止してください。
 

B.1.3  PSAのインストール
以下のコマンドで PSAパッケージをインストールします。
以下の説明は、作業ディレクトリ (以下、$WORK_DIR と呼びます) 内に PSAのパッケージ (FJSVpsa-
$VER-$REL.tar.gz) が展開された状態を前提としています。
 
【入力形式】

cd $WORK_DIR/FJSVpsa
./INSTALL.sh

 

B.1.4  PSAインストール時の自動設定
PSAインストール時に、PSA動作のための設定が以下のように自動的に追記または変更されます。
 

表 B.4 PSAインストール時に自動追記／変更される設定

対象 動作 備考

syslog.confファイル 設定追記   

snmpd.confファイル 設定追記   

snmptrapd.confファイル 設定追記   

servicesファイル 設定追記 追加されるポート：fj-webgate (24450) servicesファイルへ
の設定追記時には、ポート番号の重複はチェックしてい

ない。必要に応じて変更すること。

snmptrapdの起動オプション 変更  

snmpdの起動オプション 変更  

PSA-MMB間専用 LANインター
フェース

IPアドレ
ス設定

「6.2.1 PSA-MMB間通信 LANの設定」を参照し、必要に
応じて変更する。

iptables設定 設定追加 PSA 2.6 版以降、手動で PSAをインストールした場合は、
PSA-MMB間通信用チェインのみ作成される。
「B.1.7 PSAインストール後の設定」の「■ファイアー
ウォール機能の確認 (ポートの開放)」を参照し、手動で
INPUT、OUTPUTチェインに、PSA-MMB間通信用チェ
インへのジャンプ設定を追加する。

SELinux設定ファイル
(/etc/selinux/config)

変更 RHEL5の場合のみ、SELinuxが無効化される。ただし、
すでに SELinuxが無効化されている場合は変更しない。

SELinux設定 設定追加 RHEL6以降の場合のみ、ポリシーモジュールが追加され
る。
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B.1.5  SIRMSのインストール
以下のコマンドで、SIRMS関連のパッケージをインストールします。
 
【入力形式】

/bin/rpm -ivh sirms-X.X.X-X.i386.rpm (*)

 
*：X.X.X-Xは SIRMSの版数です。
 

B.1.6  パーティション再起動
PSA、SIRMSインストール後、リブートによりパーティションを再起動します。
 
【入力形式】

/sbin/reboot

 

B.1.7  PSAインストール後の設定
ここでは、PSAをインストールした後に設定する項目について説明します。
 
■SELinux機能の設定確認
■ファイアーウォール機能の確認 (ポートの開放)
■パーティションからのトラップ送信先の設定

■MMB経由のトラップ送信先とMail送信先の設定
■複製ディスク使用時の SNMP設定
 
■SELinux機能の設定確認

SELinux機能の設定確認について詳しくは、「6.2.3 SELinux機能の設定確認」を参照してください。
 
■ファイアーウォール機能の確認 (ポートの開放)
〔PSA 2.5版以前の場合〕
PSA-MMB間通信 LANに必要なファイアーウォールは、自動設定されます。
ファイアーウォール機能の確認については、「6.2.4 ファイアーウォール機能の確認 (ポートの開放)」の
「■PSA-MMB間通信 LAN用インターフェース」を参照してください。
また、管理 LAN用インターフェースに関する設定は、PRIMECLUSTERと連携を行う場合のみ、設定
が必要になります。設定方法については、「6.2.4 ファイアーウォール機能の確認 (ポートの開放)」の
「■管理 LAN用インターフェース」を参照してください。
 
〔PSA2.6版以降の場合〕
PSA-MMB間通信 LAN、管理 LANに必要なファイアーウォールは、チェインのみ自動設定されます。
PSA-MMB間通信 LAN用のインターフェースに関する設定は必須のため、手動で iptablesの INPUTお
よび OUTPUTチェインに、PSA-MMB間通信用のチェイン (以下、PSA-MMB_LANチェイン) へのジャ
ンプ設定を追加してください。設定方法については「■PSA-MMB間通信 LAN用インターフェース
(PSA2.6版以降の場合)」を参照してください。
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また、管理 LAN用インターフェースに関する設定は、PRIMECLUSTERと連携を行う場合のみ必要に
なります。設定方法については「6.2.4 ファイアーウォール機能の確認 (ポートの開放)」の「■管理 LAN
用インターフェース」を参照してください。

 
注意

2.8.0版以前の PSAをインストールする場合、iptablesサービスが停止していると、既存の設定が失わ
れます。

以下の方法で対処してください。

・ iptablesを使用する場合：
システムに必要なポート開放の設定を実施後、必要なポートを開放してください。詳しくは「表

6.5 PSA-MMB間通信 LAN用インターフェースで開放するポート」を参照してください。
・ iptables以外のファイアーウォールツールを使用する場合：

iptablesに PSA-MMB間通信 LAN用の設定 (PSA-MMB_LANチェイン) が追加されます。手動で
削除後、必要なポートを開放してください。詳しくは「表 6.5 PSA-MMB間通信 LAN用インター
フェースで開放するポート」を参照してください。

 
 
■PSA-MMB間通信 LAN用インターフェース (PSA2.6版以降の場合)
ファイアーウォールの設定は、環境により設定内容が異なるため、ここでは、以下の設定の場合につ

いて、PSA-MMB間通信の設定例を示します。

実施例：INPUTおよび FORWARDに REJECT設定がある場合
# iptables -L -n 
Chain INPUT (policy ACCEPT)
target     prot  opt source               destination
ACCEPT     all   --  0.0.0.0/0            0.0.0.0/0  state 
RELATED,ESTABLISHED
ACCEPT     icmp  --  0.0.0.0/0            0.0.0.0/0
ACCEPT     all   --  0.0.0.0/0            0.0.0.0/0
ACCEPT     tcp   --  0.0.0.0/0            0.0.0.0/0  state NEW tcp 
dpt:22

REJECT     all   --  0.0.0.0/0            0.0.0.0/0  reject-with 
icmp-host-prohibited 
 
Chain FORWARD (policy ACCEPT)
target     prot  opt source               destination

REJECT     all   --  0.0.0.0/0            0.0.0.0/0  reject-with 
icmp-host-prohibited  
 
Chain OUTPUT (policy ACCEPT)
target     prot  opt source               destination
 
Chain PSA-MMB_LAN (2 references)
target     prot  opt source               destination
ACCEPT     all   --  0.0.0.0/0     0.0.0.0/0
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ACCEPT     all   --  0.0.0.0/0     0.0.0.0/0
ACCEPT     icmp  --  0.0.0.0/0     0.0.0.0/0  icmp type 8
ACCEPT     icmp  --  0.0.0.0/0     0.0.0.0/0  icmp type 0
ACCEPT     udp   --  0.0.0.0/0     0.0.0.0/0  udp dpt:161
ACCEPT     udp   --  0.0.0.0/0     0.0.0.0/0  udp spt:161
ACCEPT     tcp   --  0.0.0.0/0     0.0.0.0/0  tcp dpt:24450
ACCEPT     tcp   --  0.0.0.0/0     0.0.0.0/0  tcp spt:24450
ACCEPT     tcp   --  0.0.0.0/0     0.0.0.0/0  tcp spt:5000
ACCEPT     tcp   --  0.0.0.0/0     0.0.0.0/0  tcp dpt:5000

 
1. PSA-MMB_LANチェインが作成されていることを確認します。

# /sbin/iptables -L

 

# iptables -L 実行結果
Chain INPUT (policy ACCEPT)
target    prot  opt source            destination
ACCEPT    all   --  0.0.0.0/0         0.0.0.0/0  state RELATED,¥
ESTABLISHED
ACCEPT    icmp  --  0.0.0.0/0         0.0.0.0/0
ACCEPT    all   --  0.0.0.0/0         0.0.0.0/0
ACCEPT    tcp   --  0.0.0.0/0         0.0.0.0/0  state NEW tcp dpt:
22
REJECT    all   --  0.0.0.0/0         0.0.0.0/0  reject-with ¥
icmp-host-prohibited
 
Chain FORWARD (policy ACCEPT)
target    prot  opt source            destination
REJECT    all   --  0.0.0.0/0         0.0.0.0/0  reject-with ¥
icmp-host-prohibited
 
Chain OUTPUT (policy ACCEPT)
target    prot  opt source            destination
 

Chain PSA-MMB_LAN (2 references)

target    prot  opt source          destination

ACCEPT    all   --  0.0.0.0/0      0.0.0.0/0

ACCEPT    all   --  0.0.0.0/0      0.0.0.0/0

ACCEPT    icmp  --  0.0.0.0/0      0.0.0.0/0  icmp type 8
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ACCEPT    icmp  --  0.0.0.0/0      0.0.0.0/0  icmp type 0

ACCEPT    udp   --  0.0.0.0/0      0.0.0.0/0  udp dpt:161

ACCEPT    udp   --  0.0.0.0/0      0.0.0.0/0  udp spt:161

ACCEPT    tcp   --  0.0.0.0/0      0.0.0.0/0  tcp dpt:24450

ACCEPT    tcp   --  0.0.0.0/0      0.0.0.0/0  tcp spt:24450

ACCEPT    tcp   --  0.0.0.0/0      0.0.0.0/0  tcp spt:5000

ACCEPT    tcp   --  0.0.0.0/0      0.0.0.0/0  tcp dpt:5000

行末の¥は、改行しないことを表す。
 

2. INPUTおよび OUTPUTチェインに PSA-MMB_LANチェインへのジャンプ設定を追加します。
INPUTおよび OUTPUTチェインにある既存の REJECT設定や、ユーザー定義のチェインなどに
遮断されないように、設定してください。

ここでは、以下のコマンドを使って、INPUTチェインの 5番目 (REJECT設定の前)、OUTPUT
チェインに追加します。(iptablesのオプションの詳細は manマニュアルを参照してください。)

# /sbin/iptables ‒I INPUT 5 ‒j PSA-MMB_LAN
# /sbin/iptables ‒A OUTPUT ‒j PSA-MMB_LAN

 
3. iptables -L コマンドを実行し、INPUTチェインおよび OUTPUTチェインについて、追加した PSA-

MMB_LANチェインが、その前の REJECTや DROPなどにより遮断されていないことを確認し
ます。

設定例：

# iptables ‒L
Chain INPUT (policy ACCEPT)
target       prot  opt source               destination
ACCEPT       all   --  0.0.0.0/0      0.0.0.0/0  state RELATED,
¥     
ESTABLISHED
ACCEPT       icmp  --  0.0.0.0/0        0.0.0.0/0
ACCEPT       all   --  0.0.0.0/0        0.0.0.0/0
ACCEPT       tcp   --  0.0.0.0/0         0.0.0.0/0  state NEW tcp 
dpt:22

PSA-MMB_LAN  all  --  0.0.0.0/0          0.0.0.0/0
REJECT       all   --  0.0.0.0/0        0.0.0.0/0  reject-with ¥
icmp-host-prohibited
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Chain FORWARD (policy ACCEPT)
target       prot  opt source               destination
REJECT       all   --  0.0.0.0/0        0.0.0.0/0  reject-with ¥
icmp-host-prohibited
 
Chain OUTPUT (policy ACCEPT)
target       prot  opt source               destination

PSA-MMB_LAN  all  --  0.0.0.0/0             0.0.0.0/0
 
Chain MMLAN (2 references)
target       prot  opt source               destination
ACCEPT      all  --  0.0.0.0/0           0.0.0.0/0
ACCEPT      all  --  0.0.0.0/0           0.0.0.0/0
ACCEPT      icmp --  0.0.0.0/0           0.0.0.0/0  icmp type 8
ACCEPT      icmp --  0.0.0.0/0           0.0.0.0/0  icmp type 0
ACCEPT      udp  --  0.0.0.0/0           0.0.0.0/0  udp dpt:161
ACCEPT      udp  --  0.0.0.0/0           0.0.0.0/0  udp spt:161
ACCEPT       tcp  --  0.0.0.0/0             0.0.0.0/0  tcp dpt:24450
ACCEPT       tcp  --  0.0.0.0/0             0.0.0.0/0  tcp spt:24450
ACCEPT      tcp  --  0.0.0.0/0            0.0.0.0/0  tcp spt:5000
ACCEPT       tcp  --  0.0.0.0/0             0.0.0.0/0  tcp dpt:5000 

行末の¥は、改行しないことを表す。
 

4. MMB Web-UIにログインし、PSAの画面が表示されることを確認します。
 

5. ファイアーウォールの設定を保存します。

# /sbin/service iptables save
 
■パーティションからのトラップ送信先の設定

パーティションからのトラップ送信先の設定について詳しくは、「6.2.5 パーティションからのトラップ
送信先の設定」を参照してください。

 
■MMB経由のトラップ送信先と Mail送信先の設定

MMB経由のトラップの送信先とMailの送信先は、MMB Web-UIで設定した宛先となります。
・ MMBのトラップの送信先について詳しくは、「7.5.2 SNMPの設定」を参照してください。
・ Mailの送信先について詳しくは、「3.3.9 Alarm E-Mailの設定」を参照してください。

 
備考

・ 本設定は必要な場合のみ実施してください。

・ 運用管理ソフトウェア (Systemwalkerなど) がパーティションを管理する場合には、本設定が必要
になります。

 
■複製ディスク使用時の SNMP設定
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複製ディスク使用時の SNMP設定について詳しくは、「6.2.8 複製ディスク使用時の SNMP設定」を参
照してください。

 

B.1.8  PSAのアップデートインストール
PSAのアップデートインストールについて詳しくは、「6.2.9 PSAのアップデートインストール」を参
照してください。

 

B.1.9  SIRMSのアップデートインストール
SIRMSのアップデートインストールについて詳しくは、「6.2.10 SIRMSのアップデートインストール」
を参照してください。

 

B.1.10  PSAのアンインストール
PSAのアンインストールについて詳しくは、「6.2.11 PSAのアンインストール」を参照してください。
 

B.1.11  SIRMSのアンインストール
SIRMSのアンインストールについて詳しくは、「6.2.12 SIRMSのアンインストール」を参照してくださ
い。
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B.2  PSAの手動インストール (Windows Server 2003)
Windows Server 2003に PSAをインストールする手順について説明します。インストールする場合は、
必ず Administrator権限でログインしてください。
 
備考

PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L運用時は、必ず PSAをインストールしてください。PSA
をインストールしないと、以下の制限があります。

・ I/O (PCI Expressカード、ハードディスクなど) の異常通知、管理者への Trap通知ができない。
・ 予兆検出による次の異常通知、管理者への Trap通知ができない。

・ HDDの S.M.A.R.T.監視の閾値超え
・ 運用管理ソフトウェアでパーティション側の情報が収集できない。

・ REMCS契約時にソフトウェア異常が通知されない。
 

B.2.1  インストールの流れ
PSAのインストールの流れについて、「第 4章 OS および添付ソフトウェアのインストール」を参照し
てください。PSAの設定については、「第 6章 OSのインストール後に実施する作業(PRIMEQUEST
1400S/1400E/1400L/1800E/1800L)」を参照してください。
 
備考

・ SVIMを使用して OSをインストールする場合、PSA、SIRMS のインストールは不要です。ただ
し、SVIMによるインストール後に、「B.2.2 PSAインストール前の確認」および「B.2.6 PSAイン
ストール後の設定」の各項目の確認および設定を実施する必要があります。

・ PSAインストール後に、以下のいずれかを実行する場合は、SNMPセキュリティ設定コマンド
(setsnmpsec) を実行します。コマンドの詳細については『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理
ツールリファレンス』(C122-E110) の「4.8　 SNMP セキュリティ設定コマンド (setsnmpsec)」を
参照してください。

・ SNMP Serviceのセキュリティ設定を [すべてのホストから SNMPパケットを受け付ける] か
ら [これらのホストから SNMPパケットを受け付ける] に変更する場合

・ MMBの IPアドレスを変更する場合
・ PSAインストール後の初めての起動で、Web-UIで [PSA] 画面を表示したときに、[E_33077 PSA

is Not Active. (01:0000)] というエラーメッセージが表示されることがあります。これは、PSAが
初回起動時にのみシステムのセンサー情報を収集する時間を要するためです。数分間待ってから

再度表示操作をしてください。

・ MMBの IPアドレスおよび PSA-MMB間通信 LANの IPアドレスを変更した場合は、必ず PSA
を再起動してください。再起動しない場合、Web-UIで [PSA] 画面の表示エラーが発生します。
また、PSAで検出するエラーの通知ができません。

 
■Windows Server 2003設定時の注意
・ Drワトソン (Windowsに付属の診断ソフトウェア) のオプション設定で「メッセージ ボックスに
よる通知」を有効にしないでください。PSAで異常が発生した場合にメッセージボックスが表示
され、閉じない限り PSAが再起動できなくなります。

・ イベントビューアのシステムログ、アプリケーションログのプロパティで [ログ サイズが最大値
に達した時の操作] を [イベントを上書きしない] に変更しないでください。ログサイズが最大値
に達した場合、それ以降にエラーが発生してもログに出力されないため、PSAで検出できません。
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・ Windowsサービスの「Print Spoolerサービス」を停止しないでください。OS情報収集機能は、
WMI (Windows Management Instrumentation) を使用します。「Print Spoolerサービス」が停止してい
ると、WMIでエラーが通知されるため、構成情報が正しく収集できません。

・ 以下のレジストリの値を 20000 (20秒) 未満に設定すると、OSのシャットダウン時にハングアッ
プする可能性があります。このためレジストリの値は、必ず 20000 (20秒) 以上に設定してくださ
い。デフォルトは 20000です。

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Control
¥WaitToKillServiceTimeout

上記のレジストリで、シャットダウン時にサービスを終了させるまでの待ち時間 (ミリ秒：ms) を
指定できます。

 
 
 

B.2.2  PSAインストール前の確認
PSAをインストールする前に確認する項目について説明します。
■PSA-MMB間通信 LANの設定確認
■管理 LANの設定確認
■PSA動作のための必須サービスの確認
 
■PSA-MMB間通信 LANの設定確認

PSA-MMB間通信 LANの設定確認について詳しくは、「6.3.1 PSA-MMB間通信 LANの設定」を参照し
てください。

 
■管理 LANの設定確認
管理 LANの設定確認について詳しくは、「6.3.2 管理 LANの設定確認」を参照してください。
 
■PSA動作のための必須サービスの確認

PSAの動作のためには SNMPサービスが必要です。SNMPサービスがインストールされていることを
以下の手順で確認します。

 
備考

本操作には、Windowsのインストール DVDが必要です。
 
●操作手順

1. [コントロールパネル] - [プログラムの追加と削除] - [Windowsコンポーネントの追加と削除] を選
択します。

→Windowsコンポーネントウィザードが表示されます。
 

2. [管理とモニターツール] を選択し、[詳細] ボタンをクリックします。
→ [管理とモニターツール] 画面が表示されます。
 

3. [簡易ネットワーク管理プロトコル(SNMP)] のチェックボックスがオンになっているか確認し、
[OK] ボタンをクリックします。
→Windowsコンポーネントウィザードに戻ります。

PRIMEQUEST 1000シリーズ 導入マニュアル
付録 B PSAの手動インストール・アンインストール

275 C122-E107-10



備考

チェックボックスがオンになっていない場合は、SNMPサービスがインストールされていません。
チェックボックスをオンにして、SNMPサービスをインストールしてください。
Windowsコンポーネントウィザード画面で [次へ] ボタンをクリックし、ウィザードの指示に従っ
てインストールします。

 

B.2.3  PSAのインストール
PSAのパッケージをインストールします。
本体装置に添付されている『ServerView Suite』の DVDを用意します。
 
■操作手順

1. Tools¥General¥PSA¥fjpsaxxxx.exeを実行します。(xxxx：バージョン番号)
→インストールの準備のため、以下の画面が表示されます。

 

 
図 B.1 [インストールの準備] 画面
 

2. インストールの準備が整い以下の画面が表示されます。実行する場合は [次へ] ボタンをクリック
します。
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図 B.2 [セットアップ] 画面
 

3. インストール先を指定し、[次へ] ボタンをクリックします。
PSAはデフォルトで Program Files¥Fujitsu配下または Program Files(x86)¥Fujitsu 配下にインストー
ルされます。インストール先を変更する場合は [参照] ボタンをクリックしてインストール先を指
定します。

 

図 B.3 [機能の選択] 画面
 

4. インストールが完了すると、以下の [完了] 画面が表示されます。[完了] ボタンをクリックします。
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図 B.4 [セットアップの完了] 画面
 

5. 再起動が必要な場合は、すぐにコンピュータを再起動するかしないかを確認する画面が表示され
ます。

その場合は、再起動が可能かどうか確認してください。可能であれば、再起動のオプションを選

択し、[完了] ボタンをクリックします。
 

B.2.4  PSAインストール時の自動設定
PSAのインストール時には、以下の PSA動作のための設定が自動的に行われます。
 
■サービスの設定

・ PRIMEQUEST Server Agent
・ PRIMEQUEST PEM Command Service
・ PRIMEQUEST PSA Environment Control Service

 
■環境変数の設定

・ PATH変数
既存の PATH変数に PSAが使用する値を追加します。

・ FJSVpsa_INSTALLPATH変数
新規に変数が追加されます。

 
■ポートの設定

PSAが TCP:24450ポートを使用するよう設定します。
 
■SNMPのセキュリティ設定

PSAがMMBからの SNMPパケットを受け付ける必要があるため、SNMP Serviceのセキュリティを設
定します。

PSAインストール時に、[SNMP Service] の [プロパティ] 画面のセキュリティタブで選択されている項
目により処理が異なります。
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・ [すべてのホストから SNMPパケットを受け付ける] が選択されている場合
SNMPのセキュリティ設定は実行されません。

・ [これらのホストから SNMPパケットを受け付ける] が選択されている場合
MMBの IPアドレスと localhostが設定されていない場合に SNMPのセキュリティを設定します。

 
■WMI (Windows Management Instrumentation)の設定

PSAはWindowsに標準でインストールされるWMIを利用して、PCI Expressカードや SCSI装置の情
報を取得します。

このとき、RAID装置などの LUN数が多い場合、WMIが収集するために使用するメモリサイズや内部
ハンドル数が不足することがあるため、以下の値に設定を変更します。

・ 使用メモリ上限サイズ：536,870,912 byte
・ 内部ハンドルの上限数：65,536

 

B.2.5  SIRMSのインストール
SIRMSのパッケージをインストールします。
本体装置に添付されている『ServerView Suite』 の DVDを用意します。
 
■操作手順

1. Tools¥Japanese¥SIRMS¥SIRMS¥setup.exeを実行します。(xxxx：バージョン番号)
インストールの準備のため、以下の画面が表示されます。

 

 
図 B.5 [セットアップの準備] 画面
 

2. インストールの準備が整うと以下の画面が表示されます。実行する場合は [次へ] ボタンをクリッ
クします。
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図 B.6 [SIRMSセットアップ] 画面
 

3. [情報一覧] 画面が表示されます。
内容を確認し、[次へ] ボタンをクリックします。
 

図 B.7 [情報一覧] 画面
 

4. インストール先を指定し、[次へ] ボタンをクリックします。
SIRMSはデフォルトで Program Files¥Fujitsu 配下または Program Files(x86)¥Fujitsu 配下にインス
トールされます。変更する場合は [参照] ボタンをクリックして、インストール先を指定します。
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図 B.8 [インストール先の選択] 画面
 

5. 指定されたインストール先を確認し、[次へ] ボタンをクリックします。
プログラムの転送が開始されます。

 

図 B.9 [ファイルコピーの開始] 画面
 

6. 完了画面が表示されたら [完了] ボタンをクリックして終了します。
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図 B.10 [セットアップの完了] 画面
 

B.2.6  PSAインストール後の設定
PSAをインストールした後に設定する項目について説明します。
 
■パーティションからのトラップ送信先の設定

■MMB経由のトラップ送信先とメール送信先の設定
■Windowsファイアーウォールの設定
■STOPエラー(致命的なシステムエラー)発生後のWatchdog監視設定
 
■パーティションからのトラップ送信先の設定

パーティションからのトラップ送信先の設定について詳しくは、「6.3.3 パーティションからのトラップ
送信先の設定」を参照してください。

 
■MMB経由のトラップ送信先とメール送信先の設定

MMB経由のトラップ送信先とメール送信先の設定について詳しくは、「6.3.4 MMB経由のトラップ送
信先とメール送信先の設定」を参照してください。

 
■Windowsファイアーウォールの設定

Windowsファイアーウォールの設定について詳しくは、「6.3.5 Windowsファイアーウォールの設定」
を参照してください。

 
■STOPエラー(致命的なシステムエラー)発生後のWatchdog監視設定

STOPエラー(致命的なシステムエラー)発生後のWatchdog監視設定について詳しくは、「6.3.6 STOPエ
ラー (致命的なシステムエラー) 発生後のWatchdog Timer監視設定」を参照してください。
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B.2.7  PSAのアップデートインストール
PSAのアップデートインストールについて詳しくは、「6.3.8 PSAのアップデートインストール」を参
照してください。

B.2.8  SIRMSのアップデートインストール
SIRMSのアップデートインストールについて詳しくは、「6.3.9 SIRMSのアップデートインストール」
を参照してください。

B.2.9  PSAのアンインストール
PSAのアンインストールについて詳しくは、「6.3.10 PSAのアンインストール」を参照してください。

B.2.10  SIRMSのアンインストール
SIRMSのアンインストールについて詳しくは、「6.3.11 SIRMSのアンインストール」を参照してくださ
い。
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B.3  PSAの手動インストール (Windows Server 2008)
Windows Server 2008に PSAをインストールする手順について説明します。インストールする場合は、
必ず Administrator権限でログインしてください。なお、Administrator以外の Administrator権限のユー
ザーで、PSAのインストールを行う場合、ファイルを右クリックして表示されるメニューの [管理者と
して実行] を選択してから、PSAをインストールしてください。
 
備考

PRIMEQUEST 1400S/1400E/1400L/1800E/1800L運用時は、必ず PSAをインストールしてください。PSA
をインストールしないと、以下の制限があります。

・ I/O (PCI Express カード、ハードディスクなど) の異常通知、管理者への Trap通知ができません。
・ 予兆検出による次の異常通知、管理者への Trap通知ができません。

・ HDDの S.M.A.R.T.監視の閾値超え
・ 運用管理ソフトウェアでパーティション側の情報が収集できません。

・ REMCS契約時にソフトウェア異常が通知されません。
 

B.3.1  インストールの流れ
PSAのインストールの流れについて、「第 4章 OS および添付ソフトウェアのインストール」を参照し
てください。PSAの設定については、「第 6章 OSのインストール後に実施する作業(PRIMEQUEST
1400S/1400E/1400L/1800E/1800L)」を参照してください。
 
備考

・ SVIMを使用して OSをインストールする場合、PSA、SIRMS のインストールは不要です。ただ
し、SVIMによるインストール後に、「B.3.2 PSAインストール前の確認」および「B.3.6 PSAイン
ストール後の設定」の各項目の確認および設定を実施する必要があります。

・ PSAインストール後に、以下のいずれかを実行する場合は、SNMPセキュリティ設定コマンド
(setsnmpsec) を実行します。コマンドの詳細については『PRIMEQUEST 1000シリーズ 運用管理
ツールリファレンス』(C122-E110) の「4.8　 SNMP セキュリティ設定コマンド (setsnmpsec)」を
参照してください。

・ SNMP Serviceのセキュリティ設定を [すべてのホストから SNMPパケットを受け付ける] か
ら [これらのホストから SNMPパケットを受け付ける] に変更する場合

・ MMBの IPアドレスを変更する場合
・ PSAインストール後の初めての起動で、Web-UIで [PSA] 画面を表示したときに、[E_33077 PSA

is Not Active. (01:0000)] というエラーメッセージが表示されることがあります。これは、PSAが
初回起動時にのみシステムのセンサー情報を収集する時間を要するためです。数分間待ってから、

再度表示操作をしてください。

・ MMBの IPアドレスおよびパーティション側の管理 LANの IPアドレスを変更した場合は、必ず
PSAを再起動してください。再起動しない場合、Web-UIで PSA画面の表示エラーが発生します。
また、PSAで検出するエラーの通知ができません。

 
■Windows Server 2008設定時の注意
・ Windows サービスの「Print Spooler サービス」を停止しないでください。OS情報収集機能は、

WMI (Windows Management Instrumentation) を使用します。「Print Spoolerサービス」が停止してい
ると、WMIでエラーが通知されるため、構成情報を正しく収集できません。
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・ 以下のレジストリの値を 20000 (20秒) 未満に設定すると、OSのシャットダウン時にハングアッ
プする可能性があります。このためレジストリの値は、必ず 20000 (20秒) 以上に設定してくださ
い。

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Control
" WaitToKillServiceTimeout" (種類: REG_DWORD / default;20000)

上記のレジストリで、シャットダウン時にサービスを終了させるまでの待ち時間 (ms) を指定でき
ます。

・ PSA起動時に、以下のメッセージがイベントログに記録される場合があります。これは、動作上
の問題はありません。

"PM child process abnormal end [6:750] (tagt) 1:0x00000000"
FJSVpsa イベント ID 62

B.3.2  PSAインストール前の確認
PSAをインストールする前に確認する項目について説明します。
 
■PSA-MMB間通信 LANの設定確認
■PSA動作のための必須サービスの確認
 
■PSA-MMB間通信 LANの設定確認

PSA-MMB間通信 LANの設定について詳しくは、「6.4.1 PSA-MMB間通信 LANの設定」を参照してく
ださい。

 
■PSA動作のための必須サービスの確認

PSAの動作のためには SNMPサービスが必要です。SNMPサービスを以下の手順で追加します。
 
●操作手順

1. [スタート] メニュー - [管理ツール] - [サーバーマネージャー] をクリックします。
 

2. [サーバー マネージャー] 画面の [機能] - [機能の追加] - [SNMPサービス] を選択します。
 

3. [SNMPサービス] のチェックボックスがオンになっているか確認し、[OK] ボタンをクリックしま
す。

→Windowsコンポーネントウィザードに戻ります。
 
備考

チェックボックスがオンになっていない場合は、SNMPサービスがインストールされていません。
チェックボックスをオンにして、SNMPサービスをインストールしてください。
Windowsコンポーネントウィザード画面で [次へ] ボタンをクリックし、ウィザードの指示に従っ
てインストールします。
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図 B.11 [機能の選択] 画面
 

B.3.3  PSAのインストール
PSAのパッケージをインストールします。
本体装置に添付されている『ServerView Suite』の DVDを用意します。
 
■操作手順

1. Tools¥General¥PSA¥fjpsaxxxx.exeを実行します (xxxx：バージョン番号)。
→インストールの準備のため、以下の画面が表示されます。
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図 B.12 [インストールの準備] 画面
 

2. インストールの準備が整い以下の画面が表示されたら、実行する場合は [次へ] ボタンをクリック
します。

 

図 B.13 [セットアップ] 画面
 

3. インストール先を指定し、[次へ] ボタンをクリックします。
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PSAはデフォルトで Program Files¥Fujitsu配下または Program Files(x86)¥Fujitsu 配下にインストー
ルされます。インストール先を変更する場合は [参照] ボタンをクリックしてインストール先を指
定します。

 

図 B.14 [機能の選択] 画面
 

4. インストールが完了すると、[セットアップ完了] 画面が表示されます。[完了] ボタンをクリック
します。

 
5. 再起動が必要な場合は、すぐにコンピュータを再起動するかしないかを確認する画面が表示され
ます。

その場合は、再起動が可能かどうか確認してください。可能であれば、再起動のオプションを選

択し、[完了] ボタンをクリックします。
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図 B.15 [インストール完了] 画面
　

B.3.4  PSAインストール時の自動設定
PSAのインストール時には、以下の PSA動作のための設定が自動的に行われます。
 
■サービスの設定

・ PRIMEQUEST Server Agent
・ PRIMEQUEST PEM Command Service
・ PRIMEQUEST PSA Environment Control Service

 
■環境変数の設定

・ PATH 変数
既存の PATH変数に PSAが使用する値を追加します。

・ FJSVpsa_INSTALLPATH変数
新規に変数が追加されます。

 
■ポートの設定

PSAが TCP:24450ポートを使用するよう設定します。
 
■SNMPのセキュリティ設定

PSAがMMBからの SNMPパケットを受け付ける必要があるため、SNMP Serviceのセキュリティを設
定します。

PSAインストール時に、[SNMP Service] の [プロパティ] 画面のセキュリティタブで選択されている項
目により処理が異なります。

・「すべてのホストから SNMP パケットを受け付ける」が選択されている場合
SNMPのセキュリティ設定は実行されません。

・「これらのホストから SNMP パケットを受け付ける」が選択されている場合
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MMBの IPアドレスと、localhostが設定されていない場合に localhostを、SNMPのセキュリティ
に設定します。

 

B.3.5  SIRMSのインストール
SIRMSのパッケージをインストールします。
本体装置に添付されている『ServerView Suite』の DVDを用意します。
 
■操作手順

1. Tools¥Japanese¥SIRMS¥SIRMS¥setup.exeを実行します。
→インストールの準備のため、以下の画面が表示されます。

 

 
図 B.16 [セットアップの準備] 画面
 

2. インストールの準備が整うと以下の画面が表示されます。実行する場合は [次へ] ボタンをクリッ
クします。
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図 B.17 [SIRMSセットアップ] 画面
 

3. [情報一覧] 画面が表示されます。
内容を確認し [次へ] ボタンをクリックします。
 

図 B.18 [情報一覧] 画面
 

4. インストール先を指定し、[次へ] ボタンをクリックします。
SIRMSはデフォルトで Program Files¥Fujitsu 配下または Program Files(x86)¥Fujitsu にインストール
されます。変更する場合は [参照] ボタンをクリックして、インストール先を指定します。
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図 B.19 [インストール先の選択] 画面
 

5. 指定されたインストール先を確認し、[次へ] ボタンをクリックします。
→プログラムの転送が開始されます。

 

図 B.20 [ファイルコピーの開始] 画面
 

6. [完了] 画面が表示されたら [完了] ボタンをクリックして終了します。
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図 B.21 [セットアップの完了] 画面
 

B.3.6  PSAインストール後の設定
PSAをインストールした後に設定する項目について説明します。
 
■パーティションからのトラップ送信先の設定

■MMB経由のトラップ送信先とメール送信先の設定
■Windowsファイアーウォールの設定
■STOPエラー(致命的なシステムエラー)発生後のWatchdog監視設定
■PSHED Pluginドライバのインストール
 
注意

イベントビューアのシステムログ、アプリケーションログのプロパティで [ログ サイズが最大値に達し
た時の操作] で [イベントを上書きしない] に変更しないでください。ログサイズが最大値に達した場合、
それ以降にエラーが発生してもログに出力されないため、PSAで検出できません。
 
■パーティションからのトラップ送信先の設定

パーティションからのトラップ送信先の設定について詳しくは、「6.4.4 パーティションからのトラップ
送信先の設定」を参照してください。

 
■MMB経由のトラップ送信先とメール送信先の設定

MMB経由のトラップ送信先とメール送信先の設定について詳しくは、「6.4.5 MMB経由のトラップ送
信先とメール送信先の設定」を参照してください。

 
■Windowsファイアーウォールの設定

Windowsファイアーウォールの設定について詳しくは、「6.4.6 Windowsファイアーウォールの設定」
を参照してください。

 
■STOPエラー(致命的なシステムエラー)発生後のWatchdog監視設定
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STOPエラー(致命的なシステムエラー)発生後のWatchdog監視設定について詳しくは、「6.4.7 STOPエ
ラー (致命的なシステムエラー) 発生後のWatchdog Timer監視設定」を参照してください。
 
■PSHED Pluginドライバのインストール

PSHED Pluginドライバのインストールについて詳しくは、「6.4.3 PSHED Pluginドライバのインストー
ル」を参照してください。
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付録 C  ソフトウェアについて (リンク)
 

PRIMEQUEST 1000シリーズのハードウェアに添付されるソフ
トウェアについては、『PRIMEQUEST 1000シリーズ 製品概説』
(C122-B022) の「3.3　添付ソフトウェア」を参照してください。
 

C.1 添付ソフトウェアの種類と概説  .............................. 296



C.1  添付ソフトウェアの種類と概説
『PRIMEQUEST 1000シリーズ 製品概説』(C122-B022) の「3.3　添付ソフトウェア」を参照してくださ
い。
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付録 D  SANブート環境の構築
 

SANブート環境の構築については、『PRIMEQUEST 1000シリー
ズ SANブート環境構築マニュアル』(C122-E155) を参照してく
ださい。

 



付録 E  VMwareインストール時の留意事
項

 
内蔵ハードディスクに RAID環境を構築している場合の VMware
vSphereのインストールおよびインストール時の留意事項につ
いて説明します。

 
以降、VMware vSphereを VMware 4.x、VMware 5.xまたは
VMwareと表記します。
 
 

E.1 VMware 4.x内蔵ディスクでの RAID環境の構築  ....
299

E.2 VMware 4.xインストール時の留意点  ..................... 300
E.3 VMware 4.x添付ソフトウェアのインストール  ....... 303
E.4 VMware 4.x PSA インストール後の設定  ................. 308
E.5 VMware 4.x SVmco インストール後の設定  ............ 319
E.6 VMware 5.x内蔵ディスクでの RAID環境の構築  ....

320
E.7 VMware 5.x 添付ソフトウェアのインストール  ....... 321



E.1  VMware 4.x内蔵ディスクでの RAID環境の構築
PRIMEQUEST 1000シリーズでは、内蔵ハードディスクで RAID 0、RAID 1、RAID 1E、RAID 5、RAID
6、RAID 10をサポートします。
内蔵ハードディスクでの RAID環境の構築について詳しくは、『MegaRAID SASユーザーズガイド』
(B7FY-2751) を参照してください。
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E.2  VMware 4.xインストール時の留意点
VMware 4.xは、VMware vSphere 4.xのソフトウェア説明書に従ってインストールしてください。
 
PRIMEQUESTのシステム構築時に必要な VMware 4.xの情報、手順について詳しくは、下記のWebサ
イトを参照してください。

「VMware情報」
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/os/vmware/
 
 
VMware 4.xのインストール時には、以下の点に留意してください。
 
・ ネットワークの設定は、PRIMEQUEST 1400S/1400Eの場合は、「E.4 VMware 4.x PSA インストー
ル後の設定」の手順で行います。

・ インストールが完了したら、[Alt] + [F1] キーを押して ESX Consoleにログインしてください。

図 E.1 VMware 4.xインストール完了
 

・ VMware 4.xをお使いの場合は、panicなどの致命的なシステムエラーは自動検出されません。そ
のため、このようなシステムエラーの発生を検出するために、インストール後に以下の操作を

行ってWatchdog Timer監視設定をしてください。
Watchdog Timer監視設定は、ServerView Operations Manager (V4.92-14以降) を使用してください。
 
注意

使用している SVOM (ServerView Operations Manager) の版数によって設定手順が異なります。版
数を確認してから以下の手順に従ってください。

 
■SVOM4.92を使用している場合

1. ServerView Operations Managerを起動します。
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2. [サーバリスト] を選択します。
 

3. 左側のサーバリスト中の、対象とするパーティションを右クリックします。表示されたメニュー
から [メンテナンス] － [ASRのプロパティ] を選択します。
 

4. 表示された画面で [ウォッチドッグ設定] を選択します。
 

5. [ソフトウェア] 項目に次の設定を行い、[適用] ボタンをクリックします。
・ [有効] のチェックボックスをオン
・ 異常動作時の [アクション] に [継続稼動] を選択
・ [タイムアウト時間] に 1～ 100 分の間の値を入力

図 E.2 VMware 4.xソフトウェアの [ウォッチドッグ設定] 画面
 

6. ユーザー名／パスワードを入力し、[Enter] キーを押します。
 

■SVOM5.0以降を使用している場合
1.  ServerView Operations Manager を起動します。

 
2.  [サーバの設定] を選択します。
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図 E.3 [サーバの設定] 画面
 

3. 左側のサーバリスト中の、対象とするパーティションを選択します。
しばらくすると、モデル名が表示されるので、[次へ] ボタンをクリックします。
 

4. 表示された画面で [ソフトウェアウォッチドッグ] を選択します。
 

5.  [ソフトウェアウォッチドッグ設定] に次の設定を行い、[適用] ボタンをクリックします。
・ [有効にする] のチェックボックスをオン
・ [異常時動作] のアクションに [継続稼動する] を選択
・ [タイムアウト時間] に 1～ 100 分の間の値を入力し、 [ページ保存] ボタンをクリック

図 E.4 [ソフトウェアウォッチドッグ] 画面
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E.3  VMware 4.x添付ソフトウェアのインストール
添付ソフトウェアは『ServerView Suite DVD1』に格納されています。『ServerView SuiteDVD1』からファ
イルをコピーして使用します。

 

E.3.1  ServerView Agentのインストール
ServerView Agentは、以下のマニュアルを参照してインストールしてください。
 
・ ServerView Suite

ServerView Operations Manager V4.92
Installation ServerView Agents for Linux
Installation ServerView Agents (SuSE, Red Hat and VMware 4.x)
Installation ServerView Update Agent

     
インストール時、以下の点に留意してください。

 
・『ServerView Suite DVD1』をドライブに挿入しても、オートマウントされません。マウントコマ
ンドを実行してください。

# mount -t udf /dev/cdrom /MNT

MNT：マウントポイント
 

・ 以下のディレクトリ配下にあるファイルを使用してください。

/MNT/SVSSoftware/Software/ServerView/Linux/Agents

MNT：マウントポイント
 

E.3.2  ServerView RAIDのインストール
ServerView RAIDのインストールについて説明します。
 

1. ターミナルをルートで起動します。
 

2.『ServerView Suite DVD1』をマウントします。
 

3. 以下のコマンドを実行します。

# rpm -ivh /MNT/SVSSoftware ¥
  /Software/ServerView/Linux/ServerView_RAID/¥
  ServerView_RAID-XXX.i686.rpm

MNT：マウントポイント
¥：改行しないことを表す
XXX：版数や OSのディストリビューションによって異なる
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E.3.3  RAS支援サービス (PRIMEQUEST) のインストール
RAS支援サービス (PRIMEQUEST) のインストールについて説明します。
 

1. ターミナルをルートで起動します。
 

2.『ServerView Suite DVD1』をマウントします。
 

3. RAS支援サービスモジュールを PRIMEQUEST 1000シリーズの任意ディレクトリにコピーし、展
開します。

# cp MNT/SVSLocalTools/Japanese/RASAssist/Linux/¥
LinuxRAS.tgz /tmp
# cd /tmp
# tar xvzf LinuxRAS.tgz

MNT：マウントポイント
¥：改行しないことを表す
上記の例では、任意ディレクトリを /tmpとしています。
 

4. 以下のコマンドを実行し、拡張パッケージ (Webサーバ) をインストールします。

# cd MTEP
# ./install
# cd ..

 
5. 以下のコマンドを実行し、RAS支援サービスをインストールします。

# ./rasinstall

 

E.3.4  VMware 4.x HRM/server (PRIMEQUEST) のインストール
HRM/server (PRIMEQUEST) のインストールについて説明します。
 
■PRIMEQUEST 1400S2/1400E2/1800E2の場合

 
1. ターミナルをルートで起動します。

 
2.『ServerView Suite DVD1』をマウントします。

 
3. HRM/serverのモジュールを PRIMEQUEST 1000シリーズの任意ディレクトリにコピーし、展開し
ます。

# cp MNT/SVSLocalTools/Japanese/HRM/Linux/¥FJSVhrm.tgz /tmp 

MNT：マウントポイント
¥：改行しないことを表す
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例では任意ディレクトリを /tmp としています。

# cd /tmp
# tar xvzf FJSVhrmsr.tgz

 
4. 以下のコマンドを実行します。

# ./hrm_install_sr.sh

 
5. メッセージが表示されたら、[N] キーを押します。

Select HRM Install Mode : Use PRIMEQUEST Server Agent? [Y/N]: N
 
 
■PRIMEQUEST 1400S/1400E/1800Eの場合
『ServerView Suite DVD1』に HRM/SR_Linux/FJSVhrmsr.tgzがあるか否かによって、手順が異なります。
それぞれの場合の手順を参照してください。

・HRM/SR_Linux/FJSVhrmsr.tgzがある場合
・HRM/SR_Linux/FJSVhrmsr.tgzがなく、HRM/Linux/FJSVhrm.tgzがある場合
・HRM/SR_Linux/FJSVhrmsr.tgzがある場合
 

1. ターミナルをルートで起動します。
 

2.『ServerView Suite DVD1』をマウントします。
 

3. HRM/serverのモジュールを PRIMEQUEST 1000シリーズの任意ディレクトリにコピーし、展開し
ます。

# cp MNT/SVSLocalTools/Japanese/HRM/SR_Linux/ ¥
FJSVhrmsr.tgz /tmp

MNT：マウントポイント
¥：改行しないことを表す
例では任意ディレクトリを /tmp としています。

# cd /tmp
# tar xvzf FJSVhrmsr.tgz

 
4. 以下のコマンドを実行します。

# ./hrm_install.sh

 
5. メッセージが表示されたら、[Y] キーを押します。

Select HRM Install Mode : Use PRIMEQUEST Server Agent? [Y/N]: Y

PRIMEQUEST 1000シリーズ 導入マニュアル
付録 E VMwareインストール時の留意事項

305 C122-E107-10



 
 
・HRM/SR_Linux/FJSVhrmsr.tgzがなく、HRM/Linux/FJSVhrm.tgzがある場合
 

1. ターミナルをルートで起動します。
 

2.『ServerView Suite DVD1』をマウントします。
 

3. HRM/serverのモジュールを PRIMEQUEST 1000シリーズの任意ディレクトリにコピーし、展開し
ます。

# cp MNT/SVSLocalTools/Japanese/HRM/Linux/ ¥
FJSVhrm.tgz /tmp

MNT：マウントポイント
¥：改行しないことを表す
例では任意ディレクトリを /tmp としています。

# cd /tmp
# tar xvzf FJSVhrmsr.tgz

 
4. 以下のコマンドを実行します。

# ./hrm_install.sh

 
5. メッセージが表示されたら、[Y] キーを押します。

Select HRM Install Mode : Use PRIMEQUEST Server Agent? [Y/N]: Y
 

E.3.5  VMware 4.x PSAのインストール
PSAのインストールについて説明します。
 
備考

PSAは、PRIMEQUEST 1400S/1400E/1800Eのみ提供しています。
 

1. ターミナルをルートで起動します。
 

2.『ServerView Suite DVD1』をマウントします。
 

3. PSAのモジュールを PRIMEQUEST 1000シリーズの任意ディレクトリにコピーし展開します。

# cp MNT/SVSLocalTools/Japanese/PSA/SR_Linux/¥
FJSVpsa-XXXRHEL5.tgz  /tmp

MNT：マウントポイント
¥：改行しないことを表す
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XXXは版数により異なる。
例では任意ディレクトリを/tmpとしています。

# cd /tmp
# tar xvzf FJSVpsa-XXXRHEL5.tar.gz

 
4. 以下のコマンドを実行します。

# cd FJSVpsa
#  ./INSTALL.sh -SVIM

 
5. PSAインストール後に設定を行います。設定方法について詳しくは、『VMware向け PSA設定手
順』および「6.2 PSAの設定 (Linux：Red Hat Enterprise Linux)  」を参照してください。

 

E.3.6  SIRMSのインストール
SRIMSのインストールについて説明します。
 

1. ターミナルをルートで起動します。
 

2.『ServerView Suite DVD1』をマウントします。
 

3. 以下のコマンドを実行します。

# rpm -ivh MNT/SVSLocalTools/Japanese/SIRMS/SR_Linux/¥
sirms-XXX.rpm

MNT：マウントポイント
¥：改行しないことを表す
XXXは版数により異なる。

 

E.3.7  SVmcoのインストール
SVmcoのインストールについて詳しくは、SVmcoのマニュアルを参照してください。
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E.4  VMware 4.x PSA インストール後の設定
VMware 4.xにおける PSAインストール後の設定は、RHELにおける設定と一部異なります。本節では、
変更箇所のみ説明しています。

RHELと同一の設定手順については、以下の参照先を参照してください。
 

表 E.1 PSAインストール後の設定 (VMware 4.x)

PSAインストール後の設定 VMware 4.xの場合

PSA-MMB 間通信 LAN の設定 E.4.1 ネットワークの設定

管理 LAN の設定確認 E.4.1 ネットワークの設定 

SELinux 機能の設定確認 (設定不要)

ファイアーウォール機能の確認 E.4.2 ファイアーウォールの設定

パーティションからのトラップ送信先の設

定

RHELと同様
6.2.5 パーティションからのトラップ送信先の設定

MMB経由のトラップ送信先とメール送信
先の設定

RHELと同様
6.2.6 MMB経由のトラップ送信先とメール送信先
の設定 

管理 LAN IPアドレスの設定
RHELと同様
6.2.7 管理 LAN IPアドレスの設定 

複製ディスク使用時の SNMP設定
RHELと同様
6.2.8 複製ディスク使用時の SNMP設定 

デフォルトゲートウェイの設定 E.4.3 デフォルトゲートウェイの設定

 
備考

PSAは、PRIMEQUEST 1400S/1400E/1800Eのみ提供しています。
掲載している画面はすべて表示例であり、システム構成などによって表示される内容は異なります。

 

E.4.1  ネットワークの設定
ここでは、PSAの導入および運用で必要なネットワークの設定について説明します。
以下の流れで操作します。

 
■PSA-MMB間通信 LANおよび管理 LANの確認
■管理 LANの設定
■PSA-MMB間通信 LANの設定
 
通常、OSインストール直後のネットワークは、以下のようになっています。
インターフェース名や BUS番号などは、環境に合わせて適宜読み替えてください。
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図 E.5 OSインストール直後のネットワーク
 
備考

以降の設定で使用する各コマンドについて詳しくは、manで確認してください。
 
注意

OSインストール直後にデフォルトで存在する vswif0の IPアドレスを設定する前に、ホスト名を設定
しないでください。VMware 4.xによって/etc/hostsが意図しない値に書き変わる場合があります。
 
ここでは、管理 LANに vswif0を使用することを前提として説明します。
 
■PSA-MMB間通信 LANおよび管理 LANの確認

1. PSA-MMB間通信 LANは、BUS番号が 0000:00:19.0の物理アダプターを使用します。
管理 LANは任意の物理アダプターを使用します。
esxcfg-nicsコマンドで、PSA-MMB間通信 LANおよび管理 LANで使用する物理アダプターを確
認します。

# esxcfg-nics -l
Name    PCI    Driver    Link    Speed    Duplex¥
MAC     Address        MTU        Description
vmnic0    00:19.00    e1000e    Up    100Mbps    Half ¥
00:17:42:de:7c:4b    1500 ¥
Intel Corporation 82567LF-2 Gigabit Network Connection
vmnic1    0d:00.00    igb    Up    100Mbps    Full ¥
00:17:42:9b:dc:b4    1500 ¥
Intel Corporation 82576 Gigabit Network Connection
vmnic2    0d:00.01    igb    Down    0Mbps    Half ¥
00:17:42:9b:dc:b5    1500 ¥
Intel Corporation 82576 Gigabit Network Connection
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¥：改行しないことを表す
 
上記例の場合、vmnic0を PSA-MMB間通信 LAN、vmnic1を管理 LANとして使用します。
 

■管理 LANの設定
1. 管理 LANのインターフェースには、OSインストール直後にデフォルトで存在する vswif0を使用
します。

esxcfg-vswifコマンドで、vswif0の状態を確認します。

# esxcfg-vswif -l
Name Port Group/DVPort IP Family IP Address ¥
Netmask Broadcast Enabled TYPE
vswif0 Service Console IPv4 N/A ¥
N/A N/A true NONE

¥：改行しないことを表す
 
上記の例の場合、Port Group名「Service Console」に vswif0が設定されていることがわかります。
 

2. esxcfg-vswitchコマンドで、仮想スイッチの状態を確認します。

# esxcfg-vswitch -l
Switch Name Num Ports Used Ports Configured Ports ¥
MTU Uplinks
vSwitch0    64        2          64 ¥
1500        vmnic0

 PortGroup  Name VLAN ID Used Ports Uplinks
 VM Network      0       0          vmnic0
 Service Console 0       1          vmnic0

¥：改行しないことを表す
 
上記の例の場合、Service Consoleが vSwitch0に存在し、物理アダプターが vmnic0であることが
わかります。

 
3. vSwitch0の物理アダプターを、管理 LANで使用する物理アダプター vmnic1に接続しなおします。

esxcfg-vswitchコマンドで、vSwitch0の物理アダプター vmnic0を取り外します。
# esxcfg-vswitch -U vmnic0 vSwitch0
# esxcfg-vswitch -l
Switch Name Num Ports Used Ports Configured Ports ¥
MTU    Uplinks
vSwitch0 64           2          64 ¥
1500

 PortGroup Name VLAN ID Used Ports Uplinks
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 VM Network      0       0 
 Service Console 0       1  

 
esxcfg-vswitchコマンドで、vSwitch0に物理アダプター vmnic1を接続します。

# esxcfg-vswitch -L vmnic1 vSwitch0
# esxcfg-vswitch -l
Switch Name Num Ports Used Ports Configured Ports ¥
MTU    Uplinks
vSwitch0 64           2          64 ¥
1500 vmnic1

 PortGroup Name VLAN ID Used Ports Uplinks
 VM Network      0      0          vmnic1
 Service Console 0      1          vmnic1

 
4. esxcfg-vswifコマンドで、vswif0に IPアドレス (192.168.0.2) を割り当てます。

# esxcfg-vswif -i 192.168.0.2 -n 255.255.255.0 vswif0
# esxcfg-vswif -l
Name Port Group/DVPort IP Family IP Address ¥
Netmask 　 Broadcast 　　 Enabled 　 TYPE
vswif0 　 Service Console 　 IPv4 　 192.168.0.2 ¥
255.255.255.0 192.168.0.255 true STATIC

¥：改行しないことを表す
 
■PSA-MMB間通信 LANの設定

1. esxcfg-vswitchコマンドで、仮想 Switch (vSwitch1) を作成します。

# esxcfg-vswitch -a vSwitch1
# esxcfg-vswitch -l
Switch Name Num Ports Used Ports Configured Ports ¥
MTU Uplinks
vSwitch0    64        2          64 ¥
1500 vmnic1 
 PortGroup Name   VLAN ID      Used Ports      Uplinks
 VM Network       0            0               vmnic1
 Service Console  0            1               vmnic1

 vSwitch1         64           2               64 ¥
 1500 

 PortGroup Name VLAN ID Used Ports Uplinks

¥：改行しないことを表す
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2. esxcfg-vswtichコマンドで、仮想 Switchに物理アダプター vmnic0を接続します。

# esxcfg-vswitch -L vmnic0 vSwitch1
# esxcfg-vswitch -l
Switch Name Num Ports Used Ports Configured Ports ¥
MTU Uplinks
vSwitch0    64        2          64 ¥
1500 vmnic1

 PortGroup Name VLAN ID Used Ports Uplinks
 VM Network      0      0          vmnic1
 Service Console 0      1          vmnic1

vSwitch1      64        2          64 ¥
1500 vmnic0

 PortGroup Name VLAN ID Used Ports Uplinks

 
3. 作成した Switchに Port Group (PSA-MMB) を追加します。

# esxcfg-vswitch -A PSA-MMB vSwitch1
# esxcfg-vswitch -l
Switch Name Num Ports Used Ports Configured Ports ¥
MTU Uplinks
vSwitch0    64        2          64 ¥
1500 vmnic1

 PortGroup Name VLAN ID Used Ports Uplinks
 VM Network      0       0         vmnic1
 Service Console 0       1         vmnic1

vSwitch1   64     2     64 ¥
1500       vmnic0

 PortGroup Name VLAN ID Used Ports Uplinks
 PSA-MMB        0       0          vmnic0

 
4. esxcfg-vswifコマンドで、仮想ポート (vswif1) を作成します。
設定する IPアドレスは、パーティション番号により異なります。
以下の表の値を使用してください。
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表 E.2 仮想ポートに設定する IPアドレス

パーティション番号 IPアドレス サブネットマスク

0 172.30.0.2

255.255.255.0
1 172.30.0.3

2 172.30.0.4

3 172.30.0.5

<パーティション番号#2で PSA-MMBの Port Groupを vswif1とする場合>

# esxcfg-vswif ‒a vswif1 -i 172.30.0.4 -n 255.255.255.0 ¥
-p PSA-MMB
# esxcfg-vswif -l
Name Port Group/DVPort IP Family IP Address ¥
Netmask Broadcast Enabled TYPE
vswif0 Service Console IPv4 192.168.0.2 ¥
255.255.255.0 192.168.0.255 true STATIC 
vswif1 PSA-MMB IPv4 172.30.0.4 ¥
255.255.255.0 172.30.0.255 true STATIC

¥：改行しないことを表す
 

5. PSA-MMB間通信 LANに、以下の設定を追加します。
Speed：100Mbps
Duplex：full
 
  <PSA-MMB間通信 LANが vmnic0の場合>

# esxcfg-nics vmnic0 -s 100 -d full

 
6. PSAの設定ファイルに、PSA-MMB間通信 LANの IPアドレスを設定します。
ファイル格納場所：/etc/opt/FJSVpsa/usr/tommbipsetup.conf
設定値：手順 4.で設定した IPアドレスを入力する。
 
<設定例>

[NETWORK]
TOMMBIP=172.30.0.4

 
以上で設定は完了です。

上記設定例では、設定後のネットワークは以下のようになります。
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図 E.6 設定後のネットワーク
 

E.4.2  ファイアーウォールの設定
ここでは、PSA運用でのファイアーウォールの設定について説明します。
 
PSAでは、以下のポートを開放する必要があります。
 

表 E.3 PSA運用でのファイアーウォール設定

№ ポート ポート番号 説明

1 snmpポート Udp/snmp または 161 一般 snmpの通信ポート

2 web-mmb 通信ポート tcp/fj-webgate または 24450
MMB-PSA間ポート
画像情報通知用

3 psa-mmb通信ポート tcp/MMB側 5000
MMB-PSA間ポート
イベントおよび構成情報の通知用

 

表 E.4 ファイアーウォール設定の実施例

No. 実施例

1 # esxcfg-firewall -o 161,udp,in,SNMP

2 # esxcfg-firewall -o 24450,tcp,in,PSA-WG

3 # esxcfg-firewall -o 5000,tcp,out,PSA-MMB

 
・ ファイアーウォール設定の確認

#esxcfg-firewall -q
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Opened ports:
        SNMP                : port 161 udp.in
        PSA-MMB             : port 5000 tcp.out

 

E.4.3  デフォルトゲートウェイの設定
デフォルトゲートウェイの設定は、OSのインストール時に行います。
何らかの理由によってデフォルトゲートウェイが設定されていない場合は、本設定を行ってください。

 
1. routeコマンドで、一時的なデフォルトゲートウェイを設定します。

route add default gw <GATEWAY>

 
例：192.168.0.1をデフォルトゲートウェイに設定する場合

# route add default gw 192.168.0.1

 
2. VMware vSphere 4.x Clientを使用してサービスコンソールに接続し、サービスコンソール側のデ
フォルトゲートウェイを設定します。

 
1. VMware vShpere 4.x Client を起動します。
2. [ホーム] → [インベントリ] → [インベントリ] から、[構成] タブをクリックします。
3. 左下にある [ソフトウェア] 内の [DNSおよびルーティング] をクリックします。
4. [DNSおよびルーティング] 情報が表示された画面の右上にある [プロパティ] をクリックし
ます。
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図 E.7 VMware vSphere 4.x Client
 

5. [ルーティング] タブをクリックし、[サービスコンソール] の [デフォルト ゲートウェイ] を
設定し、[OK] ボタンをクリックします。
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図 E.8 [DNSおよびルーティング構成] ダイアログボックス
 
注意

VMware vSphere 4.x Clientについて詳しくは、VMware 4.xのマニュアルを参照してください。
 

E.4.4  VMware 4.x PSA保守情報取得
PSAに関するトラブルが発生した場合、PSA調査資料収集コマンド (getopsa) を実行し、さらに vm-
supportコマンドを実行します。
 

1. getopsaコマンド

# /opt/FJSVpsa/sh/getopsa <ファイル名>

 
2. vm-supportコマンド

<実施例>

# vm-support
 
備考

VMware 4.xではコアファイルは /var/core配下に出力され、自動では削除されません。vm-supportコマ
ンド実行後、適宜コアファイルを削除することをお勧めします。
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E.4.5  VMware 4.x PSA留意事項
VMware 4.xでの PSAに関する留意事項は、以下のとおりです。
 
・ PSAは Console OS上でのみ動作可能で、Console OS上のデバイスの構成管理、異常検知を行い
ます。ゲスト OS上では動作できないため、ゲスト OSにはインストールしないでください。

・ OS起動時に、PSAの起動に時間がかかる (5分以上) 場合があります。
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E.5  VMware 4.x SVmco インストール後の設定
SVmco を動作させるために設定が必要です。
 
SVmco の設定内容の詳細については、『ServerView Mission Critical Option ユーザマニュアル』を参照し
てください。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/catalog/manual/svs/
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E.6  VMware 5.x内蔵ディスクでの RAID環境の構築
PRIMEQUEST 1000シリーズでは、内蔵ハードディスクで RAID 0、RAID 1、RAID 1E、RAID 5、RAID
6、RAID 10をサポートします。
内蔵ハードディスクでの RAID環境の構築について詳しくは、『MegaRAID SASユーザーズガイド』
(B7FY-2751) を参照してください。
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E.7  VMware 5.x 添付ソフトウェアのインストール
添付ソフトウェアは『ServerView Suite DVD1』に格納されています。『ServerView SuiteDVD1』からファ
イルをコピーして使用します。

 
なお、VMware vShpere 5に必要な添付ソフトウェアは以下のとおりです。
 

表 E.5 VMware 5.xの添付ソフトウェアとインストール先

添付ソフトウェア インストール先

ServerView ESXi CIM Provider VMware ESXi

ServerView RAID Manager (ServerView RAID) ゲスト OS (*1)

ServerView Mission Critical Option for VM
(SVmcovm)

ゲスト OS (*1)(*2)

*1：ServerViewをインストールするゲスト OSは 1OSのみです。すべてのゲスト OSにインストール
する必要はありません。

また、他のパーティションへ移動 (vMotion、vSphereHAなど) しないゲスト OSを選定してください。
該当ゲスト OSが他のパーティションへ移動されると、正しくイベントの通報ができなくなる場合があ
ります。

*2：SVmcovmは、VMware5.xにおける PRIMEQUEST1000シリーズの全機種を対象とします。
 

表 E.6 VMware 5.xの設定手順と設定先

設定手順 設定先

BBU寿命監視 (OS標準機能を使用した設定手順) ゲスト OS (*)

*：ServerViewをインストールするゲスト OSは 1OSのみです。すべてのゲスト OSにインストールす
る必要はありません。

 
 

E.7.1  ServerView RAIDのインストール
ServerView RAIDのインストールについて詳しくは、以下の URLから『ServerView RAID Manager
VMware vSphere ESXi 5インストールガイド』を参照してください。
http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/catalog/guide/vmware/
 

E.7.2  BBU寿命監視の設定
BBU寿命監視の設定について詳しくは、以下の URLから『定期交換部品の交換予告／交換時期通知を
行う方法』を参照してください。

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primequest/catalog/guide/vmware/
 

E.7.3  SVmcovmのインストールおよび設定
SVmcovmのインストールおよび設定について詳しくは、『ServerView Mission Critical Option ユーザマ
ニュアル』を参照してください。
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付録 F  NTPサーバの指定および設定
(Windows)

 
本付録では、NTPサーバの指定および設定について、Windows
OS ごとに説明します。
なお、Active Directory環境の場合は、自動的にドメインコント
ローラーと時刻同期が行われますので、本付録の設定を行う必

要はありません。
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F.1  NTP設定の概要
ここでは、以下の OSにおいて、NTPサーバとの時刻同期方法について説明します。
・ Windows Server 2003/Windows Server 2003 R2

Windows Server 2003、Windows Server 2003 R2で設定内容に違いはありません。以降、両方を指
して「Windows Server 2003」 と記載します。

・ Windows Server 2008
・ Windows Server 2008 R2
・ Windows Server 2012/Windows Server 2012 R2

Windows Server 2012、Windows Server 2012 R2 で設定内容に違いはありません。以降、両方を指して
「Windows Server 2012」と記載します。
 
備考

Active Directory環境の場合は、自動的にドメインコントローラーと時刻同期が行われますので、ここ
に記載の設定を行う必要はありません。

 
PRIMEQUEST 1000シリーズは、Home SBにパーティションの時刻が保持されています。そのため
Reserved SB機能や、SBの保守交換によって Home SBが切り替わったさいに、パーティションのシス
テム時刻がずれる可能性があります。

 
Windowsのワークグループ環境は、標準では 1週間に 1度、NTPサーバと時刻同期が行われる設定に
なっています。また、Windows Server 2008以前は起動時に時刻同期が行われる仕様でしたが、Windows
Server 2008 R2以降では行われません。
 
時刻のずれがすぐに修正されるように、以下の設定を行ってください。

 

表 F.1 時刻ずれ対策のための設定

設定項目 設定内容 対象 OS

NTPサーバの指定 コントロールパネルの[日付と時刻] から、同期先
の NTPサーバを設定します。

Windows  Server 2003
Windows  Server 2008
Windows  Server 2008 R2
Windows Server 2012

時刻同期間隔の設定 15分間隔で時刻同期が行われるように、レジスト
リ エディタを使用して以下のレジストリ値を設定
します。

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥
CurrentControlSet¥Services¥W32Time¥
TimeProviders¥NtpClient
*HKEY_LOCAL_MACHINEから NtpClientは 1行。
 
名前：SpecialPollInterval  
種類：REG_DWORD  
値：900 (10進数)

Windows  Server 2003
Windows  Server 2008
Windows  Server 2008 R2
Windows Server 2012
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設定項目 設定内容 対象 OS

サービスの起動設定 [コンピューターの管理]の[サービスとアプリケー
ション] - [サービス] から、Windows Timeサービス
が自動起動するように設定を行います。

Windows  Server 2008 R2
Windows Server 2012

イベントタスクの設定 NTPサーバから時刻が取得できたとき、必ずシス
テム時刻に反映されるように、タスクスケジュー

ラに以下のように登録します。

対象：”システムログ”、ソース：”Time-
Service” ID：37 が記録されたとき、“w32tm /
resync”コマンドを実行する

Windows  Server 2008
Windows  Server 2008 R2
Windows Server 2012

詳細な手順は、以下を参照してください。

「F.2 Windows Server 2003の設定手順」
「F.3 Windows Server 2008の設定手順」
「F.4 Windows Server 2008 R2の設定手順」
「F.5 Windows Server 2012の設定手順」
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F.2  Windows Server 2003の設定手順
以降の手順は、管理者権限のあるユーザーで行ってください。

掲載している画面はすべて表示例であり、システム構成などによって表示される内容は異なります。

 

F.2.1  NTPサーバの指定
1. [コントロール パネル] - [日付と時刻] を選択し、[日付と時刻のプロパティ] を開きます。

図 F.1 [日付と時刻のプロパティ] 画面 (1)
 

2. [インターネット時刻] タブをクリックし、以下のように設定します。
自動的にインターネット時刻サーバーと同期する：チェックボックスをオン

サーバー：NTPサーバを指定
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図 F.2 [日付と時刻のプロパティ] 画面 (2)
 

3. [OK] ボタンをクリックして、[日付と時刻のプロパティ] 画面を閉じます。
 

 

F.2.2  同期間隔の設定
1. [スタート] - [ファイル名を指定して実行] を開きます。"regedit.exe" と入力して [OK] ボタンをク
リックすると、レジストリ エディタが起動します。

図 F.3 [ファイル名を指定して実行] 画面
 

2. 以下のレジストリ値を設定します。

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Services¥W32Time¥TimeProviders
¥NtpClient
"SpetcialPollInterval" 種類：REG_DWORD、データ:900 (10 進数)
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図 F.4 [レジストリ エディタ] 画面
 

3. レジストリ エディタを終了します。
 

4. スタートメニューの [管理ツール] - [サービス] を起動します。

図 F.5 [サービス] 画面
 

5. [Windows Time] サービスを選択し、右クリックのポップアップメニューから [再起動] を選択しま
す。
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F.3  Windows Server 2008の設定手順
以降の手順は、管理者権限のあるユーザーで行ってください。

掲載している画面はすべて表示例であり、システム構成などによって表示される内容は異なります。

 

F.3.1  NTPサーバの指定
1. [コントロール パネル] - [日付と時刻] をクリックし、[日付と時刻] 画面を開きます。

図 F.6 [日付と時刻] 画面 (1)
 

2. [インターネット時刻] タブの [設定の変更] ボタンをクリックします。
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図 F.7 [日付と時刻] 画面 (2)
 

3. [インターネット時刻設定] ダイアログで、以下のように設定します。
インターネット時刻サーバーと同期する：チェックボックスをオン

サーバー：NTPサーバを指定
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図 F.8 [インターネット時刻設定] 画面
 

4. [OK] ボタンをクリックして、[インターネット時刻設定] ダイアログを閉じます。
 

5. [OK] ボタンをクリックして、[日付と時刻のプロパティ] 画面を閉じます。
 

 

F.3.2  同期間隔の設定
1. [スタート] - [ファイル名を指定して実行] を開きます。"regedit.exe" と入力して [OK] ボタンをク
リックすると、レジストリ エディタが起動します。

図 F.9 [ファイル名を指定して実行] 画面
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2. 以下のレジストリ値を設定します。

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Services¥W32Time¥TimeProviders
¥NtpClient
"SpetcialPollInterval" 種類：REG_DWORD、データ:900 (10 進数)

 

図 F.10 [レジストリ エディタ] 画面
 

3. レジストリ エディタを終了します。
 

4. スタートメニューの [管理ツール] - [サービス] を起動します。
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図 F.11 [サービス] 画面
 

5. [Windows Time] サービスを選択し、右クリックのポップアップメニューから [再起動] を選択しま
す。

 
 

F.3.3  イベントタスクの設定
1. スタートメニューの [管理ツール] - [タスク スケジューラ] を起動します。

図 F.12 [タスク スケジューラ] 画面
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2. 右の [操作] ペインから、[基本タスクの作成] を選択し、[基本タスクの作成ウィザード] を開きま
す。

 
3. [基本タスクの作成] 画面で、[名前] に任意のタスク名を入力し、[次へ] ボタンをクリックします。
例)画面では名前を ntp-syncとしています。

図 F.13 [基本タスクの作成ウィザード] 画面 (基本タスクの作成)
 

4. [タスク トリガ] 画面で、[特定イベントのログへの記録時] を選択し、[次へ] ボタンをクリックし
ます。

図 F.14 [基本タスクの作成ウィザード] 画面 (タスク トリガ)
 

5. [特定イベントのログへの記録時] 画面が開きます。以下のように指定します。
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ログ：システム

ソース：Time-Service
ID：37

図 F.15 [基本タスクの作成ウィザード] 画面 (特定イベントのログへの記録時)
 
[次へ] ボタンをクリックします。
 

6. [操作] 画面で、[プログラムの開始] を選択し、[次へ] ボタンをクリックします。

図 F.16 [基本タスクの作成ウィザード] 画面 (操作)
 

7. [プログラムの開始] 画面で、以下のように指定します。
プログラム/スクリプト ：%SystemRoot%¥System32¥w32tm.exe
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引数の追加 (オプション) ：/resync

図 F.17 [基本タスクの作成ウィザード] 画面 (プログラムの開始)
 
[次へ] ボタンをクリックします。
 

8. [概要] 画面で、以下のチェックボックスをオンにします。
[完了] をクリックしたときに、このタスクの [プロパティ] ダイアログを開く

図 F.18 [基本タスクの作成ウィザード] 画面 (概要)
 
[完了] ボタンをクリックします。
 

9. [プロパティ] ダイアログで、[ユーザーまたはグループの変更] ボタンをクリックします。
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図 F.19 [プロパティ] ダイアログ
 

10. [ユーザーまたはグループの選択] 画面が開きます。
以下のように指定します。

選択するオブジェクト名を入力してください：System

図 F.20 [ユーザーまたはグループの選択] 画面
[OK] ボタンをクリックします。
 

11. [プロパティ] ダイアログで、[OK] ボタンをクリックして画面を閉じます。
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F.4  Windows Server 2008 R2の設定手順
以降の手順は、管理者権限のあるユーザーで行ってください。

掲載している画面はすべて表示例であり、システム構成などによって表示される内容は異なります。

 

F.4.1  NTPサーバの指定
1. [コントロール パネル] - [日付と時刻の設定] を選択し、[日付と時刻] 画面を開きます。

図 F.21 [日付と時刻] 画面 (1)
 

2. [インターネット時刻] タブの [設定の変更] ボタンをクリックします。
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図 F.22 [日付と時刻] 画面 (2)
 

3. [インターネット時刻設定] ダイアログで、以下のように設定します。
インターネット時刻サーバーと同期する：チェックボックスをオン

サーバー：NTPサーバを指定
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図 F.23 [インターネット時刻設定] 画面
 

4. [OK] ボタンをクリックして、[インターネット時刻設定] ダイアログを閉じます。
 

5. [OK] ボタンをクリックして、[日付と時刻のプロパティ] を閉じます。
 

 

F.4.2  同期間隔およびサービス起動の設定
1. [スタート] - [ファイル名を指定して実行] を開きます。”regedit.exe” と入力して [OK] ボタンをク
リックすると、レジストリ エディタが起動します。

図 F.24 [ファイル名を指定して実行] 画面
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2. 以下のレジストリ値を設定します。

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Services¥W32Time¥TimeProviders
¥NtpClient
"SpetcialPollInterval" 種類：REG_DWORD、データ:900 (10 進数)

図 F.25 [レジストリ エディター] 画面
 

3. レジストリ エディタを終了します。
 

4. スタートメニューの [管理ツール] - [サービス] を起動します。

図 F.26 [サービス] 画面
 

5. ”Windows Time” サービスを右クリックし、ポップアップメニューから [プロパティ] を選択し
ます。

 
6. [Windows Time のプロパティ] 画面で、[スタートアップの種類] を ”自動 (遅延開始)” に設定し
ます。
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図 F.27 [Windows Timeのプロパティ] 画面
 

7. W32Timeサービスが停止している場合は、[開始] ボタンをクリックします。W32Timeサービス
がすでに開始している場合は、[停止] ボタンをクリックして一度停止状態にしてから、[開始] ボ
タンをクリックします。

 
8. [OK] ボタンをクリックして [Windows Time サービスのプロパティ] 画面を閉じます。

 
 

F.4.3  イベントタスクの設定
1. スタートメニューの [管理ツール] - [タスク スケジューラ] を起動します。
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図 F.28 [タスク スケジューラ] 画面
 

2. 右の[操作] ペインから、[基本タスクの作成] を選択し、[基本タスクの作成ウィザード] を開きま
す。

 
3. [基本タスクの作成] 画面で、[名前] に任意のタスク名を入力し、[次へ] ボタンをクリックします。
例)画面では名前を ntp-syncとしています。

図 F.29 [基本タスクの作成ウィザード] 画面 (基本タスクの作成)
 

4. [タスク トリガー] 画面で、[特定イベントのログへの記録時] を選択し、[次へ] ボタンをクリック
します。
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図 F.30 [基本タスクの作成ウィザード] 画面 (タスク トリガー)
 

5. [特定イベントのログへの記録時] が開きます。以下のように指定します。
ログ：システム

ソース：Time-Service
ID：37

図 F.31 [基本タスクの作成ウィザード] 画面 (特定イベントのログへの記録時)
　

[次へ] ボタンをクリックします。
 

6. [操作] 画面で、[プログラムの開始] を選択し、[次へ] ボタンをクリックします。
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図 F.32 [基本タスクの作成ウィザード] 画面 (操作)
 

7. [プログラムの開始] 画面で、以下のように指定します。
プログラム/スクリプト：%SystemRoot%¥System32¥w32tm.exe
引数の追加 (オプション)：/resync

図 F.33 [基本タスクの作成ウィザード] 画面 (プログラムの開始)
 
[次へ] ボタンをクリックします。
 

8. [概要] 画面で、以下のチェックボックスをオンにします。
[完了] をクリックしたときに、このタスクの [プロパティ] ダイアログを開く
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図 F.34 [基本タスクの作成ウィザード] 画面 (概要)
 
[完了] ボタンをクリックします。
 

9. [プロパティ] ダイアログで、[ユーザーまたはグループの変更] ボタンをクリックします。

図 F.35 [プロパティ] ダイアログ
 

10. [ユーザーまたはグループの選択] 画面が開きます。
以下のように指定します。

選択するオブジェクト名を入力してください：System
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図 F.36 [ユーザーまたはグループの選択] 画面
[OK] ボタンをクリックします。
 

11. [OK] ボタンをクリックして[プロパティ] ダイアログを閉じます。
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F.5  Windows Server 2012の設定手順
以降の手順は、管理者権限のあるユーザーで行ってください。

掲載している画面はすべて表示例であり、システム構成などによって表示される内容は異なります。

F.5.1  NTPサーバの指定
1. [コントロール パネル] - [日付と時刻の設定] を選択し、[日付と時刻] 画面を開きます。

図 F.37 [日付と時刻] 画面 (1)
 

2. [インターネット時刻] タブの [設定の変更] ボタンをクリックします。
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図 F.38 [日付と時刻] 画面 (2)
 

3. [インターネット時刻設定] ダイアログで、以下のように設定します。
インターネット時刻サーバーと同期する：チェックボックスをオン

サーバー：NTPサーバを指定
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図 F.39 [インターネット時刻設定] 画面
 

4. [OK] ボタンをクリックして、[インターネット時刻設定] ダイアログを閉じます。
 

5. [OK] ボタンをクリックして、[日付と時刻] を閉じます。
 

F.5.2  同期間隔およびサービス起動の設定
1. [検索]に”regedit” と入力しレジストリ エディターを起動します。

図 F.40 [レジストリ エディター] 選択画面
 

2. 以下のレジストリ値を設定します。

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Services¥W32Time¥TimeProviders
¥NtpClient
"SpetcialPollInterval" 種類：REG_DWORD、データ:900 (10 進数)
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図 F.41 [レジストリ エディター] 画面
 

3. レジストリ エディターを終了します。
 

4. [管理ツール] - [サービス] を起動します。

図 F.42 [サービス] 画面
 

5.“Windows Time” サービスを右クリックし、ポップアップメニューから [プロパティ] を選択しま
す。

 
6. [Windows Time のプロパティ] 画面で、[スタートアップの種類] を “自動 (遅延開始)” に設定し
ます。
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図 F.43 [Windows Timeのプロパティ] 画面
 

7. W32Timeサービスが停止している場合は、[開始] ボタンをクリックします。W32Timeサービス
がすでに開始している場合は、[停止] ボタンをクリックして一度停止状態にしてから、[開始] ボ
タンをクリックします。

 
8. [OK] ボタンをクリックして [Windows Timeのプロパティ] 画面を閉じます。

 

F.5.3  イベントタスクの設定
1. [管理ツール] - [タスク スケジューラ] を起動します。
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図 F.44 [タスク スケジューラ] 画面
 

2. 右の[操作] ペインから、[基本タスクの作成] を選択し、[基本タスクの作成ウィザード] を開きま
す。

 
3. [基本タスクの作成] 画面で、[名前] に任意のタスク名を入力し、[次へ] ボタンをクリックします。
例)画面では名前を ntp-syncとしています。

図 F.45 [基本タスクの作成ウィザード] 画面 (基本タスクの作成)
 

4. [タスク トリガー] 画面で、[特定イベントのログへの記録時] を選択し、[次へ] ボタンをクリック
します。
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図 F.46 [基本タスクの作成ウィザード] 画面 (タスク トリガー)
 

5. [特定イベントのログへの記録時] が開きます。以下のように指定します。
ログ：システム

ソース：Time-Service
ID：37

図 F.47 [基本タスクの作成ウィザード] 画面 (特定イベントのログへの記録時)
 
[次へ] ボタンをクリックします。
 

6. [操作] 画面で、[プログラムの開始] を選択し、[次へ] ボタンをクリックします。
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図 F.48 [基本タスクの作成ウィザード] 画面 (操作)
 

7. [プログラムの開始] 画面で、以下のように指定します。
プログラム/スクリプト：%SystemRoot%¥System32¥w32tm.exe
引数の追加 (オプション)：/resync

図 F.49 [基本タスクの作成ウィザード] 画面 (プログラムの開始)
 
[次へ] ボタンをクリックします。
 

8. [概要] 画面で、以下のチェックボックスをオンにします。
[完了] をクリックしたときに、このタスクの [プロパティ] ダイアログを開く
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図 F.50 [基本タスクの作成ウィザード] 画面 (概要)
 
[完了] ボタンをクリックします。
 

9. [プロパティ] ダイアログで、[ユーザーまたはグループの変更] ボタンをクリックします。

図 F.51 [プロパティ] ダイアログ
 

10. [ユーザーまたはグループの選択] 画面が開きます。
以下のように指定します。

選択するオブジェクト名を入力してください：System
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図 F.52 [ユーザーまたはグループの選択] 画面
[OK] ボタンをクリックします。
 

11. [OK] ボタンをクリックして[プロパティ] ダイアログを閉じます。
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